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　その日、世界は壊された。

　時をさかのぼること約千年前。俗に言う《世せ界かい同どう時じ深しん緑りよく化か》と呼ばれる大災害は、人類の文明を完かん膚ぷなきまでに破壊した。何本もの巨樹が世界各地の都市を突きやぶり、数えきれないほどの植物が大地へ覆いかぶさり、人々はなす術もなく緑の津波に吞のみ込こまれた。

　時間にしてみれば、それはたった数分の出来事だったと言う。

　そのたった数分で、十数億人の人間が命を失った。

　しかしながら災厄はそれで終わらず、人々が森へ追いやられた直後、都市を突き破った巨樹──《生命樹セフイロト》の樹皮から大量の化物が現れた。

　既存のどの生物とも一線を画する、《罪獣グリム》と呼ばれるその化物は、生まれ落ちるや破壊行為を始めた。まるでそれが生存目的であるかのように、人間を始はじめとしたあらゆる動物や植物、建物に機械、果ては生みの親である生命樹すらも喰くらい尽つくしていった。




　──それら罪獣グリムと戦うために、人類は、《罪ハ匣コ》という力を手に入れた。

　一人につき一つ。宙に浮かぶ手の平サイズの立方体は、人類に化物から身を守る手段を与え、同時に奴やつらを打ち倒す力を授けてくれた。

　だがそれとともに、手にした力の代償は呪いとなって人間の体を蝕むしばんでいた。

『三日に一度、りんごを食さなければ死ぬ』

　この上なく変哲で、理不尽極まりない呪じゆ縛ばくのような代償。

　禁断の赤い果実を食べなければ、人間は、三日さえも生存できない体となっていたのだ。

　この呪いを解く手段はない。りんごは生命樹だけが作り出せるもので、生命樹の課した責務を果たした場合にのみ与えられる。つまり、生きるためには樹きの下僕となるしかないのだ。

　ゆえに人々は、約千年が経った今も、生命樹の意思にしたがって狩り続けている。

　居住できなくなった大地を捨て、生命樹の幹に半月型の都市群──全十二層の《樹じゆ層そう都と市し》を築き上げた今も、狩り続けているのだ。

　世界を喰くらう、虹色の双そう眸ぼうを持つ獣を──。










　　　序章




　濁りきった灰色の獣じゆう爪そうが、如月きさらぎキサキの頰ほおを掠かすめた。

　視界のごく近くで舞うわずかな血ち飛沫しぶき、ひやりと冷える背筋。後ろへと跳んで相手から距離を取ると、同時に一陣の風が吹きぬけ、視界の端で青々とした草花が揺れた。

「ふう……」

　意識的に空気を吐き出し、そばに浮遊している黒色の箱──罪ハ匣コをちらりと見る。

　一辺が五センチほどの、手の平サイズの立方体。滑らかなフォルムの一面には六つの数字が発光表示されていて、右端の数字は一秒ごとに一ずつ減少している。

【43:06:01】

　このカウントダウンが示すのは、自分が死ぬまでの時間だ。あと四十三時間強。六つの数字は命の減少を伝えつづけ、数字の羅列が【00:00:00】を示した瞬間、キサキは死ぬ。

　最大三日間、【72:00:00】から始まる死のカウントダウン──すなわち、《デッドタイム》。

　今の人類には、三日という寿命しか与えられていない。

　そのことを鑑かんがみれば、この戦いは実に不平等なものだろう。

　現在キサキが相手にしているのは、三メートルを超す狼で、しかし既存の動物ではない。体のほぼ全てを再生細胞で構成する化物で、濁ったゲル状の四肢、黒色の剛毛で覆われた胴体と頭部、両りよう顎あごから剝むき出だしになった牙きば──そして、虹色の双そう眸ぼう。どの部位を傷付けられようと、ほんの数秒で完全に再生してみせる。いわば無限の命をもつ存在。

　罪獣グリム。

　奴やつらには人間のような命の制限時間はなく、体内に存在する《生せい命めい核かく》を破壊されるまで、その活動を止めることはない。命の残量で言えば、人間側の圧倒的不利だ。

　それでも、人間は罪獣グリムを狩らなければならない。

　生きるために。次の三日間に命を繫つなぐために──。

　飛び掛かってくるフェーズ壱いちの狼おおかみ型がた罪獣グリムをいなし、バックステップを一つ踏んで言葉を紡つむぐ。

「《保ほ存ぞん機き構こう》起動。解放リリース／無銘刀ノーネーム」

　デッドタイムが急速に五分ほど減る。音声認識による罪ハ匣コのショートカット機能が作動し、黒色の立方体から幾本もの青白い明めい線せんが放出され、空中で集約して編み込まれていく。細長いシルエットのそれは、一秒もかからず実体化して、キサキの眼前に現れた。

　直刀。何の装飾もない刃渡り一メートルほどの刀を右手に摑つかみ取とり、軽く振り下ろす。

　虹色の眼をこちらに向ける化物に対し、キサキは直刀を片手に柔らかく構えた。じわりとした湿気が肌に纏まとわりつき、心ばかりの緊張感が背中をびりびりと刺激する。

　一瞬の静寂が、廃はい墟きよと化した高層ビルの立ち並ぶフィールドに訪れた、次の瞬間──、

「グルルオォッ!!」

　耳をつんざくような咆ほう哮こうを放ち、巨きよ狼ろうが猛然と地を蹴った。

　速い──。軌道こそ直線的ではあるが、四肢を用いた突貫は凄すさまじい速度だ。濁りきった残像を背に残し、彼我の距離を一瞬にしてゼロにした巨きよ狼ろうは、強きよう靭じんな両りよう顎あごをがばっと開ける。

「──ッ！」

　熱い呼気が突風となって髪をさらう中、キサキはしかしそれを見逃さない。

　巨きよ狼ろうの咥こう内ない──その奥に光る、宝石にも見える石いし塊くれ、生命核。それは人間で言う心臓のようなもので、破壊されればどんな罪獣グリムであっても確実に絶命する、唯一無二の弱点。

　受け流すように体を横へ傾けつつ、直刀を握り直したキサキは狼おおかみに向かって一いつ閃せんを見舞う。カウンターで飛び込んだ斬ざん撃げきは、狼おおかみの胴体を口くちの端はから斬り裂き、生命核を分断した。

　それで、終幕だった。

　致命的ダメージを受けた生命核は一呼吸の間もなく亀き裂れつに覆われ、バキ、という音を契機に砕け散る。それが意味するのは罪獣グリムの生命が終わったということで、粉雪のように生命核を散らす中、力尽きた狼おおかみは胴をずんと地に沈め、その場で静かに事切れた。

　虹色の双そう眸ぼうが、光彩を失ってたちまち黒ずんでいく。

　勝利を確認したキサキは血払いの要領で直刀を振るい、ひび割れた地面に刃を突き立てた。口を小さく開き、罪ハ匣コが拾えるぎりぎりの音声を発する。

「保存セーブ」

　それは、解放リリースと同様、罪ハ匣コに規定された音声コマンドだ。ほどけるように明めい線せんの束となった直刀は黒い罪ハ匣コに吸い込まれていき、ほぼ一瞬で罪ハ匣コ内ないにある仮想領域へと収容された。息を吐き出すのと一緒に、今の戦いで受けた細かな傷がじわじわと癒えていく。

　これが、人類に与えられた罪獣グリムを打ち倒す力──罪ハ匣コの機能だ。




　物体を仮想領域へ収納し、また現実世界に具現化する《保ほ存ぞん機き構こう》。




　持ち主の受けた傷を癒す《生せい命めい維い持じ機き構こう》。




　そして、個人により異なる超常の力──《スキル》。




　これら三つの機能は、日常生活においても利便性に富んだもので、使用している人間をして魔法としか形容のできないものである。しかしその反面、自身を傷付ける諸もろ刃はの剣つるぎとも言え、使うたびに持ち主はそれ相応の代償──つまりデッドタイムを支払うことになっている。

　一息ついたキサキは、それから狼おおかみの死骸に起こる変へん貌ぼうをいつものように眺めた。




　芽生え。




　罪獣グリムの死骸から木の芽が吹き出し、亡なき骸がらを養分として勢いよく生長していく。あっという間に見上げるまでになった若木は、やがて若葉をたっぷりと拵こしらえた大木へと成り果てた。

　その若葉の間に実る、赤い果実。瑞みず々みずしくも、どこか毒々しい果物──りんご。

　それも一つではない。二、五、十と次々に実り、赤く熟したかと思えば枝を離れ、落下していく。ボトボトと、しかし、それらが地面に落ちることはなく、りんごの出現を感知した罪ハ匣コが自動的に保存機構を起動し、地べたに落ちる前に仮想領域に収納していく。

　責務を果たしたことによる、生命樹セフイロトからの報酬だ。死骸となった罪獣グリムは足場の一部となっている生命樹に取り込まれ、りんごの木となる。そして罪獣グリムを倒した人間がそれらを回収して食べれば、その者のデッドタイムは、三日間の始まり、つまり【72:00:00】まで巻き直される。

「よいしょっと」

　保存機構が回収を止めたのを見計らい、降ってくるりんごの最後の一つを手に受け止める。真っ赤に熟したそれに齧かじりつくと、口中をほのかに甘い果汁が満たした。

　シャリシャリという食感を味わってから飲み込む。デッドタイムが急激にカウントアップを始める。残り時間はあっという間にリセットされ、次の瞬間にはまた一秒ごとに減っていく。これで、体を蝕むしばむ三日間の呪いは初期状態へと戻ったことになる。

　その時、ぽーんという電子音が罪ハ匣コから鳴り、一枚のウィンドウが目前に飛び出してきた。

「メッセージ……誰からだ？」

　キサキの肩幅ほどもない、水色に発光する半透明の長方形。罪ハ匣コの操作ウィンドウに右手を伸ばし、表示されている手紙マークをタッチすると、メッセージの内容が表示される。

　差出人は『如月きさらぎユイハ』。──妹からだ。

　慣れた操作で本文を開けば、その文面はいたって簡素なものだった。

『話があるから、今すぐ街に帰投しなさい』

　兄に宛てたとは思えない、命令的な文である。

　慣れているキサキは眉まゆ一つ動かさず、『了解』とだけ返信して、ウィンドウの右上にある×ボタンをタップする。今度は音もなく、宙に浮いていたウィンドウが即座にかき消えた。

「……面倒だけど、行かねーとあいつ怒るもんなぁ……」

　消え入る声で呟つぶやき、遠くのほうに見える灰色の壁──その向こうにある街へと歩き出す。

　今や人類の支配者たる、生命樹の幹に背を向けて。

　食べかけのりんごをもう一ひと齧かじりした。










　　　第一章




　風が唸うなり声ごえをあげる。

　地上約八十キロメートルの地点にある、中間圏と熱圏の境界。

　そんな途方もない高さの天空にて、新緑の樹冠を広げる大樹。

　生命樹セフイロト。

　それはあまりにも大きな樹きだ。直径約二十キロメートルの幹は大陸に一筋の影を落とし、幹を支える根は地殻をいともたやすく突きやぶる。それであって自重に押し潰されることなく、圧倒的な物質量をその生命力で支え、浩こう蕩とうたる世界を見下ろすかのように佇たたずむ。

　現在の人間は、そんな巨樹の幹に寄生するように生きていた。

　樹層都市という、半円型の都市群。階層の数は全部で十二。広大な人工地盤の上には多くの建造物が築かれ、一層あたりの居住人口は五十万人程度。互い違いに連なるその都市群を遠くから眺めれば、それらは樹に生えるキノコ──サルノコシカケにも見えるだろう。

　如月きさらぎキサキは、そんな樹層都市・第五層に暮らしていた。




「ご苦労様です」

「あいよ」

《境きよう界かい壁へき》に駐ちゆう屯とんする門番と短い挨拶を交わし、巨門をくぐったキサキは街の中に入る。

　この第五層は──他の層も同様だが──生命樹の幹に沿うように半月型を取っている。その様相を俯ふ瞰かんしてみれば、円周側には人間の生活区域が広がっていて、内側にはさらに小さな半月型の地区がある。そこは《禁きん域いき》と呼ばれる、瓦が礫れきや旧世代の遺物が転がる植物の支配する地区で、先ほどまでキサキが罪獣グリムと戦い、りんごを回収していた場所だ。

　その禁域と人間の住む円周側との境には特殊な鋼鉄の壁──境界壁が敷ふ設せつされていて、行き来するには四つだけ設けられている門をくぐり抜ぬけなくてはならない。

　そのうちの一つをくぐり、キサキは禁域から街へと帰還した。

　背丈の何倍もあるシャッター式の鋼鉄扉が、地響きにも似た音をたてて閉まる。

　これで、振り返ろうとも禁域を見ることは叶かなわなくなった。それもそのはず。巨門を擁する境界壁の高さは十階建てのマンションほどにも及び、厚さも約五メートルはあるのだから。壁面に張られた『止マレ』『ＳＴＯＰ』『一方通行』などの無数の標識や、どこぞのチンピラが描いたような落書きなどは、威圧感によって、この壁に近づくのは危険と伝えている。

　とはいえ門前の広場は閑散とは縁遠く、中央では円形の大きな噴水が水しぶきを上げ、多くの人々が周辺でたむろしていた。ほとんどがキサキの同業者であることを鑑かんがみるに、罪獣グリム討伐前の作戦会議か、もしくはりんご回収後の清算でもしているのだろう。広場に沿って並ぶ酒場や小道具店、武器屋は今日もそれなりに繁はん盛じようしているらしい。

　その先に目を動かしていると、一人の少女が視界に映り込んできた。

　黒髪の可か憐れんな少女。仁王立ちのまま腕を組み、門のある方角をひたと睨にらんでいる。

　傍はた目めから見て人を待っているのであろうその少女は、キサキを呼び出した張本人だ。

　後頭部を搔かき、小さく息を吐いて、広場の片隅に立っている彼女に近づく。
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「……遅いわよ、馬鹿兄貴」

　こちらの顔を見るや不機嫌そうに眉を寄せ、少女はむすっとした声で言った。

「悪い悪い」と手を振ると、なおさら不満げに睨にらんでくる。

　とはいえ、それがいつも通りの彼女だ。端正に整った小ぶりな顔に、への字に曲げられた桜色の唇。こちらをじっと見つめるガーネットの瞳。セミロングの髪の色は兄のものよりもずっと艶つややかな黒色で、ヘアアクセサリーの類は特になし。代わりに細い首には使い古した髪飾りを使ったチョーカーが巻かれている。刺とげ々とげしくも、どこか気品を感じさせる少女だ。

　スレンダーな体を、勤務先から支給された制服に包んでいる。赤を基調としたジャケット、黒色のショートパンツに、運動性を重視したスニーカーという出いで立たち。

　年齢はキサキの二つ下で十五歳。好きな食べ物はパスタとプリン。趣味は読書と散歩。性格は父親に似たのか頑固なまでに生真面目であり、少しの妥協さえも許さない性分。文武両道かつ容姿端麗、幼い頃は似てない兄妹きようだいだとよく言われたものである。

　漆しつ黒こくに塗ぬられた彼女の罪ハ匣コが視界に入ったところで、如月きさらぎユイハは切り出した。

「それで、さっきのメッセージ、あんたを呼んだ理由はもうわかってるでしょう？」

　それは赤の他人が聞けば絶対に答えまで辿たどり着つけない、ともすれば横暴な問いではあるが、しかしキサキはすぐに把は握あくした。もっと言えばメッセージが来た時点で予想はできていた。

「えーっと、そうだな……あれだ、──愛の告白のためとか？」

　決め顔でボケた瞬間、ユイハの、細剣のごとき鋭い視線が頰ほおに突き刺さった。

「望むなら、その口をここで引き裂いてあげるわよ」

「…………い、いえ、遠慮しておきます」

　冗談が通じないなぁ、と思いながら返す。ユイハは「ったく」と小さく嘆息をつく。

　彼女──如月きさらぎユイハとキサキは紛れもなく兄妹きようだいだ。しかしながら他者が羨うらやむような仲睦むつまじい間柄とは言えず、力関係も明らかに逆転している。それは仕事の立場的にも言えることで、妹が公的機関の優秀な局員である一方、キサキはその機関に雇われるいわば一介の傭よう兵へい。

　権力では彼女のほうが明らかに上なので、兄の威厳などお世辞にもあるとは言えない。

「──んで、依頼は何だ？　《公こう安あん局きよく》から仕事を持ってきたんだろう？」

　仕切り直すように聞くと、ユイハは頷うなずく。

「ええ。今、一つ仕事を任されているのよ。だけど、その仕事は人手が必要だって言うから、《罪獣狩りグリムリーパー》のあんたたちに補佐を頼もうと思って。それでメッセージを送ったの」

　つっけんどんに告げる彼女に、やっぱり、とキサキは思った。

　都市の治安を守る公的機関《樹じゆ層そう都と市し公こう安あん局きよく》。彼らに雇われる《契ク約ラ社ン》の一つに属する罪獣狩りグリムリーパーのキサキは、その立場上、彼らに仕事の手伝いを任されることがあるのだ。

「仕事の内容は？」

「それはあたしにもまだ分からないわ。ちょうど外出している時に連絡があったから、あたしもこれから局に戻って、そこで詳しい話を聞こうと思ってるところよ」

「……え、それじゃあわざわざ僕を迎えに来たのか？」

「そうよ。なんか文句ある？」

「いや、それなら先に公安局に行って待ってればよかったのに、って思ってさ。どうせ僕もりんごを納品する用事があったし、お前だってそっちのほうが楽だったろ」

「……なによ。偶然近くを通ったから、ついでに様子を見に来てあげたんじゃない。それに、あたしは公安局の人間だから、雇ってる契ク約ラ社ンの安否を確認することも仕事に含まれてるの。あんたに会いに来たのはその職務を果たすためでもあるんだから」

　ぷいっと顔を逸そらす、その横顔にはささやかな切迫が見えた。

　たしかに、雇っている契ク約ラ社ンおよび罪獣狩りグリムリーパーの管理は、公安局の義務だと聞いたことがあるが、それでわざわざキサキを迎えに来るとは少々真面目すぎるだろう。

　そんな呆あきれの感情を彼女が悟ったかは不明だが、キサキは「……わかったよ」と返して、

「……でもさ、やっぱり僕に関わるのはあまりよくないと思うぞ。前にも言ったけどさ……」

　小さな声で続けると、ユイハの顔がわずかに曇った。その悲しそうな表情を見ていられず、原因を作った当人であるキサキは視線をずらしてしまう。

「…………別に、あんたが心配することじゃないでしょ」

　嫌な空気を払うようにそれだけ言ったユイハは、この話はおしまいとばかりに息を吐いた。一秒ほどの間を置いて、別の話題をふってくる。

「──それで、あの人はどこにいるのかしら？」

「……ん、ああ、ロウナのことか。あいつなら朝から修練に行ってるよ。だからここにはいない、んだけど……もう昼前だしそろそろ終わってる時間だな。局に向かう途中で合流するか」

　音声機能を用いてウィンドウを一枚出し、慣れた手つきでメッセージ作成のタブを開く。宛名を選択。『これから公安局に行くから、その途中で合流するように』という文章を打ち込み、送信ボタンをタップすると、軽快な電子音と一緒にメッセージが送信された。

「これでよし、と」

「それじゃあ、第五層支部のほうに向かうわよ」

　踵きびすを返したユイハは、街の中心部に続く道を歩き出す。

　キサキは了解の言葉を返し、黒い長髪を揺らす少女を追いかけた。




　　　　　‡




　この樹層都市に住む人間は、層によって十二の階級に分けられている。

　第一層が最高位で、第十二層が最低位。それはいわば身分制度であり、階級によって就ける職業やりんごの配給量などが定められ、階級が上がればその分だけ生活が良くなる。

　その制度に照らし合わせれば、第五層は中層群に位置付けられていた。

　いわゆる可もなく不可もない人間たちが押しこめられた層。敷しき地ち面積は樹層都市中でも最大クラスと言われ、他層に比べて商業と居住に特化しているせいか、居住人口もかなり多い。

　その街並みを一言で表現すれば、雑多というのが適当だろう。

　立ち並ぶ建物の建築様式はどれもばらばらで、あるものは木造建築、またあるものはコンクリート建築。それらの建造物が隙間なしに連なっている、というだけで十分に猥わい雑ざつと言えるのだが、電線や配管ダクトが血管のように配置されていたり、無数の看板がひしめき合っていたりするせいで、景色の混こん沌とんさが尚なおのこと増ましているように感じられる。

　第五層の中心部、商業区・繁華街にある大きな通り──《鳳ほう天てん通どおり》と呼ばれる目抜き通りは、いつもと変わらない喧けん騒そうに包まれていた。




　縦横無尽に飛び交う雑踏の発話。路面電車の走行音に建設工事の騒音が重なり合い、色々な商店の広告ソングがごちゃ混ぜになって耳を右から左に抜けていく。

　そんな落ち着かない雰囲気の中、キサキはファーストフード屋台で昼食を購入していた。

「んじゃあ、そのホットドッグを二つ頂ちよう戴だい」

「まいどありィ。お代は三百ソロンだ」

「あいよ」

　威勢のいい男店主の要求を受け、罪ハ匣コのウィンドウを手早く操作する。

《ソロン》というのは、政府によって発行される仮想通貨のことだ。実体のない、罪ハ匣コの仮想領域にのみ存在する貨か幣へいで、樹層都市に住む市民はこの通貨を使って金銭取引をする。

　ウィンドウの中の財布アイコンをタップしたキサキは、所有残高を確認してから三百ソロンを空欄に入力した。その数字をフリックし、ウィンドウの外に引き出すと新たなウィンドウが一枚現れるので、それを店主へと指ではじいて飛ばす。

「ん、確かに。それじゃあ持っていきな」

　飛んでいったウィンドウを受け取り、三百ソロンが入っていることを確認した店主は、キサキに包装されたホットドッグを二つ手渡した。それで立ち去ろうとしたのだが、なぜか店主がニヤついた顔をこちらに寄せてきて、内緒話をするような声で話しかけてくる。

「なぁなぁ兄ちゃん。もしかして、あの可愛い子ちゃんとデートかい？」

　ちらりと視線を動かす店主。その目線を追って振り返れば、離れた位置でキサキを待っているユイハの立ち姿が目に入った。憶測するまでもなく、この店主は勘かん違ちがいしているのだろう。

「いいや、不正解。あいつは僕の妹だよ」

「え、兄妹きようだいなのか。そういやよく見ると似てるような……」

　そう言いながら、店主はキサキとユイハを交互に見比べ……、

「だとすると、良い成分は全部妹さんのほうに持ってかれちまったようだな」

「……どういう意味だこの野郎」

　ドスをきかせた声を返すが、しかし店主は屈くつ託たくなく笑うのみ。

「はっはっはっ、こりゃ失敬。またのお越しを！」

　調子のいい店主に不満の目を投げ、踵きびすを返す。そうして見れば、それが癖であるかのようにユイハは腕を組んで立っていた。人の往来を避けるために通りの端に立ち、表情はいつものように不満げ……であるがしかし、それであって美貌を薄めきることができておらず、通りすがりの人々──特に男性なんかは彼女に一いち瞥べつをくれてから通り過ぎていく。

　それに対して兄のほうはと言うと……、うだつが上がらないと言うかなんと言うか。

　あの店主が言うように、自分の容姿は特別良くはない。身長は決して高くないし、目にかかるほどの黒髪はユイハに比べて随分くすんでいる。筋肉はなく、女々しいまでに中性的な顔にくっついている小生意気な両眼は、今も覇は気きなくこの景色を眺めていることだろう。

　その微妙な容姿を気にして、服に気を遣つかってみたこともある。今の服装──紺こん色いろチュニックに黒地の短パン、レギンス、ハイカットのスニーカーという身だしなみ。財布と趣味を鑑かんがみた結果がこれなのだが、外見が良くなるかと言われれば、小一時間は悩んでしまうところだ。

　──と、これ以上待たせたら、また機嫌を損ねちまうな。

　思考を断ち切り、ホットドッグを両手に持ち直して、妹のもとへ向かう。

「はいよ。ここのオススメなんだ」

　二つのうち一つをユイハに渡す。受け取るや、彼女は訝いぶかしげに包みを見つめる。

「……これ、カロリー高いんじゃないの？」

「あれ？　カロリーとか気にするタイプだっけ？」

「いつの話をしてるのよ。あたしだってもう十五だし、色々と気になる歳としなのよ」

　ぷい、と顔を逸そらす妹に、「へぇ」とキサキは返事をする。それから彼女の体に目を移し、何の気なしに控えめな胸へ視線を動かしてしまい……。

「……いや、でももうちょっと肉を付けたほうがいいと僕は思うぞ」

「どこ見て言ってんのよ。ぶっ殺すわよ」

　ギロリという音が聞こえそうな勢いで睨にらまれる。しかし慣れているキサキは動じることなく、「そう、じゃあ食べない？」と何食わぬ顔で訊きいてみる。

　ユイハは両手に持ったホットドッグの包みをしばし見つめ、

「……いや、食べる」

　小さく言って、兄に取られまいと包装を急いで開き、大きくパンにかぶりついた。

「ふふ……」

　なんだか微ほほ笑えましいな、などと思ってしまったキサキは、彼女に見られないよう小さく頰ほおを緩め、自分の分を頰張った。年頃とあって背伸びはしているものの、やはり十五歳という歳とし相応の少女なのだろう。なんて、背伸びをしている本人には決して言えないけれど。

「オススメなんて言うからには、あの屋台には結構行ってるの？」

「ああ、三回目くらいかな。それに、この辺りの屋台はもうだいたい回ったな」

「ふーん。あんた、食べ歩きなんて趣味持ってたっけ？」

　標準装備のジト目を向けられ、キサキは頰をぽりぽりと搔かく。

「いや、僕のほうじゃなくってさ……」

　通りの一角へ目を動かす。そこにはちょっとした人ひと集だかりができていて、大食い競争の見世物をしているようだった。時おり歓声が上がるのを見るに、そこそこ盛り上がっているらしい。

　大きなテーブルに置かれた大皿には、ステーキが溢あふれんばかりに積み上げられている。見るだけで気持ち悪くなるような肉の山を、いかにもな巨漢たちが次々と平らげていく。

　その中でダントツの一位となっている、灰色の髪の少女がいた。

「あいつが大食漢なせいで、何かと屋台を利用する機会が多いんだよ」

「…………ああ、なるほど」

　凄すさまじい勢いでステーキを食らう剛ごう毅きな少女を見て、ユイハは呆あきれたように納得する。

　その時、主催者の男が笛を鳴らし、灰髪の少女の腕を摑つかんで高らかに突き上げさせた。

　それが意味するのはもちろん、少女──雨あめ宮みやロウナの勝利である。




　大食い大会が終了するのと同時に、人だかりは自然と散り散りになっていく。多少なりとも薄まった人の波を縫い、キサキはユイハを連れてロウナのもとへと向かう。

　彼女は、周囲の参加者と熱い握手を交わしていた。たとえ試合中は倒すべき敵であっても、試合後はともに戦った戦友ライバル、といったところなのだろう。なんとも暑苦しい。キサキの苦手とする空気感だ……が、しかし、その中心となっている少女──、

　ロウナこそ、同じ契ク約ラ社ンに所属するたった一人の仕事仲間なのである。

　大人びた、毅き然ぜんとした雰囲気を醸かもす少女だ。年齢はキサキと同じ十七歳。凜り々りしい鳶とび色いろの瞳に、余裕を感じさせる口元。さばさばとした青色の髪をポニーテールにしている。そのスタイルは女性ならば誰もが羨うらやむもので、長身瘦そう軀く、胸は豊満であり、腰つきは非常にしなやか。

　服装のほうは運動性を考慮したもので、レーヨン素材のサロペットを着用し、上は七分丈のラフなＴシャツ一枚のみ。その薄着のせいで、幸か不幸か彼女の大きな胸が強調される状態となっていて……なんと言うべきか、男ならば誰しも目のやり場に困る服装だが、しかし、見慣れてしまっているキサキに関しては特に困ることもない。

　そう、見慣れてしまうほど、キサキは彼女とともに行動しているのだ。

　出会ったのは今から二年前。別の契ク約ラ社ンにいた彼女を引き抜き、一年前に共同の契ク約ラ社ンを設立してからというもの、今までずっと一緒に仕事をし、一緒の家に暮らして、一緒に食卓を囲んできた。相棒、と言えばいいのだろうか。キサキと彼女はそのような関係だと言える。

　歩み寄ると、こちらに気付いたロウナが唇を緩めた。

「来たか。待っていたぞ」

　凜り々りしい声。キサキは空になった大皿をちらりと見やる。

「……お前、それで待ってたって言えるのかよ」

「なに、大人しく待っていろ、という文面はメッセージになかったからな。それに修練のせいで小腹が空いていたのだ。むしろ一石二鳥と言うべきだろう」

　ふふん、と豊満な胸を張ってみせるロウナ。たゆんと揺れるものには一いち瞥べつもやらず、

「……小腹であれだけ食べるのかよ。やっぱりウチの家計を圧迫してんのはお前だよ」

「何を言うか。私は自分の食べる分はちゃんと稼いでいるぞ。それを言うならば、ことあるごとに洗剤やらトイレットペーパーやらを買い占めるお前のほうが圧迫しているだろう」

「あれは日用品だからいいんだよ。備えあれば憂いなし、って言うだろ」

　売り言葉に買い言葉。他愛のない舌戦をしていると、キサキの背中からユイハが姿を現す。口論を一方的に打ち切ったロウナが彼女に声をかける。

「む、ユイハちゃんか」

「こんにちは、ロウナさん。今日もお元気そうで」

　しかしユイハの声はどこか無機質で、なんとなく距離を感じさせるものだった。そのことを察したらしいロウナは苦笑いを浮かべつつ、キサキの隣にいる彼女にひとつ提案をする。

「その、だな……ユイハちゃん。以前にも言ったとおり、私のことは呼び捨てで構わないし、敬語も要らないのだが……」

「いえ、年齢はあたしのほうが下ですから。敬語で話します、ロウナさん」

　にっこりと笑みを浮かべる。その冷めきった対応には、男勝り、あるいは剛ごう毅きと称されるロウナでさえも少々たじろいでしまうらしい。

「そ、そうか……あ、そうだ。先ほどの店主にステーキの残りを包んでもらったのだが……」

「そうですか。それはよかったですね」

「ユイハちゃんに一つどうかと……」

「ありがとうございます。ですが、遠慮しておきますね。あたしはロウナさんと違って、動物性脂肪の過剰摂取は避けなくてはなりませんので」

　皮肉たっぷりの台詞せりふに対し、ロウナは、むぅとユイハの体を見つめる。

「いや、ユイハちゃんの場合はもうちょっと肉を付けたほうが……」

「余計なお世話です。ぶっ飛ばしますよ」

　にこり、と温度ゼロの笑みを浮かべるユイハ。

　気まずい空気に毒されたキサキは、思わず逃げ出したい気分になった。

　かねてから知り合いであるユイハとロウナは、しかし会うたびに微妙に険悪な雰囲気になるのだ。仲良くなろうとするロウナに対し、頑かたくなに距離をおき続けるユイハ。両者が険悪になる原因はおそらく妹の側にあるのだろうが……原因が何なのかは兄にはわからない。

「では、公安局に行きましょう」

　くるりと踵きびすを返し、背を向けたユイハは先に歩きだす。

　置いていかれたロウナは、これ見よがしにがくりと肩を落とした。

「残念だったな」

「うぅ、キサキ、私はどうすれば彼女と仲良くなれるのだろうか……」

　いつもは勝気な目をしおらしくさせて、先導するユイハの背をロウナは見つめる。

「さぁな。僕にはわからないよ」

　言った瞬間、なぜだろう、「ちっ」という舌打ちが彼女から飛んできた。

「………………この鈍感め。お前が原因だというのに……」

　恨めしげな声でそう言って、ロウナはキサキを置いて先に行ってしまった。




　それからしばらく歩き、目的地に到着する。

　鳳ほう天てん通どおりの雑踏を抜けたキサキは、目の前の建物を見上げた。

　コンクリートを基礎にガラス窓を多用した、第五層で最も規模のでかい三十階建ての建造物。きっと、上層にいる有名な建築士が設計したのだろう、おそらく第五層では他にないデザインだ。これが良いのか悪いのか、その方面の知識がないキサキにはわからないが、この建物だけが猥わい雑ざつな繁華街から切り離されているような、そんな異物感を思わず覚えてしまう。

　樹層都市公安局・第五層支部、という門前の表札を横切り、キサキ達は建物へ入る。

　遥はるか上階まで吹き抜けとなっているエントランスには、今日も多くの人が入り乱れていた。

　公安局は、都市に起こる問題を解決するだけでなく、様々な行政手続きを行う役割をも担になっている。納税や公的サービスの申請、生活相談などに訪れた人々が列に並ぶ中で、いそいそと動き回る黒と赤を基調とした制服姿の人間が目立つのだが、彼らがここで働く公安局員だ。

「それじゃ、あたしは仕事の話を聞いてくるから。あんたはりんごの納品をして待ってなさい」

「はいよ」

「ロウナさん、馬鹿兄貴をよろしくお願いします」

　ぺこりと、業務的に頭を下げたユイハは局の奥へと歩いていった。

「……だ、そうだ。馬鹿兄貴」

　ニヤリと言ってのけるロウナに、キサキは溜ため息いきをつく。

「お前まで乗っかるなよ。つーか、納品は僕一人で大丈夫だからお前は待ってろ」

　ロウナを置いて、キサキは《罪獣狩りグリムリーパー係》と記されたプレートのあるカウンターへ行く。複数あるカウンターは全て埋まってしまっていたので、仕方なく並んで待つ。

　キサキの前でりんごを納品しているのは、一人の男だった。受付の指示に従って罪ハ匣コの中にあるりんごを解放し、巨大な金属製のカゴへと次々に積み上げていく。満杯近くまでいったのを見るに、数はざっと二百といったところだろうか。平均的な罪ハ匣コの保存限界である。

　というのも、携帯端末にデータ容量があるように、罪ハ匣コの保存機構にも容量の限界があるのだ。いくらでも物を収納できるわけではなく、無分別に保存していくとすぐに満タンになってしまう。ゆえに、戦闘用の物──剣や銃、弾丸などを容量限界まで保存して戦っている人間では獲得したりんごを数個しか保存できず、あらかじめ容量を空にした回収役が必要となってくる。おそらく、前に並んでいる彼もそのような《運び役》の人間なのだろう。

　前の男が納品を済ませ、キサキの順番になる。

　受付係は黒髪のふくよかな女性で、こちらの顔を見るなりにこりと笑った。

「お、誰かと思えばキサキちゃんじゃないかい。元気にしてたかい？」

「ええ、見てのとおり元気っすよ。ミカネさん」

　軽い挨拶を交わす。彼女、九く条じようミカネとは前からの付き合いなので少々砕けた対応になる。

「そうかい。けどおばちゃんは心配だねぇ。ちゃんとご飯は食べてるのかい？　ロウナちゃんはあれだから心配ないと思うけど、キサキちゃんはひ弱だからもっと食べないとねぇ。そうだ、今度ウチに来なさいな。お腹ぱんぱんになるまで食べさせてあげるから。それに、ウチのちびっ子たちもあんたに会いたいってうるさいことだしね」

「あはは、考えておきます。とりあえず、りんごの換金手続きを頼みます」

　話を切って促すと、ミカネは「むう、そうかい？」とだけ不満気味に返して咳せき払ばらいを一つ。

「それじゃまず、罪リ獣ー狩パりーのライセンスを提示してちょうだいな」

　彼女の指示に従い、キサキはそばに浮かぶ罪ハ匣コを指で叩たたく。

　操作ウィンドウを手動で出すアクションだ。目の前に現れた水晶色の表示枠を操作してライセンスを表示し、席に座るミカネへ指で弾はじいて飛ばす。彼女はそれを右手で受け止め、

「あいよ。それじゃ確認するね」

　目の前までウィンドウを誘導し、手元のホログラム画面と見比べる。

「本当はねぇ、顔見知りだからこういう面倒な手続きは省略したいんだけど、それをしちゃうと上司に怒られちゃうからねぇ。よし、《明けの空鳥ドーン・フオウル》様の如月きさらぎキサキ君、確認いたしました」

　こちらにウィンドウを弾はじき返かえしたミカネは、隣にある大きなカゴを手で示す。

「それじゃあ、回収したりんごをこのカゴに入れちゃって」

「了解」

　返ってきたウィンドウを何回か叩たたき、納品用のりんごをまとめて収納してあるタブを開く。それから解放先であるミカネの隣のカゴを見て、しかしぴたりと手を止めた。

　理由を察した彼女がすぐに声をあげる。

「あー、そうだったそうだった。キサキちゃんの保存機構だと、カゴ一個じゃあ足りないのよねぇ。後ろにある予備のを合わせて足りればいいけど、今回はどれくらい持ってきたの？」

　問われて確認する。

「えっと、千個ってとこかな」

「わお、相変わらず桁けた外はずれの容量ね。それで限界まで保存していることになるの？」

「いや、そんなことはないです。つーか、容量限界になったことないです、たぶん」

「へぇ。なんだか不思議な保存機構ねぇ。まああなたの場合、《スキル》の機能が無い代わりなのかもしれないわね。……それじゃあ、私の後ろにあるやつに入れちゃって。五つも使えば、ぎりぎり入りきると思うから」

　頷うなずいて、示された複数のカゴに座標を合わせたキサキは手元のウィンドウをタップする。と、黒の罪ハ匣コから噴水と表現できるほどの明めい線せんが放出され、ミカネの背後にあるカゴの上で一斉に具現化する。大量のりんごがカゴに落ちていく。その量は前の男が解放したものをはるかに凌りよう駕がする、しめて一〇一二個。赤い滝のように降り注いだりんごはあっという間に五つのカゴを満タンにして、二、三個あふれ出したところで止まった。

　ミカネは安あん堵どの息を吐き、満タンになったカゴからこちらへと視線を戻す。

「ぎりぎり、なんとか収まったわね。それじゃあ換金してくるから、ちょっと待っててね」

　そう告げるや椅い子すを軋きしませて立ち上がり、ふくよかな体を押して奥のほうへ歩いていく。その背中を見送ろうと見つめていると、「あっ」と何か思い出したようにこちらを振り返る。

「そういえば、ユイハちゃんがまたあなたのことを話してたわよ。本当に仲がいいのね」

　笑み混じりにそれだけ言って、局の奥へと軽快に歩いていく。

　キサキは、それに対して何の反応も返せなかった。




　そのまましばらくカウンターで待っていると、りんごの勘定を終えたミカネが戻ってきた。罪ハ匣コからウィンドウを出し、淀よどみない手つきでいくつか操作をする。

「お待たせ。それじゃあこれが今回の報酬ね」

　空中をスライドしてくるウィンドウ。指で受け止めてその表示内容を見てみると、今回の報酬が入金されていた。数日分──キサキだけでなくロウナが獲とった分も含まれていたので、かなりの収入だ。これだけあれば、当分の間は食いっぱぐれないだろう。

　そうして手持ちがいくらか減れば、また罪獣グリムを狩り、りんごを獲得して換金する。

　そのようなサイクルが、罪獣狩りグリムリーパーという職に従事するキサキたちの日常だ。

　おそらくそれは、この世界においてなかなか危険な日常だろう。雇い主である公安局からの依頼で雑務的な業務をさせられる場合もあるが、罪獣狩りグリムリーパーの仕事の大半は罪獣グリムの討伐およびりんごの回収だ。そして、そこには当然のように命の危険が付きまとう。一般的に化物と称される罪獣グリムと戦い、その結果命を落としたなんてことは言いたくないが、日常茶飯事である。

　普通に考えれば、進んで就きたくはない職業だろう。しかし、そのぶん収入は他の職に比べても破格で、ハイリスクハイリターンな職だと言える。その魅力のせいもあってか、最近ではこの職を希望する腕自慢の荒くれ者が増えていて、罪獣狩りグリムリーパーの風評が悪化している。

　──んだけど……まあ、それに関しては自分も言えたことではないか……。

　通貨の所有残高が増えたことを確認して、受け取ったウィンドウを消去する。

「じゃあ、また来なね」

　にこやかなミカネに心ばかりの笑みを返して、キサキはロウナのもとへと向かった。




「終わったか」

「ああ。これお前の分な」

　歩み寄ってくるロウナへと、報酬を入れたウィンドウを渡す。

「ふむ。たしかに頂いた。しかし高額だな……換金レートのほうもまた上がったか？」

「……先月にも増して、りんごの供給が需要に追いついていないせいだろうな。階級制度もあいまって、第十二層じゃりんごを入手できずに死んじまうことも少なくないらしいし」

　ため息混じりに言った言葉に対し、ロウナが難しい顔になって唸うなった。

　しかし残念なことに、それは紛れもない事実だ。

　りんごの収集量が需要を下回っているのも大きな理由の一つだが、第十二層のりんご不足に関しては《市し民みん階かい級きゆう制せい度ど》が最も大きな要因だ。この制度が層ごとに供給量の差を設けているせいで、第十二層はりんご供給が一番少なく、樹層都市における最悪の居住地となっている。

　具体的な数字を出せば、りんごは三日に一度入手するのがやっと、といったところか。そんな状況で、たとえば怪け我がを負ってデッドタイムを消費してしまえば、次の配給を待たずに命を散らしてしまうこともあり得るはずで、当然、りんごを持たない恐怖に苛さいなまれた住民たちは生き残るために他人のりんごを盗むという行為に出る。追い詰められた狂気は瞬またたく間に第十二層中に広まり、りんご強奪以外にもあらゆる犯罪が蔓延はびこるようになり、治安の悪化は怪け我がや病などのリスクをさらに高め……そんな悪循環が、第十二層では今日も繰り返されている。

　全ては、必要以上のりんごを確保し、しかし第十二層を省みない上層のせいと言うべきか。自身の余裕ある生活のために階級制度を振りかざし、権力を強めている彼らは、下層のりんごの供給から生活に必要な資源までを絞り取っている。前時代的なカースト制度というやつだ。

　しかし、それに不満を唱える下層の人間はいない。否、唱えられないのだ。階級制度は下層の人間が上層に立ち入ることを基本的に禁じている。第五層にいるキサキが第四層に昇れないように……下層の人間は、不満を政府に訴えることすらできない。

「……どうにかならないのか？」

「難しいだろうな。階級制度を変えるには官僚クラスの権力が必要になるし、第五層の末端契ク約ラ社ンである僕らじゃそれはたぶん無理だ。それでも、この状況を変えたいと思うのなら……」

　言葉を切って一息ためると、続きはロウナが代弁してくれた。

「──一体でも多く罪獣グリムを狩るしかない、ということか」

　小さく頷うなずいたキサキは人差し指を立てる。

「あるいはもう一つ方法がある。限りなく可能性が低いけれど、《勇猛なる階位ブレストオーダー》……たしかあれの序列一位になることができれば、政府に意見できるくらいの待遇……つまり、この樹層都市における最高クラスの地位が与えられる……んじゃなかったけ」

「……勇猛なる階位ブレストオーダー……何だそれは？」

「お前罪リ獣ー狩パりーやってるくせに知らないのかよ。階位オーダーは、罪リ獣ー狩パりーの人間だけに適応されるランキングのこと。ライセンス貰もらったときに説明されたろうが」

「はて、そうだったか……ともかく、そのランキングで一位になればいいわけか」

「そうなんだけど……まあ、一位なんて夢物語だろうけどな」

　軽く言ってのけるロウナに対し、話題を出したキサキ自らが苦言を返す。

「…………キサキ、お前の階位オーダーはいくつだ？」

「えっと、たしか……一万位くらいだったかな」

　かなり前に一度見ただけなので、さすがに端は数すうまでは覚えていないが。

「階位オーダーに登録されているのは今で二万人くらいだから、僕はいいとこ中堅ってとこだな」

　記憶の中に残る数字を口に出し、腕を組んだキサキは続けて言った。

「これで、一位がどれだけ遠いかわかるだろ。さっき言ったとおり、階級制度をぶち壊すのは不可能……結局僕らにできるのは罪獣グリムを狩って、一つでも多くりんごを収集することだけだ」

　結論付けるように告げて、キサキは視線を移した。そこはエントランスの中央窓口で、詰めかけた多くの市民が行列を作っている。

　りんごの配給を求めて来た人々だ。自力でりんごを獲得できない一般市民のほとんどはこのようにして公安局へと定期的に立ち寄り、層ごとに決められた量のりんご配給を受ける。とはいえその配給量も日によってまちまちで、りんご回収の大半を担になっている罪獣狩りグリムリーパーの回収量が少なければ、そのぶん市民へのりんご配給は少なくなり、時にはりんごを食べられなくなる。

　やはり、今の自分たちにできるのは、少しでも多くりんごを回収することだけなのだろう。

　そんなことを考えていた矢先──一発の怒声が聴覚を揺らした。

「おいおいおい！　ふざけんじゃねェよッ!!」

　荒々しい声がエントランスに響き渡り、凍ったように空気が張り詰める。

　怒声の発生源を見れば、罪獣狩りグリムリーパー係の窓口の前に女性公安局員と、三人の男がいた。

　男たちのほうはおそらく罪獣狩りグリムリーパーで、どこかの契ク約ラ社ン。三人のうち、先頭に立つ男がリーダー格なのだろう。見た目は二十代半ば。三さん白ぱく眼がんが特徴の長身で、逆立てたオレンジ髪が攻撃的な雰囲気を放っている。服装は黒革のジャケットに細身のダメージジーンズ。両手にはごつい指輪が幾つも嵌はめられていて、ジャケットの裾すそからは銀色のチェーンがぶら下がっている。

　典型的なチンピラの風ふう貌ぼうだ。その背後にいる男二人はというと、言い方が悪いかもしれないが、どこか舎しや弟ていじみた様相だった。そして、それはあながち間違っていないのだろう。

「俺たちはたしかにりんごを納めたはずだぜ。なのに、報酬がこれっぽっちってのはどういう了見だ。なァ、公安局員さんよォ」

「そうだそうだ！」

「もっと払ってもいいだろうが！」

　三さん白ぱく眼がんの男が吠ほえて、後ろの二人が囃はやし立たてる。完全に腰ぎんちゃくだった。

　とはいえ、気弱そうな女性局員には効き目が大いにあるらしく、あわあわと追い詰められる。

「で、ですから、この報酬は本日の換金レートに基づいて支払われたものです。もう一度確認いたしましたが、間違いありませんでした」

「はァ？　だったらレートのほうを上げろよ。俺たち罪獣狩りグリムリーパーは命懸けで罪獣グリムを討伐して、一般市民のためにりんごを集めてやってんだからさァ。なァ、アンタもそう思うだろ？」

　言いながら一歩距離を詰めた三白眼の男は、かなり下にある女性局員の顔を覗のぞきこむ。

「そ、それは……できません。換金レートは政府によって管理されているものですので、一介の局員である私どもにはどうにも……」

　消え入るように弱まっていく女性局員の声は、そこでとうとう途切れてしまった。伏せられた瞳にもはや反撃の意思はない。それでも周囲の人間が彼女を助ける様子はなく、まるで脅されている彼女が見えないかのようにその場から離れていく。仲間の局員とても、直接的な暴力が振るわれていない以上、迂う闊かつに手を出してよいものかと考えあぐねているようだった。

　それをいいことに三白眼の男はさらに攻勢を広げ、やがて舌打ちを一つする。

「……そうかよ。ならさァ……」

　鍛きたえ上あげられた右腕を伸ばして女性局員の腕を摑つかみ、強引に引き寄せる。

「報酬の足りない分を、アンタが体で補償するってのはどうよ？」

　この上なく卑劣な要求を述べる。下卑た目で女性の身体を一いち瞥べつし、それから空いた手を彼女のほうへ伸ばす前にはもう、キサキは動いていた。

　ほとんど反射的に、女性を拘束する男の右腕を握り、ぎり、と音が鳴るくらい力を込める。

「……その辺にしとけよ」

　頭一つぶん上にある男の顔を睨にらみながら、キサキは自分でも驚くほど低い声で告げていた。途端に感じるのは、余計な正義感でしゃしゃり出てしまったという後悔の念。しかしここで飛び出さず、後でああしておけばよかったと思うよりはマシだと自分を無理やり納得させる。

　三白眼の男としては、当然面白くない展開だろう。こちらの手を乱暴に振り払う。

「あァ、テメェ誰だよ？」

　低い声で威圧する。眉間に深く皺しわを寄せ、濃密な殺気をこちらへと向けてくる。

　それに怯おびえてやるほどの社交性はキサキにはなく、悟られぬように内心でため息をついた。ここまで来たら引き返せない。背後にいる局員に、下がれ、と目配せをして男の正面に立つ。

「あんたと同じ、罪獣狩りグリムリーパーだよ」

「同じ、ねェ。黒色を持ってるからって、調子に乗ってんじゃねェぞ」

　キサキの傍そばに浮く罪ハ匣コを一いち瞥べつした男が、威圧感たっぷりの唸うなり声ごえを出す。

　彼が言っているのは、罪ハ匣コ表面の色のことではない。罪匣の内部から発せられる光の色のことだ。事実、外装フレームこそ黒色で統一されている罪ハ匣コには、青、赤、緑など人によって内部コアの発光色に違いがあり、中でも黒色は他色に比べてかなり希少だと言われている。たしかその割合は一万人に一人程度だったか……持っているキサキとても、自分以外の黒色はいまだ一人しか見たことがない。ゆえに、他の連中からはよく羨うらやましがられるのだが。

「別に、調子に乗ってなんかいねーさ。あんたが僻ひがんでやまない《特とく異い系けい》のスキルは、この罪ハ匣コに備わってないんだからな」

　平へい坦たんな声でそう返すと、男は「はァ？」と上ずった声を出して片眉を吊つり上あげる。

「スキルが備わってねェっつーのは、どういう意味だ」

「そのままの意味だよ。僕の罪ハ匣コには、スキルがないんだ」

　正直に答えると、数秒の沈黙があった。すぐに理解できなかったのだろう。しかしひとたび吞のみ込こんだ途端、口角を吊つり上あげ、エントランスに響きわたる音量で哄こう笑しようしだした。

「ハハハハハハハハハハッ!!」

　その笑い声には、明らかな侮ぶ蔑べつの色が見て取れた。そりゃそうだろう。スキルというのは、人間ならば誰しもが所有している、保存機構、生命維持機構にならぶ罪ハ匣コの代表的な機能だ。それがないということは、つまり、人間として何かが欠落していることを意味する。

「有り得ねェ……ッ。それじゃあテメェ、人間より劣った機能欠落者じゃねェか！」

　芝居がかった仕草で両手を広げ、眼下にいるキサキを見下ろす。その双そう眸ぼうには、愉悦と侮蔑を混ぜ合わせたような、人生の中で幾度となく見てきたものが垣かい間ま見みえた。視線だけを動かして見れば、後ろに控える二人の舎しや弟ていもまた、ニヤニヤと愉快そうに唇をゆがめている。

「キサキ……」

　ロウナの声が背に届く。肩越しに見れば、彼女は眉まゆ根ねを寄せてこちらに視線を送っていた。男の不愉快な言動に我慢ができなくなっているのだろう。あるいは、キサキの身を案じてくれたのか。それならばたいへん有あり難がたいことだが……キサキはひらひらと右手を振って応える。

「必要ない。僕一人で充分だよ」

　その台詞せりふを聞いた三さん白ぱく眼がんが、「なんだと……？」と低い声でキサキを睨にらんだ。

「餓が鬼きが……言ってくれるじゃねェか」

　唾だ棄きするような勢いで言ってのけ、続けざまに声を発する。

「解放リリース／石造篭手ガントレツトッ」

　内部コアが青色に発光する罪ハ匣コから三筋ほど明めい線せんが放出され、男の両手へと集約し、徐々に姿を現していく。ゆっくりと召喚された石造りの篭こ手ては、彼の両手を包み込むように顕現した。

　両手をぐっと握りしめ、両の拳を勢いよく撃ち合わせた男は、叫ぶ。

「《火打岩石バーンシユタイン》!!」

　途端、彼のデッドタイムが一気に一時間ほど減った。岩石製の篭手が強烈な光を放ち、かと思えば灼しやく熱ねつ色いろに発光し始める。音声コマンドに反応して、罪ハ匣コが男のスキルを発動したのだ。

　──スキルとは、特定の《媒ばい体たい》に対して超常的な干渉を及ぼす機構のことを言う。罪ハ匣コにはそのスキルが一人につき一つ備わっていて、罪ハ匣コの色によってそのコンセプトは大体絞られる。たとえば奴やつの青色であれば、コンセプトは《変へん換かん系けい》。特定の媒体に加わったエネルギーを、別のエネルギーに変えることに特化している。

　それが奴やつの場合、《石いし》に加わった力を熱に変換する能力なのだろう。

　ガァン、ともう一度篭手を打ち鳴らされる。周囲に陽炎かげろうが生じるほどの熱が両手を包み込み、しかしその皮ひ膚ふを焼き焦がすことなく、爛らん々らんと強烈な光を放つ。

「こいつの温度は今七百度ある。触れた瞬間に溶けておしまいだぜッ！」

　勝ち誇った笑みを浮かべる男は、炎の篭手を振りかざす。その言葉通り、離れた位置にいるキサキのもとにまで、肌を焼き焦がすような熱波が押し寄せてきていた。

「へぇ……ステーキを焼くのに良さげなスキルだな」

　軽口を叩たたくと、大きな歯は軋ぎしりが聞こえてくる。

「…………野郎。後で土下座しても遅ェからな……」

　言いながら、がくんと腰を落とし、右の拳を引く。

「──この、劣等者がァッ!!」

　裂れつ帛ぱくの勢いで咆ほう哮こうし、地面を蹴った男が炎の拳で殴りかかってきた。

　威勢が良いだけのことはある。それなりに場数も踏んでいるのだろう。地を蹴ってこちらに接近するまでの動きに淀よどみはなく、突き出された拳も必殺の威力を秘めている。

　しかし、

　──遅すぎる。

「解放リリース……」

　保存機構を起動する。放出された青い明めい線せんはコンマ一秒もなく保存物を顕現させる。

　高さ四メートルを越える巨大な銅像。

　それがキサキと男の間に現れ──直後、銅像の向こう側で凄すさまじい衝撃音が鳴った。

　ドガァァン、と。立ち止まれなかった男が、その右手で思いきり銅像を殴りつけたのだろう。それでも巨像は軽く振動し、ぐわんぐわんという残響音を鳴らすのみ。

「──いっ、てェぇぇぇぇええッ!!」

　その残響音を搔かき消けすように、反対側から男の絶叫が届いてきた。

　さすが、チンピラというのは痛がる時も大げさらしい。心中で皮肉を吐くことで鬱うつ憤ぷんを押し流し、細く息をついたキサキは、「保存セーブ」と小声で呟つぶやき、銅像を罪ハ匣コに戻す。

　宙を舞った明めい線せんが罪ハ匣コに収まると、篭こ手ての砕けた右手を抱える男の姿が残った。

　よく見ると、右手の甲辺りに軽い裂傷と痣あざができていて、彼がどれだけの力で殴ったのかが窺うかがい知しれる。推測するまでもなく、なりふり構わず全力で殴りかかったのだろう。

　しかし、その傷は、早くも治りだしていた。

　生命維持機構の効能だ。人体を健全に保つための機能が自動的に発動して、デッドタイムを代償に、男へ及んだ傷という外的悪影響を、治癒という動作で排除しているのだ。

「あ、有り得ねェ……あの規模の物体だ、普通に考えて一秒もなく召喚できるわけねェ。いったいどんな手品を使いやがった……ッ」

　舎しや弟てい二人がにわかに焦あせり出だす中、三さん白ぱく眼がんの男は信じられないという顔でキサキを睨にらんだ。

　あえて答える必要もないと考えたキサキは、男から視線と体をそらす。

　そのまま立ち去ろうかと考えていると、「まだだ、この野郎」と言って立ち上がる三白眼の男。

　──まだやる気なのか……。

　呆あきれ混じりの感情で彼を捉え、身構えた瞬間、観衆の隙間を割ってひとつの声が届いた。

「そこまでにしてもらおうか」

　静かで、しかし存在感のある声に目を向けると、眼鏡をかけた男が奥から歩いてきていた。

　学者然とした男だ。年齢は三十代半ばといったところか。長身瘦そう軀く、銀色の短髪に、オレンジ色のカラーレンズを用いた眼鏡が特徴的である。ロングコート型の公安局員制服を身に纏まとい、その左胸には第五層支部局長の地位を示すエンブレムが縫い付けられている。

　眼鏡の男は、キサキと三白眼の間に立ち、怜れい悧りそうな瞳で三さん白ぱく眼がんの男を見た。

「部下から話は聞いた。君がこれ以上騒ぐなら、私の持つ第五層支部局長の権限を使用して、君のライセンスを剝はく奪だつする。二度と罪獣狩りグリムリーパーという職業に就けないような処置を取るが、それでもいいかね？　《炎の猟犬団フレア・ハウンド》の東雲しののめトウゴ君」

　あくまで平静な声色ではあるが、その内には確かな威圧感がこめられていた。

　さすがの三白眼も尻込みしたようで、小さく唸うなり声ごえをもらし、唾つばをごくりと飲み込む。そのまま数秒ほど沈黙を貫いたかと思えば、やがて舌打ちを一つして、

「チッ……お前ら、行くぞ」

　背後の仲間に声をかけ、左手の篭手を罪ハ匣コに戻す。東雲しののめトウゴと呼ばれた三白眼の男は、キサキをちらりと睨にらみつけ、大またで公安局を去っていった。

　自動ドアが閉まる。それと同時に、どこからか嘆息が聞こえてきた。一部始終を眺めていた来局者は再びカウンターに向かい、局員は胸を撫なで下おろして業務を再開する。

　頭をがしがしと搔かいたキサキは、振り返ってロウナを覗のぞき見みた。

「……悪いな。僕が突っ走ったせいで、余計な時間を使わせちまった」

「いや、構わない。どうせ、いつものことだからな」

「……はぁ？　今のは別として、僕がいつそんなことをしたよ」

「しょっちゅうだろう。急病の老人をおぶって病院に駆け込んだり、迷子の子供を公安局に連れて行ったり、困っている人間がいればすぐに飛び込んでいくのがお前の常だ」

「……な、んなことねーだろ……」

　面と向かって指摘され、なんとなく気恥ずかしさを感じながら反論する。

　対するロウナは、「ふむ」と腕を組み、

「まあ、あくまで否定するのならば、それでも別に構わない。私が指摘したところで、お前のそれは治るようなものでもないからな」

　もはや諦めている、とでも言いたげな彼女に、キサキは何か言い返してやろうと考えた。しかしそれを口にする前に、予期せぬ方向から声がかかった。

「君が、《明けの空鳥ドーン・フオウル》の如月きさらぎキサキ君かな」

「え……あ、はい……」

　肯定し、「そうですけど……」と振り返ると、そこには先ほど局長を名乗った男がいた。

　改めて正面から見ると、局長という割にはあまり威圧感のない雰囲気の男だ。失礼な感想かもしれないが、管理職より教授、という肩書きのほうがしっくりくると思う。

「ふむ、やはり、君がユイハ君のお兄さんだったか」

　彼は深みのある笑みを湛たたえつつ、流麗な動作で軽く一礼した。

「初めまして。私は神こう足たりジトク。この公安局第五層支部の局長をやっている。一応、キミの妹、如月きさらぎユイハ君の上司ということになるかな」

「あ、えっと、如月きさらぎキサキ……です。妹がお世話になってます」

　考えがまとまらず、思わず定型的な挨拶を返してしまう。ジトクが目を細めて笑う。

「いや、世話になっているのはむしろこちらのほうだ。私を含め、第五層支部の皆は彼女にとても助けられている。人手の足りないこの第五層支部において、事務整理や罪獣グリムの討伐、市民からの依頼処理までそつなくこなしてくれる彼女は非常に貴重な人材だからね」

「は、はぁ……」

　反応に困って思わず生返事をする。妹が優秀なのは前から知っていたし、それを誰かに褒ほめられるのは素直に嬉うれしいと思うが、それでどのような反応をすればいいのか解らない。いいやそれほどでも、と言って謙けん遜そんでもすればいいのか、それとも同調すればいいのか。

　そんなことを考えていると、背後から少女の声が聞こえてきた。

「──局長。ここにいらっしゃったんですね」

　その、細剣の切っ先のように冴さえた声は、キサキの聞き慣れたものとは少し違っていた。抑揚がないと言うか、感情が薄いと言うか、有あり体ていに言えば緊張しているような声色だった。

　ユイハはキサキの前まで歩いてきて、姿勢をぴたりと正す。その姿はやはり大人びているというよりも、無理に硬くしているように見える。つま先立ちしているような、そんな感じだ。

「噂うわさをすれば何とやら、か。ユイハ君、何かあったかな？」

「副局長がお呼びです。本部からの通達の件について、相談したいことがあるそうです」

　ユイハから伝言を告げられたジトクは顔をしかめ、やれやれ、という風に肩をすくめる。

「世間話の暇もないか。わかった、すぐに行く」

　げんなりと返事をしたジトクは、「では、また今度」とだけキサキに挨拶を投げ、ユイハの横を通りすぎる。そこでふと立ち止まり、再びこちらに視線を送って言った。

「君たちの活躍を期待しているよ」

　短い激励を残して、第五支部局長は局の奥へと消えていった。

　代わるようにして、ユイハがキサキの前に立つ。

「で、なんで局長があんたと一緒にいたのよ。……何か話してたの？」

「いや、別にたいしたことじゃないよ。お前が優秀で頼りになるって話」

「なっ……い、いきなり何言ってんのよっ！」

　耳がキーンとなる勢いでユイハが叫ぶ。頰ほおを赤らめ、小さな声で続ける。

「……まったく、恥ずかしいんだから身内自慢とかやめなさいよね…………でもまあ、あんたが喋しやべりたいんなら、それも仕方ないことだと思うけど……」

「──いや……僕じゃなくてあの人がそう言ってたんだけど」

「…………へ？　ああ、局長が……言ってたのね。なんだ……驚かせないでよ……」

　なんだか急にしゅんとするユイハに、キサキは思わず首をかしげる。

「なんか、悪いことしたか？」

「……別に、何もないわよ。それよりあんた、あたしがいない間に何か問題とか起こしてないでしょうね？」

　ジトリ、とこちらを見つめてくるユイハに、キサキは声色を変えず答える。

「いや、何もなかったよ。な、ロウナ」

「ああ、何も問題はなかった」

　キサキの調子に合わせたロウナがユイハに念を押す。問題がなかったわけではないが、さっきの一件をユイハに話すのは正直なところ面倒だ。どうせ怒られるに決まっている。

「そう、ならいいわ。……それよりも、仕事の内容について話を聞いてきたわよ」

「ん、そうか。どうだ、面倒そうか？」

「……ええ、少しね。まあ、内容は歩きながら話すわ。とりあえず、禁域に向かうわよ」

　それだけ言って、ユイハは公安局のエントランス出口へと向かう。

　キサキとロウナは顔を見合わせてから、彼女の背中についていった。
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　第五層商業区の北端、そこから左右に、第五層を分断するように横たわる、境界壁。

　その壁の先にあるのが、禁域と呼ばれる危険地帯だ。

　そこは居住区や商業区といった人間が主導的に生活をしている場所ではなく、言わば人間の領域外──生命樹セフイロトの支配する世界、そして何よりも、凶暴な罪獣グリムが徘はい徊かいする区域だ。

　そんな禁域へと、一日に二回以上潜るのは、罪獣狩りグリムリーパーのキサキにとってもそれなりに珍しいことだ。普通ならばその日の半日をかけて罪獣グリムを狩り、運び屋の罪ハ匣コ一いつ杯ぱいになるまでりんごを集め、そして数日は戦線から離れる、というのが一般の罪獣狩りグリムリーパーのペースだと言える。

　もっとも、樹層都市のりんご供給を真剣に案ずるならば、毎日もっと長い時間をかけてりんごを収集するべきだ、というのはわかっているのだけれど。

「仕事の内容は、禁域で遭難している要救助者の捜索よ」

　壁に設置された巨門へと向かいながら、ユイハは、隣を歩くキサキ達へと告げた。

「要救助者……？　新入りの罪獣狩りグリムリーパーとか、研究調査に踏み込んだ学者とその護衛とかか？」

「いいえ、違うわ。……というより、わからない、と言ったほうが正しいかもしれないわね。もっと言うと、要救助者が本当にいるのかすら現状だとわからないのよ」

「……？　どういうこと？」

　思わず眉まゆをひそめると、ユイハはウィンドウを開き、それを見ながら喋しやべる。

「話によると、昨日、ある契ク約ラ社ンが禁域の奥──《巨きよ人じんの天てん蓋がい》という場所で罪獣グリムを狩っていたの。メンバーは三人。特に危険な場面もなく、いつも通りノルマのりんごを獲得し終えたそうよ。それで、夕刻になってそろそろ帰ろうとした折に……見かけたらしいの」

「……何を？」

「女の子よ。白色の長髪に、服装は薄手のワンピース。周囲に他の人間はいない上に、その足取りはふらついていて、今にも倒れそうだったらしいわ」

「……それで？」

「それで、その契ク約ラ社ンの一人が心配になって声をかけようとしたのよ。もしかしたら、狩りの最中に仲間とはぐれたのかもしれない、そう考えてね。けれど、そこにフェーズ参さんの罪獣グリムが現れて……撤退するのに精一杯になった結果、見かけた少女を天てん蓋がいに置いてきてしまったの」

「……ふむ。それなら要救助者がいるのは確定だと思うけど……まあ、一日経ってるし、すでに死んでるって可能性も大いにあるけどさ……」

　あまり考えたくない可能性を口にすると、ユイハは小さく頷うなずく。

「ええ、そうね。でも、問題はここからなの。その契ク約ラ社ンが街に帰った後、すぐに禁域に行方不明者が出ていないかを調べたんだけど、そんな人間はいないと言われたそうなのよ。街から禁域に出る時は必ず外出記録が取られるし、帰ってくればその時にも記録される。だから、そんな少女が禁域にいるはずない、って、門番の公安局員に一いつ蹴しゆうされたそうよ」

　おかしな話でしょ？　とユイハが目を投げてくるので、キサキは顎あごに手を添えて考える。

「……一応聞くけど、どっかの契ク約ラ社ンから行方不明の届けとかは出てないのか」

「ええ。ここ二週間、そのような報告は入っていないわ」

「それじゃあ、その女の子自体、見間違いなんじゃないのか」

「その可能性は十分にあるわ。それでも、目撃したと言い切る人間も確かにいる。だから、念のために確認しに行くのよ。それでもしも間違いだったのなら、それはそれで構わないわ。結果的に、犠牲者はゼロになるわけだし」

「…………なるほど」

　依頼内容を吞のみ込こみ、腕を組んだキサキは続ける。

「ま、そうだな。もしかしたら、その女の子がただの幽霊だったって可能性もあるしな」

　はっはっは、と軽く笑い飛ばしながら、空気を和ませるつもりでそう言った、途端だった。

　ユイハが肩をびくりと揺らし、立ち止まった。しばし絶句した後、顔がさあっと青くなる。

「ゆ、ゆゆゆ幽ゆう霊れいなんているわけないでしょ！　馬鹿言うんじゃないわよっ」

　紫色の大きな瞳をふるふると揺らし、顔面蒼そう白はくのままこちらを必死に見つめる。

「？　なに焦あせってんだよ……」

「べ、別に焦あせってなんかないわよ！　あたしはただ幽霊なんていないことを科学的な観点から完かん膚ぷなきまでに証明してあげようと思ったのよ。勿もち論ろん私は信じてないわよ。そんなの非科学的じゃない。あり得ないわ。そう、あり得ないのよ。お化けなんてこの世にいないわ！」

　尋じん常じようではないほどに慌あわてふためくユイハは、なおも何やら捲まくし立たてる。

　わが妹ながら、なんとわかりやすい反応なのだろう。意地っ張りなところが逆に微ほほ笑えましく見える。と……俄にわかに思い出す、セピアがかった懐なつかしき記憶。

「あ、そういえば思い出した。昔、お前が小さい頃に一度だけあったよな。部屋にお化けが出たからって言ってさ、僕のベッドに潜もぐり込こんできたことが、」

「言うなぁ────ッ!!」

　それ以上先は言えなかった。飛来してきた拳が、キサキの右みぎ頰ほおに突き刺さったからだ。

　怒号とともに殴り飛ばされ、ごろごろと数メートルほど転がされる。空と地面が目まぐるしく入れ替わり、そうして仰向けに倒れこむと、ユイハは拗すねた顔で先に行ってしまった。交替するようにフェードインしてきたロウナが、眉まゆを八の字にして頭上から見下ろしてくる。

「お前が悪い」

「えー、マジかよ……」

「ああ、大おお真マ剣ジだ。もっと女心を理解できるように、努力すべきだな」

「へぇ、お前から女心なんて言葉が出てくるとはな。びっくりだわ」

　言った瞬間、ロウナの靴底がキサキの胸板に突き刺さった。「ぐえっ」という情けない声が口から漏れ、ロウナは「ふん」と鼻を鳴らしてさっさと門のほうへ行ってしまった。

　それからしばらく悶もん絶ぜつして、胸を押さえながら立ち上がったキサキは、二人を追いかける。

　ようやく追いついたところで、ロウナが不意に言った。

「それにしても、フェーズ参さんか」

「ああ。話が本当なら、それなりに強いタイプと遭遇する可能性もある。気を付けないとな」

「遭遇した場合はどうする？」

「いつも通りだよ。まずは罪獣グリムを見て、それで勝てると思ったら全力でぶっ倒せ。……反対に、もしも勝てないと思ったなら、その時はすぐに逃げろ。命最優先だ。オーケー？」

「ああ、了解だ」

　緊張感のない会話をしながら、鋼鉄の壁に存在する高さ五メートルほどのシャッター式門もん扉ぴへと到着する。扉前には門番を任された公安局員が駐ちゆう屯とんしていて、ユイハはもう入域の手続きを済ませたようだった。キサキ達の接近を認めた門番は、抑揚のない声で告げる。

「罪獣狩りグリムリーパーのライセンスを提示してください」

　門番の要求に応え、キサキはウィンドウを開いて見せる。門番はロウナの分も含めて念入りに確認し、門の開閉役に「よし、いいぞ」と声をかけた。頷うなずいた開閉役は壁に設置してある操作盤を動かす。腹に響く重低音とともに、巨大な門が持ち上がり始める。

「そう、命が最優先だ……」

　誰に言うわけでもなく、自分に言い聞かせるようにキサキは呟つぶやいた。

　騒音が止む。巨門が開ききり、その奥に存在する空間がさらけ出される。

　門の向こうに行ったキサキの目に飛び込んできたのは、大都市が丸ごと大地震に見舞われ、それが何百年もの間手付かずに放置されたような光景だった。亀き裂れつの走る道路の両脇には無む惨ざんな姿となった高層ビルが立ち並び──あるいは道の上に横倒しになっており──道路上には数多あまたの自動車が残骸となって転がっていて、それら人工物はどれも草木や蔦つたに覆われている。

　その植物の大半は地上に群生しているものと同じだが、中には異常に巨大化したものもあり、ある蔦つたは人よりも太く、ある花は人をすっぽりと覆ってしまうほどに大きい。

　そんな廃はい墟きよと植物の向こう、遥はるか先にやや霞かすんで見えるのが、生命樹セフイロトの巨大すぎる幹だ。視界の上下左右を埋め尽くす、茶色系統の色彩をふんだんに織り交ぜた木肌はもはや壁と呼んでも差し支えないくらいで、それが見上げればどこまでも伸びていっている。

　禁域はそのような景色しかない。歴史の教科書曰いわく、旧文明の残ざん滓しだ。というのも、禁域の正体は、生命樹が誕生した際、一緒に持ち上げられた大地の一部と大量の建造物である。それらは生命樹の幹から突き出すようにいくつか存在しており、この樹層都市はそれら禁域を基盤として、そこに人工地盤を接つぎ足たすようにして建造されているのだ。

　すう、と息を吸い込んで、キサキは、禁域へと踏み出す。

　一陣の風が禁域から吹きさらし、わずかに青臭い空気を鼻び腔こうへと運んでくる。

「では、ご武運を」

　門番の定型的な挨拶を背中に受け、キサキは禁域の中へと進んだ。




　　　　　‡




　少女が見かけられた地点は、第五層禁域の最さい奥おうだという。

　通称、《巨きよ人じんの天てん蓋がい》。

　生命樹の幹に隣接するように存在する、巨大なドーム状建造物の残骸だ。

　研究した学者によれば、それは大地にあった頃は興行施設だったらしい。四万人以上を軽く収容できるほどの巨大建造物であったらしいが、今はもうその面影はない。ドームを含め建造物は草花に覆われ、半球の半分は地中に埋まり、その天井部分には大穴が開いている。

　目的地付近にたどり着いた時、時刻は午後一時を回ったところだった。帰りのことを考えれば、捜索の時間はあまり取れないだろう。夜になれば禁域には星と月以外の光源はなくなり、暗闇によって視界は極端に悪くなる。そんな状態で罪獣グリムに囲まれ襲われようものなら、たとえ階位オーダー上位の罪獣狩りグリムリーパーであっても、死傷者の一人や二人が出るのは免まぬかれ得ない。

　肌にまとわりつく湿気を拭ったキサキは、横倒しになった巨大な赤い鉄塔の上に立った。

　周囲から見て高台になっているその場所から、眼下にあるドーム状の建物を見下ろす。

「へぇ、これが……」

「《巨きよ人じんの天てん蓋がい》。千年以上前、まだ人間が地上にいた頃に建造された施設……そして、あたしたちが今回少女を捜索する遺跡よ。見かけたポイントはドームの内部だそうだから、どこかからあの中に侵入しなきゃいけないわね」

　吹いてきた淡い風を手で遮りながら、ユイハは広大な敷しき地ちを有する遺跡を眺めた。

「それなら、あの通路からはどうだ？」

　ロウナが提案する。彼女の指差す先には、ドームへと続く幅の広い連絡通路があった。

「ん、そうだな」

　そうしよう、と彼女の案に乗ったキサキ達は鉄塔から飛び降りた。




　ドームへの連絡通路を通り、草木のアーチをくぐり抜けて着実に奥へと進む。息を凝らせば辺りは静けさに包まれ、聞こえるのは自分たちの息遣いと足音だけになる。

　木漏れ日の差し込む通路を進み、出口が見えてきたところで、ロウナが声をかけてきた。

「もう少しで、目撃情報のあったドームの中心部に着くな」

「みたいだな。ユイハ、目的地に着いたらどうするんだ？」

「各自で捜索よ。何かあったら、すぐに連絡をしてちょうだい」

「わかった」

　応答して、ユイハに続いてドーム内に広がる巨大な空間へと侵入する。

　中は存外明るかった。天てん蓋がいに開いている大穴から陽光が差し込んできているおかげだろう。

　キサキ達はドームのスタンド部分を下りながら、その内部を俯ふ瞰かんした。

　ドーム内の空間はやたらと広く、四万人を収容できたのも納得できるようなサイズだった。中央部分には円形のフィールドが据すえられ、陽光が良く当たるせいか──本来はそうでなかったのだろう──青々とした草原になっている。フィールドの円周上にはせり上がった二メートル程の壁があり、その上には無数の観客席が並ぶスタンドがあった。

　とはいえ、それらが当時のまま完全な形で残っているということはなく、全体的に錆さびつき、崩ほう壊かいしている箇所も見受けられる。スタンドの大半は看板やコンクリート片などの残骸によって押し潰され、フィールドの端々には複数の断層があり、天てん蓋がい部分には蔦つたがびっしりと張りついている。それでも、他の廃はい墟きよに比べれば綺き麗れいに残っているほうだろう。

「広いな。それに、旧世代の遺物がこんなにふうに残ってるなんて……すごいな」

　口をついて感嘆の声が漏れてしまう。

　樹層都市で生まれ、樹層都市で育ってきた人間としては、大地で暮らしていた時代のことは別世界での出来事とそう変わらない。当然といえば当然だろう。その時代は千年以上も昔のことで、さらに言えば当時の資料はほとんど残っていないのだから。

　しかし、旧世代の遺物を実際に眼で見て、この手で触れると、地上で生きていた人間の呼吸を少なからず感じることができる。一種、歴史との邂かい逅こうと言えるのかもしれない。

　隣にいるロウナが、「ああ、そうだな」と感慨深そうな声で同意した。

　一度、突如として終わった地上での文明。それゆえ明文化されて残されている情報は少なく、当時のことを知るためには禁域に埋もれている旧世代の遺物を頼るしかない。契ク約ラ社ンの中には、罪獣グリム討伐のついでに旧世代の遺物を発掘して持ち帰る、考古学者的な立場を取る者達もいるくらいだ。旧世代、人類が最も栄華を極めた時代を知ることは、樹層都市に生きる人間にとって一つの大きな目標と言っても差し支えない。

「静かに……いるわよ」

　思考を遮るようにユイハが小さな声で言った。緊張感を高めたキサキは彼女の視線を追う。

　草原フィールドの一角──、

「フェーズ壱いちか。一、二……全部で五匹だな」

　キサキ達の立つスタンドの先端から数十メートル離れた位置に、それらはいた。

　姿は子こ鬼おににも似ている。全身をそれぞれ紺こん色いろや黄土色、朱色などのゲル状の物質で構成し、小さな子供くらいの体には無数の突起がある。罪獣グリムであることを証明するように、その双そう眸ぼうは漏れなく虹色で、人間で言う心臓の辺りには宝石じみた生命核が収まっている。

「子鬼型か。このままだと捜索の邪魔だな」

　ロウナが言う間にキサキは罪ハ匣コからアンカー付きの鞭むちを具現化させ、右手に握った。革製のグリップがしっくりと手に馴な染じむ。この鞭むちは伸縮自在の素材を使った代物で、使用者の意思に従って二メートルから五十メートルまで伸び縮みする。

「ここは、僕達がやるよ」

　スタンドの先端に足を乗せつつ提案すると、ユイハは少し考えてから頷うなずき、

「そうね。それじゃあお任せするわ」

　と言って一歩下がった。

「よし、行くぞ、ロウナ」

「うむ。すぐに片付けるとしよう。解放リリース／鉄砕棍棒アイアングレイブ」

　音声を聞き取ったロウナの罪ハ匣コが保存機構を起動。巨大な棍こん棒ぼうが数秒ほどかけて具現化した。太い打撃部分に数多あまたの突起がある鋼鉄製の得え物ものだ。彼女は自分の身長ほどもあるそれを摑つかみ取とり、振り下ろすように軽く一振りした。ビュオッ、と重たい風の音が鳴る。

「右の二匹は僕がやる。残り三匹はお前に任せるよ」

　ロウナが頷うなずく。キサキは、心を静めるために息を吐いた。

　戦闘訓練をある程度積んだ人間ならば、フェーズ壱いちに手こずることはまずあり得ない。硬い皮ひ膚ふを持つわけでもなく、破壊すべき生命核も丸見えだからだ。たとえそれが五匹に増えたとしても、こちらが人数をかけ、死角から先手さえ取れば問題はない。

「行くぞ」

　合図とともに、キサキが先行する。

　スタンド席の突端を蹴って空中へと飛び出し、右手を振るう。しなる鞭むちは金切り音とともに空気を引き裂き、錨いかり型がたのアンカーは蛇のごとく獲物を睨にらむ。

　狙われた罪獣グリムは、自らが絶命したことさえ認識できなかっただろう。生命核のど真ん中を射抜かれた一匹目は、形状を保てなくなり自壊。突き抜けたアンカーは地へと深く突き刺さる。

　キサキは鞭むちを引き、縮めた。収縮運動を利用し、二匹目との距離を詰めて着地する。

「解放リリース／無銘刀ノーネーム」

　保存機構から鈍にび色いろの直刀を具現化させ、左手に摑つかみ取とる。

　瞬間、子こ鬼おにの双そう眸ぼうと視線がかち合った。その虹色に映るのは燃えるような敵意か、それとも震え上がるような恐怖か。判断を放棄したキサキは直刀を振るう。横一文字を走った刃は、さしたる抵抗もなく二匹目の核を切り裂き……これで、こちらのノルマは終わりだ。

　時間にすれば五秒くらいか。通り魔のごとき戦闘は、文字通り瞬間的に決着がついた。

　相棒のほうも同様だったらしく、鈍重な棍こん棒ぼうを振り下ろし、子鬼型罪獣グリムを体内の核ごと粉砕。紺こん色いろのゲルが血液のように周囲に飛び散り、草花へと覆いかぶさる。

　彼女の背後にはすでに二匹が地に伏しており、これで五匹、討伐完了だ。

「手ごたえのない勝負だったな。やはり、不意打ちはあまり好かん」

　付着したゲルを振り払い、棍こん棒ぼうを担かつぐロウナはどこか物足りなさそうな顔をしていた。

　男顔負けの武道娘である彼女にとって戦いは修練だ。己を鍛えるという飽くなき執念は、今の戦いのあまりの呆あつ気けなさに不満を覚えているのだろう。

　しかし、事なかれ主義のキサキとしてはこの呆あつ気けなさに何の不満もない。

「勝てばいいんだよ勝てば。な、そう思うだろ、ユイハ」

　近くに降りてきた彼女を見るが、しかし返事は返ってこない。

「無視ですか、そうですか……」

　がくっと肩を落とす。ユイハは早くも捜索に移ったらしい。

　五本の小さなりんごの木が罪獣グリムの死骸から生えていく中、キサキもキサキで捜索をすることにした。辺りに少女の姿がないか、改めてこのドーム内を一いち瞥べつする。

　と、視界の隅すみに淡い光の粒が入ってきた。

「ん……？」

　すかさずその方向に目を向ける。

　フィールドを囲む壁の一角に、淡い虹色の光を放つ二枚扉があった。

　それは、明らかに異質だった。景色の中でそこだけ色が違うというか、その扉だけが、周囲の風景から浮いているように見える。

　理由はわからず、論理的な説明はできない。

　キサキはその光に目を奪われた。ただただ、釘くぎ付づけになった。

　そのせいで、気付くのが遅れた。

「キサキ！　上だッ！」

　ロウナの叫ぶ声が鼓膜を叩たたいた瞬間──、

　フィールドに影が差した。

　敷しき地ちを埋めるほどの影は、天てん蓋がいに開いた大穴から飛来し、急速に落下。

　直後、地面が爆ばく砕さいした。

　落雷のような亀き裂れつが四方に走り、激震と土煙がキサキを襲う。

「──くッ！」

　キサキは、逆巻く砂さ塵じんの切れ間に見た。

　全長二十メートルを超える、竜。

　しかして、それは御お伽とぎ話ばなしに出てくるようなただの竜ではない。

　背部に搭載された二丁の重機関銃、尻尾の先端に付属した大型滑かつ腔こう砲ほう、そして肩部からぶら下がる四本の銀色の鎖。どれも生物的なものではない。むしろ人工的であり、さながらその物体を取り込んで体の一部としているかのような──いや、まさにそうなのだ。

　人間の文明を取り込んだ個体。成長を続けた罪獣グリムの一つの完成形。

「……竜型罪獣グリム。フェーズ参さんだ」

　大気を軋きしませるほどの咆ほう哮こうが、ドーム内にいる全ての物質を振動させた。

　キサキの身体が震える。心の奥底にあった警戒心がにわかに騒ぎ出す。

　──まずい。

　そう思考した瞬間、竜が両りよう顎あごを開けた。爬は虫ちゆう類るいじみた赤い舌をどかし、喉奥から顔を覗のぞかせたのは大口径の砲ほう塔とうで、その漆しつ黒こくの砲口に強烈な光が渦巻くのを視認する。

　直感で真横へと飛んだ。

　駆け抜ける風。一瞬だけ遅れて、直線状に放たれた業ごう火かが通過する。

　真っ赤な炎は火炎放射器の何倍もの威力を孕はらみ、射線上にある全ての物質を漏れなく粉砕。呆あきれ返かえるような灼しやく熱ねつは、りんごの木を地盤ごと一瞬で溶かした。

　熱風が吹き荒れる中、辛からくもスタンドに着地したキサキは、破壊の跡を見て息を吞のむ。

「……こりゃあ、反則だろ」

　ドームに巨大な横穴が開いていた。フィールドの壁とスタンド席はまとめて灼やき飛とばされ、ドーム外にあった射線上の景色までもが見るも無む惨ざんに炭化していた。火炎放射に触れた部分は、熱した鉄のような色になってじゅうじゅうと溶けている。

　防御しなくてよかったと心底思う。それに、少しでも逃げ遅れていたら……そう考えると、背中に寒気が走った。冷え切った死神の鎌が、一瞬だけ首に触れたような感覚だ。

　同じくこちら側へと跳んできていたロウナとユイハが視界に入ってくる。

「フェーズ参さん。しかも竜型か。また面倒な奴やつが現れたな」

「ああ、まったくだよ」

　罪獣グリムの中でも成せい体たいと言われるのがフェーズ参だ。その凶暴性と制圧力はフェーズ弐になど比ではなく、たとえベテランの罪獣狩りグリムリーパーたちであっても、一歩間違えれば命を落とす。

　当然、ここは撤退するべきだろう。たとえ、奴やつを倒せば大量のりんごが手に入るといえど、奴やつを倒すのはかなり骨が折れる上、安全に倒せるとも言いがたい。まともにやり合えば、こちらに怪け我が人にん……最悪の場合、死人が出る可能性もなくはない。

　危険信号を乗せたキサキの視線に、ユイハは短く首しゆ肯こうする。

「撤退するわよ！」

　予想通りの言葉を聞き入れ、キサキは竜型罪獣グリムに背を向ける。

　幸い、退避したこのスタンドはドーム内から出る連絡通路に近い。逃走経路としては申し分なく、全力で駆ければ、奴やつの追撃をもらわずここを脱出できるはずだ。

　そう思考して地面を蹴ろうとし、しかし念のために竜型罪獣グリムを一いち瞥べつした瞬間──、

「え──？」

　目に飛び込んできた光景に、思わず足を止めた。

　竜型罪獣グリムが、キサキ達に目もくれず、ある場所を目指している。

　扉が……虹色の光を放つ扉があった場所。しかし、二枚扉は先ほどの火炎放射の余波によって無残にも破壊され、奥にある空間の天井部分もほとんどが吹き飛ばされている。そのせいで扉の奥にあった部屋が、キサキたちのいるスタンドからも見えるようになっていた。

　フィールドに比べれば、それほど広くない空間だ。溢あふれんばかりの植物で埋め尽くされている部屋の奥には、禁域の中でも珍しい、虹色の光を放つ巨大な花の蕾つぼみが鎮座している。

「花……？」

「あ、ああ。竜型罪獣グリムは、あの巨大な蕾つぼみを目指しているようだ」

　呟つぶやくようなユイハの言葉に、ロウナが同意する。

　竜型罪獣グリムは虹色の双そう眸ぼうを向け、一歩、また一歩と歩み寄っていた。

　少なくとも、キサキにとっては信じられない光景だった。動物を最優先に狙ねらってくる罪獣グリムが、目の前の人間に全く興味を示さず、禁域に唯一とは言えない蕾つぼみへと向かっていくとは。

　前ぜん代だい未み聞もんの光景に、キサキが目を奪われる中──、

　不意に、人一人ぶんの大きさを有する蕾つぼみがゆっくりと開き始めた。

　視線を釘くぎ付づけにされたキサキは、心をその光景に鷲わし摑づかみにされていた。時が止まったように感じる。虹色の光が部屋を埋め尽くしていき、呼応するように草花がゆらゆらとざわめく。やがて薄紅色の花は全て開ききり、満開を迎える。雄大で、とても美しい花だ。

　しかし、花の中心に花か芯しんはなく、あったのは──否、いたのは一人の少女だった。
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「お、女の子……？」

　事態の危険性を忘れ、キサキは呆ぼう然ぜんと呟つぶやいた。

　一人の少女が、花びらに抱かれて眠っている。

　遠目にも目立つ、腰辺りまで伸びた純白の髪。精巧な人形を想起させるような顔立ち。雪のように白く透き通った肌を包むのは、薄手の白いワンピースのみで、さらけ出された裸足はだしは土で汚よごれてしまっている。そばには、ふわふわと浮遊している罪ハ匣コ。

　少女の姿を認識した瞬間、キサキは雷撃に打たれたかのように直感した。

「……あ、あれって、捜索対象なんじゃないのか……ッ？」

　呻うめくような声で言うと、隣にいるユイハが頷うなずく。

「ええ、おそらくは……でも、どうしてあんなところに……！」

　その横顔は、状況の腑ふに落ちなさにあえいでいた。当然だ。キサキだって状況を完全に把握したいと思っている。しかしその間にも、事態は凄すさまじい勢いで悪い方向へと向かっている。

　竜型罪獣グリムが、花の上で眠る少女を捉え、圧倒的凶暴性を有する機関銃を彼女に向けた。

「クソ……ッ！」

　キサキはスタンドを蹴った。

　逃走の選択をかなぐり捨て、空中へ身を躍おどらせる。鞭むちを振るい、鋼鉄製アンカーを飛ばす。アンカーは竜型罪獣グリムの翼よく膜まくを貫通。収縮を利用してキサキはその右翼手に肉迫する。

　機関銃が火を噴く間ま際ぎわ、竜型罪獣グリムの背に着地したキサキは、直刀を硬い鱗うろこに突き立てた。

「ぐッ──！」

　硬質すぎる手応え。

　刃が欠けたと錯覚するほどの硬さ。直刀は竜型罪獣グリムの鎧よろいを貫くことなく止まり、反動に手首が痺しびれ、しかし、掃射された機関銃の銃口は当初の照準を逸そらされていた。眠る少女の真横を銃弾の雨が舐なめ尽つくしていき、射線上にあった蔦つたや花が千ち々ぢに散らされる。

　それでも瞼まぶたを開けない少女は、いったいどれだけ深い眠りについているのだろうか。

　竜型罪獣グリムが頭部をひねって横に向け、虹色の双そう眸ぼうをぎょろりとキサキに向けた。

　その瞳には、明確な殺意があるように思えた。竜型罪獣グリムが上体を猛烈な勢いで持ちあげる。背中から弾はじかれたキサキは、後方に大きく吹き飛ばされる。「くッ」と空中から着地のことを考えた瞬間、竜型罪獣グリムはその巨体に見合わない速度で体を旋せん転てんさせた。

　──来る！

　旋転の遠心力を乗せた尻尾の薙なぎ払はらい。鋼鉄の滑かつ腔こう砲ほうを備える尻尾は、ともすればクレーンに繫つながれた鉄球と同じだ。まともに受ければ、もれなく命を刈り取られる。

　しかし、回避は間に合わない。大気を押しつぶす勢いで尻尾が迫りくる中、キサキは、咄とつ嗟さの防御策で保存機構を起動した。分厚い岩壁を二枚だけ、尻尾の軌道上に配置する。

　果たして、その防御に意味はあったのか。判断の正否を吹き飛ばすような剛ごう撃げきは、二枚の壁をいとも容易たやすく粉砕し、勢いをほとんど殺さぬまま、キサキを直撃した。

　視界が白く弾はじけるほどの衝撃。

　景色が目にも留まらぬ速度で流れるのを感じた。全身が分厚い空気を押しのけていく。地面を何度か跳ね、フィールドの壁に叩たたき付つけられ、一呼吸の間をおいて落下する。

　地面が近づいてきたのを知って、キサキは四つんばいの状態で着地した。

「ぐ……ぅッ」

　まず認識したのは、命が、まだ繫つながっているということだった。

　受ける直前に構えた直刀、それと二枚の岩壁が即死を防いだのだろう。

　それであって流しきれなかった破壊力はやはり相当なもので、看過しがたい痛みが全身を駆けぬける。動こうとすると激しい痛みが脇腹に走り、脳がふらつき、意識が明滅する。

　痛みを押し殺すように歯を食い縛り、キサキは立ち上がる。

　視界の端で、デッドタイムが凄すさまじい勢いで減少しているのが見えた。体のダメージを察知した生命維持機構が、自動で治癒のために発動しているせいだろう。その効果は絶大で、体を蝕むしばむ痛みが急速に消えていく。だが、完全に回復するのを待っている暇はない。

　──早く、動かなねぇと。

　竜型罪獣グリムの追撃は、すでにキサキの眼前に迫っていた。

　右みぎ翼よく手しゆの振り下ろし。今度こそ、キサキを圧殺するために振るわれたその一撃を──しかし、横から飛び込んできたロウナが真正面から受け止めた。

　凄すさまじい音と衝撃が周囲に拡散するが、竜型罪獣グリムの右脚がそれ以上沈み込むことはない。

　見れば、ロウナの棍こん棒ぼうから白く輝くスパークが激流のごとく溢あふれ出だしていた。彼女の《変へん換かん系けい》スキルが、棍こん棒ぼうに加えられたフェーズ参さんの力を電撃に換え、それを放出することで圧力を受け流しているのだ。持ち前の馬鹿力もあるが、一撃を受け止めたのはそんなカラクリだ。

　そこへ、竜型の背後に着地したユイハが、右手の細さい剣けんを奴やつの後ろ足へと突き込む。

「ハァ──ッ！」

　ガキッ、という硬質な衝撃音が、細剣と竜の皮ひ膚ふとの衝突の瞬間に響いた。反動に思わず顔をしかめる。とはいえ、彼女だって自らの腕で硬い鱗うろこを貫けるとは思っていないはずだ。

　咆ほう哮こうをあげた竜が振り下ろしていた右みぎ翼よく手しゆを引き、後方へと数歩下がる。

「無事か？」

「……ああ、なんとかな」

　ロウナの問いに、キサキはげんなりとした表情で返す。ふらりと立ち上がり、こちらを睨にらみつける竜型罪獣グリムを正面に置いて、彼女の隣に並ぶ。自分の罪ハ匣コを見ると、デッドタイムが【40:10:03】を刻んでいた。あの一撃だけで、二十時間弱も持っていかれてしまったらしい。

　大事を取って罪ハ匣コから出したりんごを齧かじり、命の残り時間をリセットする。

　それから右手に直刀、左手に鞭むちを摑つかみ直なおして竜型罪獣グリムを見据えた。

　奴やつの標的は、花の中にいる少女から完全にこちらへと移っている。

「……悪いね。巻き込んじまった」

　隣のロウナに謝罪すると、

「気にするな。お前が行くのはわかっていたし、お前でなければ私が行っていただけだ」

　彼女は唇を勝ち気に緩めた。つまり、こうなることは決まっていたわけか。

　掃射された機関銃の弾丸群をキサキは左に跳ちよう躍やくして避よける。ロウナは右だ。

　──こうなれば、このフェーズ参さんの竜型罪獣グリムを倒す以外に道は残されていない。

「やるしかない、か」

　腹を括くくったキサキがフィールドの端に着地した瞬間、閃せん光こうを伴う砲ほう声せいが轟とどろく。

　尻尾による砲ほう撃げきが着弾点を爆ばく砕さいした頃には、キサキはすでに竜型の左側へと駆けていた。

　竜の巨きよ軀くが砂さ礫れきを巻き込んで旋せん転てんする。二丁の大型機関銃が唸うなり声を上げ、尋じん常じようならざる量の弾丸を吐き散らす。おおよそ人一人を殲せん滅めつするには大おお袈げ裟さすぎるほどの弾だん幕まく。空間を制圧するほどの弾丸は、無数の弾痕を地面に刻み付け、回避機動に専念するキサキの影を追う。

　どれも紙一重の回避だった。

　銃撃が掠かすめる。爆風が髪を煽あおる。

　些さ細さいな傷を受けるたびに、命の残り時間たるデッドタイムが徐々に、徐々に減っていく。

　それでも、キサキは竜型罪獣グリムから眼を離さない。

　──どこだ、探せ。

　あの竜型罪獣グリムの体内、そのどこかに必ず存在する生命核。それを見つけなければ勝機は永遠に見み出いだせない。通常、罪獣グリムは自らの弱点である核、ひいてはそれがある場所を庇かばうように動くはずだ。したがって奴やつの動きを注視すれば、おのずと生命核のある場所は割り出せる。

　深く、さらに深く意識を研ぎ澄まし、全神経を目に集中させる。掃射の音が遠くなり、思考が加速していくのを認知すると同時に、視みる。脚部──、翼よく膜まく──、胴部──、そして、

「……見つけた」

　鰐わにを想起させる奴やつの頭部を凝視する。大おお顎あごを開けて火炎放射器をさらす瞬間、喉の奥に巨大な宝石のような結晶球が見え隠れしている。間違いない、あれが奴やつの生命核だ。

　キサキは瞬間的に思考し、反対側を駆けるユイハを見る。

　目が合った。それだけでお互いの意図を伝え合い、取るべき作戦を決める。

「解放リリース／崩フ落ラすツるド大ネ水ス」

　音声ショートカットを用いて、キサキは保存物を解放する。罪ハ匣コから放出された凄すさまじい量の奔ほん流りゆうは、フィールドで暴れまわる竜型罪獣グリムの頭上で集約する。

　召喚したのは、大量の水だ。その凄すさまじい量はもはや巨大な滝と言えるほどで、竜型罪獣グリムを押し潰すかのように降り注ぎ、洪こう水ずいとなって草原のフィールドを洗い流していく。

　これで、準備は完了。

　竜型罪獣グリムは虹色の瞳でキサキを捉え、背の機関銃を照準する。が、銃口が光る寸前、右前脚に鋼鉄製棍こん棒ぼうが突き刺さった。ロウナが投とう擲てきしたのだ。予期せぬ衝撃にバランスを崩くずした竜型罪獣グリムは、洪水の中へと大音量とともに転倒する。

　その隙に、ユイハが竜型罪獣グリムへと突貫した。

「《万水制御ハイドロジツク》、起動！」

　音声コマンドによって、ユイハの罪ハ匣コに眠るスキルが起動する。

　内臓コアが赤色の罪ハ匣コが持つスキルコンセプトは、《操そう作さ系けい》だ。

　そしてスキル《万水制御ハイドロジツク》は《水みず》を操作する機構。水そのものを物理的に動かしたり、水蒸気や氷へと状態変化させたり、その温度を自在に上下させることができる。

　スキルの起動直後、ユイハの握る細さい剣けんの刃が曇り、白い冷気が刃の周囲を覆った。

　その冷え切った刃を、迫りくる濁流に突き刺す。途端、透き通るような氷結音が駆け抜け、キサキの召喚した水が全て凍った。フィールドを覆う水はもちろん、飛び散る水滴、果ては空気中の水分までもが竜型罪獣グリムを巻き込んで凍結し、凝固する。周囲の温度はあっという間に氷点下となり、フィールドは完全なる氷河期へと変へん貌ぼうし、極小の雪結晶が空間を舞い踊る。

　それでもなお動きを止めない竜型罪獣グリムには啞あ然ぜんとさせられる。無理やり顎をこじ開け、火炎放射器の砲ほう口こうをさらす。強烈な光が渦巻き、絶望的な破壊力がユイハへと向けられる。

　しかし、彼女の顔に焦あせりはなかった。むしろ勝利を確信しているような、そんな顔だ。

「行きなさい、馬鹿兄貴」

「あいよ」

　空中に飛び出したキサキは、左手の鞭むちを振るう。

　業ごう火かが吐き出される寸前、蛇のように宙を舞った鞭むちが竜の顎を締め上げる。

　直後、爆発。さながら水蒸気爆発のごとく、密閉され逃げ場を失った炎は口の中で暴発した。凄すさまじい爆音を轟とどろかせ、竜の上うわ顎あごが頭部の大半ごと吹き飛ぶ。その影響で欠損した虹色の双そう眸ぼうは一時的に機能しなくなり、頭部の内側から藍あい色いろの結晶球──生命核が露出する。

　──今だ！

　空中にいるキサキは鞭むちを捨て、そのまま極寒の世界へと突撃した。

　氷の結晶がちらつく中、眼界の中心には、露出した巨大な生命核。

　白い息を吐き出したキサキは、直刀をくるりと回して逆手に持ち直す。切っ先を真まっ直すぐに生命核へ。霜をまとい始めた刃は鈍にび色いろの軌跡を描き、吸い込まれるように標的を目指す。

　──これで、決める。

　決意じみた感情を直刀に乗せ、叫び声とともに生命核を貫く。

　斬──と。硬い、しかし確かな手応えが掌てのひらに伝わった。

　竜の絶叫が聴覚を激しく揺らす中、貫通した刀身を引き込んで目標を引き裂く。抵抗はもう無いに等しかった。滑るように動いた直刀の刃が生命核を切り裂いて真っ二つに分断。

　竜の悲鳴ががくんと勢いを落とし、力を失った巨塊はひとりでに砕け散った。

　甲かん高だかい破は砕さい音おんが反響し、藍色の結晶が辺りに舞い散る。その儚はかなくも達成感のある音を聞き届けながら、竜から飛び降りたキサキは白い息を吐いた。ふらりと、ドームの天てん蓋がいを見上げる。

　やったのか──

　ああ、やったのだろう。達成感のような何かが、心の端から満ちていくのがわかる。

　ユイハの操作によって氷河世界が一瞬で水に戻り、その水が保存機構によってキサキの罪ハ匣コに回収されていく中、巨体が重々しい音を立てて地に沈む。四肢が力なく折れ、機関砲の先端が地に突き刺さる。頭部の再生がだんだんと鈍くなり、その体たい軀くを構成していた細胞が完全に停止した時、暴虐を振りかざす化物はたしかに絶命した。

　それでも、亡なき骸がらとなってもなおその荘そう厳ごんさを残す竜は、やはり人間の畏い怖ふすべき存在なのだろう。罪獣グリムもそれを狙ってあの姿形を取ったのだろうか。もちろん、推測の域は出ないが。

　極寒から解放されたキサキは、硬く握りしめていた直刀を手放す。遠くに落ちていた鞭むちと刀を「保存セーブ」の一言で罪ハ匣コへと戻し、凝り固まっていた緊張を解く。

「はぁ、疲れた……」

　本当に疲れた。体はずきずき痛むし、耐たえ難がたい疲労感が背中にのし掛かってくる。もうなんというか、今すぐ家に帰ってご飯も食べずにベッドへ潜もぐり込こみたい気分だ。生命維持機構は外傷こそ治すことができるが、疲労や筋肉痛といった内部から来るものは取り払えない。

　けれど──、竜の亡なき骸がらから巨大なりんごの木が生まれ、赤い滝に見えるほどの量のりんごが木から落ちてきていた。それらは全て、落下すると同時にキサキの罪ハ匣コへ保存されていく。軽く千はあるだろう。これだけの量となれば相当な稼ぎになるし、より多くの人間がりんごにありつけるはずだ。そう考えると、体を苛さいなむ疲労感もいくらかマシになる。

　なんて、取り留めないことを考えていた矢先、ほんの小さな音がキサキの耳に届いた。

　ともすれば、誰かが喋しやべっていればそれだけで聞き逃してしまいそうな、小さな音──。

　ミシ、ピシリ、という不協和音をキサキは確かに聞いた。

「……？」

　音の正体が何なのか、思考した途端に思い当たるのは──。

　反射的に視線を持ち上げる。ドームの天てん蓋がいにひび割れが入り、その割れ目が連鎖するように広がっていくのが見えた。割れ目の隙間から砂さ礫れきがぱらぱらと落ちてくる。竜型罪獣グリムが暴れ回ったせいで、もともと限界に近かったドームの損傷が、許容範囲を超えたのだろう。

　まずい、と思った瞬間、ユイハの声が鼓膜を叩たたいた。

「馬鹿兄貴ッ！」

　その頃にはもう手遅れで──。

　天蓋が、崩ほう落らくした。

　凄すさまじい爆音がキサキの頭上から轟とどろき、天頂を覆っていたコンクリートのほとんどが同時に崩くずれ落おちた。その範囲は莫ばく大だいと言う他なく、落下してくる瓦が礫れきの量などはとてもじゃないが推し量れない。瀑ばく布ふとなった瓦が礫れきは視界を埋め尽くし、フィールドへと待ったなしに降り注ぐ。

　その真下には──花に抱かれて眠る少女の姿があった。

「ッ……！」

　キサキは走った。

　頭上から降り注ぐ脅きよう威いを無視して。

　それはおそらく、全く意味のない行動なのだろう。彼女との距離は絶望的に離れており、全速力をもってしてもこの手が彼女へ触れる前に、巨大なコンクリートが彼女を撃ちぬくはず。

　それでもキサキは走った。そこにいたる明確な理由など存在しない。ただ、そうしなければならないのだと、本能的な何かが囁ささやいたのだ。だから走った。彼方かなたからユイハの悲痛な叫び声が飛んできたような気がするが、崩落の轟ごう音おんのおかげで耳に入ることはなかった。

　あと、十メートル。しかしその距離は、少女を助けられる距離ではない。

「くッ……」

　瓦が礫れきの豪雨が迫る。影が広がり、即死級の絶望が迫ってくる。

　──駄目だ、間に合わない。

　心中に入り込んでくる絶望感。……やはり、無理なのか。助けられないのか。

　──僕はまた、人が死ぬのを見なくちゃいけないのか。あの時のように──、また──、

　その、瞬間だった。

　淡い光が、弾はじけたような感覚があった。

「……へ？」

　自分自身の間抜けな声が、意外なほどの間を置いて耳じ朶だを打つ。

　ドクン、という胎たい動どう。一輪の生命が波動となってキサキの頰ほおに伝わってきた。かと思えば、少女が横たわっている巨大花の一部が青い結晶へと変へん貌ぼうし、砕け散った。彼女の罪ハ匣コから数多あまたの赤いウィンドウが飛び出してきて、崩落を受け止めるように展開される。

　その様相はさながら巨大な一輪の花のようで、花弁の一枚一枚が、数十ものウィンドウが重なることで形成されている。そんな花へと、土ど砂しや崩くずれの先端が触れた瞬間、異変が起こる。

　──消滅したのだ。

　圧倒的密度を有する土砂が、絶望的に硬いコンクリートが、触れた箇所から透明度の高い青色へと変貌し、変貌した場所から粉々に砕け散っていく。ガラスの割れるような甲かん高だかい破は砕さい音おんが連続して鳴り響き、青色になった瓦が礫れきと赤色のウィンドウが細ささめ雪ゆきとなって空中を舞い踊る。

　まさに、夢のような光景だった。

　瓦が礫れきの消滅は数秒ほどで終わり、後に残ったのは前よりも大きくなった空だけだった。展開されていた大量のウィンドウは役目を終えたのか、少女の罪ハ匣コへと収容されていく。

　走りきって距離をつめたキサキは、そんな彼女の傍そばでぽかんと口を開けていた。

「…………は？」

　一から十まで何も理解できなかった。そのまましばらく我を失っていると、元の姿を失った花がゆっくりと傾き、眠ったままの少女がキサキへと倒れこんできた。

　もう条件反射だった。熟した果実が地面へ落ちるように、重力にしたがって降りてくる彼女をできる限り優しく抱きとめる。柔らかく、そして軽かった。

　温ぬくもりが腕の中に広がってきて、穏やかな息遣いが耳元から聞こえてくる。

　少女が生きていることを実感させられる。

　そして、彼女は目覚めた。

　黄色の燐りん光こうを放つ罪ハ匣コが周囲を漂う中、少女は瞼まぶたをゆっくりと開き、大きな虹色の瞳をうっすらと見せる。寝ぼけ眼というか、寝起きのように顔を綻ほころばせながら、

「あたたかい、です」

　それだけ言うと、少女はキサキに体を預け、再び瞼まぶたを閉じた。










　　　第二章




　キサキが我が家に帰ったのは、少女との邂かい逅こうから三時間ほど後だった。

　花の中で眠っていた少女を背負い、なんとか街まで戻った時にはもう夕暮れで、道すがら門番の公安局員に、「その少女は禁域へと出た記録がない」と疑問の眼まな差ざしを向けられたが、そこは同じ公安局員であるユイハが口くち利ききをしたおかげで、大事になることはなかった。

　そのまま居住区にある自宅へと少女を運び、ロウナの部屋のベッドに横たえる。

　それでも彼女は穏やかに眠ったまま、起きる気配はない。とりあえず彼女に毛布をかけ、キサキ達はベッドを囲むように椅子を置いて座った。

　ひとまず、安あん堵どの一息をつく。

「とりあえず依頼は成功か。ぜんぜん起きないけど、大丈夫だよな？」

　すうすうと寝息を立てる少女から視線を外し、キサキはユイハに目を向けた。

「ええ。単純に疲れて寝ているだけね。きっと、しばらくしたら起きるでしょう」

　そう推測した彼女は、ベッドを挟んで向こう側にいる。

　キサキは、再び少女の寝顔をまじまじと見つめた。

　赤子のような、安心しきった寝顔。改めて見ると、作られた人形のように美しい少女だ。白い肌は触れれば壊れてしまいそうなくらいきめ細やかで、白色の長髪は部屋の明かりを受けてきらきらと輝いている。見た目の年齢的には、ユイハとそう変わらないだろう。

　まさに奇跡のようだったと思う。キサキ達が少しでも遅れていたら、竜型罪獣グリムがもう少し早くあの場所を訪れていたら、ここで眠る少女は死んでいたのだ。いや、あるいは本当に奇跡だったのかもしれない。あの赤いウィンドウの花──おそらくはこの少女のスキルなのだろうが──がなければ、キサキは彼女もろとも死んでいたのだ。

　少女の足側にいるロウナも、彼女のことを見つめながら、ふぅむと唸うなった。

「この少女、どこかの契ク約ラ社ンの一員と見るのが妥当か」

「はい。不自然な点はいくつかありますが、あたしもそう思います。禁域に入れるのは公安局員と罪獣狩りグリムリーパーだけ。しかし、公安局員の場合、その局員が行方不明になればすぐに局のほうへ連絡が入るはずですから、おそらくは罪獣狩りグリムリーパーの人間なのでしょう。それでも、普通なら所属する契ク約ラ社ンが届けを出したりして、何らかの動きを取るはずですけど」

　冷静なユイハの同意に、キサキは苦虫を嚙かみ殺ころした。

「さっき、契ク約ラ社ンからの行方不明届けはなかった、って言ってたよな。それじゃあこの子の契ク約ラ社ンは、家族は何をやってやがるんだ。女の子が一人で禁域に取り残されてたってのに、それを知ってる奴やつは誰も助けようとしなかったのかよ」

　話しているうちに、自然と拳に力が入った。

　ユイハは眉をきゅっと寄せて言う。

「そうね。身元については、彼女が起きてから確認しましょう」

「……ああ、そうだな」

　言いたいことはまだまだあったが、ここで言っても仕方ない。キサキは頷うなずいた。その折に視界に入ってきた、少女の罪ハ匣コ。それに焦点を合わせた途端、眉をひそめてしまった。

「──ん？　この子の罪ハ匣コ、デッドタイムがおかしくないか？」

　視線でユイハとロウナに示す。

　少女の罪ハ匣コは──外見こそ他と変わらないが、制限時間表示が明らかに異質だった。




【99:99:99】




　内部コアの色が透過することにより黄色で示された六つの数字は、固定されていて動かない。減ることも、増えることもない。

　それは明らかにおかしいことだ。生命樹セフイロトからの呪い、『三日に一度、りんごを食さなければ死ぬ』という制約は、人間であれば例外なく適応されるものである。つまるところ、普通の人間のデッドタイム表示は【72:00:00】から【00:00:00】までしか存在しないはずなのだが……。

　案の定、二人の少女も異常に思ったらしい。

「たしかにおかしいわね。表示が変だし、まったく動いていないわ」

　故障かしら、と椅子から身を乗り出したユイハは、少女の罪ハ匣コを覗のぞき込こむ。それから手を伸ばして軽く叩たたくが、何も起こらない。立方体は空中で静止したまま、何も言わない。

「罪ハ匣コを破損させた者の話は聞いたことがあるが、これも似たようなものなのか？」

　腕を組んだロウナの質問に、ユイハは答える。

「そうですね。罪ハ匣コは、生命樹セフイロトから与えられたコアにメッセージ機能や通話機能を追加して、強化フレームを外付けしたものです。強い衝撃を受けたり、どこかが欠けたりすれば、それらの機器が故障することもありますし、コアが損傷すればより重大な症状が表れることもあります。それこそ、罪ハ匣コ専門の修理職の人がいたりするくらいです。だけど──」

「だけど？」

「こんな故障の仕方、少なくともあたしは見たことがありません。普通、罪ハ匣コの故障といえば、保存機構や生命維持機構のパフォーマンスが落ちたり、スキルそのものが使えなくなったり、っていう罪ハ匣コの機能面が低下するというケースがほとんどなんです。だから、デッドタイム表示がバグるなんて、それこそ前例があるかどうか……」

　声のトーンを落としつつ、ユイハは記憶を探るような素振りで話した。

　なんだか疑問が増えるばかりだ。しかも、その全部が悩んだって答えが出るともわからない難問ばかり。キサキはもやっとした気持ちに苛さいなまれながら、頤おとがいに右手を添えた。

「でも……それなら、とりあえずこの子を起こして、りんごを食べてもらったほうがいいかもな。この表示がバグだとすると、デッドタイムがどれだけ減ってるかわからないし」

「そうね。眠っているところ悪いけど、起きてもらいましょうか」

　席を立ったユイハはベッドに寄り添って、仰向けに眠っている少女の肩にそっと手を置いた。しかし、それだけでは起きる気配もない。ユイハは声をかけながら軽く揺する。

「起きて……」

　優しい、穏やかな声色で呼びかける。とはいえ、だ。背負っている間もまったく起きる気配がなかったので、それで起きるものかと少々不安に思う。

　しかし、少女は小さくうめき声を上げた。それにつれて、長い睫まつ毛げがわずかに動く。

「ん、……う……」

「起きなさい……目を、開けて」

　声を受け取ったのか、まもなく少女の瞼まぶたがぴくりと動き、ゆっくりと持ち上がった。

　露あらわになった大きな黒い瞳がユイハの目をまっすぐに捉える。しかし寝ね惚ぼけ眼まなこというべきか、すぐには状況が吞のみ込こめないらしい。いくらか瞬まばたきした後、桃色の唇がおずおずと開かれた。

「う……あ、あの……」

　ありったけの困惑を詰め込んだような声だった。キサキは驚かせないように少女へ近付いて、できる限り柔らかい笑みをつくる。

「よかった。目が覚めたんだな。……その、何か憶おぼえてるか？」

　彼女はしばらく黙ったあと、ふるふると首を振った。

「そっか……。いきなり聞いちまって悪かったな。僕はキサキだ。如月きさらぎキサキ」

「きさ、き……？」

　たどたどしく繰り返し、小首を傾かしげる。その可愛らしい仕草にキサキは自然と微ほほ笑えんでいた。

「ああ。それで、こっちの灰色がロウナで、黒色がユイハだ」

　髪色に合わせて紹介すると、少女の視線が二人のほうへ動く。

「ロウナ……ユイハ……」

　名前を呼ばれた二人はそれぞれ頷うなずいた。とりあえず簡単な意思疎通は取れるらしい。ひとつ安あん堵どしたところで、上体を起こした少女にりんごを差し出しながら、ユイハが声をかけた。

「名前。あなたの名前は言えるかしら？」

「なまえ…………はい。たぶん、マリア、です」

「たぶん？」

　キサキが聞き返すと、りんごを両手に持った少女は困ったような顔で頷うなずいた。意識がはっきりとしてきたのか、最初よりも明めい瞭りようなソプラノボイスで答える。

「はい……。思い出そうとしても、ぜんぜん思い出せなくて……それで、最初に思い浮かんだのが、マリア、という名前だったんです」

　曇った表情、伏せた瞳。にじり寄るような嫌な予感が、キサキの中に生まれつつあった。

「……そうか。じゃあマリア、どうして禁域に一人でいたのか、わかるか？　家族とか、契ク約ラ社ンの仲間はどこにいるかとか、何でもいい、憶おぼえてることを話してくれないか？」

　少し捲まくし立たてるように聞く。マリアは顔を伏せたまま、唇を結んで首を振った。

「ごめんなさい……何も、わからないです……」

　予想は的中だった。彼女は、記憶を失っているのだ。

　きつく寄せられたマリアの眉まゆ根ねを見て、心が締め付けられるような気持ちになった。

　記憶を失った原因は何だろう。すぐに思いついたのは、過度なストレスによる現実逃避だ。禁域で罪獣グリムに追われた恐怖、誰も助けてくれないという孤独感、それらの精神的な負の刺激が、マリアから記憶を奪ったのかもしれない。

　沸ふつ々ふつと沸き起こってくる激情に、キサキは再び拳を握り締める。

「くそ……なんでこんなことに……」

　無意識に吐と露ろしてしまった心の言葉。マリアがびくりと肩を揺らす。

「あ、……ご、ごめんなさい……」

　キサキは慌てて両手を振る。

「いや、違うんだ……ッ。マリアは、マリアは悪くない。悪いのは──マリアをこんな状態にした奴やつだ。だから、謝らないでくれ」

　懇願するように言うが、しかし、マリアの表情は浮かないままだった。その顔をどうすれば晴れやかなものに変えられるのか、続く言葉が思いつかず、キサキは口をつぐんだ。

　沈黙がしばし部屋に漂い、やがてユイハが言った。

「そうね。これ以上詮せん索さくをしても、彼女の負担になるだけでしょうね。記憶喪そう失しつのせいで身元もわからないことだし、とりあえず公安局のほうで彼女を預かることにするわ。それで、」

「い、いやです……ッ!!」

　悲鳴があがった。部屋いっぱいに叫声が響き、驚いたキサキはベッドを見る。

　そこには頭を抱えてうずくまる少女の姿があった。小さくか弱い肩を小刻みに震わせ、猛もう禽きんに襲われた小動物のように怯おびえるその様は、少しばかり普通じゃない。

「公安局は、いやです……、行きたく、ないです……」

「どうした？　公安局のことで何かあったのか？」

「わ、わからないです……でも、公安局という言葉を聞いた途端、すごく怖くなって……行きたくないって思って……ここが、すごく締めつけられたんです」

　弱々しい声で言って、マリアは両手で胸を押さえた。震える瞼まぶたをぎゅっと閉じると、眦まなじりに小さな雫しずくがたまる。それがあと少しで落ちそうになった時、キサキは彼女の頭に手を乗せた。

「──なら、行かなきゃいい。ここにいればいいさ」

　それはほとんど思考せずに放った言葉だった。

　ただ、彼女の涙を見たくない、その感情だけがこんな台詞せりふを紡つむがせたのだ。

　顔を上げたマリアは上目遣いでこちらを見る。その表情は少し戸惑ったようで、

「……で、でも、その、いいんですか？」

「ああ、勿もち論ろん。ちょうど部屋も空いてることだしな。それに……、」

　親指でロウナを示す。

「こいつ一人じゃ家の中がむさ苦しかったんだ。マリアがいてくれると、僕も助かるよ」

　すると当人のほうから「おい。むさ苦しいとはどういうことだ」という横よこ槍やりが入るが、とりあえず無視してキサキは続ける。

「それともさ、マリアは、僕たちと一緒にいるのは、嫌か？」

　なんて訊きいてみて、自分でもどうしてこんな馬鹿な質問をしたんだと思った。出会ってまだ十数分しか経っていないのに、キサキやロウナの人となりをマリアが判断できるはずもないだろうに。自分の言葉に後悔しかけた時、しかし、彼女は数秒の間をあけて首を振った。

「……いえ、嫌じゃ、ないです」

　絞り出すような声で否定して、丸く大きな瞳をこちらに向けた。

「だって……キサキは、優しい人ですから」

「……え、優しい？」

　聞き返すと、マリアはこくりと頷うなずいた。

「はい。……わたし、よく考えると、ひとつだけ憶おぼえてることがあったんです」

　瞼まぶたを閉じて、マリアはたどたどしく語り始める。

「それは、とても怖い夢でした。わたしが大きな部屋で寝ていたら、いきなり大きなドラゴンが出てきて、わたしに向かって跳びかかってきたんです。それでも、わたしはぜんぜん動けなくて、逃げることができなくて……ほんとうに怖いと思ったんです」

　ぎゅっと、毛布の端を握る。

「もうダメだって思いました。自分は死ぬんだ、って思いました。でも、そこにキサキが来たんです。ドラゴンを倒して、わたしを助けてくれたんです。……それで、夢から覚めると、私はベッドの上にいました。でも、いま思えば、それは夢じゃなかったんだと思います」

　マリアは瞼まぶたを持ち上げ、真剣な目でキサキを見た。

「キサキはわたしを助けてくれた、優しい人です。だから、一緒にいるのは嫌じゃないです」

　真まっ直すぐな表情だった。キサキは思わず呆あつ気けに取とられてしまう。

　途端だった。きゅるるる、という可愛らしい音が鳴った。出所はマリアのお腹。その意味を自分でも悟ったのだろう。マリアの頰ほおがすごい勢いで赤く染まっていく。

「ふふ……」

　悪いと思いつつも、キサキは笑ってしまった。

「それじゃあ、とりあえず夕飯にするか」

　椅い子すから立ち上がり、罪ハ匣コからエプロンを取り出す。一秒もなく実体化したチェック柄のそれを染しみ付ついた手つきで身に付け、ベッドに座るマリアへと振り返る。

「即席だけど、マリアの歓迎会だ。腕によりをかけるから、楽しみにしてな」

　言ってやると、マリアは少し間をあけた後に嬉うれしそうに笑みを浮かべた。

　それは目覚めてから初めて見せた、花の咲くような笑みだった。




　　　　　‡




「──以上が、禁域で発見した少女についての報告です。ただの身元不明者ですが、気になる点もありましたので、念のため報告させていただきました」

　第五層支部の最上階にある局長室にて、報告を終えたユイハは詳細を表示していたウィンドウを閉じた。背筋をぴりぴりと刺激する緊張感に、小さく息を吐く。

　ユイハの目の前、デスクに座る第五層支部局長。神こう足たりジトクは顎あごに手を添えたまま、何事かを考えているようだった。時折、独り言のように思考のかけらが口からこぼれている。

「罪ハ匣コのデッドタイムに異変がある、記憶喪そう失しつの少女。しかも、身元が一切わからないとなると…………まさか…………」

　それは無意識の言葉だったのだろう。やがてジトクは深緑色の瞳をユイハに向け、

「それで、その少女は今も、彼らの拠点に保護されているのかな？」

「はい。公安局へと連れてこようとしたのですが、激しく拒絶されまして……。私個人の判断ではありますが、彼女の心情を優先して、契ク約ラ社ン《明けの空鳥ドーン・フオウル》に預けておくことにしました」

　やはり、無理やりにでも連行するべきだったでしょうか。と、心にもない問いを返し、顔色を窺うかがうようにジトクを見る。彼は少しばかり思考を巡らせているようだった。その様子を見るに、ユイハの判断は微妙、というか間違っていたのかもしれない。

　けれど、彼女──マリアの公安局に対する拒絶は、少しばかり異常だったと思うのだ。子供が野菜を嫌うのとはレベルが違う。暴力を振るわれた際にとっさに身を庇かばう、反射的な拒否反応にも見えた。それがどうして起こったのかはまるで分からないが。

　そんな彼女を無理やり公安局へ連れて行くことなど、ユイハにはできなかった。彼女の悲痛に苦しむ顔なんて見たくなかったし、何よりキサキがそんなことを望むはずない。

　──そう、そうだ。

　それが一番の感情だ。たとえどんなことであっても、兄の嫌がることは絶対にしたくない。

　口に出せないような思考を巡らせていると、ジトクがやや真剣みのある声で言った。

「ユイハ君。彼女は、本当に記憶喪失だったのか？」

「はい。かろうじて自分の名前だけは憶おぼえていたようですが、それ以外は何も」

　その確認にどのような意味があったのかはわからないが、ジトクはやがて頷うなずいた。

「そうか……。わかった。彼女のことはしばらく彼らに任せるとしよう。もちろん、こちらでも彼女の身元については調査を進めておく」

　それでどうかな、とジトク。

「これ以上ない対応です。ありがとうございます」

「いや、構わない。公安局員の仕事は、人々により良い生活を提供することだからね」

　そこまで言って、ジトクは思い直すように言葉を止めた。

「……なんて、月並な言葉すぎるか」

　ふふ、と笑ってみせる。それは柔らかく、ごく自然な笑みだった。

「いえ、立派だと思います。……なんて、私も月並な言葉ですが」

　らしくないと思いながらも冗談めかして言うと、局長は楽しそうに笑った。

「そう言ってくれると助かるよ」

「では、失礼します」

「ああ、ご苦労」

　小さく礼をすると、ジトクは右手をひらりと上げて応えた。

　その際に目に飛び込んでくる、彼の左手、その薬指にはめられた金色の指輪。

　──おそらく、結婚指輪。

　そういえば、と思う。自分がここに配属されてもう一年が経つが、彼のパートナーの話を聞いたことがない。本人の口からはもちろん、上司や同僚からも……。もしかしたら、何か事情があるのかもしれない。そんなことを考えながら、踵きびすを返し、ユイハは局長室を後にした。




　廊下に連なるガラス窓からは、茜あかね色いろの斜陽が降り注いでいた。

　時間帯はすでに夕刻。公安局への来客が途絶えはじめ、窓口の業務が終了し、仕事を終えた局員たちがそろそろ帰り支度を始める頃だ。

　自分も、残った仕事を片付けて寮に帰ろう。そう思いながらデスクへと向かっていると、

「ユイハちゃん？」

　背中に声をかけられた。向き直れば、見覚えのある局員の少女が立っていた。

「あ、コトミ」

　ユイハよりも少しだけ背が低い。桃色の長髪を二つ結びにして、髪先を大きく膨らんだ胸元に垂らしている。顔付きは幼く、童顔。大きな栗くり色いろの瞳の目尻は垂れ下がっており、少しばかり気の弱そうな雰囲気が見て取れる。彼女はユイハの同僚であり、友人だ。

「おつかれさま。局長室に行ってたの？」

「ええ、ちょっと報告があってね」

　首をかしげるコトミに、ユイハは簡潔に返す。

　彼女、片かた桐ぎりコトミとは、第五層に配属された時からの付き合いで、同じ年度に入局した同期でもある。とはいえ、ある事情から入ってきた彼女のほうが年齢は二つ上。ユイハとしては敬語を使って話したいところなのだが、コトミからたっての要望で敬語は外すことにしている。

　何か合図するわけでもなく、二人で並んで廊下を歩きだした。

「それで、コトミは何をしていたの？」

「ちょっとした休憩かな。溜たまってた書類の整理がやっと終わってさ。といっても、普通の人だったらもっと早く終わるくらいの量なんだけどね……私、どんくさいから」

　てへへ、とコトミはバツが悪そうに笑う。それに対して、そんなことないわよ、とすぐに言えればいいのだが、彼女のそそっかしさには少しばかりフォローできない部分があるのだ。何もないところで転ぶ、上司に出すコーヒーに塩を入れる、間違った書類を大量にコピーする、と、例を挙げれば切りがないほど、天然では片付けられない不器用さが彼女にはある。

　しかし同時に、その欠点を補うくらいに良い部分があるのも事実なわけで。特に、彼女のひたむきさにはユイハも何度か驚かされている。とある老人のクレームに対して最後まで耳を傾けつづけ、最後には彼を笑顔にして家へと送り届けてしまったのは、記憶にもまだ新しい。

「誰にだって不得意なことはあるわよ。あなたの場合、書類整理や窓口業務よりもっと大事な、他の人にはできない仕事を任されることもあるでしょ？」

　それなら仕方ないわよ、と励ますように言うと、コトミは「むう」と小さく唸うなる。

「たしかにそうなんだけどさ、それを言うなら、ユイハちゃんは不得意なことなんてないじゃない。事務処理は私の二倍くらい速いし、局に寄せられたクレームの対応も完璧で、怖い罪獣グリムだって簡単に倒しちゃうもん。それにそれに、とっても美人さんだし……ちょっとずるいなぁ」

「……そ、そんなことないわよ」

　ユイハは反射的に顔をそらし、予期せぬ賞賛に頰ほおが緩みそうになるのを我慢した。

　というか、ずるいのならコトミだってそうだろう。顔をそむけながら、横目で友人を見る。ユイハとは良い意味で対照的なその容姿は、こちらからすれば実に羨うらやましいものだ。茶色の瞳は見つめれば吸い込まれそうなくらい大きいし、桃色の唇はふっくらとしていて思わず触ってみたくなる。仕事上ではマイナスな印象になる子犬のような雰囲気も、異性からすれば庇ひ護ご欲よくを搔かきたてるものに違いない。それに、なにより──

　ユイハはコトミの上半身……首より下にある大きな膨らみに、ぐっと視線を合わせる。

　その、大きな胸は何だ。

　自分の胸と似ても似つかない大きな双そう丘きゆうが、自分より背の低いコトミの体に収まっている。歩くたびに僅かに揺れている。少なくとも、二年後の自分がこのような代物を手に入れているなど、まったく想像できない。決して口には出せないが、少しくらいよこせと言いたくなる。

　と、あまりに凝視していたせいか、訝いぶかしげにコトミが首を傾けた。

「……どうかしたの？」

「な、なんでもない……っ」

　再び顔をそらす。なんだか哀かなしくなってきたので、話題を変えることにした。

「そういえば、他の人にはできないで思い出したけど、あなたって罪ハ匣コの不具合やその対処法なんかに明るかったわよね？」

　ユイハが目を向けるのは、デッドタイム表示が紫色となっているコトミの罪ハ匣コだ。内部コアが紫色の罪ハ匣コが持つスキルは《創そう造ぞう系けい》。使用者ごとに決まった媒ばい体たいを代償に、特定の物質を生み出したり再生させたりすることに長たけている。

　それを応用した《罪ハ匣コ修しゆう繕ぜん》が可能なコトミは、その貴重な技術を買われ、公安局に入れてもらったのだと本人から聞いている。

　彼女は小さく頷うなずき、小動物のように首を傾かしげた。

「うん、そうだよ。……でも、それがどうかしたの？」

「ちょっと、専門のあなたに聞きたいことがあるのよ」

　そこで一旦立ち止まり、マリアと彼女の罪ハ匣コについて話した。マリアという記憶喪そう失しつの少女がいること。彼女のデッドタイム表示がバグっていること。先日起こったことの全てを話すわけではなく、その二つをあくまで簡潔に話した。

　コトミに聞きたかったのは後者のことだ。しかし、訊きかれた彼女は腕を組んでうなる。

「うーん。デッドタイムの表示バグ、かぁ。そんな症状、聞いたことないなぁ」

「そう、あなたでも知らない症状なのね」

「ごめんね。お役に立てなくって」

「ううん。気にしないで。話を聞けただけでもよかったわ。……それでなんだけど、今度その子の罪ハ匣コを診てあげてほしいのよ。故障なら直せるかもしれないし」

「お安い御用だよ。──でも、それってほんとに故障なのかなぁ」

　予想外のコトミの言葉に、ユイハは眉をひそめる。

「……それって、あのデッドタイム表示が正常ってこと？」

「うん。仮にだけどね、マリアちゃんって子のデッドタイムが本当に無限なら、故障してないってことになるんじゃないかな。表示が【99:99:99】のまま動かないことの説明にもなるし」

　突とつ拍ぴよう子しもない推論にユイハはしばし瞼まぶたを閉じ、思考を巡らせる。たしかに、デッドタイムが無限ならば、あの表示は正常ということになり、罪ハ匣コは壊れていないことになる。だが、

「少し飛躍しすぎね。デッドタイムが無限ってことは、りんごを食べなくても死なないってことよ。それにスキルや生命維持機構も使い放題って……それこそ前例がないわよ」

「あはは。それもそうだね。だけど、あり得ないこともないと思うんだ。……だって、キサキ君の罪ハ匣コも、他に例のないタイプでしょ？」

　兄の名前が突然出たことに心臓がどきりと鳴る。

　だが、彼女がキサキのことを話すのはなんら不思議なことではない。何度かユイハが話したのもあるし、コトミは、ユイハやキサキと同じ第二層の出身で、《学がく園えん》に在籍していた時にはキサキと同学年だったのだから。彼女いわく、キサキとは交友はなかったものの、学園では何度か見かけたことがあり、それで知っていたのだという。

　ユイハはコトミに同意する。

「たしかに、保有スキルが無い代わりに、保存機構の容量が無限で、どんな物質でもほぼ一瞬で収納・放出できる罪ハ匣コなんて、他に聞いたことがないものね」

「うんうん。不思議な罪ハ匣コだよね。一度でいいから、中がどうなってるのか見せてもらいたいなぁ。……それに、この前言えなかったお礼も言いたいし」

「……お礼？」

　思わず聞き返すと、コトミは少し頰ほおを赤く染めて頷うなずく。

「うん、そうなんだ。つい先日のことなんだけど、罪リ獣ー狩パりーの人達にクレームをつけられて困ってたのを、キサキ君に助けてもらったの」

　そう言ってはにかむコトミを見て、ピクリ、と自分の眉まゆが動いたのをユイハは感じた。

　──あんの馬鹿兄貴め……。

　コトミの話した状況を、頭の中でそのまま再生するのはそう難しくはない。どうせ、困っている人を放っておけない病が発動したのだろう。それで白馬の王子様にでもなった気分でコトミを助けたのだ。想像するだけでまったく腹立たしい。いや、コトミを助けてくれたことは感謝しているのだが、そうやって他の女の子をほいほいと助けるのはいかがなものか…………。そこまで考えて、我に返ったユイハは急に恥ずかしくなった。

「……どうしたの？」

「な、なんでもない……っ！」

　寸前にも同じやり取りをしたことを思い出しながら、ユイハは逃げるように廊下の窓へと視線を流した。頰にたまった熱が冷めるまで、猥わい雑ざつと表現するしかない外の景色を眺める。

　夕焼けに染まった街並み。眼下にまっすぐ伸びる商業区・鳳ほう天てん通どおりの両端には、大勢の人々が行き交い、賑にぎわい、通りの中央を路面電車がゆっくりと駆け抜けていく。ガタンゴトン、ガタンゴトン、近付いてきた音はやがて離れていき、やがてどこかへと消えていった。
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　キサキは、リビングにあるソファに座り込み、声がかかるのをじっと待っていた。

　腕を組みつつ見つめるのは、一枚の木製扉。その先にあるのは三日前に決まったマリアの部屋で、そこでは思春期男子が決して目にしてはならない神しん聖せい事じが行われている。

　まあ、端的に言えば、ロウナがマリアを着替えさせているだけなのだが……。

　事の発端は、出会った当初から身に着けているマリアの服装だった。装飾のない、袖もない薄手の白いワンピース一枚。靴はおろか靴下も履いておらず、ロウナから聞いた話では下着さえも着けてなかったらしい。そう考えると、禁域から彼女をおぶって帰ったとき、彼女の肌とキサキを遮っていたのは、白い布きれ一枚だったということになるのだが……。

　詳しい光景を想像してしまい、思わず頰ほおが火ほ照てる。動どう悸きが激しくなる。駄目だ、やめろ、とふしだらな本能に叱しつ咤たして、妄想を振り払うように頭を二、三度振った。

　さておき、彼女の服装は見るからに貧相で、年頃の女の子にそんな格好をさせておくわけにはいかない、ということで、少しでもまともな服を彼女に着せてあげよう、という提案がキサキとロウナから出され、今に至る。のだが……、

「まだかよ……」

　二人が着替えのために部屋に閉じこもってから、もう二十分ほども経っていた。

　最初こそウィンドウを開き、未読メッセージの確認や保存物の整理などをして時間を潰つぶしていたのだが、とうとうやることがなくなってしまった。それでもまだ彼女らが出てくる気配はない。手持ち無沙汰になった末、点けっ放しにしていたテレビに目を向けることにした。

　中古のオンボロテレビには女性がアップで映っており、ピックアップされたニュースを淀よどみなく読み上げている。とはいえ、その内容はパッとせず、第十層のじゃがいもが豊作だとか、階位オーダー何位の罪獣狩りグリムリーパーが不祥事を起こしただとか、興味を惹ひかれないものばかりだった。チャンネルを変え、違う番組でも見ようかと考えていたその時、

「よし、完成だ」

　ロウナの声が、扉の向こうから聞こえてきた。やっとか、と思いながらソファから立ち上がり、扉の前まで行くと、ガチャリと音を立ててその扉が開いた。

　まず出てきたのはロウナで、その後ろをマリアがついてくる。

　その服装は、悪い意味で大きく変化していた。

　白いワンピースは跡形もなく消え去っていて、迷彩柄の戦闘服が彼女の体を包んでいる。それは決して着ているとは言えない。だぼだぼの長袖はマリアの手をすっぽりと隠し、ごわごわした長ズボンは足元で弛ゆるんでいる。履いているミリタリーブーツはぶかぶかで、かぶっている深緑色のヘルメットは、彼女の顔の半分を覆い隠してしまっている。

　いったい何を考えればこんな服装を薦められるのか……。

「どうだキサキ。完璧だろう」

「却下だ」

　間かん髪はついれずに吐き捨ててやった。

　センスを疑うというか、せめてサイズは合わせろよと思う。やはり、戦闘以外に能の無いこの女に任せたのが間違いだったのだろう。後悔していると、相棒が口を尖とがらせた。

「むぅ、なぜだ。どこがいけない」

「全部だよ全部。マリアにそんな無骨な服が似合うわけねーだろ。この子はお前みたいにガサツで大食いで馬鹿力じゃねーんだ」

「ほう、言ってくれるな。ならば、神経質で女々しい自意識過剰の我が相棒よ。お前はどのような服を彼女に着せてみせるのだ。まさか、批判するだけとは言わないだろうな」

「──ハッ、いいぜ。僕の完璧なファッションセンスを見せてやるよ」

　安直な煽あおり文もん句くと一緒にキサキは罪ハ匣コからウィンドウを出す。メインメニューから保存機構の欄らんに飛び、数多あまたある項目をスクロールして、マリアに似合いそうな服を見み繕つくろう。

「よし、マリア。今度はこの服を着てみてくれるか？」

　目的の保存物をウィンドウに表示させ、その表示枠を指で弾はじいてマリアに飛ばす。彼女は袖に埋もれた両手を使い、空中をスライドするそれを受け止めた。これで、キサキの所有していた服は彼女の罪ハ匣コ内ないへと移動したことになる。容量満タンで受け取れないなんてこともない。なぜなら、彼女の罪ハ匣コには何も保存されていなかったからだ。

「はい。わかりました」

　ヘルメットがずり落ちそうになるのを押さえ、マリアは快い返事をした。そうしてロウナと二人で部屋に入り、扉に鍵をかけ、数分間の着替えをまた始めるわけである。

　そのあいだ、何かをして暇でも潰つぶしてようかと考えたが、いきなりリビングの扉が開いた。

　マリアの部屋ではない。玄関へと続くほうの扉だ。

「……何やってんのよ」

　チャイムもノックも無しに上がってきたユイハは、開口一番にそう訊きいてくる。

　マリアの部屋の前で両腕を組み、仁王立ちしているキサキの姿を不審に思ったのだろう。

「いや、今ちょうど、マリアの服をロウナの奴やつと選んでたところでさ。その……部屋ん中で着替えてもらってるんだよ」

　目の前の扉を指さして続ける。するとユイハがいっそう訝いぶかしげな視線を送ってくる。

「だからってどうしてドアの前で待ってるのよ。……まさか、覗のぞこうとしてたんじゃ……」

「んなっ！　なわけないだろ！　僕がそんな人間に見えるかよ？」

「……見えるわよ。この変態」

「…………ひっでぇ」

　げんなりと肩を落とす中、ユイハがこちらに歩いてくる。しかし、そのまま隣に並ぶことはなく、微妙に距離を開けた場所に立った。それは、あのときから開いてしまった二人の心の距離を映しているようで、気まずい空気が兄弟のあいだに漂う。

　そのまま沈黙していると、テレビのニュースが音量割増になって耳に入ってくる。

『──また本日未明、第一層の儀式の間にて、贖しよく罪ざいの儀式が執り行われました。供く物もつは無事に生命樹セフイロトの樹じゆ洞どうへと納められ、儀式は滞りなく遂行されたとのことです。また、今回のを含めますと今年に入って儀式は三度目になり、去年を超える頻度で行われています──』

　そこまで聞いたところでキサキはリモコンを手に取り、空気を切り替える意味も込めてテレビを消した。ブツ、という消灯音。小さく咳せき払ばらいをして、隣のユイハに話を切り出す。

「ここには極力来るなって言ってるはずなんだけど……何か用事でもあるのか？」

　すると、ユイハは「む」と少し不満げな声を出し、小さく頷うなずいた。

「……ええ。彼女について伝えておくことが一つあるわ」

　彼女、というのはマリアのことなのだろう。ユイハは扉を見つめながら続ける。

「神こう足たり局長の決定で、しばらくはこの家に預けておくそうよ。出頭する必要は今のところ無し。それと同時に、身元についての調査もしておいてくれるみたい」

「そうか。そりゃあよかった」

　マリアの部屋の扉を見ながら、ほっと安あん堵どの息を吐く。

　ひとまず、猶ゆう予よは貰もらえた、といったところだろうか。本当のことを言うと、マリアのような身元不明人は公安局へ保護されてもおかしくはない、とは思っていたのだ。だからこの決定は正直に言って嬉うれしかった。マリアの悲しむ顔を見ないで済む。

　その時、扉の向こうから声が届いた。

「あの、キサキ。もらった服を着たので、もう出てもいいですか？」

　マリアの声。

「ああ、いいぞ」

　了承すると、扉がゆっくりと開く。今度はマリアが先に出てきた。

「あの、どうですか……？」

　お披ひ露ろ目めをするのが少し恥ずかしかったのか、頰ほおを赤らめながらこちらを見るマリア。その姿を見たキサキは思わず、「おぉ」と感嘆の声を上げる。

「……すっげー似合ってる」

　自然とそんな感想が出た。マリアは「そ、そうですか……」とさらに頰を火ほ照てらせる。

　無骨な迷彩服から解き放たれた少女は、その身を純白のドレスに包まれていた。花柄の刺し繡しゆうを施されたティアードスカートに、小ぶりなティアラ。ガラスのヒールを履き、両手にはシルクの手袋をはめ、背、胸上、肩からは柔らかそうな肌色を露出させている。今度は着こなしていると言えるだろう。過剰にあしらわれたレースやフリルも、マリアの人形のような美び貌ぼうにとてもマッチしている。一般的には、ウェディングドレスと言うのだろう。

　まさに、お伽とぎ噺ばなしに登場するお姫様と言っても差し支えない。どうだ見たか、と言わんばかりに残る二人の女性陣を見ると、しかし両者とも冷ややかな目でこちらを見ていた。

「あ、あれ。どうした二人とも……そんな冷たい目して、何か変なものでも見たか？」

「……いや、キサキ。さすがにやりすぎだろう」

　少しは考えろ、という目のロウナ。ユイハのほうもまったくの同意見らしい。

「馬鹿ね。そんなの着てたら、マリアちゃんが動けないでしょうが」

　という批判を投げてくる。それで、キサキの劣勢をなんとなく察したのだろう。

「え、えと……大丈夫ですっ」

　力強く宣言したマリアは、見ててください！　と言わんばかりに大きく一歩を踏み出した、途端、スカートの裾すそを踏んづけてこけた。

　フローリングの軋きしむ音と一緒に聞こえてくる、「ふむゅ」という声。

　……どうやら、駄目らしい。

　自らの敗北を悟ったキサキが頭を抱えると、ユイハはため息混じりに言った。

「ほら見なさい。そんなんじゃ家の中も歩けないわよ。さっさと他の服を出しなさいよ」

　その口ぶりから察するに、どうやら服選びに参加してくれるらしい。とはいえここでキサキとロウナは顔を見合わせた。しばし無言。おそらく、二人とも同じことを考えているのだろう。異変に気付いたユイハが訝いぶかしげにこちらを見つめる中、二人は同時に言った。

「「もう、マリアに合う服がない」」

「…………」

　凍いてつくような沈黙が数秒ほど続き、絶対零度のような視線が二人を射抜いた。

「……ほんと、役立たずね」

「すまない……」

「面目ない……」

　二人揃そろって返す言葉もなかった。起き上がったマリアは、頭を下げる二人を見て、座り込んだまま「どうしたんですか？」と首を傾ける。

　ユイハは嘆息を一つして、見るに見かねたという風に言った。

「もう、仕方ないわね。マリアちゃんの服を買いに行くわよ」
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　鶴の一声でお出かけが決まった。ウェディングドレスを脱ぎ、白いワンピースに戻ったマリアに応急処置として黒革のライダースジャケットを羽織らせ、居住区の自宅を出る。

　ユイハの案内で向かったのは、商業区の繁華街だった。

　居住区にある無人駅から路面電車に乗り、ガタンゴトンと揺られて三十分少々。街の中心部に降り立つと、そこはもう喧けん騒そうの真まっ只ただ中なかだ。群集の話し声に無数の足音。居住区と商業区の人口密度は昼夜で逆転すると言われているが、休日ではそれが尚なおのこと顕著になる。行き交う人々は洪水のようにひしめき合い、それ自体が生き物のようにゆっくりとうねる。

　これに飛び込まなくちゃならないのか……思わず陰いん鬱うつな気分に浸っていると、早く来なさいというユイハの催さい促そく。死地に赴おもむく気持ちで雑踏の中に入っていくと、生暖かい熱気やら饐すえた臭いやらがキサキを周囲八方向から襲った。辛い、臭い、暑苦しい。キサキにとっては何度か経験済みの苦行ではあるが、初体験のマリアにとっては地獄以外の何物でもないだろう。

　案の定、ワンピースの少女は数秒で人の波に揉もみくちゃにされ、ぐるぐると目を回しながら半泣きになった。このままでは雑踏に取り残され、迷子になることは簡単に予想できたので、キサキが彼女の手を握って「離れるなよ」と体を近付ける。

　それを見た途端、顔をしかめるユイハ。どうせ、セクハラじみたことをマリアにしないか警戒しているのだろうと考えたキサキは、「お前が思ってるようなことはしねーよ」と予防線を張ったのだが、なおさら不機嫌になってしまった。どうやら言葉を間違えたらしい。らしいのだが、何をどう間違えたのかはキサキの甲か斐い性しようではさっぱり見当がつかなかった。

　それから人の波に揺られること約十分。中心地区となっている人口最過密地帯を抜け、人通りがやや落ち着いた繁華街の外れにたどり着く。

　そこに、ユイハ行きつけの服飾店があった。

　エボニー色の扉を開けると、カランコロンという涼しげなドアチャイムが響く。こぢんまりとした店内には、心地よいクラシック音楽が流れ、陳列棚には被服をはじめとして装飾品や家具などが雰囲気を崩くずさない程度に配されていている。先客はなし。どうやらカフェも併設されているらしく、コーヒーの芳かぐわしい香りがキサキの鼻び腔こうをくすぐった。

「いらっしゃいませぇ」

　女性の柔らかな声が奥から届いた。

　視線をそのほうへと向けると、ロングカーディガンにストールを巻いた女性がこちらにやってくる。年齢を予想するのは失礼かもしれないが、おそらく三十代後半といったところか。落ち着いた茶色の瞳、唇は口紅によって紅色に染められ、紫色の癖毛を肩口まで垂らしている。

　店員と思われるその女性は、ユイハを見つけるなり、口元をほころばせた。

「あらあらユイハちゃんじゃない。お久しぶりね」

「お久しぶりです……って、一週間前にも来たじゃないですか、リカさん」

　ユイハが呆あきれたという声を出すと、リカさんと呼ばれた女性店員は楽しそうに笑った。

「ふふ、細かいこと言わないの。今日はコトミちゃんと一緒じゃないのね」

「はい、今日は……その、違う友人と……」

　友人、の部分をやや強調して言う。しかし、ユイハが話す間もリカはなぜかキサキを注視していた。頭頂から靴のつま先まで、まじまじと。品定めされているようでなんとなく気恥ずかしくなるが、やがてリカは何かに気付いたとばかりに両手を合わせる。

「あらま！　あなた、もしかしてユイハちゃんのお兄さんかしら？」

「あ、はい……そうっすけど」

　とりあえず肯定してみると、

「馬鹿っ、何あっさり肯定してんのよ」と耳元で小さく怒られ、脇腹を肘ひじで小こ突づかれた。

　謎の制裁に意を介することなく、リカは嬉うれしそうに両手の平を合わせた。

「うふふ、やっぱりそうだったのね。私の名前は倉くら木きリカ。この小さい店の店長をやっている者よ。キサキくん、君の噂うわさはかねがねユイハちゃんから聞いているわ」

　その台詞せりふに、視界の端にあるユイハの肩がびくりと揺れる。

「う……その、リカさん。その話についてはちょっと……」

「なによう、照れなくたっていいじゃない。昔は……第二層にいた頃はずっと一緒にいたんでしょう？　それが最近ぜんぜん構ってくれなくなったって……」

「だ、だから、……お願いですから、もう……」

「同じ第五層にいるのに住んでる家が違うし、仕事も違うから会える時間も少なくなっちゃって、それが寂しくってしょうがないのよねぇ。ほんとうにユイハちゃんって、お兄ちゃんのことが大す──」

「わ────ッ!!」

　我慢の限界が訪れたらしく、ユイハが絶叫しながらキサキとリカの間に飛び込んだ。両手をばたばたとリカの前で振り回し、もうやめてくれと必死に懇願する。珍しい光景だ、ここまでユイハが慌あわてる様子など、記憶を洗ってみても見たことがない。

　それからしばらく抗議していたユイハだが、やがて暴れるのをやめる。リカへの懇願が無駄だと察したのだろう、顔を伏せ、わなわなと肩を震わせながらキサキに告げる。

「…………出ていきなさい」

「……は？」

「だから、この店から出ていけって言ってるのよ」

「……一応聞くけど、どうして？」

　問いを返すと、ユイハは「うぐ……」と少しばかり言葉を詰まらせた。それから二秒ほど沈黙したかと思えば、

「……出入り禁止……そうよ。ここ、実は男子禁制なのよ。だから男のあんたはここに入っちゃいけないの。わかったら外で待ってなさい……！」

　潤いの増した瞳でこちらを見て、再び宣言する。もはやヤケクソのようだった。そんな注意書きは店内には無かったはずだし、店長のリカのほうを見ても、

「いや、そんなルールうちには無いんだけどなぁ」と困ったような笑みを浮かべていた。

　しかし結局、店長を差し置いてルールを決めつけた妹は兄のキサキを店外へと追い出した。その際、成り行きを見守っていたロウナが愉快そうに腕を組み、マリアが状況を飲み込めず目を丸くしているのが見えたが、二人とも助けてくれることはなかった。




　それからユイハ達が買い物を終え、店から出てきたのは三十分後だった。

　マリアはその装よそおいを一新していた。
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　言うまでもなく、ロウナが選んだのではない。ユイハかリカが見立てたのだろう。白を基調とした丸まる襟えりのシャツに、胡桃くるみ色いろのコルセットジャンパースカート、ハイカットのブーツを履いている。総じて、動きやすさを重視したコーディネートだと言える。ヘアアクセサリーとして付けている花飾りは、どうやら本物の花を使っているようだった。

「えっと、どうですか？」

　両手を胸の前で重ねつつ、マリアが聞いてくる。それに対する言葉はすでに決まっていたのだが、先ほどはなかった気恥ずかしさがなぜか付つき纏まとってきた。

　咳せき払ばらいを一つしたキサキは、マリアの頭にぽんと手を置き、

「うん。似合ってるよ。僕やロウナが選んだのよりずっと、な」

　それだけ伝えると、マリアはパァッと笑みを浮かべる。

　そこへユイハが接近してきて、キサキの肩付近に顔を寄せた。頰ほおをわずかに赤らめつつも、眉根をきつく寄せ、ごく至近距離から鋭い眼光でこちらを睨にらみつけてくる。

「さっきリカさんが言ったことは全て忘れなさい。じゃないと、氷漬けにするわよ」

　それは比喩ではない。実際に周囲の空気が白み、地面に霜が降りた。

「……わ、わかったよ。全部忘れた」

「本当でしょうね？」

「ああ、本当だって」

　なおも疑惑の目を向けてくるユイハだが、それ以上追及してくることはなかった。

「──それで、買い物が終わったわけだが、この後どうする」

　腕を組んだロウナがそう切り出して、キサキを見た。

「そうだな。せっかく外に出たんだし、どうせならマリアの記憶探しでもしたいところだけど……うーん、マリアは、どこか行きたいところとかあるか？」

　一応聞いてみると、マリアは首を振った。

「えっと……ないです。というより、どんな場所があるのかも、わからないです……」

　しょぼんとするマリアに、だよなぁ、と心中で呟つぶやく。行きたい場所と聞かれても、選択肢がなければ選べるはずもない。となれば、残る三人で考えなくてはならないのだが、

「ロウナ、何か良い場所とかないか？　マリアに馴な染じみがありそうな場所とかさ」

　すぐには思いつかないので、とりあえずロウナに話を振る。すると彼女は腕を組んだまま、瞼まぶたを閉じ、「ふぅむ」と考える素振りを見せる。

「そうだな。では、こんな所はどうだろう」
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　ロウナに連れてこられた場所は、むせ返るような熱気が充満していた。

　一種の道場とでも呼べばいいのだろうか。百人ほどを軽く収容できる大きな部屋には、多数のトレーニング器具が置かれていて、他にもサンドバッグや積み上げられた瓦、刀剣で試し切りするための巻まき藁わらまで、あちこちに配置されている。

　そんな道場的空間の中央には、十数人の胴着姿の子どもが並んでいて、やあ！　はあ！　という鋭い声が、キサキたちのいる入口のところまで聞こえてきていた。

「ここは……？」

「第五層屈指の本格派道場、《拳けん闘とう義ぎ塾じゆく》。一般的には大人から子どもまでが自分の体や拳法を鍛きたえる場所だけど、奥のほうには罪リ獣ー狩パりー専用の訓練場も備えられている。だよな、ロウナ」

　同意を求めると、相棒はこくりと頷うなずいた。

「ああ、そうだ。そして、私が修練のために通っている場所でもある。まあ、以前はこやつもたびたび来ていたのだが、最近ではめっきり顔を出さないようになったがな」

　非難の視線を送ってくるので、キサキは、仕方ないだろ、とばかりに肩をすくめた。

　たしかに、以前はこの道場にキサキも来ていたことがある。目的は一応の訓練のため、ここからは見えない奥のほうの空間で己を鍛えていた時もある。だが、やはりそういった暑苦しい努力が性に合わず、大した理由もなくこの道場から足が遠のいてしまったのだ。

　それはまあさておき、そろそろ訊きいておこうと思う。

「それで、どういった考えでここにつれて来たんだ？」

「それは、だな……」

　こほん、と咳せき払ばらいをひとつして、凜りんとした表情のロウナは話し始める。

「この道場は、拳と拳がぶつかり合い、意志と意志が交こう錯さくする熱き鍛たん錬れんの場だ。そんな場所で、飛び交う汗と闘気、そして勝負が決する瞬間を目にすれば、それらに触発されてマリアちゃんの記憶も戻るかもしれない、そう考えてな」

「ショック療法かよ……」

「そうとも言うな」

　ふむん、と自信あり気なロウナ。

　しかし、どうだろう。

　マリアのほうを見れば、彼女は子供たちの鍛錬には一目もくれず、置いてあったダンベルに興味を引かれたようで、三十キロもあるそれを持ち上げようと奮起していた。しかしながら持ち上がることはなく、両手がすっぽ抜けてマットの上へと尻しり餅もちをついた。

「いたたぁ」と自分のお尻をさする少女を見ながら、一応訊きいてみる。

「何か思い出せそうか？」

　するとマリアはお尻からパッと手を離し、答えた。

「え、あ、えっと……ごめんなさい。何も思い出せそうにないです」

　そりゃそうだ、と思わず呟つぶやきたくなった。

　触発されるにしても、戦いの「た」の字も馴な染じまないマリアが修練の様子を見ても、あまり意味はないだろう。完全に見当違いというか、当てが外れているにもほどがあるというか。やはりこの女に意見を伺うかがい、そして黙って従ったのが間違いだったのかもしれない。

　早々に立ち去るべきだな、と考えた途端、一つの声が飛んできた。

「あ、ロウナ姐ねえさんだ！」

　子どもたちの一人が、遠くのほうからロウナを指差した。

「ほんとだ！」

「行こうぜ！」

　子供たちが一斉に駆け寄ってくる。ちょっとした群れとなった幼い修練者たちはわらわらとロウナを囲み、カッコいい技を教えてくれよ、わたしの蹴りを見てよ、などと口々に彼女へと話しかける。しかしそれを鬱うつ陶とうしがることはなく、ロウナはどこか嬉うれしそうに口元を緩めた。

「皆、ちゃんと稽古に励んでいたか？」

「「「おす！」」」

　元気の良い返事。想像するまでもなく、彼女は子どもたちの面倒をよく見ているのだろう。彼女にはたびたびお人好しだと揶や揄ゆされるキサキではあるが、このような光景を見ていると、彼女だけには言われたくないと思ってしまう。

　そこへ、端っこにいた一番のちびっ子が、キサキを見るなり人差し指を向けた。

「あ、ロウナ姐ねえさんの付き人だ」

　唐突にそんなことを言われる。付き人、という単語にぴくりと眉まゆを動かした瞬間、

「え、そうだっけ。わたしが聞いたときは、たしか手下だったような……」

「違うって、ヒモだよヒモヒモ。こいつ、ロウナ姐ねえさんに養ってもらってる最低男なんだぜ」

「「「あー、そっかぁ」」」

　と一同納得して、うんうんと頷うなずく。その様子を見ていたら、カチンときた。推察するまでもなくキサキを舐なめ腐くさっている彼らの前に行き、両手をがばっと持ち上げる。

「うるせぇ！　ぶっ飛ばすぞガキ共！」

「うわ、ヒモがキレた」

「みんな逃げろー！」

「待てゴラァ！」

　蜘く蛛もの子を散らすように逃げる胴着たちを、キサキは本気で追いかけた。

　しかし、なかなかどうして捕まらない。奴やつらは結託したかのようにキサキを躱かわし、道場内を縦横無尽に逃げ回る。そしてこちらが隙を見せれば、即座に反撃のパンチやキックを放ってくる。そんな、追いかけっこのような何かが五分ほども繰り広げられ……。

　結局、ただの一人も捕まえられず、逆に跳とび膝ひざ蹴げりや正せい拳けん突づきをしこたま喰くらったキサキはよってたかってぼこぼこにされ、道場の端にボロ雑巾のように転がされた。

　最低のヒモ男の討伐に成功した子どもたちは、満足げに鍛たん錬れんへと戻っていった。

　三者三様の反応をする女性陣。

「ふむ、また腕を上げたな」

　と子供たちを見送るロウナ。

「ほんと、情けないわね」

　とヒモ男を見下ろすユイハ。

「だ、大丈夫ですか……っ」

　と心配そうに見つめてくるマリア。

　見てのとおり、前の二人はボロボロになったキサキを気遣う様子はなく、そこへ差し込んできたマリアの優しさには、思わず涙が出そうになった。

　──ともあれ、この道場では彼女の記憶を取り戻せる見込みはない。

　早々に次の場所へと向かうべきだと思うのだが……。

「はぁ……ユイハ、悪いけど、どっかまともな場所を見み繕つくろってくれないか？」

　満まん身しん創そう痍いのキサキは寝転がりながら、仁王立ちをしているユイハに意見を伺うかがう。

「もう、仕方ないわね。ついて来なさい」

　つんとそっぽを向いて言い放ち、彼女はくるりと踵きびすを返す。

　そうして、キサキたちは何の成果も得られなかった道場を後にした。
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　続いてやってきたのは、第五層の東端に位置する展望エリアだった。

　半月型の都市の外縁部。そこには石畳の広場が横たわっており、クスノキの街路樹、円形の噴水、カラフルなベンチなどが景観を邪魔しない程度に配置されている。一種の憩いの場とでも呼べばいいのだろうか、広場の一番端には外縁部に沿って落下防止用の柵さくが巡めぐらされ、その先には広大すぎる青空が広がっていた。

　広場では、下は噴水で遊ぶ子どもたちから、上はベンチで本を読む老女まで、多くの人々がこの場所で昼下がりを過ごしている。

　中でも最も割合が多いのが、寄り添って歩く年頃の男女だ。

　カップル、なのだろう。手を繫つないだり腕を組んだりして、柵ごしに空の景色を見たり、移動屋台でクレープを購入したりしている。誰も彼もが、なんとも幸せそうな表情だ。

「なんだか、ふわふわした雰囲気の場所ですね」

「そうだな。景色もいいし、丁度いいデートスポットなんだろうな」

　マリアの柔らかい声に、キサキは同意の言葉を返す。

　風のウワサでそういった場所が存在することは知っていたが、これほどまでにカップルばかりが集まるとは純粋に驚きだ。それとも自分の感覚がおかしいのだろうか。生まれてこの方そういった間柄の人が現れたことのないキサキには、驚くべきか否いなかがわからない。

　となると、このスポットを選んだ張本人に自然と視線が行ってしまう。

「な、なによ……この場所に文句でもあるの？」

　意図を察したのだろう、腕を組んだ妹は、わずかに赤らめた顔をつんと彼方かなたへ向ける。その様子から察するに、彼女はここがカップル憩いの場だということに気付いてはいるのだろうが。

「……もしかして、ここがデートスポットだって知ってたのか？」

「し、知るわけないでしょバカッ！」

　顔を真っ赤にして大声を出す。その紫色の双そう眸ぼうはなにやら必死だった。

「た、ただ……っ、この場所が景色がいいって言うから、それでマリアちゃんが何か思い出さないかと思って来たの！　こんなにカップルがいるなんてぜんぜん予想してなかったわよ！」

「……お、おう」

　そこまで過敏に反応されるとは、正直言って予想していなかったキサキである。ユイハはなおも言葉を続け、そんな浮ついた話聞いたことなかったし、だいたいあたしにはそんな相手いないわよ、それくらいあんただって知ってるはずでしょ、等の独り言じみた弁明を展開する。その勢いはなぜかは解らないが凄すさまじいものがあり、相手にしきれなくなったキサキは適当に相あい槌づちをうつことにした。隣のロウナはというと、くすくすと楽しそうに笑っていた。

　そこへ、服の袖を引っ張ってくる何者か。マリアだ。

「ん、どした？」

「あの、キサキ、あそこまで行ってもいいですか？」

　彼女の指差す先は、展望エリアの最端だった。

「ああ、いいぞ」

　キサキが頷うなずくと、えへへ、と嬉うれしそうにマリアは柵さくのほうへ走り出す。その背中を見つめていると、なんだか庇ひ護ご欲よくじみた気持ちがわいてきて、思わず父親っぽい言葉を放ってしまう。

「慌あわててこけるなよー」

「もう、そこまでドジじゃないですよ！」

　振り返り、子ども扱いしないでください、と言わんばかりに頰ほおを膨らませる。そして踵きびすを返し、再び展望ゾーンへ向かおうとするのだが、そこで石いし畳だたみにつまずいてこけそうになるので、やはり危なっかしいと感じてしまう。放っておけないと思ってしまう。

「ったく、しょうがないな」

　頭を搔かいたキサキは、まだまだ独り言の絶えないユイハを置いてマリアを追いかける。

　ひょこひょこと動く肩についていく。

　彼女──マリアは、天てん真しん爛らん漫まんな性格である。

　それはこの三日間、彼女と過ごして得た結論だ。出会った当初こそ、儚はかなげで大人しい雰囲気のマリアであったが、それは見知らぬ場所で覚醒したことによる動揺と、生来の人見知りな部分が発揮されたことによるものだったのだろう。その証拠に、彼女はキサキ達に慣れるやすぐに明るい性格を表に出して、場の空気をすこぶる軽やかにしてくれた。

　加えて、彼女はとても好奇心旺盛だった。それは実際の行動にも表れていて、気になるもの、知らないものがあればすぐに駆け寄っていき、これは何ですか、と目を輝かせてこちらに聞いてくる。それに答えてやると、より一層嬉うれしそうにする、といったように。

　それは性分的なものもあるのだろうが、あるいは記憶喪そう失しつなところも関係しているのかもしれない。一度失ったものを取り戻すために、本能的な部分が働いているのかもしれない。

　落下防止用の柵に両手を乗せ、景色を一望したマリアは「うわぁ」と感嘆の声を上げた。

「柵から落っこちるなよ」

「むぅ、だいじょうぶですっ」

　膨ふくれっ面つらになるマリア。ははは、と笑いながらキサキは彼女の隣に並ぶ。

　そこから見える光景は、壮大と言う他ない。

　上下左右に限りなく広がる蒼あおい空。上を見れば白い太陽がさんさんと輝き、下方には羽毛のような分厚い雲海がどこまでも続いている。その隙間からは緑に染まった大地が垣かい間ま見みえ、柵から顔を出して真下を覗のぞき見みれば、第五層の下に存在する下層の半月型都市が七つ望めた。

　上空約数十キロメートルからの景色に目を楽しませたマリアはやがて柵に背を向けて、後方にある街並みに目を移した。そこで何か見つけたのだろう、「あっ」という声を出す。

「キサキ、あれは何ですか？」

　この三日間で何度目かの質問を聞いたキサキは、彼女の指差すほうに視線を運ぶ。

　そこにあったのは灰色の巨大な塔だった。ここからそう遠くない位置にある、幅数百メートルにも及ぶそれはあるいは柱のようであり、第四層の人工地盤の底へと繫つながっている。巨大な建造物であるがゆえに、マリアの好奇心を煽あおったのだろう。柱の側面には何本ものガイドレールとケーブルが設けられていて、五つほどの列車じみた乗り物が層の間を上下に動いている。

「ああ、あれは《層そう間かんエレベーター》だよ。あの大きな柱は樹層都市の十二層全部を貫いていて、柱の表面には人や物資を運ぶ列車がいくつも走っている。それを使えば他の層に行けるようになっているんだ。マリアは、あれに乗った覚えとかあるか？」

「ん、うー、わからないです……」

　視線を落としてしまった彼女の頭に、「そっか」と言いながら手を乗せる。

「まあ、記憶探しはゆっくりやればいいさ。焦あせらなくていい。ウチにはどれだけ長くいても構わないんだからさ。もちろん、記憶が戻っても、マリアが望めばな」

「……はい。ありがとうございます」

　笑顔の戻ったマリアがこちらを見上げる。それを見ていると、自然と頰ほおが綻ほころんでしまう。

　そこに、ロウナと、たった独りの弁明を終えたらしいユイハがやってきた。

「やはり……日中といえど、一番端まで来ると少々冷えるな」

　ふうと息を吐くロウナに、思い出したように反応するマリア。

「あ、たしかに、少し寒いです。家を出たときはそうでもなかったのに……どうしてですか？」

　両手で左右の二の腕を包み込みながら、首を傾かしげた彼女はまん丸な瞳をこちらに見せる。もはや言うまでもなく、知りたがりな性格が発動してしまったのだろう。

「そうだな、少し説明が長くなるけど……まずは今見たように、この第五層が地上約数十キロメートルの位置、簡単に言えばとても高い場所にあるのはわかるよな？」

　試すように訊きくと、マリアは真面目な顔でこくこくと頷うなずく。

「そう考えれば、ちょっとおかしいことに気付くはずだ。これだけ高い場所なら普通、気温は零れい度どを下回るはずだし、酸素もかなり薄いはず。それなのに僕たちは何の問題もなく生活できている。それが何な故ぜなのか、それは、偏ひとえにあの生命樹セフイロトのおかげなんだ」

　やや硬かたい口調になりながら、キサキは遠くに見える生命樹の幹へ人差し指を向けた。

「生命樹は、その樹皮から大量の酸素と熱を放出してる。だからこの高さでも呼吸困難にはならないし、気温はいつだって快適に保たれてる。だけど、ここまで生命樹から離れた場所だと、放出された熱も届きにくくなる。そのせいでここは内側に比べて気温が少し低くなるんだ」

　どうだ、わかったか？　と訊きくと、マリアは、なるほどー、という反応を返した。

　実際のデータを見たことはないのだが、体感では、最内端と最外端では五度ほどは気温が違うと思われる。それにかこつけて恋人たちはこの場所にやってきて、寒いね、じゃあくっつこっか、などと言って、手を繫つないで寄り添い、お互いの体を温め合うのだろう。

　なんて、くだらないことを考えていると、マリアは再び首をかしげた。

「でも、それならどうして、こんな高い場所に樹層都市を作ったんですか？　地上にいたほうが、気温とか酸素とか考えなくてもいいのに……」

「それは、この樹層都市という場所が世界で最も安全だからよ」

　率直な疑問に答えたのは、ユイハだった。

「罪獣グリムは、生命樹セフイロトの樹皮や根から現れる化物よ。そして地上のほとんどの地面には生命樹の根が張り巡らされてる。地上はどこにいたって罪獣グリムに襲われる危険があるの。だから、この樹層都市は生命樹に近いようでいて、実は生命樹から最も離れた場所にあるのよ」

「へぇ、そうだったんですか……」

　納得しました、といった感じのマリア。しかしまだ疑問が残っているらしい。

「じゃあ、どうして人はこんな風になってしまったんですか？」

「こんな風？」

「罪獣グリムを追いかけられて、呪いをかけられて……三日に一度、りんごを食べなければ死んでしまう体にされて……どうして、こんなことになってしまったんですか？」

「ああ……」

　純粋な疑問を向けられて、キサキは、柵さくの向こうへと視線を泳がせる。

「それについてはまだ解っていない。ある科学者は、人類を害だと判断した世界の浄化作用だと予測しているけど、他方では、開けてはならない玉手箱を開けてしまった結果だと言う人間もいる。……答えを知る術がないから、誰も確かなことは言えないんだ」

「そう、なんですか……」

　答えを得られないと判ったのか、マリアはそれ以上追及してこなかった。

　それからユイハは罪ハ匣コを叩たたいてウィンドウを出現させ、何やらいくつかの操作をする。

「《万水制御ハイドロジツク》」

　その言葉を紡つむいだ途端、彼女のデッドタイムが三十分ほど消費された。柔らかく温かい風がそよいできて、肌寒かった空気が一気にぽかぽかとしたものになる。

「あれ？　急に暖かくなりました」

「あたしのスキルは水を操作するもの。それで空気中の水分を温めて、気温を上げたのよ」

　どうかしら？　というユイハに、マリアは今日一番といっていいほど目を輝かせた。

「すごいです……！　魔法みたいですっ」

　もうなんと言うか、星が瞬またたくような勢いである。さすがのユイハも少し照れたようで、顔を朱に染めて「そ、そう」と照れ隠しの反応を返した。微ほほ笑えましいものである。

　だが、確かにそうなのかもしれない。罪ハ匣コはスキルだけでなく、保存機構や生命維持機構といった、既存の技術では到底再現できないような能力を有している。一般には謎に包まれているその不可思議な力を、魔法と呼ばずに何と表現すればいいのだろうか。

　この世界に生を受けた瞬間、生命樹セフイロトから戴いただく罪ハ匣コ──正確には内部コア。携帯端末として日常生活で活用するために、通話機能や電子マネー機能などを人工で追加装備させているものの、コアの部分にはまだまだ不明な点が多い。

　視線をマリアへと戻すと、彼女は自身の罪ハ匣コからウィンドウを出して、ぎこちない手つきで何やら操作していた。その顔は、分かりやすいくらいにうずうずしている。

「えーっと、こうして……」

　何をしようとしているのか、想像するのは難しくなかった。ユイハのスキルを見て、自分もやってみたくなったのだろう。

　しかし、キサキは俄にわかに思い出す、《巨きよ人じんの天てん蓋がい》にて、崩ほう落らくした天井の全てを消し去ってしまったあの光景。あれが彼女のスキルだとすれば、ここで発動させるのは──駄目だ！

「あー！　ちょ、待て、ストップだマリア！」

「へ……？」

　急いで待ったをかける。操作の途中で手を止めたせいか、一瞬だけ発動したスキルは即座にキャンセルされた。赤いウィンドウが一枚だけ出現して、すぐに消え去っていった。

　間一髪である。

　内部コアが黄色の罪ハ匣コが有するスキルは《破は壊かい系けい》。特定の媒ばい体たいを用いて、その媒体ごと物質を消滅させることに特化している。その威力は人によりけりだが、マリアのものは中でも最高クラスの性能を有しているのだろう。こんな街中で使用すれば、大惨事待ったなしだ。

　背中に冷や汗をかいたキサキは、口の端をひくつかせながら人差し指を立てる。

「い、いいかマリア、ここでお前のスキルを使うのは駄目だ」

「……え、どうしてですか？」

「……いや、どうしてってな……」

　あまりに率直な反応に一瞬だけ戸惑ってしまう。だが、彼女のことだ、それは惚とぼけた反応ではないのだろう。よってこの場合、推察できる状況は一つ。

「もしかして、自分のスキルがどんなものなのか、覚えてないのか？」

　マリアは「うーん」と呻うめき、

「……えーと……少なくとも、ユイハのとは違うスキルだってことはわかるんですけど……」

　どうやら、記憶喪そう失しつの余波はこんなところにまで波及していたらしい。とはいえ、今の状態の彼女がスキルを使うのはとても危険だ。最悪の場合、制御不能で暴走する、というケースもあり得る。なんとかして思いとどまらせようと思うのだが……、

「……うー、キサキ、ちょっとも……ほんの少しも使っちゃダメですか？」

　張本人である彼女は、どうにかして使ってみたい、という表情をしていた。その顔を見ていると思わず甘い顔をしたくなるが、ここはぐっと堪こらえて、キサキは確固たる決意をもって頷うなずく。

「ああ、ダメだ。僕が使っていいって言った時以外、絶対に使っちゃダメだ」

「むぅ……キサキのケチ……」

　マリアは拗すねたように口を尖とがらせてしまった。それでもキサキは譲らない。

　見ればユイハやロウナも同意見のようで、少しばかり真剣味を帯びた視線をこちらに向けていた。一度マリアのスキルを見ている二人だ、その危険性を重々に理解しているのだろう。

「じゃあその代わりに、キサキのスキルを見せてください」

　突とつ拍ぴよう子しもないマリアの要求に、キサキは思わず眉まゆをひそめてしまう。

「え、僕の……？」

「はい。わたし、キサキのことを知りたいので……それも、ダメですか？」

「いや、ダメじゃないけど……」

　そういえば、と思う。話していなかったのだ、キサキはスキルを持っていないということを。

　といっても、この場合マリアが求めているのはキサキの持つ固有な能力なので、少しばかり異常な保存機構を使い、面白い何かを見せてやればいいと思うのだが……。

　うーん、としばし思考して、キサキは周囲をさっと眺める。

「そう、だな……ここじゃあれだから、ちょっと場所を変えるか」

　人通りの少ない場所に行く、そのための提案をして、広場の端っこに移動した。

　そこは少し開けた空間になっており、歩行者の類はほとんどなかった。

　円形に切り取られたスペース。その円周に沿うように青いベンチがいくつか置かれていて、隣にはクレープの移動屋台が陣取っている。遠目からも良く目立つピンク色のワゴン車。カップルの多いこのエリアはそれなりに実入りもいいのだろう。店頭には数人の列ができていて、置かれた四つほどのテーブでは仲睦むつまじい男女がクレープを頰ほお張ばりながら談笑していた。

　彼らにさえ注意すれば、ここでやっても問題はないだろう。キサキはスペースの一角に立ち、前方にマリアたち女性陣を立たせた。それから間を取るように小さく咳せき払ばらいを一つする。

「先に言っておくと、僕の罪ハ匣コにはスキルが備わっていない。……その代わりなのかは解らないけど、保存機構の容量がほとんど無限で、収納と解放リリースの処理が特別速くなってる」

　説明をしながら、黒く淡い光を漏らす罪ハ匣コからウィンドウを二枚出現させる。

「まあ、口で言っても解りにくいよな。だから、今から見せるよ」

　二枚のウィンドウにそれぞれ右手と左手を置き、同時にタップする。

　コマンドを受け取った罪ハ匣コは大量の青白い奔ほん流りゆうを放出し、女性陣を囲むように点々と固まった。それだけで「おぉ！」と反応してくれるマリアだが、本領は一応ここからだ。

　二十箇所で固まった光の筋がそれぞれに集約し、一斉に具現化する。

　それらは、マリアの身長を超えるほどの人形たちだ。

　カラクリ仕掛けの人形。容よう貌ぼうは多種多様で、赤い帽子をかぶったピエロ、二本足で立つネコ、緑の鱗うろこをまとった恐竜などなど、二十体の人形は地面に着地するやダンスを踊り始め、持っていた楽器で演奏し始める。それらはもちろんキサキが操作しているのではなく、禁域にガラクタ同然で落ちていたときから設定されていた動きだ。

「わぁ……！」

　軽やかな音楽がバックグラウンドで流れる中、コミカルに動く人形たちにマリアは目を輝かせる。子供だましのようなクオリティではあるが、どうやら楽しんでくれているらしい。

　キサキは二枚のウィンドウをピアノでも弾くようにして叩たたき、罪ハ匣コからさらに奔ほん流りゆうを放出させる。それらを手すきの人形の前に飛ばして、出現させたのは大量の手持ち花火だ。点火するのは火を噴く恐竜の役目であり、人形の持った花火は色とりどりの花を咲かせる。

　その頭上に新たに明めい線せんをやり、具現化。十数羽もの機械仕掛けの鳩はとを飛ばす。生物を保存できない罪ハ匣コの制約上、空を旋回する鳩はとは本物よりも随分ぎこちない動きだが、それでもマリアは楽しそうに空を飛ぶオモチャの鳥たちを眺めていた。

　キサキは、一種のサーカスを再現したのだ。

　無限の容量と高速での物質解放。

　即興の大道芸は、キサキの保存機構でなければなかなか再現できない芸当だと言える。

　とはいえ、罪ハ匣コの機構を使えばデッドタイムは相応に消費されるわけで、約六十時間あった残り時間は、実数にすれば【55:56:19】にまで減っていた。比較的燃費のいい保存機構といえど、大量に展開すればそれだけデッドタイムが持っていかれてしまうのだ。

　しかし。

「すごいです……！　キサキ！」

　彼女の笑顔を見られたのだから、そんな代償などは安いものなのだろう。

「そうか？」

「はい、すごいです！　とっても！」

　胸の前で両手を合わせ、より一層きらきらした顔をこちらに向けてくる。

　その表情を見ていると、なんとなく浮き足立ってしまう。普段からスキル無しや、地味能力などと揶や揄ゆされがちなせいもあるのかもしれない。なんだか、心が躍ってしまう。

　そして──気付けば、けっこうな規模で人形を展開していたために、本当に大道芸をやってると勘違いした通行人が集まってきて、周囲がちょっとした人だかりになっていた。彼らは踊る人形や花火を見ると、心地よい拍手や歓声をあげてくれている。

　その時、ふと人形の一体に近づく子供の姿が目に留まった。年とし端はもいかない小さな男の子だ。大きな目を輝かせて、オモチャに興味津しん々しん……なのはいいが、もとは壊れかけのガラクタだ。ちょっと触れただけでもバランスを崩くずして倒れる危険性が……、

「──って、おい……っ」

　懸け念ねんどおりの展開が起ころうとしていることを察知し、慌あわてて制止しようとするも間にあわず、男の子はあろうことか全力の突っ張りを人形にかました。グラっと揺れるネコの人形。

　それが倒れこむ先には、飛び回る鳩はとを見上げるマリアがいる。

「危ないッ！」

　ユイハの叫び声が聞こえると同時に、キサキはマリアを抱え込んで地面に転がった。マリアに衝撃がいかないよう両手で彼女の頭を守る。そのままごろごろと転がっているうちにわけがわからなくなり、ガシャンという背後の音からとりあえず難を逃れたことを知る。

　ぶつけてしまった後頭部が痛い。音が遠くなり、意識が酩めい酊ていする中、とりあえず立ち上がろうと地面についた右手に力を入れた──のだが、なぜか摑つかんだ地面が硬かたくない。

「……ん？」

「ひ、ひゃ……!?」

　右手に心地よい感触が伝わる中、甘ったるい悲鳴が耳元であがった。そこで初めて右手の先に目を向け、そこにあったものに焦点を合わせた瞬間、キサキは「ぅぐ!?」と反射的に息を吹き出してしまった。急いで右手を引き、全力で飛びのく。

　まずい、という思考が頭を埋め、大量の冷や汗が頰ほおを伝う。体を起こしてぺたりと座り込んだマリアは、顔を真っ赤にして眦まなじりに涙をため、両腕を胸の前で固めていた。

　その様を見るなり、右手の好ましい感触が蘇よみがえって──

「──あんた……なにやってんのよ」

　氷点下に達するその声に、キサキはびくーんと肩を揺らした。凄すさまじい速度でユイハのほうを見ると、彼女は凍った笑みを浮かべ、眉まゆをひくひくと動かしていた。

　彼女の見た光景は、最悪以外の何物でもなかっただろう。キサキは仰向けのマリアへ馬乗りになり、それだけでなく彼女の胸を……ぶんぶんと頭を振り、ユイハに掌てのひらを向ける。

「え、えと……これはだな……」

「この変態男ッ!!」

　言い訳など口にする暇もなく、ユイハの見事な回し蹴りがキサキの側頭部を捉とらえた。

　どかーん、と吹っ飛ばされたキサキは数メートルほど低空を飛び、地面の上を一回バウンドしたかと思えばクレープ屋台の丸テーブルへと激突した。おそらくは安い材質だったのだろう、体が当たった衝撃で白いテーブルは壊れてしまったらしい。

「痛つつ……容赦ねーな……」

　壊れたテーブルに構わず起き上がろうとすると、視界に入ってくるエプロン姿の男。

　クレープ屋台の店主なのだろう。こめかみに青筋を立てて、キサキを見下ろす。

「君、ちょっとこっちに来てもらおうか」

「へ……？」

　なんというか、嫌な予感しかしなかった。

　そしてその予感は的中することになり、店主に首根っこを摑つかまれたキサキはそのまま屋台の裏へと引きずり込まれる。どうやら、抵抗するのも無駄らしい。

「よくもウチのテーブルを壊してくれたな。弁償してもらうぞ」

「……え、えーと、ツケとかには……？」

「できるわけないだろ」

「ですよねー」

　そうして弁償金を払わされたキサキは、しかしすぐにエプロンを着させられ、臨時のアルバイトとして店先に放り出された。曰いわく、弁償とは別に、テーブルが減って客の回転が悪くなったぶん働いていけとのことらしい。

　壊してしまった手前、何の文句も言えないキサキは大人しくその要求に従った。

　とどのつまり、マリアの記憶探しは、三時間ほど中断ということになった。
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「むぅ……」

　クレープ屋の丸テーブルに座ったユイハは、自然と声とも言えぬものを出していた。

　心中に燻くすぶる不満。対象はもちろんあの男で、他のテーブルに座るカップルの接客をしている。作りきった笑みで注文を取り、頭を下げ、屋台でクレープを作る店主のところへ戻っていく。もともと手て際ぎわのいい彼のことだ、突然のアルバイトも問題なくこなしているのだろう。

　とはいえ、彼がアルバイトに邁まい進しんする原因となった器物損壊──その発端となった原因は間違いなく自分にある。そう思うと、ここは彼に謝罪して、自分もアルバイトに従事すべきだと考えさせられるのだが……しかし、マリアとあの男との一件を思い出すと、謝罪する気持ちはすぐに引っ込んでいく。むしろいい気味だとさえ思えてくる。

「ほんと、馬鹿ね……」

　誰にも聞こえない声で毒を吐くと、右斜め前に座っているロウナが手を上げて言った。

「おいそこのアルバイト。こちらのクレープがまだ来ないぞ。どうなっている」

　彼女の視線の先にいるのはキサキだ、がばっと振り向いて声を張り上げる。

「あぁ？　今店長が作ってるから大人しく待ってろよ。つーかお前甘いもの苦手だろうが」

「だから照り焼きチキンクレープにしたんだろう。それと、お客様に口が悪いぞ、アルバイト」

「……ッ、ぐ……んのやろう、覚えておきやがれ……ください」

　まったく敬語になっていない敬語を残し、兄は移動屋台のほうへと戻る。それをニヤニヤと見届けた彼の相棒は、満足したようにグラスに注がれたお茶を飲んだ。

　そんな二人のやり取りを見ていると、ムカ……という感情が湧いてくる。

　嫉しつ妬と、しているのだろう。相棒という形で、自分よりも兄に近い場所にいる女性への焼やき餅もち。そのせいでユイハはロウナとの距離をなかなか詰めることができず、敬語は要らない、と言ってフランクな態度を求められても、なかなか承諾できずにいる。

　子どもじみている、あるいは未練がましい、としか言えないだろう。キサキと自分は兄と妹で、家族で、本来なら──あんなことが無ければ、ロウナより近い場所にいられたはずなのだ。それなのに……という感情が胸のずっと奥から湧き起こってくる。

「どうかしたか、ユイハちゃん」

「……い、いえ……っ、なんでもないです……」

　じっと見つめていたことをロウナに気付かれ、慌あわてて視線を逸そらす。それでも気まずい感じは消えず、誤魔化すようにグラスの紅茶をストローですする。

　ちらりと視線を投げると、左斜め前に座るマリアも同じようにしてオレンジジュースを飲んでいた。見るもの全てが目新しく見えるらしい彼女の目は、今はアルバイトとして働くキサキへと向けられている。きっと、今の彼女にとってキサキは仮の父親か兄みたいなものなのだろう。キサキだって、彼女のことを仮の娘か妹のように感じているのかもしれない。

　そう考えると、彼に構ってもらえているマリアにまで黒い感情を向けてしまいそうになり、ユイハは少しばかり自己嫌けん悪おに陥った。ストローの端を無意識に甘あま嚙がみする。

「──やはり、君にとって私は邪魔者かな……？」

「え……？」

　不意打ちと言ってもいい、聴覚に直接叩たたき込こまれたような声。驚いたユイハがロウナに視線を戻すと、ロウナは数秒ほどキサキへ目を向けてからこちらに目線を合わせた。

「ユイハちゃんは、私があいつと共にいるのを、あまり好ましく思っていないのだろう？」

　より具体的になった問いに対し、答えあぐねたユイハは唇を嚙かむ。

「…………どうして、そんなことを訊きくんですか？」

「……いや、ただ……私がいることで、二人の障害になっているのではと思ってな……」

　気を悪くしたのなら謝罪する、と続けて言う彼女。ユイハは右手を握る。

「……気を遣ってくれてるんですね。でも、ロウナさんは関係ありません。あたしたち二人が今のようになったのは、他のことが原因ですから……」

　グラスに視線を落とし、低い声を返す。針のようなものに刺されてちくりと胸が痛む。全てを察したロウナはそれ以上何も言わなかった。あるいは言えなかったのかもしれない。同席のマリアはあのことを知らないのだから、口を滑らせるわけにもいくまい。

　トレイを持って近づいてくるキサキを横目に捉とらえ、ユイハは切り替えるような声色で言う。

「話は終わりです。さあ、クレープを食べましょう」

　努めて笑みを作ったつもりが、あまり良くできていなかったのだろう。

「ああ」と返事をしたロウナの表情は浮かなかった。




　トレイに三つのクレープを載のせてきたキサキは、ロウナには例の照り焼きチキンクレープを、マリアにはデラックスいちごクレープを、ユイハにはカラメルプリンクレープを手渡して、あくまで一介のアルバイト店員を演じるようにぺこりと頭を下げる。

「ごゆっくりどーぞー」

　つっけんどんな挨拶をして、キサキはテーブルから離れていった。その背中を穴が開くほどに見つめるも、ユイハの鬱うつ屈くつに彼が気づく様子もない。

　心中でため息をつき、両手に摑つかんだプリン入りのクレープを大きく頰ほお張ばった。過剰なほどに詰めこまれた甘みが口中に広がり、暗くなった感情を喉の奥へと押し流していった。

　それから、テーブルの三人は会話もそこそこにクレープを口に運び、十数分かけて完食した。とはいえそれぞれに時間差はあり、ロウナはものの数十秒でたいらげ、慣れないクレープに手間取ったマリアは最後まで悪戦苦闘していた。ユイハは、そんな彼女が頰ほおにクリームを付けるたびに、手持ちのハンカチでふき取ってやっていた。

　やがて全員が完食となった頃合。マイペースなロウナが食後の散歩だと言ってどこかへ消え、ユイハが飲み物に手をつけていたところで、マリアがこちらを向いて言った。

「あの、ユイハ……一つ訊きいてもいいですか？」

「何かしら？」

　聞き返すと、マリアは短い沈黙を経て質問をした。

「ユイハはどうして、キサキと一緒の家に住んでいないんですか？」

「……へ？」

　思わず間の抜けた声を出してしまう。おそらくは純粋な興味で訊きいたのだろう、マリアの眼まな差ざしには、疑問を解明したいという欲求の色が乗っている。

「キサキに、ユイハと自分は兄妹きようだいで家族だって聞きました。でも、それなのに二人は一緒の家に住んでいなくて……だから、何かあったのかな、って思って……」

「ああ……」

　もっともな疑問だと思った。齢よわい二十にも満たない未成年の彼が親元を離れて暮らしている。それは常識から考えれば少しばかり稀け有うなことだ。マリアも不思議に思ったのだろう。

「ユイハは、お父さんやお母さんと一緒に住んでるんですか？」

「いいえ、一人暮らしよ。公安局の寮を借りて、そこに住んでるの。両親は第二層に居るわ」

「第二層……？」

「ええ、でも勘違いしないでね。別に家出をしたとかそういうのじゃないから。あたしは公安局の第五層支部に配属されて、その関係でこの第五層で暮らすようになったの」

「それじゃあキサキは……キサキはどうして第五層に住むようになったんですか？」

「……あ」と声を出してしまう。ユイハは、自分が喋しやべりすぎてしまったことを悟った。

　この質問には、答えることはできない。答えてしまえば、キサキに迷惑をかけることになるからだ。しかし噓うそをつくというのもなんだか躊躇ためらわれて、ユイハはただ首を横に振った。

「……それは、言えない。でも、少なくとも望んでこの第五層に来たわけじゃないわ。多分ね」

　裏があることが丸わかりな言葉を返し、両手に持ったグラスへとわずかに力を込める。

「……？　どういう、ことですか？」

　マリアは当然のように首を傾かしげていた。言葉足らず過ぎて要領を得ないのだろう。

　仕方ない。これで最後だと心に決めて、ユイハは小さく息を吐き、

「悪いけど、あたしの口からは言えないの。……知りたいのなら、本人に聞きなさい」

　それだけ言って、話を強制的に終わらせた。

　マリアはそれ以上何かを聞いてくることはなかった。
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　やがて、キサキのアルバイトが終了の時間となる。

　時刻はもうすぐ午後五時。ただ働きから解放されたキサキは笑顔に固定された表情を解き、肩を落としながらピンク色のエプロンを脱ぎ捨てる。その際に店長から、君は手て際ぎわがいいから明日もここで働かないか、というありがたい勧誘をされたが、丁重にお断りしておいた。

　夕暮れに染まりつつある広場の端で待っていた女性陣に、キサキは歩み寄る。

「……ったくあのおっさん。ちゃんと弁償したのにこんな時間まで働かせやがって……」

「そうだな。お前を待っていたせいで、後半は何もできなかったな」

「ぅぐ……それについてはちゃんと反省してるって……」

　ロウナのお小言に反省の言葉を返し、キサキはユイハのほうへと向き直る。

「ユイハも、せっかく付き合ってくれたのに悪かったな」

「別に、気にしなくていいわよ。休日といっても特にやることなんて無かったんだから」

　ぶっきらぼうにそう言ったユイハは、ぷいっと顔をそむけてしまった。いつもの照れ隠しなのだろう。夕焼けに照らされた横顔は、それでもわかるほど朱色に染まっている。

「それじゃ、あたしは帰るわね」

「……え、もう帰るのか？」

　踵きびすを返そうとする妹に思わず声をかけると、彼女は眉み間けんにしわを寄せた。

「何よ。あたしは、あんたにあまり関わらないほうがいいんでしょ？」

　そう、皮肉めいた声色で言ってくる。

　それは、以前にキサキが言った言葉を受けてのものに違いなかった。口にしてしまった手前文句は言えないが、実際にそういった反応をされると、胸の奥が締め付けられるように痛む。

　そのまま何も言い返せずにいると、口の端を嚙かんだユイハは、「それじゃ」とだけ言って踵きびすを返した。わずかな間を置いた後、こちらから離れるように歩きだす。

　その肩に手を置いて引き止めることも、あるいはその背中を追いかける暇さえもなかった。歩く速度があっという間に早足になると、彼女の後ろ姿は見る見るうちに小さくなっていき、やがて街並みの中に消えていってしまった。伸びかけた手が、力なく落ちる。

「行ってしまったな」

「……ああ、まいったな」

　頭を搔かく。

　どうやら機嫌を損ねてしまったらしい。その理由は一応分かっているつもりだが……しかし………いや、これが正しいのだ。これが、彼女のためになるのだ。そう、キサキは自分を無理矢理に納得させる。させようとするのだが、どうしようもなく胸が抉えぐられる。

「あの、キサキ……」

「……どうした？」

　後ろを見やると、神妙な顔のマリアがいた。両手を胸の前で固め、こちらを見上げる。

「もしかしたらわたし……ユイハを怒らせてしまったのかもしれません」

「…………え、怒った？　マリアに？」

「はい。わたし……二人が同じ家に住んでいないので、それがどうしてなのか気になって……ユイハにキサキの過去のことを聞いたんです。……そうしたら、ユイハはとても辛そうな顔で『それは言えない』って言って……わたし、ユイハを怒らせてしまったのかも……」

「…………ああ、なるほど」

　真剣なマリアの顔から視線を外し、キサキはどうしたものかと考える。その拍子にロウナに助けを求める視線を送ってみたが、彼女は肩をすくめるだけ。お前が決めろ、とのことらしい。

　それから数秒ほどぼうっと悩み、キサキは後頭部を搔かいてから茜あかね色いろの空を仰ぎ見た。

「ロウナ……ちょっと外してくれないか？」

「……話すのか？」

「ああ」

　間を置かずに肯定すると、彼女は「そうか」と言って小さく頷うなずいた。

　ロウナが一歩退いたのを視界の端で認め、キサキはマリアへと視線を戻す。「マリア」と彼女の名前を呼び、小さく息を吸い込んでから続ける。

「今から話すのは、あまり気分の良くない話だと思う。それでも、聞いてくれるか？」

　選択を迫るような問いに、マリアはしばし思案したあと、おずおずと首を縦に振った。

「はい。聞きます」

　その声色、その眼まな差ざしには確固たる意志があった。

「──では、私は夕飯の食材でも買って先に戻っている」

「ああ、頼むよ」

　ロウナはマリアに一度笑みを見せると、キサキの隣を通り過ぎ、さっさと行ってしまった。

　残されたのはキサキとマリアの二人。心ばかりの沈黙が流れた後、キサキは彼女を見る。

「それじゃあ、少し場所を移すか」

「は、はい……」




　向かったのは展望エリアの一番端。昼頃に景色を見た柵さくの辺りだった。

　キサキはマリアを連れて、命綱にも等しい鈍にび色いろの柵へと両手を落ち着ける。マリアもそれに倣ならい、キサキの隣に並んだ。

　夕刻に差し掛かっているのもあって、先に見た広大な情景は全体的に茜あかね色いろに染まっていた。視界中央には真っ赤に燃える太陽があり、眼下には雲海という名の朱色の絨じゆう毯たんが広がっている。

　隣のマリアは「わぁ」と言わんばかりの様子で、目の前の景色に目を輝かせていた。が、あの太陽の位置を見るに、あと一時間もすれば夕焼けはその鳴りを潜め、幾万もの星々の輝く夜へと移り変わることだろう。それはそれでよい風景にはなると思うのだが……。

　その前に、件くだんの話を終えなくてはならない。

　憂ゆう鬱うつな感情を押さえ込むように小さく息を吸って、吐く。そして切り出す。

「マリアは《贖しよく罪ざいの儀ぎ式しき》を知って……いや、憶おぼえてるか？」

「え、……いえ、憶おぼえてないです」

　景色からキサキへと顔の向きを変え、マリアはそう答えた。

「そっか、じゃあそこから話さなくちゃだな」

　言葉を切り、思考を整理してから続ける。

「贖しよく罪ざいの儀式は、今から四百年以上前に始まった一つの行事のことだ。単純に言えば、生命セフイロト樹に供く物もつを捧ささげる儀式なんだけど……その供く物もつっていうのが、問題なんだ……」

「……問題？」

「供物は──人間なんだ」

「…………え、人間って……ひと、のことですよね？」

「ああ、そうだ。贖しよく罪ざいの儀式は、生命樹に生いけ贄にえを捧ささげる行事なんだ。その生いけ贄にえは不定期に選ばれるんだけど、選ばれた人間は生命樹の声を聞く伝達者によって選ばれたことを知らされる。それで、生いけ贄にえとなる人間は第一層にある儀式の樹じゆ洞どうへと飛び込んで、その命を生命樹に捧ささげる。そこで供く物もつとなった人間は生命樹と一つになり、樹の呪いから解放され、人間を越えた存在へと変へん貌ぼうを遂げる……らしいんだけど、後半のは儀式を肯定するための言い訳だな」

　なぜなら、生いけ贄にえになった人間は絶対に死ぬのだから。

　命を失った人間は絶対に生き返ることはない。それは罪ハ匣コを手にした今の人類であっても逃れられない絶対的法則だ。真理と言ってもいい。多少の傷や病原菌などの外的悪影響を取り除ける生命維持機構をもってしても、絶命だけは絶対に排除することができない。

「まあ、今の時代に生いけ贄にえってなんだよって思うよな。でも、ここじゃそれが普通なんだ。この樹層都市では、りんごを手に入れるために禁域に潜もぐって、それで罪獣グリムに殺される奴やつだって珍しくない。そいつらもある意味では都市のために命を賭けてると言えるわけで……そんなのが当たり前の日常になって、皆慣れちまったんだろうな……ニュースでも放映されるくらいだし」

　ぶつくさと語っていると、気付けばマリアが何か思い詰めるような顔をしていた。

「贖しよく罪ざいの、儀式……」

「……どうかしたのか？」

　首をかしげると、彼女はびくっと肩を震わせ、

「い、いえ、つづきをお願いします」

　我に返ったようにそう言った。

　まあ、気にすることもないだろう。キサキは夕景へと視線を移す。

　ここからが本題だった。

「それで、その生いけ贄にえにさ──僕の友達が選ばれたんだ」

　視界の端で、マリアが目を見開いたのがわかった。彼女の次の反応を待たずに続ける。

「親友だった。僕よりもずっと優秀で、誰にでも好かれる奴やつで、絶対に死ぬべき人間じゃなかった。それでも、選ばれた人間は絶対に生いけ贄にえにならなければいけないし、周りの人間はそれに異を唱えてはならない。それがこの樹層都市に生きる人間の決まりなんだ」

「絶対、なんですか？」

「ああ、生いけ贄にえを捧ささげないと樹層都市に災いが降りかかるらしいからな。実際に、過去に一度だけ生いけ贄にえが逃亡したことがあって、そのせいで当時は存在した第十三層が地盤ごと地上に落ちたって話だ。まぁ、本当に生いけ贄にえが逃げたせいなのか疑わしいんだけどな」

　壊かい疑ぎ的てきに言ってはいるが、それは、樹層都市が始まって以来最悪の事件だったという。当時の第十三層に居住していた人間は全員死亡。原因はいまも明らかになっておらず、それこそが生命樹の天罰であると当時の人々は恐怖におののいたらしい。

　それ以来、儀式を阻害するような行動は禁きん忌きとされ、儀式の進行を邪魔しようものなら、その人間は即刻処罰されることになっている。

　それにもかかわらず──、

「僕は、どうしてもあいつが死ぬのを受け入れられなかった。生いけ贄にえを捧ささげなければ災厄が起こるなんて前時代的で馬鹿げてる、あいつが死ぬ必要なんてこれっぽっちもないと思ったんだ。だから助けようとした……それなのに……いや、当然って言うべきかな。結局そいつは儀式の生いけ贄にえになって死んで、僕は罰を受けてこの第五層に落とされた」

　そう、挙句の果てに何もできなかったのだ。

　法を犯してまで助けに行ったくせに、友が生いけ贄にえになるのを自分は見届けてしまった。

　いまだに記憶の底にこびり付いている──彼の最後の笑み。

　身を裂かれるような痛みを感じながら、キサキは小さく息を吸って話を続ける。

「このことをユイハが話すのを嫌がったのは、たぶん僕のことを気遣ってくれたからなんだ。今まで何回かあったんだけど、僕が前科者であることを知った人間はだいたい良い反応をしなかったからさ。だから、悪く思わないでやってくれ」

　伝えるべきことの全てを言い終えたキサキは、溜たまったものを吐き出すように息をつく。当然ながら、そんなことでは、腹の中にうずくまる鬱うつ屈くつしたものは消えなかった。

　重たい気分のまま視線を向ければ、案の定、彼女は難しそうな顔で黙り込んでいた。仕方ないだろう。こんな身の上話、誰が聞いても気持ちの良いものではない。

「ごめんな。気分の悪い話をしちまって……」

　自分でも分かるほどトーンの落ちた声で謝罪する。

　あるいは、これで彼女は離れていってしまうのだろうか。彼らと同じように、罪を犯した人なんかとは一緒にいたくない、そう言うのだろうか……。




「──キサキは、悪くないと思います」




　鈴の鳴るような澄み切った声に、思わず瞠どう目もくしてしまう。彼女は大きな黒色の瞳でキサキを見つめて、それから柔らかい笑みを浮かべて言葉を続ける。

「だって、キサキはお友達を助けたかっただけなんですから」

　その微ほほ笑えみは陽の光のように柔らかく、まっすぐに感情の奥へ染しみ込こんでくるのがわかる。

「けどな……僕はその代わりに、百万人以上の命を危ぶめたんだ。法律も犯したし、親やユイハにも迷惑をかけた。それでも──、」

「それでも、悪いことをしようとしたわけじゃない。ですよね？」

　心の隙間へと入り込んでくるような声を放ち、斜陽による茜あかね色いろを受けたマリアは、驚くほどに大胆な笑みを見せた。間近にそれを見たキサキは無自覚にも呆あつ気けに取られてしまう。彼女がこのような表情を見せるなんて、想像もしなかった。

「わたしはまだ、キサキのことをあまり知りません。それは、当たり前だと思います。だって、出会ってまだ三日しか経っていないんですから、キサキがどんなものが好きで、どんなものが嫌いなのか、わたしにはまだわかりません。でも、それでも、キサキが困っている人を放っておけない、とても優しい人だってことだけは、わかります。だから──」

　柔らかな笑みを湛たたえながら、小さく息を吸って吐き、

「だからわたしは、キサキから離れません。離れたく、ないです」

　もちろん、キサキが許してくれれば、ですが、と頰ほおをさらに朱あかく染めて付け加える。

　数秒ほど面食らっていたキサキは、思わず笑ってしまった。

　馬鹿らしくなったのだ。自分の中に滞留していた鬱うつ屈くつした感情が、マリアの純粋無む垢くな言葉によって濾こし取とられていく。固まっていた体からふっと力が抜ける。

「なんだか、逆に励まされちゃったな」

　今更ながらに、情けない自分語りをしてしまったことに羞しゆう恥ち心しんを覚える。それで自分よりも年下の少女に励まされてしまったのだ、これは後で悶もだえ苦しむこと請け合いだろう。

　なんとも恥ずかしい気持ちに苛さいなまれていると、マリアは、それから、と告げる。

「それからわたし、ユイハとキサキを仲直りさせてみせます」

「……え、仲直り……って、僕たちは別に喧けん嘩かとかはしてないぞ」

「でも、わたし時々見るんです、二人が気まずそうな雰囲気になることを。家で二人で話している時とか、街を歩いてる時とか、なんだかぎこちない感じになる二人を……わたし、そんな二人を見たくないんです。だから、キサキとユイハを絶対に仲直りさせてみせます」

　そんな宣言を聞きながら、こんなにも頼もしい少女だっただろうか、とキサキは思っていた。なんとなく芯の通った少女だとは感じていたが、ここまではっきりと意見を言うタイプではないと思っていたのだ。自然と伸びた手で、自分よりも低い場所にある少女の頭を撫なでる。

「……そっか。ありがとな」

　マリアは顔をしかめ、頰をぷくぅと膨らませる。

「むぅ、信じてませんね？　わたし本気で言ってるんですよ……っ」

「ははは、わかってるよ」

　子どもっぽく不満を述べる彼女をいなして、キサキは夕日に背を向ける。

「それじゃあ、帰るか。ロウナが待ちくたびれちまう」

「はい！　帰りましょう」

　元気いっぱいの同意が返ってきて、見れば彼女は花の咲くような笑みを浮かべていた。

　その顔を見ているだけで、鬱うつ屈くつした感情が薄れ、心が随分軽くなったように感じる。

　罪を犯したという事実は、どこまでいっても変わることはない。キサキがこれから何をしようと、どんな人生を歩もうとも、一種の呪いのようにいつまでも纏まとわり続ける。それでどんな不平等を被こうむろうと、あるいは罵ば倒とうされようとも自じ業ごう自じ得とくだから仕方の無いことだ。

　けれど、それでも、傍そばにいてくれる人がいる。マリアやロウナ、そしてユイハ。彼女たちを、自分にとって大切な人を守ることこそが、キサキの使命なのだろう。

　──たとえ、どんな手段をとろうとも……。

　絶対に守ってみせる。

　それが叶かなわなかった二年前の出来事に思いを馳はせつつ、キサキは決意を固めなおした。










　　　第三章




　思えば、彼はいつだって笑みを絶やさなかった。
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　キサキには、たった一人の親友がいた。

　そう、いたのだ。もうこの世にはいないのだから、そう表現するしかないだろう。

　友の名は、日ひ野の原はらエニシ。

　彼と初めて会ったのは、キサキの生まれ育った第二層、そこに存在する公安局直営の学まなび舎や、《グレギス公こう立りつ学がく園えん》の中等部でだ。

　それは今から五年ほど前のことになる。

　十二歳のときに学園の中等部へ入学したキサキは、その直後からクラスのはみ出し者になっていた。理由は一つ、入学式の日に喧けん嘩かを吹っかけてきた高等部の上級生たちを、あろうことか返り討ちにしてしまったせいだ。噂うわさはあっという間に学園中に広まり、入学早々に同級生から「ヤバイ奴やつ」という烙らく印いんを押されてしまい、クラス内で孤立することになった。

　対するエニシは、キサキとは違う意味で孤立していた。こちらの理由は少々複雑で、彼が学園では珍しい孤児院の出身で、しかも入学試験でダントツの主席を取ったためだ。それを知った意地の悪い連中からやっかみを買い、彼は彼でクラスから孤立していた。

　そういうわけで、理由は違っても二人は同じような立場だったのだろう。別に、それで傷の舐なめ合あいをしていたわけではないのだが、いつの間にか二人で行動するようになった。初めは朝会えば軽く挨拶するだけだったのが、やがて昼には同席して飯を食べるようになり、放課後になれば街で一緒に遊ぶようになり、いつしかかけがえのない親友になっていた。

　月日は一年、また一年と進み、高等部に進学した時には、同じ専攻を選んだ。

《対たい罪獣グリム戦せん闘とう科か》。

　その名の通り、罪獣グリムを討伐するための知識や技術を学び、いずれは公安局で働くことになるクラスだ。キサキとエニシはその中で研けん鑽さんを積み重ねた。親友として、あるいは戦友として。

　そんな彼についての記憶を探るとき、キサキは必ず勝負に敗北するところから思い出す。




　それは、何回目の勝負の時だったか。

「ぐあッ！」

　視界中央を鋭い一いつ閃せんが駆け抜け、握っていた模擬戦用の木剣が宙を舞った。

　学園の敷しき地ち内ないにある芝のグラウンドへと、情けない声をあげたキサキは尻しり餅もちをつく。宙で回転していた木剣が落下軌き道どうを取って、すぐ傍そばの地面に突き刺さる。

「くっそ。また負けたのかよ……ッ」

　悔しさを放り投げるようにして、訓練服のキサキは勢いよく芝生へと寝転がった。

　とはいえ、その悔しさも勝負するごとに薄まってきているのを感じていた。当然だろう。このような勝負ももう何回やったかわからないし、その都度キサキは負けているのだから。その正確な数はわからないが、それについては目の前に立つ勝者が教えてくれるに違いない。

「これで九十九戦が終了で、俺の九十九連勝だね」

　仰向けのまま視線をやると、黒色の訓練服を着た親友が悠ゆう然ぜんと立っていた。

　日ひ野の原はらエニシは、出会った人間の九割九分に爽やかな印象を持たれるであろう少年だ。無造作な黒髪に、闇を思わせない明るい黒瞳。訓練服が黒色で統一されているのもあって、その風ふう貌ぼうは黒ずくめである。おまけに、罪ハ匣コの内部コアがフレームと合わせて黒色ということもあり、もはや黒好きと揶や揄ゆされてもおかしくはない状態だ……が、しかし、同色の訓練服を着ていて、同じく内部コアの発光色が黒の罪ハ匣コをもつ自分も似たようなものか。

「……いちいち数えてんのかよ。相変わらず性格悪いな」

　キサキが悪態をつくと、エニシがなんとも爽やかに笑う。

「あはは、だってこの話は君が持ちかけてきたんじゃないか。模擬剣による一騎打ち。先に百勝した方が負けた方に何でも命令できるってね。まさか、忘れたとは言わないよね？」

　にっこりとした笑みで問われる。ぎくり、とキサキの体が震えた。

「えー、そんな話ありましたっけ？」

　冷や汗をかきつつ惚とぼける。罪ハ匣コからウィンドウを出したエニシは目的の項目を表示すると、こちらへと見せ付けるように指でスクロールしてみせた。

「惚けても無駄だよ。誓約書だってここにある。約束した以上は逃げられないからね。それに、俺はもう百個くらいキサキが嫌がりそうな命令を考えているんだ。絶対に逃がさないよ」

「やっぱ性格悪いじゃねーか！」

　起き上がって叫ぶキサキに対し、エニシはなんとも楽しげに笑う。

　そう、この少年の爽やかな部分は、言ってしまえば表の顔に過ぎない。本当は腹黒く毒舌家で、ドがつくほどのＳであり、キサキを弄いじることに命を懸けている男だ。それこそ何日か前にキサキの食べたシュークリームに大量のカラシを入れ、悶もん絶ぜつする自分の横で楽しそうに笑みを浮かべていたくらい。本当に酷ひどい男なのだ。

　にもかかわらず、学園の生徒たちは彼に羨せん望ぼうと憧れの眼まな差ざしを向ける。孤独でいた中等部の頃なんて噓うそだったかのような人気者で、特に女の子などは、エニシのことをカッコいいだの王子様のようだのと言って持もて囃はやす。それは偏ひとえに、エニシの裏の顔を知らないからだろう。この学園において彼の本性を知っているのは、それこそキサキとユイハくらいなものだ。

「あれ、また負けたの？　お兄ちゃん」

　背後から聞こえてきた澄んだ声に、キサキは振り向いて反応する。

「ユイハか。中等部の授業はもう終わったのか？」

「とっくにね。さっきまで先生に呼ばれて、推薦の話を聞いていたのよ」

「推薦……ってもしかして公安局からの？」

「うん。公安局に入らないかってお誘い。そんなつもりないから断っておいたけど」

　面白くなさそうに言って、ユイハはつんとそっぽを向く。どうやら少し不機嫌らしい。

「うわ、勿もつ体たいない。公安局から誘われるなんてあまりないことだと思うんだけど。ね、キサキ」

　エニシに振られて、キサキは同意の意味をこめて頷うなずく。

「ああ、そーだな。公安局にスカウトされるのは、学園の中でもごく一部の人間だけだ。筆記テストで主席を取り続けた奴やつとか、仮想模擬訓練で最高得点を叩たたき出だした奴やつとか」

「そう。しかも勧誘されるのは普通高等部の二年生だけなのに、ユイハちゃんは中等部の一年生でもう誘われているんだ、それは本当にすごいことだよ」

　少し興奮気味な声で言うエニシ。

　彼がそれだけ言うのも無理はない。この学園は、公安局によって運営される学まなび舎やだ。そのため、ここに入学してくる生徒のほとんどは公安局に就職することを望んでおり、あわよくば勧誘を受けようと日頃からアピールしている者も少なくない。その勧誘をユイハは直々に受けているのだから、聞く者が聞けば死ぬほど羨うらやむことだろう。

　だが、それを伝えられたユイハは拗すねたような顔をする。

「そう言うエニシさんだって、中等部の頃から勧誘されてるじゃないですか。それも入学したその日から……もしかして嫌味ですか」

「ま、そりゃそうだよな。こいつに言われると、嫌味にしか聞こえねーよな」

　ユイハと同じく、キサキはエニシにジト目を向ける。すると彼は苦笑いでたじろぎ、

「ちょ、二人とも、なにさ……怖いよ」

　数歩下がる。キサキはゆっくりと立ち上がり、

「筆記試験はいつも一位で、」

「戦闘訓練では教官を圧倒し、」

「それで女の子にはモテまくり」

　ユイハと交互に嫌味をぶつけ、二人して同時にため息をつく。

「ほんとムカつくよな」

「ええ。ムカつくわね」

　異口同音で、黒髪の少年を憎々しげに睨にらむ。

　完全無欠なまでの文武両道。まるでフィクションの登場人物のようなステータスだが、日ひ野の原はらエニシはそれを過不足なく体現していた。

　キサキは、何一つ彼に勝てなかった。それでも、嫉しつ妬と心しんの一つさえも抱くことはなかった。いや、最初こそは彼に勝ちたいと思い、必死に勉強やら筋トレやらをしてはいたのだ。してはいたのだが……いつの頃からか、そのような対抗意識じみたものは消え失せてしまっていたのだ。おそらく、本能的な何かが、彼に勝つことを諦めてしまったのだろう。

　それでもいいと思った。ただ切実に、彼のような人間が、この先どのような未来を歩いていくのか、それを見てみたいとだけ考えていたのだ。

　こちらの思考など露知らず、エニシは苦笑いのまま、

「ほんと、二人って仲がいいよね」

　のほほんとした口調でそう言った。




　そう、あの頃は、そんな風に日常が流れていた。

　学園生活を過ごす中で親友と切せつ磋さ琢たく磨まし、妹と気兼ねなく会話し、時には喧けん嘩かもしながら日々を消化していく。自分はそんな日常を気に入っていたし、心地よいと思っていた。そしてこれからも、そうやって未来は進んでいくのだろうと思っていた。

　けれど──。

　高等部に入って一年が経過した頃、彼は、贖しよく罪ざいの儀式の供く物もつとして選ばれた。

　キサキは、今でも鮮明に憶おぼえている。

　儀式に選ばれたことを告白した時の、彼の顔を。

　無理をして作ったような、今にも壊れてしまいそうな笑みを。

　何な故ぜそのような顔にならなければならないのか。なぜ彼は死ななければならないのか。

　おかしいだろう。彼が死ぬべき理由はない。それまで儀式は仕方のないものだと考えていたキサキの言える立場ではないが、儀式によって彼が死ぬのをどうしても受け入れられなかった。

　エニシは、生いけ贄にえになっていいような人間ではないのだ。




　だから儀式を止めようと思った。彼を守りたいと思ったのだ。

　しかしその願いは叶かなわず……彼は、生命樹セフイロトの樹じゆ洞どうへと身を投げた。キサキの目の前で。




　それから、二年という歳月が経過した。

　時間は現在へと戻る。
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　神こう足たりジトクは、日付が変わってもデスクに向かい続けていた。

　冷め切ったコーヒーに手を付けることなく、机に付属しているホロキーボードを叩たたき続つづける。室内は張り詰めたように無音で、タイピングに伴う電子音のみが断続的に鳴っていた。その状態が何時間続いただろうか、やがて手を止め、部屋にある掛け時計を一いち瞥べつした。

「もうこんな時間か……」

　集中力が途切れたことを悟り、眼鏡をかけ直す。

　進めていた作業はもう八割がたが終了していた。次の会議で使用する資料の作成だ。それは、本来ならば秘書のするべきタスクだが、ジトクはそれを奪い取って自分で作ってしまっている。そう言うと、他の人間からは仕事馬鹿だの真面目すぎるだのと揶や揄ゆされるのだが、ジトクはそれを苦だとは思っていなかった。むしろ、そうせざるを得なかったと言える。

　仕事をするしかなかったのだ。自宅に帰ったところで出迎えてくれる人間はいないし、睡眠をとる以外にすることもない。じっとしていれば、それだけで思い出したくないことが脳裏をよぎる。それに比べれば、山と積もる資料と格闘しているほうがずっと楽だった。

　その時、ピピピ、という電子音が鳴り響いた。眺めていたホロウィンドウの画面にポップアップ表示が現れる。中央には電話のマークが配され、その下に応答するか否いなかの選択肢。

「誰だ、こんな夜よ更ふけに……」

　応答ボタンをタップして、通話に応える。

『やはり、この時間でもデスクにいらっしゃいましたか。お久しぶりです。樹層都市公安局、第五層支部局長』

　若く覇は気きのある、それでいて穏やかな声だった。

「長い肩書きをいちいち言わなくてもいいよ、面倒だろう？」

『いえ、もう癖になっていますので、慣れたものですよ』

　苦笑しながら言うのが、画面のこちら側でもわかった。ジトクは「そうか」と返し、

「それにしても、君の方から連絡してくるとはな。いったいどういう風の吹き回しかな？」

『いえ、単純に、職務の調子はどうかと少し気になりましてね』

　その声に、ジトクは少し溜ためてから返す。

「ふむ。一応の責務を全うしているつもりだが、芳かんばしくないならばもう少し善処してみよう」

『ふふ、本当に仕事熱心な方ですね。こちらにそのような意図はありません。むしろ、働きすぎて体を壊してしまわないか、とても心配しているくらいですよ』

「……なに、その心配はいらないさ。今の私にはもう、職務に没頭する以外にすべきことはないのだからな。そう間単に壊れはしないさ」

　それは、自らに言い聞かせるための言葉でもあった。確かめるように左手の薬指にはまっている金色の指輪を見やる。装飾のない、取り立てて特徴のないリングではあるが、身に付けているジトクにだけは感じられる、熱のようなものを発しているのがわかった。

「では、そろそろ本題に入ってくれるかな。君は、世間話をするために連絡をしてくる人間ではないだろう？」

『ふふ、心外ですね。それでは二つほど、伝達事項があります』

　男はいくつかのキー入力音を鳴らした。ジトクの見る画面に一つの資料が届く。

『一つは、依頼されていた少女の詳細情報についてです。そこに示したように、彼女は貴方あなたの予測通りの人物だったようです。ゆえに、然しかるべき処置をとっていただきたい』

「……そうか。わかった。……で、もう一つのほうは？」

『もう一つは、注意喚起です』

「注意？」

『ええ。というのも、ここ数日間に、第三層と第四層に駐在していた公安局員が二名、何者かによって殺害されているんです』

　殺害、という語句を強調した重々しい声に対し、ジトクは眼鏡の上にある眉まゆをひそめた。

「確かに物騒な話ではあるが、それは私の管轄外だと思うが？」

「殺されたのは、いずれも《実じつ験けん》の関係者です」

　訝いぶかしげなジトクの問いを予想していたのだろう。男は間かん髪はつを容いれずに言葉を返してきた。

「なんだと……？　いったい誰が……」

『それはまだ不明です。我々も鋭意捜索中でして、犯人と思しき人物を映した画像をいくつかピックアップしたのですが、それだけではなんとも言えない状況です』

「報道は？」

『ぎりぎりまでは控えたいかと。市民に無用な不安を与えたくありませんし、こちらとしては水面下で処理したいと考えています』

「君がそこまで言う案件か……しかし、層を移動しているのなら、ある程度の当たりはすぐに付けられそうなものだが……」

『ええ、実を言うと、もう調べたんです。第三層で一人目が殺害された後、第四層で二人目が殺害されるまでの間に、その二つ層を移動した人間全てを』

「結果は？」

『見つかりませんでした。移動していたのはほとんどが公安局員。他は罪獣狩りグリムリーパーと運送業者が数十名でしたが、その誰もが、犯人と思しき人物とは罪ハ匣コに内蔵されるコアの発光色が違い、また明確なアリバイがありました』

　男は再びホロキーボードを打ち込み、ジトク側に画像を送りつけてくる。それが容疑者の写る写真なのだろう。高性能の監視カメラを使ったにしては、えらく画質が悪い。

「この男がそうか……まるで亡霊のようだな」

『ええ、しかし亡霊ではなく、正真正銘の人間です。そして人間である以上、何らかの方法を用いて層を移動しています。……貴方あなたも、充分に気を付けてください』

「ああ、わかった」

『では、これにて失礼します』

　プツン、という音と一緒に通信が途切れる。男との通話画面が消え失せ、送られてきた容疑者の画像だけがホロウィンドウに残った。

　それをじっと見つめた後、細く息を吐いたジトクは、レザーチェアーに深く背中を預けた。ギィ、と音を立てて背もたれが後ろへと傾く中、ゆっくりと瞼まぶたを閉じる。

「人々により良い生活を提供する、か。やはり……一ひと筋すじ縄なわではいかないな」

　虚こ空くうに投げだした呟つぶやきは、誰の耳にも届くことはない。

　ジトクの前に浮かぶ水晶色のホロウィンドウ……そこには全身をフーデッドコートに包み、傍かたわらに漆しつ黒こくの罪ハ匣コを浮かせた何者かが、こちらに顔を向ける形で映っていた。

　まるで、ウィンドウ越しにジトクの姿を睨にらみつけるかように──。
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　夕暮れと夜の狭はざ間まだった。

　第五層商業区の北西──歓楽街とも言えるこの大通りは、夜になるにつれて活動的になる。

　立ち並ぶ建物に設置された看板には照明が灯り、色とりどりのネオン光が行き交う人々の目を惑わせる。繁華街とは対照的な場所だ。店は夜間に営業するバーやクラブ、居酒屋などが軒を連ね、裏通りに行けば非合法な物品を売買する店舗もちらほらと顔を覗のぞかせる。道を行く人間たちもどこか垢あか抜ぬけた印象があり、総じて煌きらびやかな情景だといえる。

　とはいえ、そういった派手な街には昼の繁華街にはない、粘ねばつくような危険がある。

「やめてッ！　こっち来ないでよ！」

　ドレスを着た女性の悲鳴が、ほの暗い路地裏に響き渡った。

「なんで逃げちゃうんだい？　ひゃは……はは……ッ」

　壁に追い詰められた女性の目の前には、中年の男がいた。

　小太りの男は、欲望にまみれた双そう眸ぼうで女性を舐なめ回まわすように見つめる。それからおぞましい笑みを浮かべて、女の華きや奢しやな腕を右手で摑つかんだ。力尽くでぐいっと引き寄せる。

「ゃ……嫌……、やめ……ッ」

　声にならない悲鳴をあげるが、女はもう動けなかった。見開かれたその双そう眸ぼうを絶望が埋め尽くし、その眦まなじりから一粒の涙が落ちようとした時──男の手が止まった。

　否、止められたのだ。女性を摑つかんでいた男の腕が、暗闇から伸びた黒手袋に握られていた。

「…………へ、え？」

　男は驚きよう愕がくに頰ほおを強こわ張ばらせる。彼の視線の先にいたのは、厚手のロングコートを着込んだ何者かだった。フードを目ま深ぶかに被かぶっているためその顔は窺うかがえず、また性別も判断できない。

「だ、誰だおまえ……」

　──いつからそこにいたんだ……。

　掠かすれた声でそう言う。登場があまりに唐突すぎた。接近してくる気配がなかったどころか、突如としてこの場に現れたような、あるいは初めからそこにいたような気さえする。不気味な風ふう貌ぼうもあってか、眼前にいるフーデッドコートを、さながら亡霊のようだと男は思った。

　黒手袋の握る力が強まり、ミシリと男の腕が軋きしんだ。

「ぐぁッ……」

　男はたまらず身をよじる。それでも、自分の腕を放す気配すらない黒の手。その持ち主たる何者かの──フードの奥にある瞳と目が合った時、男の生存本能がぞわりと怖おじ気け立だった。

「く、くそ……ッ！」

　咄とつ嗟さに懐ふところへと自由の利きく手を突っ込んで、鈍にび色いろに光る拳銃を取り出す。自衛用に携帯していたそれの銃口をフーデットコートの体に圧おし付つけ、躊躇ためらうことなく引き金を絞る。

　くぐもった銃声が鳴り響くのと同時に、ようやく腕を摑つかんでいた力が緩んだ。振り払うようにして腕の拘束を振りほどく。二、三歩の距離を置いた男が見たものは、まさに心臓の位置から硝しよう煙えんを上げるフーデッドコートの姿だった。

「きゃあぁぁぁああッ!!」

　女の絶叫。搔かき毟むしるかのような高音で叫んだかと思えば、女は気を失ってその場に倒れた。防衛本能が状況の理解をするべきでないと判断し、強制的に意識を刈り取ったのだろう。

「ひ、ヒヒャッ、やった、やった……ぞ……？」

　狂喜に頰ほおが震える。これで、フーデッドコートが絶命するのは確実だった。

　今の世界における致命傷を受けてから死亡するまでの流れは、旧世代──つまり罪ハ匣コを手に入れる前とは少し違う。後者が失血等の理由で即死するのに対し、前者は生命維持機構の働きで数秒の間は生き長らえるのだ。とはいえ、それも束つかの間まの延命に過ぎない。デッドタイムが満タンであろうとも致命傷は治しきれず、残り時間はすぐに使い尽くされて死亡する。

　……はずなのに…………おかしい。

　フーデットコートが、倒れることなくその場に立ったままなのだ。

「な、なんで……死な、ないんだ……ッ！」

　思わず後ずさった男との距離を維持するように、フーデッドコートが一歩踏み出した。硬質なブーツがじゃりっと地面を踏み鳴らす音が耳に届いた途端、男の理性が決壊した。

「う、うわああああぁぁぁぁあッ!!」

　怒ど濤とうの勢いで銃を連射する。銃声と銃火が連続する。放たれた銃弾は今度こそフーデッドコートの体を喰くい破り、筋組織や血管をズタボロに引き裂いて、その命を奪い取るはずだった。

　それなのに──、

「……へ？」

　消え入るような疑問符。それが男の最さい期ごの言葉だった。

　彼の後頭部から噴き出した真紅の霧が、深夜の暗闇に溶け込むようにして消え、男は銃弾に押されるように背中から崩くずれ落おちた。額の中央には、意外なほどに小さな弾だん痕こん。

「なん、何が……」

　仰向けに横たわった男は残った意識を振り絞り、自分が殺そうとした何者かに目を向ける。

　相変わらず生気無く佇たたずむフーデッドコート。

　その隣に浮かぶ、内臓コアが黒色という珍しい罪ハ匣コ。

　なめらかな一面に表示されたデッドタイムは、【99:99:99】──。

　無限を示す数字の列は一秒も動くことなく、立方体の艶つややかな一面で爛らん々らんと黒く光っていた。




　　　　　‡




　そのメッセージが届いたのは、午前十時を過ぎた頃だった。

　キサキは、そのとき午前の日課である洗濯物をしていた。

　洗濯機を回して水切りまで終えた洋服をかごに入れ、両手に持ち上げリビングからベランダへと出る。外はとてもいい天気だった。太陽がさんさんと輝き、青空を隠す雲はほとんど見られない。今日は早く乾きそうだ、なんてことを考えながら、前よりも一人分増えた洗濯物を並べて干し、日当たりのいいベランダからリビングへと戻る。

　その折に、罪ハ匣コが電子音を鳴らしたのだ。

　飛び出してきたウィンドウが眼前に配され、キサキにメッセージが届いたことを知らせる。

「ん、ユイハから……？」

　差出人の名前は紛れもなく妹のものだった。彼女から、そしてこの時間に送られてきたということは……前例から内容を予測しながら、ウィンドウをタップしてメッセージを開く。

　残念ながら、予想は的中だった。

　件名は仕事の依頼。内容は、一昨日繁華街で起こった殺人事件について、その捜査を手伝えとのことだった。時間指定もなく、今すぐ来なさいと文面にはある。

「ユイハからメッセージですか？」

　声に反応すると、リビングの奥からマリアが顔を出した。ぱたぱたとこちらに向かってくる。両手に大事そうにホウキを抱え、ユイハが買ってくれた洋服の上にエプロンを身に着けている。

「よくわかったな。そういうわけだから、ちょっと出かけてくるよ」

「……お呼ばれしたんですか？」

「ああ。仕事の手伝いでな。歓楽街のほうで待ち合わせらしい」

「そうなんですか。……なら、ちょうどいいかもしれませんね」

「……ん？　何がちょうどいいんだ？」

　思わず聞き返すと、マリアはにこりと笑み浮かべる。

「キサキとユイハ、二人の仲直り作戦を決行するのに、です」

　唐突にそう告げられて、キサキは一秒ばかりフリーズしてしまった。そういえばそんなことも言ってたなぁ、などと思い出しながら、目の前にちょこんと立つマリアに先をうかがう。

「……えーっと、具体的なプランを、お聞かせ願えるかな？」

「はい。その名も、『一緒にお泊まり大作戦』です！」

「……そのまんまですね」

「はい！　わたし、二人の心の距離が離れてしまったのは、やっぱり違う家で暮らしているからだと思うんです。だからこの家で一緒にご飯を食べて、一緒にお風ふ呂ろに入って、一緒のベッドで寝る。それで体の距離をぴったりくっつければ、心の距離も元通りになるはずです！」

「ちょっと待て、風ふ呂ろも寝るのも一緒なのかよ」

「はい、一緒です！」

　拳をぐっと握るマリアに、キサキは肩を落とす。

　彼女の目的とそのプロセス。言わんとしていることはわかるが、少しばかり直球すぎるだろう。たとえやるにしても、目的達成への道のりは困難を極めるはずだ。

　二人の距離を遠ざけているもの、それはキサキが犯した過去の重罪だ。世間にとってみればキサキは重大な事件を起こした犯罪者で、ユイハはその犯罪者の家族。以前のような普通の兄妹きようだいに戻るなんて、果たしてそんなことができるのだろうか……。

　そんな不安をよそに、マリアは手の平を胸の前で合わせて言った。

「ということで、絶対にユイハをつれて帰ってきてくださいね」

「…………」

　満面の笑みでそう告げる彼女に対し、キサキは却下の意味合いを込めた無言を返す。すると彼女は頰ほおを膨らませて、さながら母親のように諭し始めた。

[image: ]

「むぅ、ダメですよ。わたしは家でお迎えの準備をして待ってますから。キサキはユイハを絶対に連れてきてくださいね。無理だった、という言い訳は聞きませんからね」

　わかりましたか？　と言ってこちらの顔を覗のぞき込こんでくる、眉まゆを八の字に曲げたマリア。

「…………はぁ、わかったよ」

　しぶしぶ了承して、キサキは第五層の商業区・歓楽街へと向かった。
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　自宅の最寄り駅である居住区東駅から路面電車に乗り、商業区の歓楽街へと向かう。

　路面電車は、第五層市民の代表的な移動手段だ。その速度は自転車よりも少し速い程度ではあるが、敷かれた線路は商業区から居住区まで蜘く蛛もの巣のように広がり、多くの駅が隅々にまで散在するため、この電車を利用すれば第五層のほとんどの場所に行けるようになっている。

　その車内はほとんどが木造で、クッションの硬い長座席が配置されている。キサキは空いた座席に座り、車窓を開けて風を取り込み、ゆったりと流れる景色に身を任せた。

　そうしていると、無意識に思考が働いてくる。浮かんでくるのは、一つの問いだ。

　ユイハは、どうしてこの第五層に来たのだろう。

　疑問を浮かべた瞬間、すぐさま答えが降ってくる。それは、第五層支部に配属されたからだ。

　キサキが第五層へと追放された後、ユイハは一年の間に凄すさまじい努力を重ねて、学園に毎年ひとつだけ設けられている公安局への推薦枠を勝ち取った。中等部にいながらにして高等部の連中を押しのけ、異例の若さで公安局に入り、第五層支部に配属されたのだ。

　ではどうして、彼女は第五層支部を選んだのだろうか。

　聞いた話によると、公安局に入った新人は、その能力に応じて配属先をある程度選べるのだという。ユイハほど優秀な人間ならば、それこそ第一層の本部であっても希望できたはずだ。それなのにどうして、鳴かず飛ばずの中層群であるこの第五層を選んだのだろうか。

　キサキがまだ第二層にいた頃、彼女から第五層の話を聞いたことはない。食べ物が美お味いしいとか、街並みが綺き麗れいだとか、そういった理由で第五層を選んだという可能性はおそらくない。

　つまり、キサキに会うために第五層へ来たのだ、という結論がおのずと出る、のだが……。

「…………」

　まあ、そんなのは前から分かっていたことだ。

　彼女がどんな気持ちでキサキと接しているのか、そしてキサキに何を望んでいるのか……。罪を犯してからの二年間というブランクはあるものの、人生で最も長く一緒にいた人の気持ちがわからないほど、自分は鈍感ではないつもりだ。

　それでも──、キサキは、彼女の気持ちを受け止めるわけにはいかない。

　自分が前科者であるために、彼女の未来が閉ざされるのだけは、絶対に嫌なのだ。

　ゆえに、マリアには悪いが、キサキとしては、ユイハがこれ以上自分に関わるのを止めたい。それがユイハの望みではないにしても、彼女の幸せな未来のために──。

『次はぁー光こう条じよう通どおりぃー光条通りぃー』

　運転手のアナウンスによって思考の海から浮上させられる。

　そこは、目的地への最寄り駅だった。慌あわてて降車ボタンを押し、車両の前の方にある運賃箱（ウィンドウ認証により運賃を受け取る箱型機器）へと運賃入りのウィンドウを飛ばして運賃を支払い、下車してプラットホームへと降りる。

　他に電車を降りた人はおらず、駅に立っているのはキサキを除くと一人しかいなかった。

「遅いわよ」

　漆しつ黒こくの髪がそよ風によって揺れる。紫色のジト目がキサキを射抜いた。

「ちょっとばかし道が混んでたんだよ」

「へぇ、路面電車に遅延はなかったはずだけど」

「いやぁ、その前の道がさぁ」

　適当に理由をつけて誤魔化す。

　ユイハは、眉まゆ一つ動かさずに続ける。

「それで、一人で来たの？」

「ああ、ロウナはご近所づきあいで、マリアはお留守番だ。もしかして、まずかったか？」

「……いいえ。問題ないわ」

　少しの間があった後にそれだけ言うと、ユイハはくるりと踵きびすを返した。

「それじゃ、依頼の件については歩きながら話すわ」

「ああ、頼む」

　駅から歓楽街へと出る。

　街の景色は、なんだか気だるげだった。昼前というのもあるだろう。この歓楽街は、夜になってから目覚める場所で、太陽が出ている間は鳴りを潜ひそめて眠っている。建物の壁に付置された数多あまたの看板は照明を落とされ、人通りもまばら。化粧を落とした若い女性がのそのそと歩き、スーツ姿の金髪の男が街角で煙草たばこをふかしている。

「一昨日、この歓楽街の裏通りで起こった殺人事件については知ってるわよね？」

「ああ、被害者はたしか中年の男性で、死因は銃によって頭部を撃ち抜かれたことによる致命傷──を受けてのデッドタイム全損。だけど、目撃者の女性によれば、その男は殺される寸前までその女性を襲っていたらしくて、それを止めにきたフードをかぶった何者かがおそらく……」

「被害者を殺害したんでしょうね。まあ、女性のほうはその時にはもう気を失っていたそうだから、絶対とは言い切れないけれど」

「だよなぁ。けど……」

　キサキは顎あごに手を添えて、状況を整理してから言う。

「それってさ、そのフード付きが、女性を守ったってことにならないのか？」

　ユイハは頷うなずく。

「ええ、今のところ出ている情報だけを見ればそうなるわね。そこが問題なのよ。仮にフード付きが女性を助けるために被害者を殺害した場合、それが正当防衛になるのか、それとも過剰防衛なのか。局のほうでもその話し合いがなされているわ。ともかく、男性を殺害した張本人を探し出して、しっかりと事情聴取をしなくちゃいけないわね」

「ああ、そうだな。それで、ある程度の見当はついてるのか？」

　通りを歩きながら、隣にいるユイハに訊きく。彼女は首を振った。

「いいえ、それが全く。分厚いフーデッドコートを着込んでいて、コアが黒色の罪ハ匣コを所有しているってことくらいしか今のところ情報はないわ。現場には何一つ痕跡は無かったそうだから、それこそ性別も年齢も、殺害した後どこへ向かったのかもわからないわね。だからあたしたちが捜索、もとい周辺の聞き込みをするのよ」

　一通りの説明を受けたキサキは、「なるほど」と言って顎に手を添える。

「でも、黒色を持ってるならある程度的が絞れそうだな」

「ええ、黒色使いは第五層に数人しかいないから、簡単に見つかるとあたしたちも最初は思ったの。けれど、第五層に登録されている黒色持ちのほぼ全員にアリバイがあったわ」

「へぇ、じゃあコアの色を偽装してる可能性もあるのか」

「あるいは、未登録の黒色使いがこの層に紛れ込んだか、ね。……ていうか、」

　言葉を切り、ユイハはじろりとこちらを見る。

「まさか、あんたがやったんじゃないでしょうね？」

「んなわけないだろ。そんな度胸、僕にはないよ」

「度胸、ね……。まあ、いいわ。──とりあえず、聞き込みを始めるわよ」




　それから、二人は事件のあった周辺を歩き回り、近隣の人々に事件について訊きいて回った。

　手法としては単純で、道行く人に声をかけたり、店で働く従業員を捕まえたりして、この付近で起こった殺人事件について何か知らないか、この特徴の人物を見かけていないか、等々の簡単な質問をしていく。そんな原始的かつ労力を使う方法で、一人、二人と順々にこなしていき、二時間ほどで二ふた桁けたにまで届くような次第となったが……。

「なかなか情報が得られないな」

　雲行きが怪しくなってきたことを感じたキサキは、独り言のように言った。

「そうね。事件の起こった場所と時間帯が悪かったせいかもね。あの裏通りは表通りから少し離れているから、深夜になっても人通りがほとんどないそうだから。目撃者がいないのも無理はないわ。最初に駆けつけた人たちも、容疑者の姿は見てないって言ってたし」

「なるほどな。……となると、聞き込みから追うのは少し難しいかもな」

「そうかもしれないわね」

　少し疲れたといった感じのユイハは、肩を回しながら小さく息を吐いた。

　ここらでいったん休憩を取るか。そう考えたキサキは周りを軽く見まわす。

　この辺りは歓楽街の中心区となっているのだが、やはり昼間とあって人通りは少なかった。路面電車がゆったりとした速度で駆け抜けていく。比較的背の高い建物が立ち並ぶ大通りの脇には小さな広場があって、中心には猫を模したモニュメントがある。

　モニュメントはおそらく目印にされ、待ち合わせ場所として活用されているのだろう。周辺にはベンチが並び、何人かがそこで誰かを待っているようだった。

「──にしても、殺人事件の捜査に、僕みたいな末端の罪リ獣ー狩パりーが関わってよかったのか？」

　景色を見ながらそう言って、隣にいるユイハを見やる。

「……それ、どういう意味よ」

「……いや、こういう事件の捜索にはもっと適任な奴やつらがいたんじゃないかな、って思ってさ。第五層にはウチらよりも大きな契ク約ラ社ンはいくらでもあるし、情報の収集に特化した契ク約ラ社ンだってある。僕たちみたいな零細に依頼するよりも、そういった奴やつらに任せたほうが、捜索もスムーズに進んだんじゃないか、って思ったんだよ」

「……つまり、あたしがあんたにこの仕事を依頼したのは、恣し意い的てきで、人選ミスだってこと？」

「いや、そこまでは……お前が間違ってるとは言わないけどさ……」

　頭を搔かきつつ言い淀よどむ。どうしたものかと思う。

　感情抜きの損得勘定で言えば、彼女から仕事をもらえるのは《明けの空鳥ドーン・フオウル》にとって有益だ。実際、公安局から仕事の依頼をもらえる罪獣狩りグリムリーパーは限られているし、信用を得られる機会が増えれば、罪獣狩りグリムリーパーとしてのステップアップにも繫つながる。断る理由はないと考えてもいいだろう。

　だがそれ以上に、キサキは自分の立場と、それによる彼女への影響を考えてしまう。前科者である兄と関わればどのようなデメリットがあるのか、それが解わからないユイハではないだろう。厳しいことを言ってしまえば、彼女は、キサキに関わらないようにすべきなのだ。

　そんなことを考えていたからなのか、直後に届いてきたユイハの言葉を聞いた時、キサキは肩が跳ねてしまった。悲しげな、悲痛とも言える声が、鼓膜の奥を揺らしたようだった。

「──やっぱり、あんたはあたしに関わってほしくないんでしょ？」

「……っ」

　心臓が一度大きく弾むのを感じながら、キサキはユイハの顔色を窺うかがった。

　彼女は、やや俯うつむき加減で、少しだけ望める口元を硬く引き結んでいる。その口が震えながら開かれ、揺らぎのある声が発せられるのを、キサキは身を硬かたくして見つめた。

「どうして……どうしてよ……ロウナさんやマリアちゃんは傍そばにいるのを許してるのに……なんであたしは、あんたに関わっちゃいけないのよ……」

　感情の押し込まれた声が、体の芯へと染しみ込こんでくる。

「それは……」

　近年見ることのなかった弱々しい彼女の姿に、キサキは言葉を詰まらせた。

　なんとか言いい繕つくろおうと、言い訳じみた何かを必死に探す。

　…………いや、それが駄目なのだ。

　自分は今まで微妙な態度を取って妹を突き放してきた。それがなおのこと彼女を困惑させ、追いつめてしまったのだ。だから、今こそはっきりさせておくべきなのだろう。

　キサキは、一秒の間を取って息を吐き、俯うつむいたままの少女に焦点を合わせた。

「それは……お前のためだ」

　言い切るのと同時に、彼女の肩がぴくりと揺れたのがわかった。それがどうしてなのかを考えることはせず、決意をもったキサキは言葉を続ける。

「お前は、あの二人と違って僕の妹だ。はっきり言えば、血が繫つながってる。それは多分、足あし枷かせみたいなものでさ、僕が言うのもあれだけど、世間的にはお前は犯罪者の妹ってことになってるんだ。そしてその評価は、どうやっても、いつまでも変わらないことだと思う」

　言葉を捻ねん出しゆつする中、ユイハは身じろぎ一つしない。まるで壁にもでも話しかけているかのような、独白を吐き出しているかのような気分でキサキは続ける。

「お前だって想像がつくだろう？　犯罪者の家族がどれだけ苦労するのか。どんな嫌な目に遭あうのか。僕に関われば、それはお前にも降り注ぐんだ。『あいつは犯罪者の肩を持ってる』とか言われてさ。それで最悪の場合、お前は大切な人生を失うかもしれない。僕と一緒にいれば、お前は何も悪くないのに、幸せな未来を失ってしまうかもしれないんだ」

　そんなの、嫌だろう？　と目の前の彼女に問いかける。

　表現しがたい痛みが、キサキの体を苛さいなんでいた。言葉を紡つむぐたびに、口から声を出すたびに、見えない刃のような何かが体に突き刺さってくる。

　それでも、これが間違いなくキサキの思いだ。彼女の人生が少しでも良いものになるのならば、こんな痛みなど屁へでもない。受け入れてみせる。だから──、

　この思いを彼女にもわかってほしい、そう思っていた矢先、彼女はぽつりと言った。

「……そう……あんたも、あの人たちと同じことを言うのね……」

　素気ないようなその言葉の意味を捉とらえられず、キサキは眉まゆをひそめた。

「……ユイハ？」

　ふるふると、肩が震えている。いつものような気丈さなどまるで感じられない、か弱くなった小さな肩に手を置いてやることはできず、キサキはただただ彼女を見つめる。

　やがて、ユイハは震えた声で言葉を紡つむぎだす。俯うつむきながら、表情を見せないまま。

「第五層に配属願いを出した時、皆言ってたわ……『駄目だ』、『行くな』、『犯罪者の兄にそれ以上関わるな』って……『人生を台無しにするから』、『幸せな未来を失うから』って……」

　彼女は両手をぎゅっと握り締める。ともすれば、感情の栓せんが抜け落ちてしまったかのように、ユイハは今にも泣き出しそうな声で、「どうして……」と続ける。

「……どうして勝手に決めるのよ。……どうしてあんたはあたしの人生を決めつけるの……？　あんたは、本当にそれがあたしの幸せだと思ってるの……っ？」

　問いかけとともにユイハはゆっくりと顔を持ち上げ、キサキをまっすぐに見つめた。震えないように引き結ばれた唇。紫色の瞳には涙の紗しや幕まくがかかり、いつもは見られない、縋すがるような弱々しい揺らぎが臨める。少なくとも記憶にはない、妹の悲痛な表情。

　キサキは逃げるように視線をそむけ、彼女が絶対に望まないであろう言葉を返した。

「少なくとも、それで、嫌な思いをすることはないと思う」

　僅かに揺れる、ユイハの小さな肩。

　そうして、キサキは瞼まぶたを閉じて、心に決めた言葉を、ゆっくりと言い放った。

「だからもう──僕には関わるな」

　それが、言うべき台詞せりふだった。

　暗い視界の中で、ユイハが息を吞のんだのがなんとなくわかった。

　キサキは瞼まぶたを硬く閉じたまま、彼女の次の言葉を待つ。

　それはおそらく、決別の言葉になるだろう。

　さようなら、か、それともありったけの罵ば倒とうか。どちらでもいい。少なくとも、これで彼女はキサキのことを気に病む必要はなくなる、そう思った時、

　パシン！　と乾いた衝撃が、左頰で弾はじけた。

　一瞬、何が起こったのかわからなかった。

　じんじんと頰ほおが痛むのを感じながら、妹を見る。




「──バカ!!」




　声が、聴覚を直接揺さぶった。

　くしゃっと歪ゆがめられた頰を一筋の涙が伝う。それが美しく整った顎あごの線を流れていき、やがて頤おとがいから真まっ直すぐ落ちていくのを、キサキは我を失いつつ眺めた。

「──らない、知らないわよ……そんなの……ッ」

　吐き捨てるように言うと、彼女の頰をさらに涙が流れる。もう止まりそうもなかった。振り抜いた右手と服を摑つかんでいた左手で顔を覆い、しゃくりあげるように彼女は泣いた。

「未来とか……ッ、人生とか……、そんなのどうだっていいのよ……！」

　心の叫びが、キサキを殴りつけた。それは弱々しい、けれど体の芯に届いてくる、薄皮一枚もない純粋無む垢くな言葉だった。

「何も要らない……あたしは……、あたしはただ……ッ」

　それ以上、彼女の声は続かなかった。

　漏れる嗚お咽えつ。華きや奢しやな両手からはみ出した泣き顔。そして、泣き声。キサキは地面に根でも張ったかのように動けなかった。逃げ出すことはおろか、彼女の涙を止めることさえ思考の埒らち外がいに追いやられていた。ただその中で、これが自分のせいだということは、わかっていた。

　ただ、自分が取り返しのつかない間違いをしたのだと、理解はしていた。

　けれど、こんなことになるなんて……。

　彼女の泣き顔を見るのなんて、少しも望んではいなかったのに。

　自責にも似た後悔が全身を滅め茶ちや苦く茶ちやに引き裂いていく。道行く人々の好奇の目に晒さらされる中、彼女のすすり泣く声だけが、キサキの耳をひたすら打ち続けていた。




　　　　　‡




　それからどのようにして帰路を辿たどったのかはわからない。

　気付けば居住区に戻っていて、独りぼっちで歩いていた。視線を前方やや下辺りに固定して、何を見るわけでもなく足を前に進める。どこへ向かっているのかもわからない。

　あの後、ユイハは罪ハ匣コに入ってきた連絡を受け取るや、

「用事ができたから……あんたはもう帰っていいわ」と言い残して立ち去ってしまった。

　目の周りを真っ赤にして、頰ほおには幾筋もの涙跡を残したまま。

　キサキは結局、ただの一言すらも彼女にかけてやれなかった。

　何もできなかったのだ。彼女が泣く中、吐と露ろする中、ずっと棒立ちだったのだ。

　──どうして……どうして、あんなことになってしまったのか。

　悄しよう然ぜんとした思考にはぽっかりと穴が開き、麻ま痺ひにでも陥ったかのように何も考えてくれない。

　その中で、ユイハの台詞せりふが何度もフラッシュバックする。

『……あんたも、あの人たちと同じことを言うのね……』

　彼女の縋すがるような表情、泣きじゃくる顔、悲痛な声が順不同に頭の中を巡り、思い起こすたびに握り潰されるような重じゆう撃げきがキサキを苛さいなむ。それが他でもない自分のせいだと考えると、痛みはなおのこと重くなった。情けない頰をぶん殴ってやりたいと思った。

　正しいことだと思っていたのに。その考えが、何もかも間違っていたのだ。

　彼女の気持ちも、思いも、望みも、幸せも、キサキはまるでわかっていなかった。

　彼女は、ユイハはただ──……。

　ようやく辿たどり着ついた答えを思い浮かべようとした時──。

　凄すさまじい爆発が前方で起こった。

「……ッ!?」

　景色が大きく揺れる。

　衝撃波がキサキを、周囲の人々を景色ごと攫さらう。衣服が激しくあおられ、瓦屋根の瓦が何枚か剝はがれて飛んでいく。あまりの風圧に前方を直視できず、立っているのも危うい。

　直後、質量をもった轟ごう音おんが飛来した。

　雷鳴にも似た爆発音が体を直じかに揺さぶり、はるか前方の空に爆炎とともに何かの残骸が舞い上がる。それがトタン屋根の一部であり、アスファルトの破片であり、窓ガラスの欠片かけらであることを視認した瞬間、無数の絶叫がキサキの鼓膜を激しく揺らした。

「きゃあああああッ!!」

「何だ!?　何が起こってるんだ!!」

「逃げろッ!!　みんな逃げるんだ!!」

　恐怖や困惑、煽せん動どうの絶叫はすぐに逃げ惑う雑踏に押しつぶされ、人々が混濁した波となってキサキの横を前から後ろへと駆け抜けていく。

　その中で、キサキは棒立ちのまま、爆発のあった方角をじっと見つめていた。

「あの方向……」

　言いようのない嫌な予感がした。

　不安に駆られるままに周囲を一いち瞥べつし、罪ハ匣コに聞こえるよう大きな声を発する。

「解放リリース／錨付きの革鞭アンカードウイツプ！」

　保存機構から伸縮自在の鞭むちを具現化し、右手に摑つかみ取とるとそのまま振るった。狙うは電柱の上部。射出されたアンカーはキサキの思い通りに機動し、目標にぐるりと巻きつく。そして、収縮。濁流から逃れるようにして空中に飛び出し、電柱の頂点に降り立つ。

　そこから爆発の起こったほうを俯ふ瞰かんすれば、今起こっている異変のあらましが見えた。

　眼下を走り抜けていく人々。居住区の街並みはいつもと変わらず、二階建ての住宅が所狭しと並ぶ。その奥のほう──正確にはここから千メートルほど離れた位置から、もうもうと黒煙が上がっていた。おそらくそこが爆発地点なのだろう。小さく赤い炎が見える。

「……ッ」

　予感が、確信に変わった。

　炎の上がっているあの地点は、間違いなく自宅の周辺だ。

　そして、俄にわかに思い出す、一つの約束──、

『──わたしは家でお迎えをする準備をして待ってますから。キサキはユイハを絶対に連れてきてくださいね』

「……クソッ！」

　最悪の展開を想像して、キサキは電柱を蹴った。

　トタン造りの切きり妻づま屋根に右足のみで降り立ち、そのまま次の屋根へと跳ぶ。駆ける。屋根をぶち抜く勢いで蹴り、しかし着地音をはるか後方に置き去りにする。

　急げ。此こ度たびの爆発が起こった原因は、自然災害でも人為的事故でもない。おそらくは──。

「キュルルルォォオオォォッ!!」

　笛の音を何倍にも押し広げたような甲かん高だかい鳴き声。キサキは立ちのぼる煙の上を睨にらむ。

　天空を旋回するその罪獣グリムは、漆しつ黒こくの翼を有していた。鷹たか型がた、と呼べばいいのだろうか。遠く離れているこの位置から見ても巨大で、翼よく開かい長ちようは二十メートル以上ある。

　それだけの様相ならばフェーズ弐にの罪獣グリムで収まるのだが……しかし、背部に搭載された二丁の回転機関銃と、翼の両脇に装着された可動式の機関砲──。

　間違いなく、成体の罪獣グリム──フェーズ参さんだ。

「でも、なんで警報も鳴ってないのに街中に罪獣グリムが……ッ」

　違和感があった。

　たしかに、罪獣グリムが街へと侵入するのはあり得ないことではないし、キサキだって何度か経験したことがある。境界壁に並べられた砲塔の迎撃能力にはさすがに限界があり、高い飛行能力を有する鳥型罪獣グリムには対処しきれないからだ。その度に住民は避難し、公安局または契ク約ラ社ンが、侵入した罪獣グリムを速やかに討伐するのがこの樹層都市では通例となっている。

　だが──なぜ爆撃が起こる前に、警報が鳴らなかった。

　普通ならば罪獣グリムが壁を越えた瞬間にセンサーが反応し、街内アナウンスが入るはずなのに。

　駆けながら、キサキは首を振る。

　今はまずマリアの無事を確認し、それから罪獣グリムをどうにかすることが先決だ。不幸なことにこの付近に他の罪獣狩りグリムリーパーや公安局員は見当たらない。事態の最前線にいるのが自分。

　自分が、やるしかないのだ。

「──ッ」

　視界端の景色が凄すさまじい勢いで流れていく。限界ぎりぎりの機動により千メートルはあっという間に消し飛び、爆発の起こった地点の中空へとたどり着く。

　爆心地は一軒の住宅だった。二階建ての上階は爆ばく砕さいされ、原形はなく、少し前まで家であった瓦が礫れきに埋もれている。破は砕さい面めんは黒焦げで、軽微ではあるが火災が起こっている。キサキの家──ではなく、二つ隣の住居だ。たしか、花屋を経営する老夫婦が住んでいたと思う。

　跳躍による浮遊感があっという間に墜落感へと変わり、ガシャンという盛大な着地音。速度を少しずつ緩めていくと、逃げ惑う人々の姿がちらほらと目に入る。

　五十メートルほど離れた大通りの中央に、見知った影があった。

「マリアッ!!」

　声の限りにその名を呼ぶと、地べたにうずくまっていた彼女が恐る恐るこちらを見た。その顔は困惑によって歪ゆがみ、その黒瞳にはありありと恐怖が映っている。

「きさ、き……？」

「今助けるッ！」

　逸はやる気持ちを抑え、激励を投げたキサキはそのまま屋根伝いに走る。

　瞬間、あの甲かん高だかい鳴き声が聴覚を貫いた。

　先ほどよりもずっと大きく聞こえる。奴やつのほうを注視すれば、上空で旋回した鷹たか型がた罪獣グリムが進行方向を急に変え、地上へと急降下を開始していた。

　間違いなく獲物を捕らえるための挙動。鷹型は両翼を胴体にぴたりと密着させ、音速にも迫る速度で滑空する。その進行方向、虹色の双そう眸ぼうの先にはマリアがいた。奴やつの行動が達成されたときの結末を予想して、キサキは吐き捨てるように舌打ちをした。

「チッ、解放リリース／無銘刀ノーネームッ!!」

　罪ハ匣コから青の奔ほん流りゆうが放出される。走る速度を一気に上げたキサキは屋根を蹴り、迷うことなく空中に飛び出した。鷹型とマリアの間に身を躍らせる。

　具現化した直刀を右逆手に摑つかみ取とり、吸い込んだ息を腹に溜ため込こむ。肉迫してきた鷹型罪獣グリムの鋼鉄のくちばし、その先端ぎりぎりに刀の刃を滑り込ませ、進行軌道をわずかに逸そらす。

　凄すさまじい衝撃が右腕を襲った。さながら、回転鋸のこぎりに触れているかのような手応え。

　金属同士の摩擦による火花が散る中、キサキの真横を駆け抜けた鷹型はそのままマリアの斜め上を通過し、再び飛ひ翔しようする。後れてやってきた強風が彼女の髪をはためかせ、花屋からこぼれ散った花々のいくらかが舞い上がっていく。

「マリア、逃げろ！」

　着地した瞬間、叫ぶ。

「け、けど、立てなくて……」

　弱々しい声が返ってくる。肩越しに見れば、真まっ青さおな顔の彼女は足に力が入らないらしく、立てそうにもない。腰を抜かしてしまったのだろう。彼女一人で逃げることはできない。

　とはいえ、キサキが彼女を背負って逃げるわけにもいかない。あの鷹型はマリアを常に視界の中央に入れ、次の襲撃機会を窺うかがっている。奴やつの翼を用いた圧倒的な機動力を考えれば、背負って逃走または迎撃するのはまず不可能だ。となれば、

　──やるしかない。

　あの罪獣グリムを止める。もしくは倒す。マリアを守るために。

　天空を旋回する鷹型罪獣グリムを見上げる。彼我の距離は、約三百メートルはある。

　──考えろ。どうすれば、奴やつを追えるのか。

　機動力は無情なまでに相手のほうが上で、位置的な対面もあちらが有利。その上、二対四丁の有能な飛び道具まで持っている。再生能力についてはもはや言わずもがなであり、無策に戦おうものならあっという間にこちらが差し込まれるはずだ。

　対するキサキにできることと言えば、無限の容量を有する保存機構をフルに活用し、収容物を速攻かつ大規模に展開すること、だけ──。

「保存セーブ」

　右手の鞭むちを罪ハ匣コ内ないへと戻したキサキは地面を蹴り、すぐ傍そばの電柱を足場にしてさらに跳ちよう躍やく。住居の屋根に降り立つや、上空を舞う鷹たか型がた罪獣グリムへとまっすぐに疾しつ駆くする。

　追随してくる手の平サイズの罪ハ匣コ。出現させたウィンドウを素早く叩たたき、保存機構を起動させる。代償によって命の時間が十時間ほどもっていかれたが、それだけ大量の物質を一気に展開させようとしているのだ、焦あせりもない、当たり前の消費だと打ち捨てる。

　罪ハ匣コから出た瀑ばく布ふのごとき青い明めい線せんは、キサキの見上げる先──天空を飛ぶ鷹型罪獣グリムの前方へとまばらに固まった。具現化はすぐに完了し、空中に一瞬だけ浮かぶ瓦が礫れき群ぐんを召喚される。

　しかし、保存機構による展開はそれだけでは終わらない。

「──解放リリース！」

　さらにデッドタイムを五時間ほど消耗して召喚。無数の岩石をキサキの前方両側に等間隔、階段状に展開する。その一つめに足をかけ、蹴る。

　三角跳びの要領で斜め上方に飛び上がり、また違う岩石に足をかけて蹴る。それを連続してやってのけ、高さ数十メートルまであっという間に舞い上がり──眼前に鷹型罪獣グリムを捉とらえる。

　両者がかち合う軌道だ。キサキはこれを狙ってやった。空中から落下する瓦が礫れきはすでに保存されて消えているが、罪獣グリムがあれらの配置を回避しきるにはこのルートしかない。

「よぉ……化物」

　雑な挨拶は鷹の耳には入らなかっただろう。互いの距離はまだ百メートルある。それがたとえ数秒もなく搔かき消けされるものであっても、呟つぶやくような声の届く距離ではない。

　鷹型の双そう眸ぼうがぎょろりとキサキを睨にらむ。背部の回転機関銃が凶暴な牙きばを剝むく。

　束ねられた銃身が高速回転を始め、かと思えば数えるのも馬鹿らしくなるような量の銃弾が撒まき散ちらされる。嵐のような継ぎ目のない銃声。視界の中央が丸く鉛色で塗りつくされる。

　銃口が唸うなる寸前、キサキは唱えていた。

「……保存セーブ」

　声を受け取った罪ハ匣コが起動する。五枚ほどのウィンドウがキサキの眼前に現れ、壁のように敷き詰められる。ウィンドウに当たった弾丸は次々と明めい線せんへと変わり、罪ハ匣コへと保存されていく。処理速度が異常に速いからこそできる荒技。キサキへ届く弾は一発たりとも存在しない。

　──交こう錯さくは一瞬だった。

　眼界のほとんどを埋める羽毛の黒、その中心にある鋼鉄のくちばしがキサキへと肉迫する。まともに貰もらえば肉を抉えぐられるでは済まないそれを、横向けにした体を回転させていなす。振るった直刀は遠心力で威力を格段に増し、すれ違いざまに鷹型の右翼を切り裂いた。

　手応えありだった。

「……くッ」

　巨体が通過したことによる強風に煽あおられ、空中にいるキサキは体勢を崩くずされる。だが、背後に抜けた奴やつから視線を切らない。片方の翼の機能を失い、飛行機能を落とした鷹たかは錐きり揉もみしながら滑空していく。いくら再生能力があるといえど、地面への墜落は免まぬかれないだろう。

　そう思いながら奴やつの落下先へ目を向けると、ぎょっとする光景が目に飛び込んできた。

「しまっ……ッ!!」

　た、と言いきる頃には全て遅い。

　奴やつの落下するであろう地点には、しゃがみこんだままのマリアがいた。

　彼女も、自らに迫る危険を察したのだろう。上空を見て目を見開き、しかし腰を抜かしてしまっているゆえに逃げることができない。両手で頭を覆って必死に体を縮める。

　鷹型罪獣グリムは、そんな彼女へと真まっ直すぐに落下していく。

　その速度は凄すさまじく──、

「マリアッ!!」

　キサキはただ、叫ぶことしかできない。

　そして、その言葉には何の効力もない。

　巨大な鳥はマリアめがけて突撃し、彼女へとぶつかる────その寸前だった。

「消えて、ください……っ」

　それは多分、マリアの声だったと思う。その声を聞いた直後、状況が激動した。

　彼女の周囲に散った花が消滅し、罪ハ匣コから真紅のウィンドウが大量に出現したのだ。

　放出されたウィンドウ群は高速で空間を動き回り、整列して花弁のような形を作り出す。おそらくは彼女を守護する盾なのだろう。一輪の赤い花は接近する巨鳥を吞のみ込こむほどのサイズで、鷹型罪獣グリムがそれに突撃した瞬間、異変が起こった。

　あの時と同じだ。触れたくちばしの先端から透き通る青色へと変わっていき、罪獣グリムの体全部が硝子ガラス細工のように固形化。したかと思えば、青色に変わった部分から崩ほう壊かいしていき、甲かん高だかい破は砕さい音おんとともに、鷹型罪獣グリムだったものはウィンドウと一緒に跡形もなく消滅していった。

　やはり、夢のような光景だった。消え失せた罪獣グリムの存在を証明できるものなど、この場には残っていない。白髪の少女だけが、青と赤の粉雪が舞う景色から浮いたように存在している。

　恐ろしいスキルだ。それを純粋無む垢くなマリアが持っている、そのことに若干の違和感を覚えながら、直刀を保存したキサキは彼女に駆け寄る。

「大丈夫か！」

　彼女の展開した赤いウィンドウの残りは、すでに罪ハ匣コへと収容されつつあった。周囲の人々は大半が避難しているらしく、マリアとキサキ以外に人影はない。

　駆け寄ったキサキは座り込むマリアの傍そばにしゃがみ、彼女の肩に手を置く。

「……わたし、どうして……」

「心配するな。罪獣グリムはもういない、みんな無事だ」

　声が届いたのか、マリアはゆっくりと顔を上げた。

「……キサキ……？」

　伏せられた長い睫まつ毛げ、瞼まぶたが持ち上がり、その奥にある瞳がキサキを捉とらえる。

「え……？」

　一瞬、目を疑った。見間違いだとも思った。

　虹色だったのだ。

　黒色だったはずのマリアの双そう眸ぼうが、煌きらめくような虹色になっている。それと目を合わせた途端、これまで戦ってきた罪獣グリムの瞳と彼女の瞳が重なった。言いようのない激情を感じた。怒りのような、寂しさのような、それが何なのかは皆目見当もつかない。

　ハッと気付けば、マリアの瞳は元の黒色に戻っていた。

　幻視だったのだろうか。それにしてはいやに現実味のある見間違いだった。

　彼女に戸惑いを見せぬよう素早く瞼まぶたを開閉して、キサキは言う。

「……大丈夫か？　マリア」

「はい。だいじょうぶです。けど……」

　マリアは座り込みながら、自分の両手に視線を落とす。

「キサキの言いつけを破って……スキルを、たぶん、使っちゃいました……」

　そう言って俯うつむく彼女の顔は、悲しみに濡ぬれたように暗い。キサキはすぐに首を振る。

「いいや、そんなこと気にしなくていい。とにかく、お前が無事でよかったよ」

　落ち込んでしまった頭を撫なでる。それで少しではあるが、彼女の心が休まったらしい。暗く沈んでいた顔が、わずかに和らいだような気がした。

　それにしても、とキサキは思う。

　あの鷹たか型がた罪獣グリムの挙動は変だった。他の罪獣グリムとは目的が違ったというべきか、さながらそれが存在理由であったかのように、マリアを執しつ拗ように狙っていた。他の人間や建物には欠片かけらも興味を示さず、キサキと対たい峙じした一瞬を除き、それ以外は常に彼女を視界に入れていたのだ。

　あるいは、ドームで遭遇した竜型罪獣グリムと似ているかもしれない。甘い花に誘われた蜂はちのごとく──ともすれば、マリアが罪獣グリムを引き寄せていたとでも言うのだろうか。

　いや──あり得ない。突とつ拍ぴよう子しもない思考を、首を振って払う、その時だった。

　張りのない、しかし体の芯に届くような声が背後から聞こえた。

「如月きさらぎキサキ君、か」

　立ち上がって振り返れば、そこにいたのは見たことのある公安局員だった。几き帳ちよう面めんに整えられた短髪に、いかにも聡そう明めいそうな眼鏡。ロングコートを翻ひるがえし、キサキを見下ろす。彼の背後には複数人の公安局員が控えていて、整然と並んでいた。その数、四人。

「たしか、あんたは公安局の……」

「ああ、神こう足たりだ」

　キサキの言葉を先取りして、長身瘦そう軀くの男はこちらを見た。レンズの奥にある深緑色の眼、その視線がキサキの目線とかち合う。それだけで、何か内面まで見透かされたような気がして、思わず口ごもってしまう。なんとなく、やはり苦手な男だ、と思った。

　そのせいというわけではないが、キサキは彼を睨にらむ。

「それで、今さらやって来て、どういうつもりなんですか？」

　少々毒のある台詞せりふだとは思うが、抑えてはおけなかった。

　罪獣グリムが侵入したというのに警報が鳴らず、避難誘導や罪獣グリム討伐に援軍を送るわけでもなく、挙句の果てに危険が去った直後にのこのこと現れるのはいったいどういう了見なのだろう。明らかに迅速な対応とは言いがたい、その理由を説明してほしかった。

　ジトクは顔色を少しばかり落として答える。

「それについてはすまなかった。こちらも不測の事態が重なってね。警報機の故障、局員への伝達遅延。全てこちらの落ち度だ。だからこそ、私もそれ相応の償いをするために、この事態に対して全霊をもって当たらせてもらう。そこでだ──」

　彼は人差し指と中指をもちいて眼鏡を軽く持ち上げて、

「──彼女を、公こ安ち局らに渡してもらおうか」

　マリアに視線を送りながら、そう宣言した。

「……なぜ……？」

「目撃情報があったんだ。罪獣グリムが、彼女を狙って襲撃してきた、とね。それが本当ならば、彼女は罪獣グリムを引き寄せる性質、あるいはそのような能力をもっている可能性がある。したがって、我々公安局はその危険因子取り除くために彼女を保護しなくてはならない」

　淡たん々たんと告げられる機械的な言葉は、先刻キサキが感じたのと同じ内容だった。しかし、それを表情に出すことなく、意図して知らぬ存ぜぬといった態度を返す。

「マリアが罪獣グリムを……？　あり得ないな。たまたまそう見えただけだろ」

「たしかに、見間違いかもしれない。だが少しでも可能性があるのならば、市民の安全を守るという役割上、我々公安局は動かなくてはならない」

　押しも押されもしない、鋼はがねの意志が垣かい間ま見みえるような物言いで、ジトクはそう言い放った。

　たしかに、その言い分は筋の通った話のように聞こえる。

　だが。

　キサキは、肩を震わせて俯うつむくマリアを見る。

　彼女は、公安局に対して酷ひどく怯おびえている。トラウマを彼らに植えつけられ、本能的に怖がっているのだ。そのトラウマが何かは定かではないが、とにかく彼女を渡せるわけもない。

　それに──。

　此こ度たびのジトクたちの対応には、若干の違和感があった。上手く説明はできないが……すべてが何者かの思おも惑わく通りに動かされているような、そんな気がするのだ。

　生なま唾つばをゆっくりと飲み込み、キサキは口を開く。

「…………一つだけ、聞きたいことがある」

「何かな？」

　何食わぬ顔で、平然とした声を返してくる。その佇たたずまいは平静そのものであり、深緑の双そう眸ぼうはじっとキサキを捉えている。そこからは何も推測できるようなことはない。

　キサキはマリアをちらりと見やってから、ジトクへと視線を戻し、言葉を紡つむぐ。

「今のマリアは記憶喪そう失しつで、自分の名前以外何も憶おぼえていない。だが仮に、その記憶を取り戻したとして、内容を僕に知られた場合、公安局やあんたに何か不都合でもあるのか？」

　その問いは、あるいは的外れであれば、ジトクは疑問符を掲げたことだろう。しかし──、

「……、」

　それはほんの僅かな変化だった。

　オレンジ色のレンズの向こう──ジトクの瞳の斜幕が、かすかに揺らいだ。

「……そうかよ。なら、マリアは渡せねェ」

　マリアの前に盾となるように立ち、ジトクたち公安局員へと立ちふさがる。

　これではっきりとした。

　奴やつは罪獣グリムをわざと街に入れ、マリアを襲わせたのだ。それで彼女を殺す、あるいは回収して誰の手も届かない場所へ連れて行こうとしている。マリアが忘れてしまっている、キサキやあるいは一般市民が知りえない何か重大なことを隠すために。

「…………キサ、キ……？」

　マリアの呼ぶ声。肩越しに振り返って見れば、少女が恐る恐るこちらを見上げていた。何が起こっているのか、おそらく半分も把握できていないのだろうその顔は不安に染まっている。

「安心しろマリア。お前は、僕が守る」

　理解してほしいことだけを伝えて、ジトクへ視線を戻した。

　対する彼は、平静を纏まとったまま、「ふむ」とだけ小さく言って、

「仕方ない。あくまで抵抗をするというのなら、こちらも相応の対応をさせていただこう」

　配置につけ、とジトクは右手を肩の位置に上げる。それが合図だったかのように、背後に控えていた四人の局員が迅速かつ機械的な動作でキサキの左右を固めた。一斉に懐ふところから拳銃を取り出して、構え、銃口をこちらの頭へと向ける。

「力尽くかよ……ッ」

　これが公安局のやることか。ふつふつと湧き起こる憤激に叫ぶ。しかし、ジトクは眉まゆ一つ動かすことなく、あくまで淡々とした口調を貫く。

「全ては市民の安全のためだ。大人しく従ってもらおうか」

　四丁のハンドガンはいささかも照準を外すことなく、こちらを睨にらみ付つけている。奴やつらにとってみれば、キサキに動ける余地はない。これで任務終了だ、とでも考えているのだろう。

　だが、それならばまだ差し込む余地はあるかもしれない。

「……、──」

　キサキはぐっと膝ひざを曲げ、前傾姿勢を取るとともに音声操作で保存機構を作動させる。

「なっ、こいつ……！」

　銃を構える局員の一人が慌あわてた、その時にはもう致命的に遅い。

　明めい線せんの激流はキサキの頭上で四つに分かれ、拳銃を向ける四人の前にそれぞれ集約──権限した四体のサーカス人形はそのまま局員へ倒れ込んだ。時間にすれば一秒もない展開である。予測をしていない彼らに反応ができるはずもない。

　倒れ込んできたサーカス人形への対応に手間取る四人の隙を見て、ジトクへと迫る。

　算段として頭にあるのは、彼を人質にして、この場を何とか切り抜けるというもの。後のことをまるで考えていない作戦ではあるが、それしかマリアを守り抜く方法を思いつかなかった。

　地面を舐なめるような低姿勢で突っ込む。最中に見たジトクの表情には、焦しよう燥そうも困惑もなかった。ただただ、平静。まるでキサキがこの行動を取ることを予想していたかのように、

「ほう。噂うわさに違たがわぬ展開力だな……」

　少しばかり口元を緩める。

「……だが──」

　その逆接を聞いた瞬間──。

　視界を半透明な灰色が埋め、予想だにしない衝撃が頭上から襲い掛かってきた。

　ドン、という重低音が脳天から足先にまで響き渡る。身体が何十倍にも重くなり、動きが無理やり止められる。さながら無数の見えない手が全身に触れ、上から物もの凄すごい力で押さえつけているかのように、滑り込んだキサキはなす術もなく地面に片膝をついた。

「ッ、……んだ、これ……？」

　身体の自由が利きかない。全身がどうしようもなく重い。それがどうしてなのかもわからない。右手を地面に押し付けても耐え切れず、とうとうキサキはジトクへと跪ひざまずくような姿勢となった。その屈辱感は言いようもなく、焼け付くような熱が脳裏を舐なめていく。

　この重圧が、少なくとも奴やつのスキルの所作であることはもう吞のみ込こめていた。コアが緑色の罪ハ匣コが持つのは《合ごう成せい系けい》。特定の媒体に様々なものの性質を組み合わせることに長たけている。

　そこまでわかった時には、キサキの左右後方は拳銃によって囲まれていた。ジャキ、という硬質な音。視線だけを動かして見れば、先ほどよりもきつく強くなった局員たちの表情が見える。今度は絶対に油断しない、とでも肝に銘じているのだろう。

「動けないだろう。いま君がいるのは、君の体にフィットした檻おりのようなものだ」

　温度のない声でそれだけ言って、ジトクはコートの裾すそをなびかせた。

「く……ッ」

　キサキは、なんとか体を動かそうとする。

　両の手の平を地面へと押し付け、鉄のように重くなった体を押し上げる。伴う痛みは意識を体から剝はく離りさせるほどのもので、腹と背中の両方から押し潰されそうになる。

　だが、そんなのはどうでもよくて……ただ、心の中に湧き起るのは一つの思いだけ──。

　守る。絶対に──彼女だけでも……ッ。

　果たして、体はわずかに持ち上がった。腕が伸ばされていき、両足にも力が入るようになってくる。だが、その動きはどうしようもなく緩かん慢まんで、ともすれば抵抗にもなっていない。

　ジトクは、そんなキサキを見下ろしながらぽつりと言う。

「なるほど……そういえば、君はそういう人間だったな……」

　水に波紋を広げるような、ある種の感嘆を孕はらんだような声だった。

「しかし、あえて警告しよう。これ以上抵抗するなら──」

「──待ってください！」

　遮ったのは、マリアだった。

　そのはっきりとした声色に嫌な予感を覚え、軋きしみあげる首を動かして彼女を見る。

　さっきまで震えていた少女は二本の足で立ち上がり、その顔には信念めいたものが張り付けてあった。ジトクのほうを見つめている彼女は、小さく息を吸って、口を開く。

「わたし、行きますから……だからもう、キサキを苦しめないでください……」

　最も望まない展開が、キサキの脳裏をよぎる。

「ふむ、怯おびえていたように見えたが、自ら出頭するか……」

　ジトクの言葉を聞き入れる余裕もなく、這はいつくばったキサキは叫ぶ。

「やめろ……行くな、マリア……ッ！」

　しかし彼女は聞く耳を持たず、灰色の空気の横を通ってジトクの前へと行く。その足を止めてやることも、その手を引っ張ってやることも、キサキにはできなかった。

「キサキ……」

　その時、か細いマリアの声が耳を震わせた。

　ハッとして見れば、彼女はキサキをじっと見つめていた。

「その、ごめんなさい……」

　理解ができなかった。彼女がなぜここで謝るのか。瞬時にいくつかの可能性を考えて、それらをすべて打ち消す。どう考えても、彼女が謝る理由はない。

　その疑問へと答えるように、マリアは端正に整った唇を開く。

「わたし、二人のことを仲直りさせるって、今日は家でお泊まり会を開くって、そう約束したはずなのに……、結局、こんなことになってしまって……」

「──ッ。そんなの、今はどうだっていいだろ……ッ！　いいから戻ってこい！　そいつらは……そいつらは悪い奴やつらなんだ。お前のことを保護しようなんて考えてない。危ない目に遭あうかもしれないんだ。第一、お前は公安局に行きたくないんだろう……！」

　叫ぶ。喚わめく。思いつく限りの言葉を尽くすが、しかしマリアの表情が揺れることはない。

「そう……ですね。たしかにさっきまでは、本当に怖くて、体の震えが止まらなかったんです。でも、今はそうでもなくて……多分、それ以上に嫌なことがあるからだと思うんです。きっと、これはキサキと同じ気持ちなんですよね。自分が傷つくことよりも苦しいことがあるから……だから困っている人を助けようとする。──キサキは本当に優しい人だと思います」

　そう言い切った後、マリアはなんとも儚はかなげな笑みを見せた。それがどれだけ無理をして作ったものなのかは簡単に想像できる。引き裂かれるような痛みがキサキの体にもたらされる。

　もう銃が向けられていることに構っていられず、キサキは思いきり叫んだ。

「……んなことを、僕は聞きたいんじゃねぇよッ！　お前がどうしたいのか、それを聞いてんだよ！　お前言ったよな、僕から離れたくないって……それが噓うそだったって言うのかよ！」

「それは……」

「頼む、正直に言ってくれ！　お前が望むなら、僕が絶対にお前を守ってやる……ッ！」

　──だから……なんて、我ながらなんと矛盾しているのだろう。

　先刻、妹の気持ちを裏切って、自分に関わるなと言っておきながら、今この場では、絶対にマリアを手放したくないと思っている。どうしようもない人間だと、そんなことはわかっている。後で何とでも反省する。だから……だから──！　なんとしても、彼女を止めてやりたい。

　そう思っているのに……。

　真まに受けたような顔をしたマリアは、やがて彼女本来の柔らかい笑顔を見せた。

「ありがとうございます……」

　その言葉が、その笑顔が、果てしなく遠いところにあるように、キサキには感じられた。

　少女は、胸に右手を置いて、そして大きく息を吸い込んで言う。

「わたし、キサキのことが好きです。一番、誰よりも大切な人です。……絶対に傷ついてほしくない。だから、わたしはこの人たちと一緒に行きます。それがわたしにできる唯一の恩返しだから……っておかしいですよね。わたしのせいで、キサキが苦しい目に遭あっているのに……」

　しゅんと顔色が暗くなる。それを見せまいとしたのか、マリアはキサキに背を向け、

「だから……ごめんなさい……それから──」

　続く言葉を聞きたくなくて、キサキはあらん限りの声で叫んだ。

「マリア……ッ！」

　しかし、その呼び声には何の意味もなかった。

　ジトクに引き連れられ、マリアはゆっくりと歩き出す。

「さようなら」

　いんいんと鼓膜の奥を打つ、その声はたしかに震えていた。

　彼女がどんな気持ちでその台詞せりふを放ったのか、キサキには手に取るようにわかった。

　それなのに、連れて行かれるマリアを、見送ることしかできなかった。

　身体を苛さいなむ重圧が消え去ったのは、全てが終わった後のことだった。










　　　第四章




　如月きさらぎユイハは、時々考えることがある。

　それは、口にすれば身もだえしてしまうような恥事であり、しかし、他人が聞けばどうでもいいと一いつ蹴しゆうされるような些さ事じである。けれど、ユイハにとっては一種の精神調整のようなもので、夜の寝る前やちょっとした休憩時間に一人で思考する、もとい思い出すのだ。

　──こんなにも、兄を想おもうようになったのはいつからだろう、と。

　そのきっかけは何だろう、と。

　そうして回顧した時に決まって思い出すのは、第二層にいた頃の記憶だ。




　　　　　‡




　たしか、それは十歳の頃だったと思う。

　まだまだ甘えたい盛りだったその頃の自分は、しかし両親が共働きのため接する機会が少なく、常に寂しいという気持ちを抱えていた。それこそ、大人の男女に挟まれて笑顔で歩く子どもを見るたびに、どうして自分はあの家に生まれなかったのかと不平を感じていたくらいに。

　そのわだかまりが決壊したのが、自分が十歳になった日のことだった。お祝いをしてくれると約束していた両親が、二人とも仕事の急用で夜遅くまで帰ってこられなくなったのだ。ユイハは大声で不満を叫び散らし、リビングの床に座り込んで酷ひどく泣なき喚わめいた。

　そんな時だった、兄のキサキが、二人で街に出かけることを提案してきたのだ。

　それまで、ユイハにとって兄はよく分からない存在だった。自分と違って寂しがっている様子もなく、いつも一人でどこかに出かけていき、夜遅くに勝手に帰ってくる。そんな彼からの突然の誘いには正直なところ戸惑ったが、差し出された手をユイハはしっかりと握った。

「僕から離れるなよ」

「……うん」

　兄が握ってくれている自分の手を、ユイハはぎゅっと強く握り返す。

　樹層都市第二層、高層ビルディングの立ち並ぶ、学術都市を二人で歩く。

　雑踏をすり抜けながら周りを見回せば、服飾店や喫茶店、遊技場などの歓楽的な店舗が立ち並んでいた。心なしかそれらは輝いて見えて、生まれて初めてショッピングストリートへ来たユイハはそれだけで楽しくてしょうがなかった。それを何とかして彼に伝えたいと思うのだが、兄のほうは一枚のメモとにらめっこをしっ放しで、ユイハを見るような余裕はない。

　ずんずんと、兄はユイハの手を引っ張って進んでいく。

　果てに辿たどり着ついたのは、外れにある雑貨屋だった。

　外装は、第二層では珍しい古めかしい木造建築。兄はメモと店の外観を何度か見比べ、「ここだ」と呟つぶやいて真剣な顔で頷うなずく。そしてユイハを連れて店に入った。

　店内にはなんだかよくわからない香りが充満していて、陳列棚には様々な商品が並べられていた。いかにも値段の高そうな硝子ガラスのグラス、見たことのない形の置物、ぬいぐるみが置いてあったり文房具が並べてあったり、机に椅子に化粧品、何から何までより取り見取り。

　まるでこの世の全ての物がここにあるのではないかと、子どもながらに思ってしまったくらいだ。ユイハがそれらに見とれていると、用事を終えたらしいキサキが、「ほら、行くぞ」と言ってユイハの手を握って店を出た。なんとなく名残惜しかったが、兄がどことなく急いでいるのを感じたユイハは何も言わなかった。

　それから十五分くらい歩き続け、少しばかり疲れを感じた頃、兄は足を止めた。

　そこは小高い丘の頂上だった。空は夕焼けがわずかに溶け込んできている。ユイハがそこから望める街並みを眺めていると、キサキが罪ハ匣コから解放した包みを手渡してきた。

　促されるままに受け取り、ぽかんとした顔で兄を見る。夕暮れのせいなのか、それとも照れているせいなのか、彼の頰に朱色が差し込んでいるのがわかった。

「お兄ちゃん、これなに？」

「開けてみろよ。ほら、今日っておまえの誕生日だろ」

　誕生日プレゼントだよ、という彼の言葉に促されて、丁寧に梱こん包ぽうされた包みを開ける。

　中身は、紐ひも布ぬの状じようの髪留め──髪飾りだった。

「……これ、本当にもらってもいいの？」

「当たり前だろ。おまえのために買ったんだからさ」

　頰ほおを搔かきながらぶっきらぼうに言う兄。思わず笑みをこぼしてしまいながら、ユイハは髪飾りを両手に包み込みんだ。気のせいか、ほんのりと温かい気がした。

「えへへ。お兄ちゃん、ありがとう」

　いつも付けている子供っぽいリボンを外し、もらった紐布状の髪飾りで黒髪をサイドテールにまとめてみる。それだけで、なんだか少し大人になれたように感じた。
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「似合ってる、かな？」

「お、おう。似合ってるよ」

　少しだけ照れながらも、兄は微ほほ笑えんでくれた。つられてユイハも笑った。




　その日から、両親がいないことに対する寂しさは、もう感じなかった。

　そうして、ユイハの精神調整は必ず一つの問答によって終わる。

　それは一つの約束と言ってもいい。

　過去に一度だけ、ユイハは彼に訊きいたことがあるのだ。

「お兄ちゃんは、いつかどこかへ行っちゃうの？」

　と。それをどうして訊きいたのかといえば、たぶん母親に言われたある言葉のせいだ。朝昼晩と四六時中兄にくっついていたユイハは、その姿を心配されて言われたのである。

　──そんなにお兄ちゃんにべったりだと、いつか離れ離れになるときに大変よ。

　それはおそらく、母親なりの冗談で言ったのだろう。しかし幼かったユイハは本気にしてしまい、いてもたってもいられなくなって訊きいたのだ。

　すると、兄は笑った。

「いや、行かないよ。僕はずっとお前の傍そばにいるさ」

　そうして、温かい手の平で頭を撫なでてくれた。




　彼の言葉は、一種の証明だったのだ。

　自分は兄とずっと一緒にいてもいい。離れなくてもいい。だからこそ、彼が第五層に落とされた時も迷うことなく追いかけることができた。会いに行ってもいいと思っていたから。彼はきっと笑顔で迎えてくれる、そう思っていたから……一いち縷るも疑っていなかったのだ。

　けれど──、

『もう、僕には関わるな』

　あの時、あの言葉を聞いた瞬間、目の前が真っ暗になった。

　死刑宣告でもされたかのようだった。

　その言葉は、鋭利なナイフよりも深く、深くユイハに突き刺さった。




　　　　　‡




　乗っていたエレベーターが止まり、最上階の三十階にて扉を開けた。目的階に到着したことを知ったユイハは小さくため息をついて降りる。

　正面には窓ガラスの張られた廊下が左右に伸びていて、外はもう真っ暗だった。辺りはしんと静まり返り、なんとも言えない心こころ許もとない雰囲気が漂っている。それもそうだろう。来客はもうあり得ない時間だし、残業をしている局員だってほとんどいない。

　だからこそ、ユイハも周りを見ずにため息をつけたのだ。

　思い出すだけで悔やまれる。どうしてあのようなことを言ってしまったのか。

　兄のくれた言葉は、求めていたものではなくとも、間違いなく自分を気遣ってくれたものだった。それなのに自分は拒絶し、色々と恥ずかしいことを言って大泣きまでしてしまった。

　心の中がどんよりとしているのがわかる。

　無意識に右手が頭へと伸びて、首に付けている髪飾り──チョーカーへ触れる。それに触れるだけで、いつもなら心が落ち着くはずなのだが、今ばかりは効いてくれそうにもなかった。

　ユイハは廊下をつかつかと歩き、局長室に辿たどりつく。

　扉の前にいる男性秘書に声をかける。

「お疲れ様です。その、局長はご在席でしょうか？」

「いや、今は離席中だ。ちょうど二十分前まではいらっしゃったんだが、なんでも第一層のほうに出頭する用事ができたらしい」

　秘書の返答に、ユイハは疑問符を浮かべる。

「こんな時間に、ですか……？」

「ああ、詳しくは聞いていないが、急を要するとのことだ」

「そう、ですか……。では、今日ここに連行された少女について何かおっしゃっていませんでしたか？　見たところ、保護室にも拘置所にも彼女の姿はなかったのですが……」

「それは妙だな。しかし局長は何も言ってはいなかったぞ。気になるのなら、局長がお帰りになってからでも聞いてみるといい。それとも、急ぎの用事だったかな？」

「いえ、別に急ぎではないので大丈夫です。ただ、少し気になっただけですので」

　そうは言ってみたものの、それは噓うそだった。本心を言えば一秒でも早くマリアについて事情を聞きたかったし、できることなら兄のところへ帰したいと思っていた。それが、彼の望むことなのは間違いないだろうから……とはいえ、ここで駄々をこねても何も変わらない。

「そうか。では他に何かあるか？」

「いえ、ありません。失礼します」

　一礼して、ユイハは局長室に背を向けた。




　ユイハのデスクは局内二階の一角にある。

　同乗者のいないエレベーターを降りて照明の灯された廊下を歩き、デスクのあるフロアへと入ると、やはり同僚のほとんどはもう帰宅していた。

　部屋はそれなりに広い。充分な光源の確保された空間には、二十ほどの机が規則正しく配列されていて、机上にはホログラム出力型のＰＣが設置されている。それであって同じ様相を呈しているデスクは無く、持ち主それぞれの習慣や趣味に合わせて装飾されている。

　ユイハは、部屋の中で最も装飾の少ない自分のデスクへと戻り、席に着く前に嘆息を一つした。その途端に思う。最近はため息をつくことが多くなった気がする、と。その理由は考えるまでもない。自分が本気で悩んだり落ち込んだりするのは、いつだってある一人のせいだ。

　それがわかっているからこそ、今日のことはユイハの中に重苦しく残っている。

　あんなことを言ったところで、兄は困るしかないのに……。

　と、そこで声──。

「むう……」

　それはユイハの声ではなく、すぐ隣から聞こえてきた。

　視界の端で、もぞりと動く影──。

「ひっ……」

　思わず悲鳴をあげそうになる。だが、影の正体を見たユイハは喉まで出かかった声を吞のんだ。

　よくよく考えてみれば、右隣のデスクは片かた桐ぎりコトミの席で、よくよく見てみれば、うごめいた影は彼女本人だった。どうして気付かなかったのか……。

　それに、いったい何をしていたのか。

　驚かされたことに少々ムッとしながら覗のぞきこんでみると、どうやら作業中だったらしい。

　罪ハ匣コの修復。布の敷かれた机の中央には、彼女のものではない、真っ二つに割れた罪ハ匣コが置かれていて、コトミはその故障したキューブを包むように両手をかざしている。その様子は占い師が水晶を覗のぞいているかのようにも見え、助長するかのように両手と罪ハ匣コを霞かすみじみた光が覆っている。原理はよく知らないが、これが罪ハ匣コ修理の一般的な光景なのだという。

　とにかくだ、びっくりさせられたことに文句を言ってやろうとコトミに声をかける。

「ちょっとコトミ……」

　しかし反応なし。どうやら相当に集中しているらしい。その、一つの物事に没頭するひたむきさは評価するが、如何いかんせん彼女の場合は度が過ぎている感がある。もう一度声をかけてみたが無駄だったので──ユイハはコトミの背中に回る。

　ほんの思いつきだった。あるいは、自分の中に溜たまった何かがそうさせたのかもしれない。ユイハは大きく息を吸い込むと、コトミの後ろから彼女の肩へと両手を伸ばし、

「わっ！」と肩をつかむと同時に、コトミの耳元で強めの声をあげた。

「ぁひゃっ!?」

　悲鳴と一緒に飛び上がるコトミ。椅子の上でわたわたと両手を振り回し、左右を見回し、困惑の限りを全身で表現する。リアンクションとしては最高のものだろう。

　そうして数秒後、背中にいるユイハを見つけ、ようやく状況を理解する。安心した表情になったかと思えば、ぷうっと頰ほおを膨らませる。

「もう、おどかさないでよぉ、ユイハちゃん」

　垂れた目尻へ涙を溜ためる様子は、本当に小動物のようだ。

「ふふ、ごめんなさい。けど、声をかけても全然反応しなかったあなたにも落ち度はあるのよ。あたしが隣にいるのだって全く気付いてなかったみたいだし」

「え、あ、そうだったんだ。ごめんね、ぜんぜんわからなかった。私って一度作業に集中しちゃうと周りのことが見えなくなっちゃうんだよね」

　てへへ、とバツの悪そうな笑みを浮かべるコトミ。ユイハは呆あきれた顔になる。

「それにしたって入はいり込こみすぎよ。あたしが声をかけなかったら、また朝までやってたでしょ」

「あはは、たしかにそうかも。でもね、もう少しで一段落しそうだったんだ……」

　コトミは修理中の罪ハ匣コへと向き直る。壊れた立方体からは、先ほどの光は失われていた。

「そういえば、修理の作業をしっかりと見たのは初めてだったわ。ああやってやるのね」

「うん。罪ハ匣コをここまで壊しちゃう人は滅多にいないからね。普通なら外装に傷がついてフレームを換える程度なんだけど、内部のコアまで傷付けられちゃうと、私みたいに専用のスキルがないと直せないんだ……って、別に自分の能力をひけらかしてるわけじゃないからね」

「わかってるわよ」

　わたわたと両手を振るコトミに、ユイハは冷静な声を返す。

　とはいえ、だ。門外漢であるユイハはただただ感嘆するしかない。罪ハ匣コのコアの修理が他の精密機械を直すのとは訳が違うということは知っていたし、興味は大いにあるけれど、それ用のスキルを持っていない自分には、やはり遠くの世界のように感じてしまう。

「ユイハちゃん……？」

　気付けば、コトミがこちらをまじまじと見つめていた。

「……？　どうしたの？」

「ううん、間違ってたらゴメンなんだけど……何か嫌なことでもあった？」

「…………、」

　思わず口ごもってしまう。しかしそうしていると尚なおのこと訝いぶかられてしまうので、なんとかして言葉をひねり出す。

「……いいえ、何も無いわ。急にどうしたのよ？」

「いや、単純にそんな気がしただけなんだけどさ」

　気分を悪くしたのなら謝るね、と付け加えるコトミ。

　正直にいえば驚かされた。どうしてそこまでわかるのか、と認識なしにそう口にしたくなるが、ユイハは口をつぐむ。それを言うと落ち込んでいるのを肯定してしまうからだ。

『もう──僕には関わるな』

　意図せずリフレインする兄の言葉。ユイハはコトミに悟られないよう奥歯を嚙かみ締しめた。彼女、コトミがいくら一番の友達だといっても、兄とのことを話すわけにはいかない。これはユイハだけの問題……他の誰かに解決してもらう問題ではないのだ。

　だからユイハは咄とつ嗟さに言い訳を考え、

「それなら多分、疲れているだけよ。今日は一日中忙しかったから」

　わざとらしく肩を揉もんでみせる。

　それはあながち噓うそでもない。

　今日起こった罪獣グリムの壁内侵入は、昨晩の殺人事件を彼方かなたへ追いやるほどの大事件だった。幸いに死亡者はゼロで、負傷者も軽傷が数人程度。事態の重大さに比べて被害はそれほど大きくはなかったが、事件の際に公安局側にいくつかの不ふ手て際ぎわがあったことが明らかになっており、この第五層支部への批判という名のクレームが今日だけで通常の十倍も届いている。

　それを察したのか、コトミは苦々しげに頷うなずいた。

「そうだね。……でも、ユイハちゃんは頑張りすぎる癖があるから、あまり無理はしないでね。至らない私だけど、精一杯手伝うからさ」

　優しく気遣ってくれる。噓うそを吐いたことを申し訳なく思いながらユイハは一言だけ、

「うん、ありがと」と返した。

　その時だった。




　ビィィィィッ!!　というけたたましい警報が備え付けのスピーカーから鳴り響いた。

「えっ!?」

「へっ!?」

　突然のことに二人して飛び上がってしまう。

　見れば、室内にある非常ランプが激しく回転している。それが意味することを、公安局員であるユイハは訓練によって知っていた。

「これって、もしかして防衛システムが作動してる……ッ？」

「え、でもそれって……」

　コトミの困惑した顔を見て、ユイハは首しゆ肯こうする。

「ええ。エントランスに何か危険なものが侵入してるってことね。それも警備員の一人や二人では対処できないようなものが。それで、誰かがシステムのスイッチを入れたんでしょう」

「え、ど、どうしよう……！　こういう場合、早く避難したほうがいいんだよね……っ」

　焦あせりに焦あせるコトミは椅子から跳び上がるようにして立ち、ユイハの手を両手で握る。その手はふるふると震えていた。……仕方ないだろう。コトミはユイハと配属先こそ同じ罪獣狩りグリムリーパー係だが、戦闘課程を受けていない非戦闘員だ。このような緊急事態には慣れていない。

　どうにか落ち着かせなくてはと思い、彼女の瞳へ視線を合わせる、その時。

　耳を聾ろうする大だい音おん声じようが真下から轟とどろき、立っていられないほどの揺れが足元を襲った。

「くっ！」

「ひゃっ!?」

　倒れ掛かってくるコトミを両手で受け止め、しかし支えきれずに尻しり餅もちをつく。なかなかに強烈な痛みが打った場所に響いたが、コトミが無事であればユイハにとって問題はない。

「ご、ごめん……ッ」

　コトミは上体を持ち上げ、ユイハの上で慌てて謝る。

「いいえ、構わないわ。それよりもあなたは早く避難区画へ。そこへ行けば安全だから」

　彼女を一人で立たせ、ユイハも立ち上がる。

「で、でも……っ」

　不安でいっぱいになって泣きそうになっているコトミ。その目には、一人にしないでほしい、行かないでほしい、という気持ちが溢あふれていた。

「大丈夫よ。あなたは絶対に大丈夫だし、あたしも危険なことはしないから、ね？」

「……でも……」

　それでも渋る彼女に、悪いがかまってやれる時間はなかった。

「安心して。全てうまくいくから」

　コトミに真剣な眼まな差ざしを向けて、できる限り落ち着いた声で言った。

　そうして彼女から視線を切り、後ろ髪を引かれる思いで一階エントランスへと走った。
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　それより少し前──。

　公安局第五層支部の入口に立つ警備員は、ちょうど交代の時間となっていた。

　日勤から夜勤へ。仕事を上がる者は少しばかり緩んだ顔で、これから勤務に入る者は憂ゆう鬱うつそうな表情で、これからのことを考えながら入れ替わる。

「ご苦労。それじゃあオレは上がるぞ」

「ああ。何か異常はあったか？」

「いや、ない」

「それじゃあ引き継ぎ事項は？」

「それも無い。いつも通りやっておいてくれ」

　短い会話のあと、仕事上がりの男はひらひらと手を振り、自動ドアを通って局内へと消えていく。夜勤の男は去っていく背中を無感動な目で見送り、規定の位置に立つ。

　時刻は午後十一時ジャスト。

　ここからは眠気と孤独、そして暇との戦いだ。

「……ん？」

　そんなことを考えていると、正門のほうから真まっ直すぐに向かってくる、人影。

　──こんな時間に来客か……？

　近づいてくる影は、厚手のコートを着込んでいる。フードを被かぶっているせいで顔は窺うかがえない。見るからに怪しい風体だ、さながら疑ってくれと自ら言っているような……。

　その瞬間、警備の男は一つのニュースを思い出した。

　先日、歓楽街で起こった凄惨な殺人事件。犯人の特徴はたしか、フーデッドコートに身を包んだ、内部コアが黒色の罪ハ匣コを所有した何者かだったはずだ。

　背中にじとりとした寒気を感じながら、警備員はフーデッドコートの頭の横を見やる。そこには予想通り、デッドタイム表示が漆黒に薄く光る罪ハ匣コが浮いていた。

「……ッ！」

　警備員は反射的に腰の銃を構えそうになった。しかしすんでのところで押さえ込む。

「第五層支部に何か御用ですか？　現在は開局時間外ですので、一般の方は入局できませんよ」

　口にするうちにフーデッドコートは男の一メートルほど手前までやってきて、そこで立ち止まった。身長は自分よりも少し低いくらいか、それであって腹の中が騒ぐ異様な雰囲気を放っている。警備員の男はごくりと生なま唾つばを飲み込み、相手の反応を待つ。

「──神こう足たりジトクは中にいるのか？」

　聞こえてきたのは、予想に反して若い男の声だった。

「わ、私どもにはお答えしかねます。どうかお引き取りください。」

　警備員は顔を引き締め、定型的な文言を返す。しかし引き返したところで、黙って帰すつもりはない。すぐに局内へと通報して、駆けつけた局員と捕ほ縛ばくする。それで終わりだ。

　しかし思おも惑わく通りにはいかず、フーデッドコートは退ひかなかった。

「そうか。ならば自分で確かめる」

　そう言って警備員の横を通りすぎ、局の自動ドアを通ってエントランスへと押し入る。

　しかし、そのコートを力尽くで止める、あるいは触れることさえできなかった。怯おびえた自己防衛の本能が、絶対に奴やつに触るな、と警けい鐘しようを鳴らしていたのだ。

「ちょ、……ッ、待て！」

　それでも警備員としての責任が体を奮い立たせ、フーデッドコートを慌あわてて追いかける。その際にベルトに付属させていた緊急用ボタンを摑つかみ取とり、一瞬の逡しゆん巡じゆんを経てカチリと押す。

「……？」

　フーデッドコートが吹き抜けの広間を見上げた直後、眠りかけていた空間が目を覚ました。全ての照明が一斉に点つく。高さ二十メートルはある天井の五箇所が開き、大型の砲ほう塔とう──重機関銃が顔を出す。それらにはレーザーサイトが搭載されており、赤い可視光線は危険対象であるフーデッドコートの頭部から脚部までをくまなく照準した。

「動かないほうがいい。一歩でも動けば、お前はその瞬間にボロクズにされる」

　警備員が忠告をする間にも、局内巡回にあたっていた他の警備員や、居残っていた局員がどこからともなくフロアに現れ、一様に銃器を構え、フーデッドコートから十数メートルの距離を開けて立った。その数はざっと数えて十人以上。

　その一人が声を張り上げる。

「わざわざ局のほうまで来てくれるとはな。この殺人犯！」

　こうなってしまえばもうフーデッドコートは手も足も出まい。自ら公安局まで来るという奇怪な行動は理解できないが、これ以上は抵抗せず、おとなしく捕ほ縛ばくされてほしいと思う。できることならば、あの機銃に撃たれて五体を四散させるような光景は見たくない。

　しかし、件くだんの殺人犯はゆらりと銃口に正対し、静かな口調で問いかける。

「神こう足たりジトクはどこにいる」

　最初と同じ問いだった。それに対し、局員の一人が威圧的な声で応える。

「貴様に答える義理はない！　さっさと投降しろ！」

「…………そうか。なら、悪いが……」

　フーデッドコートが一歩だけ前へと踏み出した瞬間──五基の砲塔が反応した。

　砲身が唸うなり、およそ対人ではない弾丸が躊ちゆう躇ちよなくばら撒まかれる。警備員の男は目を逸そらすことができなかった。否、逸そらす暇さえもなかったと言える。絶え間なく弾はじける銃声と銃火、人一人などは一瞬で舐なめ尽せるような弾幕がフーデッドコートに殺到する。

　彼は、回避しようとしなかった。あるいは防御姿勢を取るわけでもなく、それで何もかも上う手まくいくかのように、その身に当たる銃弾全てを受け止め──そして、撥はね返かえした。

　そう、弾はじき返かえしたのだ。少なくとも男にはそうとしか見えなかった。フーデッドコートに当たった弾丸は全て撥ね返り、通ってきた弾道をそのまま塗り返すように飛んでいき、砲塔へと向かったかと思えば、主への反逆の如ごとくその銃じゆう架かごと弾だん痕こんで埋め尽くした。

　たまらず自壊した五基の機銃は炎と火花を噴き、あるものは大きく爆発し、あるものは剝はがれ落おちて真下へと落下。運悪く真下にいた局員が下敷きとなった。

　あまりの爆発音はおそらく局外にまで轟とどろいただろう。一同は惨劇を呆ぼう然ぜんと眺める。

　その一人の眼前一メートルの位置に、フーデッドコートが立っていた。右手には、保存機構から取り出したのだろう、装飾の少ない直剣を携えている。

「ひ、ひぃ……ッ！」

　反射的に銃を放り投げ、そのまま尻しり餅もちをつく。それに構わずフーデッドコートはさらに一歩距離を詰め、ぎらりと光る直剣の切っ先を局員へと向ける。

「言え。神こう足たりジトクはどこだ？」

　状況が一変し、未み曾ぞ有うの恐怖にあてられた局員にもはや黙もく秘ひ権けんは無かった。

「こ、ここにはいない……っ。三十分ほど前に層間エレベーターに向かった。なんでも、第一層に所用があるとのこと、らしくて……」

　その陳述に対して、フーデッドコートは思考するように僅かに俯うつむいた。

「第一層……層間エレベーター……まさか、早々に彼女を移送するつもりか……ッ」

　ここに来て初めてフードに包まれた彼の感情が、表層に浮き出たようだった。

　旋せん転てんにともないサッとコートの裾すそを翻ひるがえし、エントランスの惨劇へと背を向ける。そしてそのまま立ち去ろうとするのを止めたのは、一人の少女の声だった。

「待ちなさい！」

　公安局員にしてはかなり若い少女だった。

　彼女の声を聞いたフーデッドコートの肩が、心ばかり揺れたような気がした。しかしそれも一瞬のことで、首だけを向けて少女のほうを一いち瞥べつしたかと思うと、彼は地を蹴って風のように警備員の横をすり抜けていく。あまりの事態に、止めるという行為を忘れてしまった。

　そしてその失態に気付いた時には、フーデッドコートの姿は影もなく、先ほどの少女が目の前まで駆け寄ってくる。緊張感に表情を固めた彼女は、桜色の唇を素早く動かした。

「私があの男を追います。あなたは怪け我が人にんの救護と残骸の除去を……今ならまだデッドタイムが全損になる前に助けられます」

　そう言って少女が見やったエントランスホールは、凄惨たる有あり様さまだった。フロアには砲ほう塔とうの残骸が転がり、それによって負傷した局員が横たわっている。中には重症の者もいるようで、生命維持機構の治癒によってもまだまだ完治しそうにない。

「ああ、わかった。……頼む」

　自分よりも遥はるかに若い少女に頼ることを申し訳なく思いながら、男は後のことを託した。

「はい。尽力します」

　少女は早足で公安局を後にして、フーデッドコートを追った。
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　時刻は午後十一時に差しかかる頃だった。

　キサキは、繁華街の一角に設置された公園のベンチに座っていた。

　どうしてこの場所に来たのか、それは自分でもわからない。ただ落ち着ける場所を、静かな場所を目指して歩いていたら、いつの間にか、この塗装の剝はげたベンチに座っていたのだ。

　公園には、深しん閑かんとした雰囲気が漂っている。電灯はベンチの脇わきに一本のみ。砂地の広場には寂さびれた遊具が散置されていて、錆さびついたジャングルジムに、鉄棒、シーソー、三つあるブランコの一つは片方の鎖が外れてしまっており、公園の中央にある恐竜を模した滑り台はほとんど明かりに照らされず、暗闇の中で不気味に佇たたずんでいる。

『あんたも、あの人たちと同じことを言うのね』

『彼女を、公安局に渡してもらおうか』

『わたしは、この人たちと一緒に行きます』

　脳裏を浮かんでは消える、体の奥底に突き刺さった言葉。約束、涙、爆発、赤、銃──今日一日で経験した様々な場面が、意識の中を縦横無尽に駆け巡る。思い出すたびに思考をずきずきとした痛みが苛さいなむ。それらのどの情景であっても、キサキは選択を間違えたのだ。

　ユイハが問いかけた時──ジトクが宣言した時──マリアが決断した時──、

　キサキは何か違う、もっと良い道筋を選べたはずなのだ。

　それなのに……できなかった……。

「ここにいたか」

　思考に突き刺さる、凜りんと張りつめた声。

「あぁ……」

　顔を上げると、そこには見慣れた相棒の姿があった。

　いつもと変わらない灰髪のポニーテールに、いつもと変わらない余裕を湛たたえた表情。切れ長の目でキサキを見下ろして、腕を組み、化粧気のない唇を開く。

「情けない顔をしているな、我が相棒よ」

「……どうして、ここがわかったんだ？」

「勘かんだ。お前のいそうな場所を片っ端から当たってみた。居住区の細い裏通りに、歓楽街の裏通り、そして繁華街の端にあるこの公園、運よく三番目で見つかったみたいだ」

　なんだか嬉うれしそうなロウナに、気分の良くないキサキは視線を落とす。

「ったく、これ見よがしに暗いとこばっか行きやがって。僕がそんなに根暗に見えるかよ」

「ああ。少なくとも、今は相当に沈んでいるように見えるぞ」

　鍛きたえた鉄のような声がキサキの頭を叩たたく。……彼女がそう言うのならば、そうなのだろう。

　キサキは小さく息を吸って、ぽつりと呟つぶやくように言う。

「マリアが、公安局に連れて行かれちまったんだ……」

「ああ、偶然近くにいた住民に話は聞いた。詳しくはわからんが、半ば強制的に連行されたそうだな。いったいどういう理由があったんだ？」

　両手をぐっと握り合わせ、答える。

「……それは、マリアに罪獣グリムを呼び寄せる性質があるかもしれない、かららしい。あくまでそれは憶測に過ぎないけど、それでも街の住民に被害が出る可能性は捨てきれないんだと」

「それで、マリアちゃんを連行したのか。公安局は随分な無茶をするのだな」

「多分、裏があるんだと思う。マリアが公安局にトラウマみたいなものがあるのは、お前も知ってるだろう。奴やつらはその部分の真実を漏らさないために、マリアを回収したんだ」

「その真実とやらは、何かわかるのか？」

「わからない。けど、それが奴やつらにとって無茶をするくらいに重要だってことはわかる」

　暗あん澹たんとした声を返し、視線を再び下に落とす。

　──今、マリアはどうしているのだろう。

　想像する。暗く狭い留置所にでも押し込められ、硬いベッドの上でうずくまっている彼女の姿を。泣いているかもしれない。心細い思いをしているかもしれない。

　自然と、握った拳に力が入った。

　そんな時、ロウナが話題を切り替えるような口調で言ってきた。

「マリアちゃんのことは心配だが……キサキ、そろそろもう一つのほうを話してもらおうか」

「……は？　なんのことだ？」

「惚とぼけるな。──ユイハちゃんと何かあったのだろう？」

「……っ」

　揺れそうになった肩を押さえ込む。しかし、もう手遅れだろう。どういうわけか、ロウナは、キサキのどのような機微さえも認識し、読み取ることができるのだ。超能力か、はたまた読心術でも心得ているのか。どちらにせよ、図星であることは彼女には筒抜けのはずだ。

「まったく、お前という奴やつは……」

　呆あきれたとばかりに首を左右に振る。

「どうせ、事の原因もお前がとんちんかんな言葉を吐いたせいなのだろう？」

「…………ぅぐ」

　それも正解だった。だから思わず、

「……うるせぇ」と子どものように言い返し、奥歯を嚙かみ締しめる。

　言われなくともわかっているつもりだった。あの時、ユイハが最後に放った純粋な言葉の数々。キサキは、彼女の想おもいを踏みにじったのだ。

「わかってるさ。自分がどれだけ愚かだったかなんて……あいつは、僕の考えていることなんて全部お見通しだった。そのうえで、あいつは僕の傍そばにいようとしたんだ」

「やっとそこまでたどり着いたか。当然だろう。彼女の行動や言葉、表情を見て聞いて、それでも気付かないのはお前くらいなものだ。あるいは、お前だからこそ気付けなかったのかもな」

「…………」

　言い返す言葉もなかった。

「だが、これでわかっただろう。お前が次に何をすべきなのか」

　言われて、逡しゆん巡じゆんするまでもなくキサキは思いつく。

　それは、ユイハに今までのことを謝ることだ。彼女から距離を取っていたこと、彼女の思いや幸せを勝手に決めつけたこと、そしてそれを押し付けようとしたこと、全てを謝って──、

　そして、彼女の想おもいに応える。

　それでやっと、キサキはユイハと仲直りができる、のかもしれない。

「でも、許してくれるかな。僕はこれまでずっとあいつのことを突き放してきたんだ。今さら謝ったところで、愛あい想そを尽かされるだけなんじゃないのか？」

「それは愚問だろう。その程度で嫌気が差すくらいならば、全てを捨ててまでお前に会いに来たりなどしないだろう。──彼女を、ユイハちゃんをみくびるな」

　最後にそれだけを告げて、ロウナの諫かん言げんは幕を引いた。

　一息をついたあと、キサキは少しだけ顔を持ち上げて、街の景色へと目を運ぶ。

　この公園は繁華街の中でも比較的高い位置に作られていて、周囲の風景がそれなりに見渡せるのだ。見れば、繁華街のほうは道に沿って電灯やら店明かりやらが夜空へとこぼれていた。

　それをしばし眺めていると、ロウナは何の脈絡もなく言い放った。

「さて、それではユイハちゃんに会いに、公安局へ行くか」

「はぁ？　お前いきなり何言ってんだよ。こんな夜よ更ふけに行ったら迷惑だろうが」

「甘いなキサキ。善は急げというだろう。こうしている間にもユイハちゃんは悲しんでいるかもしれんのだ。いや、もしかしたらものすごく怒っている可能性もあるな。次に顔を合わせたときには頰ほおを張られるだけでは済まないかもしれん。……お前はそれでもいいと言うのか？」
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「いや、そうは言わねーけどさ。そういうことは、その、あれだ、タイミングとか雰囲気とかってのがあるだろ。わかんねーかな。今行くのはさ……ほら、何か違うだろ……？」

　どうにか言いい繕つくろう。なんとか察してほしい思う。

　しかしロウナはキサキの意図とは違うことを察したようで、腕をがしっと組んで頷うなずく。

「ふむ、なるほど。つまりお前は怖おじ気けづいているのだな、この軟弱男」

「いやいやいや、そんな安い挑発には乗らねーからな、この無遠慮女ッ！」

　即座に言葉を返すが、ロウナは譲る様子がない。このままでは本当に夜遅くにユイハのところへと突撃しなくてはならなくなる。そして、ロウナの前で彼女に謝るという公開処刑にも似た何かを敢行せねばならなくなる。それだけは絶対に嫌だった。

　しかしこの場にキサキの味方はいない。どうしたものかと苦慮していると、

「それに、連れて行かれたというマリアちゃんのことも気になるだろう？　二人とも公安局にいるならちょうどいいではないか」

　急に真面目な顔で相棒にそう告げられ、薄らいでいた痛みがまた蘇よみがえってきた。

　──そうだ。マリアを、このまま公安局にいさせるわけにはいかない。

　連れ去られる直前の、無理に作られたマリアの笑顔とともに、その想おもいが胸に湧き返る。

　先に確かめた通り、神こう足たりジトク、ひいては公安局側に何か裏があることは確かなのだ。それが何なのかはまだ解わからないが、奴やつらが強行的な手段を用いたことから、かなり重大な事実であることだけはわかる。そこから導き出されるに、最悪の場合、情報の拡散を防ぐために、彼女の存在を抹まつ消しようする、なんてこともありえるかもしれない。

　──いや、そんなことはさせない。

　彼女を助け出さなくては。……それで、どんな障害が生まれようとも。

　キサキが、そう覚悟を決めた──その瞬間、

　一発の爆発音が繁華街の一角から聞こえてきた。

「……ッ」

　かなり遠くからではあるが、昼間に聞いたのと同じ種類の轟ごう音おんだ。

「ロウナ……」

「ああ、公安局のほうからだな」

「ッ、行くぞ！」

　告げるとともに、キサキは公園から飛び出した。
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　通りを走るうちに、爆発が起こったのが第五層支部その場所だということを知った。

　道を歩く人々を突き飛ばす勢いで駆け抜け、たどり着く。いつもならば入口の前に立っているはずの警備員が不在で、漂ってくる焦げつくような臭いが鼻び腔こうをついた。

　エントランスに入ったところで、少々汗ばんだ足を止める。

「これは……ッ」

　見るからに酷ひどい状況だった。スクラップとなった大型機銃が広間に散乱し、幾人かの局員が床へと横たわっている。彼らを介抱するために、警備員や局員が駆け回っている。

「また罪獣グリムの襲撃でもあったのか……？」

　後ろをついてきていたロウナが、眉まゆをひそめた。十分少々を全力で走ったにもかかわらず、呼吸一つ乱れず、汗も全くかいていない。

「あ、キサキ君……？」

　声の聞こえたほうを向くと、公安局員の少女が立っていた。

　かなり若い。年の頃はキサキとそう変わらないように思われる。桃色のおさげに栗くり色いろの瞳。直感的にではあるが、どこかで見たことのある少女だと思った。しかし思い出せない。

「えと、そうだけど……。ごめん、どっかで会ったことあるかな？」

　そう返すと、少女は「がーん」といった感じで肩を落とした。なんだか申し訳なくなり、もう一度記憶をさらってみるが、しかしやはり思い出せない。

「わ、悪い。どうしても思い出せないんだ」

「うぅ、二回も言わないでください。余計に傷付きます」

「あぁ、そっか。ごめん」

　再び謝罪すると、お互いの間にしばしの沈黙が流れた。

　気まずい。どうにか打開しなくてはと思案していると、ロウナが助け舟を出してくれる。

「それで、傷付いているところ悪いが、この状況を少しばかり説明してもらえないか？」

「あ、そうでしたっ。私もそのために声をかけたんでした」

　空気を入れなおすように、少女はこほんと咳せき払ばらいをする。

「今から十五分ほど前に外部から襲撃があったんです。駆けつけたのが遅れたせいで私は直接見ていないんですが、襲撃したのはフードを被かぶったおそらく男性で、その人はこれだけの被害を出した後すぐに逃走してしまったそうなんです」

　早口で説明する少女。キサキは顎に手を添える。

「逃げた……つーか、フードを被った、ってのは……」

　その特徴からすぐに想起するものがある。

「繁華街で殺人を起こしたっていう……」

「はい、黒色の罪ハ匣コを所持していたという話もありますので、おそらくは……それと、とても言いにくいんですが、ユイハちゃんがその殺人犯を追って……」

「……っ、それ、本当なのかッ!?」

　思わず叫んでしまう。叫ばずにはいられなかった。

「……はい。さっき、そのように聞きました」

　少女が視線を斜め下に落とすと同時に、背中がサァッと寒くなる。

　ユイハが追った殺人犯は、ほんの数分でこれだけの被害を生み出した危険人物だ。それをたった一人で対処しようなど、彼女がいくら優秀だとはいえ無謀にもほどがある。

　それでなくとも、危険へと単身で飛び込む妹を、大人しく待っていられるはずもない。

「ロウナ。お前はここに残ってマリアが無事か確認してくれ」

「わかった。……お前は行くのか？」

「ああ」

　短く答えると、ロウナは一拍の間を取って言った。

「そうか。では一つだけ、お前に注文をしておく」

「……？」

　いきなり何を言い出すのか、彼女の顔を窺うかがうと、

「──このことが終わったら、ユイハちゃんを思いきり抱きしめてやれ」

「………………は？」

　あまりに真面目な顔で言うので、一瞬吞のみ込こむのが遅れてしまった。

　しかし理解した後も、何を言ってやがるとキサキは文句を吐けなかった。彼女の、芯の通った真剣な眼まな差ざしが、こちらの反論の一切を制したからだ。

「いいな？」

「……ああ、わかったよ」

　決して受け入れたわけではないが、ぶっきらぼうに返してキサキは彼女に背を向ける。そのまま一歩を踏み出して局の外へと出ようとすると、

「あ、あの……」という声に引き止められ、足を止めた。

　誰が声をかけたのかはわかっていた。

　肩越しに背後を振り返ると、そこにはやはり桃色髪の少女が立っていた。

「ユイハちゃんのこと、よろしくお願いします」

　少しだけ震えた、しかし芯の通った声だった。少女は深々と頭を下げる。

　それだけ真剣ということなのだろう。妹との関係の深さも窺うかがえる。そういえば以前にユイハから、天然かつドジッ子で、しかし純粋でひたむきな友人がいると聞いたことがある。

　きっと、彼女がそうなのだろう。ユイハも良い友達を得たものだ。などと考えながら、不安に満ちた妹の友人を励ますために、キサキはあえて明朗な声を返した。

「ああ、まかせろ」

　そうして前を向き、エントランスから飛び出した。
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　第五層《層間エレベーター》前には、大きな広場が横たわっている。

　その敷しき地ち面積は諸もろ々もろの事情でかなり広く取られており、例を出すならば禁域に存在する巨きよ人じんの天てん蓋がいほどもあるだろうか。いわば第五層における玄関口となっているこの場所は、昼間ならば多くの人でごった返すスポットだが、夜間になると人通りが皆無になる。

　したがって深夜の今はせいぜい警備員がいるくらいのはず、だったのだが……。

　エレベーターの見える広場へと駆け込むや、ユイハの頰ほおを熱い風がさらった。

「これって……」

　眩まばゆいばかりの街灯が林立する広場の各所に、炎を孕はらんだ爆発が起こる。それにともない強風が吹き荒れ、地面を蹴る音を搔かき消けすように金属音がたて続けに鳴る。

　戦闘が、繰り広げられていた。

　戦っているのは二人。

　一人はユイハが追っていた人物、フーデッドコートだ。直剣を片手に広場を影のごとく駆け回り、相手との距離をぐんぐん詰める。フードのせいで顔を拝むことはできないが、全身に纏まとわりつく殺気は確かなもので、相手どった男から視線を離すことはない。

　もう一人は、神こう足たりジトクだった。彼はフーデッドコートとは対照的にほぼ棒立ちのまま、身の丈ほどもある鉄てつ扇せんを用いて強風を起こす。遠くから見える表情は実に冷静で、スキルの所作なのだろう、巨大な鉄てつ扇せんを振るうたびに、フーデットコートの周囲が爆発で埋まる。

　──どうして……神こう足たり局長がここに？

　という思案が一瞬だけ巡るが、すぐに放棄した。戦端はすでに開かれているのだ。今は襲撃者を捕らえるために、ジトクへと加勢しよう。そう考えて動き出そうとした瞬間──、

　ジトクの立っているさらに後方、エレベーターホールに駐機しているシャトル・トレインの中に、見知った少女──マリアの姿があることに気づいた。

　よもや見間違うはずもない。絹のような白い長髪と、精巧な人形とも思おぼしき美び貌ぼう。

　公安局に連行されたはずの彼女がそこにいる。

　しかし、どこか様子がおかしい。華きや奢しやとも言える両手を体の前でぴたりと合わせ、不自然なまでに離そうとしない……あれは、手錠を嵌はめられた者の動きだ。

　不安げな表情を浮かべるマリアは、ユイハを見つけるや小さく口を動かした。しかし窓に阻はばまれている上、百メートルは離れているこの場所にその声が届くはずもない。おそらくこちらの名前を呼んだのだろう彼女は、しゅんと表情を暗くする。

　なぜ彼女がこんなところに…………いや、駄目だ。ユイハは首を振る。

　どんな理由があるにせよ、ここで悶もん々もんとしていても知ることはできない。

「神こう足たり局長！」

「む、ユイハ君か」

　ジトクがこちらに目を向ける。巨大鉄扇を構えたまま、小さく声を出す。

　それを隙と取ったフーデッドコートが動いた。地面を舐なめるほどの前傾姿勢をとり、真まっ直すぐに突貫する。思わず「危ない」と叫ぼうとしたユイハだが、神こう足たりジトクはしかし冷静だった。あるいは奴やつの行動を読んでいたのだろうか、鉄扇を薙なぎ払はらい、暴風を起こす。

　スキルによって生まれた黒い風がジトクの前方広範囲をまとめて押し流し、ジトクへ向かうフーデッドコートへとぶつかる。黒霧が、奴やつへと触れた瞬間、

　爆発した。

　耳が震えるほどの衝撃音が轟とどろく。頭上三メートルほどまで爆炎が舞い上がる。爆心地にいたフーデッドコートは、おそらくまともに爆撃を喰くらった。防衛行為にしてはやり過ぎではないかとも思うが、奴やつが本気で殺意を持っていた以上、それも致し方なしか。

　そう思いながら、しかしユイハは見てしまった。地獄の業ごう火かのように燃え盛る炎の中、亡霊のごとく立っているシルエットを……。どうやら五体満足らしく、深刻なダメージをもらっている様子もない。しかし身に纏まとっていたコートは炎によって焼かれ──。

　フードが、爆風の煽あおりを受けて、外れていた。

　素顔が晒さらされている。

　その横顔を見て、認識した途端──。

「え……」

　ユイハは、困惑によって自失しそうになった。いや実際、一瞬だけ気を失ったと思う。ふらりと、重心を失った体を無理やり立て直し、彼の顔にもう一度焦点を合わせる。

「………………エニシ、さん……？」

　そこには、死んだはずの、兄の親友がいた。

　間違いなくとまでは言えない、おそらく、日ひ野の原はらエニシ本人なのだろう。そう表現してしまったのは、ユイハ自身が彼の生存を信じられなかったのもあるが、それ以上に彼の姿が、最後に見たものから壮絶なまでに変へん貌ぼうしてしまっていたからだ。

　もはや別人と言ってもいい。黒かった髪は白く染まり、眉み間けんには凝り固まったような皺しわと、深い疲労を感じさせる目の下の隈くま。穏やかで爽やかだった彼の面影はどこにも見えず、人を寄せ付けぬような、荒れ果てた雰囲気になってしまっている。そして──何よりも異質なのは、墨色だった瞳が、世にも珍しい虹色になっていることと……、

　漆しつ黒こくの罪ハ匣コの表面、そこに記されている黒光のデッドタイム表示。

【99:99:99】

　その数字列が一秒たりとも減ることなく、同じ数字を刻み続けていること。

　それは紛れもなく異常で、驚異で──。

　マリアと全く同じものだった。

「どうして……」

　搾り出すような疑問の声に、しかしエニシは何の反応も返さず、ユイハをしばし注視したあと視線を切った。代わって、ジトクが落ち着きを払った声を出す。

「おおよそ当たりはつけていたが、君だったか。第三層と第四層の彼らの共通点はあれ以外に無いからな。狙って殺されたのならば、犯人は《実じつ験けん》を知る人間以外はいないと考えていた」

　不敵な笑みを浮かべつつ、ジトクは頤おとがいに左手を添える。

「しかし、記録では、君は研究所ごと廃棄処分されたことになっているはずだが……」

「…………彼らが、他の被験者たちが俺を逃がしたんだ。自らの命を捨てて、炎に身を焼かれながらも……彼らは、俺を生かした」

　重々しい声で言いながら、エニシは黒手袋に包まれた右手で直剣をぐっと握りしめた。

「《罪ざい越えつ者しや》として覚醒したのも、その時か？」

「……ああ」

　エニシの短い返事に、ジトクは得心いったという風に頷うなずいた。

　彼らが何を話しているのか、ユイハにはまるでわからなかった。聞き覚えのない単語が混じる会話には、間違いなく不穏な空気があるのは感じ取れるものの……。

　言いようのない不安に包まれるユイハを気に留とどめるそぶりも見せず、二人の会話は続く。

「なるほど。あの娘こといい、君といい、研究所の被験者管理は少しばかり杜ず撰さんのようだ。これでは秘ひ匿とく情報が漏れかねん。改善するように、後で上にも伝えておこう」

「その必要はない」

　被かぶせるようにエニシは言い放った。虹色の双そう眸ぼうには、妄もう執しゆうの炎が爛らん々らんと灯ともっている。

「ここでお前は死ぬんだ。俺が、殺す。そして最終的には、お前の背後にいる計画のトップを──消してやる。それが、先に死んでいった彼らへの、弔いだ」

「…………ふむ」

　細く息を吐き出すように、ジトクは言った。

「いいだろう。ならばその野望、この手で叩たたき潰つぶすまで」

　低く、温度の感じられない声。

　眼前の空間に黒い霧を生む出すのと同時に、ジトクは勢いよく鉄てつ扇せんを振りぬいた。

　爆発がエニシを襲う。交戦の間に体が反応するようになったのだろう彼は、爆発が起こる寸前には回避姿勢へ移っていた。業ごう火かをともなう爆風に押されつつ、無傷のまま着地する。追いかけてきた火の粉が彼に降りかかるが、しかし皮ひ膚ふに到達することなく、悉ことごとく弾はじかれていく。

　日ひ野の原はらエニシのもつ黒色のスキル、《完全否定リジエクター》の効果だ。あらゆる運動現象への拒絶。彼が望めば、あらゆる現象は弾はじき返かえされる。銃で撃った弾丸であれば皮膚に到達した瞬間に撥はね返かえせる。その身に受ける重力を弾けば空を飛べる。

　とどのつまり、エニシはわざわざ回避せずとも爆発を弾はじき返かえすことが可能なのだ。

　──それなのに、なぜ彼は回避をしたのだろうか……？

　疑問に思うのも束つかの間ま、ナパーム弾のような広範囲爆撃がエニシを包んだ。猛烈な風が広場を吹きぬけ、爆炎か転がり出たエニシは体から煙を排出しつつ、その場に膝ひざをつく。呻うめき声ごえをあげ、立ち上がれない。傷は高速で治っていくが、何かが原因で体の自由が利きかないらしい。

「──先程のも入れて、これで三発目。もう体の限界だろう」

　振りぬいた鉄扇を引き戻しつつ、ジトクは無慈悲に言い放った。

「いくら無限のデッドタイムを持つ《罪ざい超えつ者しや》といえど、スキルや機構を際限なく使えるわけではない。罪ハ匣コの力を使うほどに、君の体は彼らと同質のものへ変化していき、君の自由を奪う。そのくらいは、君ならばわかっていると思っていたのだがね」

　デッドタイム無限──。その単語が、ユイハの聴覚を強く揺らした。

　俄にわかに思い出すのは、コトミの言葉……『マリアちゃんって子のデッドタイムが本当に無限なら、故障してないってことになるんじゃないかな』というものだ。ジトクの言ったことが仮に真実だとするのならば、まさに彼女の予想が正しかったことになる。

　──だが、そんなことが…………。

「これで、最さい期ごだ」

「……っ」

　ジトクの宣告が耳じ朶だを打つとともに、ユイハはなかば無意識に動いていた。

　膝をつくエニシの盾となるように、両手を広げて、ジトクへと立ち塞がる。

　当然、目の前の第五層支部局長は眉をひそめる。

「どういうつもりだ、ユイハ君」

「…………彼は、贖しよく罪ざいの儀式の生いけ贄にえになって死んだはずの人間です。彼がどういった経緯で生き残ったのか、その真実を彼の口から聞くためにも、今は身柄を確保すべきだと思います」

　上司への反逆行為であることを知りながら、ユイハは意見を留とどめておけなかった。

「しかし、彼は、歓楽街で殺人を犯した容疑者なのだろう。加えて、彼のスキル《完全否定リジエクター》の前には拘束も意味を成さない。街の安全を考えれば、ここで止めを刺すべきだろう」

「……っ、……しかし…………」

　ユイハは、言葉を詰めた。現状の一割も把握できていない自分には、何が正しいことなのかまったく解わからない。ひょっとするとこの行動は間違っているのかもしれないが、死んだはずのエニシが生きていたこと、あんなに優しかった彼がここまでの豹ひよう変へんを遂げていることに対する違和感を、どうしても拭い去れないのだ。あるいは直感と言ってもいい。

　このまま、エニシが殺されるのを黙って見ているわけにはいかない。

　──なによりも、兄ならば、絶対に親友を守ろうとするはずだ。

　そんな彼の望みが、自分の望み──ユイハにとっての正義だ。

　唇を引き結んで見返すと、ジトクは目を細めた。双そう眸ぼうに鋼はがねじみた鋭さが宿る。

「……ならば仕方ないな」

　鋼鉄製の巨大扇を引き構える。それは、攻撃のための予備動作──。

「……ッ」

　びくりと、反射的に肩が揺れた。目の前にいるジトクの眼は間違いなく本気で、本当にユイハを攻撃しようとしている。あるいは、背後にいるエニシも巻き込んで……と言うべきか。

「《禁忌結合エアロ・ソリツド》／毒撃風ポイズンストーム」

　スキル発動のための文言。

　神こう足たりジトクのスキルは、媒体である《空気》に、彼が選んだ物質の特性を付与するものだ。爆弾と合成すれば、触れれば爆発する特性を備えた気体爆弾を、重金属と合成すれば、超重量の空気を生み出すことができる。そして今、彼が合成に用いたのは──、

　──毒……。

　ジトクが鉄扇を振るう中、ユイハはしかし盾になったまま動かなかった。たとえ、そこにいたところでエニシを守れないにしても、逃げ出すのだけは嫌だったから。打開する方法がなくても、多分兄ならば同じことをしたはず……そう思うだけで、自分の行動に正当性を持てる。

　褐かつ色しよくの、おそらく呼吸を止めても無意味な、致死性の毒霧が迫ってくる。凄すさまじい勢いで。

　──その瞬間、ユイハの耳に、剣のごとく力強い声が飛び込んできた。

「──させ……るか！」

　毒霧がぶつかる寸前、根が張ったように立ち尽くすユイハの肩に、手が置かれた。

　視界端に黒い手袋が見えた途端、ユイハの全身を白銀の奔ほん流りゆうが駆け抜ける。津波のような勢いで迫ってくる毒霧が、ユイハと、そのすぐ後ろにいるエニシを包み込む。

　しかし、二人が毒に苛さいなまれることはなかった。

　特異系スキル、《完全否定リジエクター》は、その手で触れたものにまで効果がおよぶ能力だ。白銀の奔流はユイハの体を囲み、周囲に漂う褐かつ色しよくの毒霧を弾き続けてくれている。呼吸をしても大丈夫だ。

「…………エニシ、さん……」

　ユイハは、自分の肩に置かれた左手の先にある、エニシの顔を見やる。

　しかし、その表情は苦しみに染まっていた。肩に置かれた手に力が滾たぎり、痛いほどの強さで握ってくる。外傷によって苦しんでいるのではない。何か、ユイハの見えないところに原因があるような……直剣を落とした彼は、空いたほうの手で胸を強く押さえる。

「そう長くは持つまい。先にも言った通り、そのスキルはじきに打ち止めだ。このまま自ら罪獣グリムに身を落とすか、スキルを止めて毒に飲み込まれるか……好きなほうを選びたまえ」

「……罪獣グリムに、身を落とす……？」

　些さ細さいなその一言が、ユイハの脳裏にある様々な情報と可能性を一直線に結ぶ。凄せい絶ぜつな陰を宿す兄の親友──変わり果てた姿と虹色の瞳──そして、スキルを使うほどに苦しむその様。

　──まさか……そんな、まさか……？

「ぐ…………あぁぁぁあ……ッ」

　彼の苦痛を表すように、白銀の奔流が薄らぐ。ユイハたちを守るベールが消えかける。このままでは、拒絶の力を越えて毒霧が侵食してくるのも時間の問題だ。いや、今思い至った可能性が真実だったなら、さらに悲惨な結末がエニシとユイハにもたらされることになる。

　しかし今、自分にできるのは、彼が苦しむのを見ていることだけ……。

　────どうすればいい……？

　必死に考えても、状況を覆くつがえす手立てなど浮かばない。毒霧が立ち込めている以上、命綱であるエニシの手から離れるのは自殺行為であり、彼が動けないことから、一緒に退避することも不可能。反撃しようにも、兄がいなければ、《万水制御ハイドロジツク》で攻撃できる量の水も出せない。

　そう、兄さえ……キサキさえいてくれれば……。




　──お兄ちゃん……。




　心中で、ここにはいない彼を呼んだ──その時だった。

「解放リリース／吹き荒ぶ大気アトモスオーバー」

　一陣の突風が、目の前を荒々しく駆け抜けた。

「っ…………」

　突如として生み出された大量の空気は、褐色の霧を蹴散らし、彼方かなたへと押し流していく。これだけの規模の解放を一瞬でやってのける人間など、ユイハはこの世界で一人しか知らない。

　──自分のよりも少しだけくすんだ黒髪……中性的な翡ひ翠すい色の瞳……右手の直刀──。

　目の前に降り立った人影を、ユイハは声もなく呆ぼう然ぜんと見つめた。




「……ぎりぎり、間に合ったな」




　少しばかり疲れた声。しかしその声を聞いただけで、ユイハは思わず泣きそうになる。

　キサキはすぐにこちらを見て、ユイハの顔を確認するや安あん堵どの息を吐いた。それからエニシに視線を合わせて数秒ほど瞠どう目もくする。おそらく、彼がもっとも衝撃を受けているだろう。なにせ、エニシの最さい期ごの姿を見届けたのは、他でもなく彼なのだから。

　しかしキサキはすぐに唇を緩め、健在とは言えない親友へ恨めしげな目を向けた。

「……ったく、生きてんなら連絡くらいよこせよな」

　皮肉めいた言葉をかけられるも、エニシとて少なからず動揺しているらしい。「それは……」と掠かすれた声を返す。それで色々なことを察したのだろう、乾いたため息を一つつき、

「いいよ。それじゃあ、終わったら洗いざらい吐いてもらうからな」

　覚悟しとけよ、と言ったキサキはくるりと身を翻ひるがえす。
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　その背中は、あの頃に戻ったように温かくて、大きかった。
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「キサキ……」

　そんな弱々しい声が聞こえてきそうなくらい、不安な顔をしているマリア。締め切られたシャトル・トレインの窓から、じっとこちらを見つめている。今すぐに彼女の頭を撫なでてやり、「もう大丈夫だ」と声をかけてやりたいが、今はできそうにもない。

　視線を振り戻したキサキは、ジトクを見る。

　奴やつはあくまで静せい謐ひつを保っていた。余裕なのだろうか。あるいはそう努めているのか。無色とも言える表情からはそれは読み取れないが、一つ問いを投げかける。

「どうして、二人を殺そうとしたんだ？」

「……機密情報が漏れるのを、未然に防ぐためだ」

　平然と言い放つジトクに、キサキは眉まゆをひそめる。

「……それは、贖しよく罪ざいの儀式に関係することか？」

「どうしてそう思う？」

「……単純な話だよ。あんたが殺そうとしてる日ひ野の原はらエニシ……僕は、あいつが生いけ贄にえになった瞬間を実際に見ている。それでもここで生きてるってことは、贖しよく罪ざいの儀式自体に何か僕らの知らない秘密があったことになるはずだ。そして、おそらくエニシはその噓うその部分を知っている。あんたはそれが拡散するのを防ぐために、あいつと、あいつを守ろうとするユイハを殺そうとしたんだ。あるいは……真実を知っていて、忘れてしまっているマリアも、な」

　静かな声を努めて出すと、数秒ほどの間が空いた。

　果たしてジトクはゆっくりと、キサキにとってはもったいぶるような速度で、頷うなずいた。

「ふむ……彼を知っている君ならば、その結論に辿たどりつくのが自然だな」

　それはどこか感嘆の色を含んだ、苦笑混じりの声だった。

「──たしかに、贖しよく罪ざいの儀式には一般の市民には伝えていない、虚偽の部分が存在している」

　肯定の言葉が耳の奥にある感覚を揺らし、脳の一番奥深くに染しみ渡わたる。

　九割がた予測していた言葉とはいえ、いざ是認されたとなると、どう反応すればいいのか解わからなくなる。よくも騙だましていたな、と憤慨を込めて罵ば倒とうすればいいのか。あるいは、この二年間は何だったのだ、と悔し涙を流せばいいのだろうか……。

「……当然、聞かせてもらえるんだろうな。僕たち樹層都市の人間……そしてエニシたち生いけ贄にえになった連中までをも騙だまして、あんたらは何をやろうとしてるんだ？」

　自分でも驚くほど冷静な問い。ジトクは、静寂に染まる夜へ響かせるように言った。

「──あえて言うなら、人々を救う、という目的を達成しようとしている」

「…………」

　理解するのに数秒ほどかかった。

　しかし理解したところで、ジトクの言葉は到底受け入れられるものではなかった。お前は何を言っているんだ、というキサキの思考を読んだかのように、ジトクは続ける。

「この樹層都市における最下層、第十二層には禁断の果実を入手できずに死ぬ人間がいる。それも一人や二人ではない。それが日常茶飯事と言えるほど、あの場所では果実不足が蔓まん延えんしている。……それくらいは、君も知っているだろう？」

「…………ああ、ニュースでもよく取り沙汰される社会問題だからな」

　キサキは、不本意ながらも同意を返した。

「私は、その問題を解決したかった。月並みだがそういった野心を持っていたのだ。しかし、時が経つにつれ、まともな方法では解決できないことを悟った。そこで目をつけたのが、数百年前から秘密裏に続けられていた実験──《人じん類るい昇しよう華か実じつ験けん》だ」

「……じんるい、しょうかじっけん……？」

　うわ言のようにユイハが繰り返した。彼女のさらに後ろでは、膝ひざを突いたままのエニシが、苦虫を嚙かみ潰つぶしたような顔をしていた。

「実験の目的はデッドタイムの無限化。これが達成されれば、りんご不足など簡単に解決できる。そして、実験は試行錯誤を経て、一つの仮定へとたどり着いていた。罪獣グリムの再生力の源、《罪獣グリム因いん子し》を人体へ注入すれば、人は無限のデッドタイムを得られるのではないか、と。果たして、その仮説は正解だった。因子を取り込んだ被験体は罪獣グリムの力に適合し、無限のデッドタイムを得ることに成功した。呪いを、罪を乗り越えた者、《罪ざい越えつ者しや》の誕生だ」

　淡たん々たんと動くジトクの口を見ながら、キサキは目を細めた。彼の言う実験とはその全ぜん貌ぼうこそ窺うかがい知れないものの、間違いなく人体実験と呼ぶべきものだ。それも、最悪と言える部類の……。キサキはその論弁の中で、擦かすれた違和感のようなものを覚える。

「……そいつは妙だな。そんな技術が本当に確立されたんなら、正式に政府から発表されていてもおかしくはないはずだ。それができない理由があるんだろう？」

「……たしかにそうだ。実験は一定の成果こそ得はしたが、同時に未完成だった。なにしろ、罪獣グリム因子と人体との相性は最悪でね。拒絶反応、あるいは因子による人体乗っ取り。開始当初は、それこそ九十九パーセントの被検体がその場で死んだそうだ。まあ、実際にどれだけの数が死んだのかは、記録には残っていないがね」

「……ッ」

　ユイハの短い悲鳴を聞きながら、キサキは奥歯を嚙かみ締しめた。

「だがある時、一人の研究者が、罪獣グリム因子に適合する人間には一定の傾向があることを発見してね。それは実に単純なことだが、頭脳や身体機能、あるいはスキルなどの能力が優れた……つまり人間として優秀な者ほど、因子の侵食に耐え抜き、生き残りやすいということだった。ゆえに我々は、より成功率を上げるため、条件に合う被検体を厳選することにしたのだ……」

　ジトクはそこでいったん言葉を切る。キサキは息を飲み、目の前の男が紡つむぐであろう言葉を待った。やがて一秒ほどもない間を経て、言葉が音になって耳に届いてきた。

「それが──贖しよく罪ざいの儀式の始まりだ」

　今度はさきほどよりも、理解に時間はかからなかった。むしろ自然なくらいにすっと臓ぞう腑ふに染しみ込こんでくる。散らばっていたピースが、一挙に繫つながっていく感覚に近い。

　とはいえ達成感など欠片かけらもなく、裏切られたような、どん底に叩たたき落おとされたような気分に陥る。認めがたい事実を市民の大半が知らずして、なおかつ懸命に達成しようとしていたのだ。

　様々な思いがごちゃ混ぜになり、強烈な感情に苛さいなまれる中、キサキは拳を握り締める。

「…………マリアやエニシも、その実験で《罪ざい越えつ者しや》とやらにされたのか？」

「ああ、その通りだ」

「……っ」

　ここまでくれば、《第十三層崩ほう落らく事件》について聞くのも無駄なのだろう。人々に贖しよく罪ざいの儀式が守るべきものであることを証明した大事件。あれはおそらく当時の関係者が一枚嚙かんでいたに違いない。崩落が本当に事故で、それを都合よく利用したのか。あるいは…………。俄にわかには信じがたいが、目的のためならばやりかねない、という不思議な確信がキサキにはあった。

　だからこそ燃え盛るような憤激が脳天を貫いた。

「…………ざけんな」

　溢あふれ出だした激情は、そのまま声となって口から飛び出していく。

「あんたは、……あんたはなんとも思わないのかよ……その人体実験でどれだけの人が死んだのか、使い捨てにされたのか……。いや、それだけじゃない。儀式によって家族を失った人間がどれだけ悲しんだのか、あんたには解わからないのか？」

　ジトクの眉がぴくりと動いた。

「彼らは、未来のために必要な犠牲だ。礎いしずえなのだよ。君こそわからないのか。この実験でどれだけの人々をりんご不足から救える可能性があるのか。君とて罪獣狩りグリムリーパーなのだから解わかるだろう。罪獣グリムとの戦闘の厳しさを、戦いに敗れて死んでいく人々を。適合の成功率を上げ、実験を実用化できれば、そんな危険で効率の悪い行為をする必要がなくなるんだぞ」

「だとしても、そんなのは間違ってるだろう。未来のために誰かの犠牲を強いるなんて……」

「であれば、他に解決策があるというのか？　これが最も多くの人々を救う方法なのだ。君が納得するか否いなかに関係なくね。それでも邪魔立てするというなら……」

　言葉を切ったジトクの双そう眸ぼうに、背筋の凍るような戦意と殺意を灯る。

「私は、君を排除することを躊躇ためらわない」

　引き構えた巨大鉄てつ扇せんを、猛烈な勢いで薙なぎ払はらう。

　──『《禁忌結合エアロ・ソリツド》／斬撃風スラツシユストーム』

　その言葉がスキル発動のための音声であることを、キサキは即座に理解した。しかしそれで何が起こるのかを推測するのは、奴やつのスキルが不明である以上、できなかった。

　視界を埋め尽くすほどの規模で顕現した白銀の粉雪のようなものは、突風に押されることで猛烈な吹雪じみたものになる。一見すれば、それは威力のある攻撃には見えないが──、

「……ッ」

　ぞくり、と背筋が凍る。直感で回避は愚策だと悟ったキサキは音声コマンドを唱える。

「解放リリース──！」

　発声とほぼ同時に、六枚の岩壁が目の前に逆Ｖ字型となって並ぶ。急きゆう拵ごしらえにしては狙い通りの配置であるが……吹き荒れる白銀の突風が岩壁にぶち当たった途端、風の音をかき消す勢いで壮絶な掘くつ削さく音おんが流れた。ガガガガガッ、という騒音。何が起こっているのか判断できないうちに、壁の隙間を抜けていくつかの白銀の粒が入り込んでくる。その一つがキサキの腕に触れた途端、噓うそのように皮ひ膚ふが薄く裂かれた。視界の端を血ち飛沫しぶきが舞う。

　その瞬間に理解した。つまりあの白銀の一粒一粒が、小さな斬ざん撃げきなのだ。

　把握した時にはすでに手遅れで、粉雪は足や腕に触れるや浅い裂傷を残していく。

「……ぐッ」

　幸いだったのは、ユイハとエニシに被害が及ばなかったことだ。反射的に召喚した防壁は、少なくとも彼らを守るのには役立ったらしい。とはいえ、キサキのデッドタイムは生命維持機構が起動しているせいで凄すさまじい勢いで減少していく。残り時間が【45:00:00】を下回ったのを視界端に見届けながら、岩壁の一枚だけを罪ハ匣コに戻して、ジトクを見据える。

「ユイハ……エニシのことを頼む」

「で……でも……」

「心配するな。お前のことは絶対に守るし、僕も絶対に負けない」

　そんな台詞せりふを返す。口にした自分でも、説得するには些いささか言葉足らずだとは思った。けれど、信じて欲しいと思った。言葉を尽くしても伝えきれない、お前を守りたいという気持ちだけは。

　やがてユイハは小さく息をつき、落ち着いた口調で言った。

「神こう足たり局長のスキルは空気を媒ばい体たいとして、物質の特性を付与するものよ」

「……なるほどな。つまり今の吹雪みたいな突風は、ナイフかカミソリでも合成して、触れたら切れる空気を飛ばしたものってことか」

　治癒が終わったことを確認しつつ、キサキは対たい峙じすべき相手へと一歩踏み出す。

　約束は守りなさいよ、という彼女の言葉が背中へと届いた気がする。あるいは幻聴だったのだろうか。わからないが、キサキは振り返ることなく、右手の直刀を握り締める。

　岩壁の陰から覗のぞくと、ジトクはなおも悠ゆう然ぜんと佇たたずんでいた。身の丈ほどもある鉄てつ扇せんの要の底へと右手を置き、天の部分を地面に落としている。先ほど見たように、空気に何らかの物質を合成して、鉄扇で扇あおぎ相手にぶつける、というのが奴やつの戦闘スタイルなのだろう。

　一瞬だけ瞼まぶたを閉じ、視線を奴やつから外す。

　そして、シャトル・トレインの窓からこちらを見つめているマリアへ、「安心しろ」とだけ口の動きで伝えた。無論、それが音となって彼女に伝わったかどうかは解わからないし、口の動きを彼女が読み取れたのかもわからない。ただ、伝えたという自己満足だけがキサキの中に残る。

　視線を戻し、キサキは意識を深いところへ落とし込んでいく。戦闘に必要のない思考をよそへと追いやり、眼前に仁王立ちするジトクを真まっ直すぐに捉える。それ以外を見ることはもうできないだろう。広場の端へと退避した二人を気にしている暇もおそらくない。

　緊張感があっという間に高まり、殺気のような何かが頰ほおをぴりぴりと刺激する。やることは一つ……奴やつを倒すこと。そうしなければ、大切な人が殺される。ゆえに──、

「ぶちのめす……」

　粗暴な台詞せりふを吐き出して、キサキはジトクへと突っ込んだ。

　直刀の柄つかをぎゅっと握り、敵への接近を試みる。しかし当然と言うべきか、遠距離攻撃を中軸とするジトクはそれを望まず、巨大鉄扇を構え、扇あおぐための予備動作に持っていく。

「《禁忌結合エアロ・ソリツド》／爆撃風ボミングストーム」

　黒い霧が、奴やつの前方広範囲に発生する。おそらくは罪ハ匣コに保存されている物質をスキルに使用しているのだろう。こちらの保存機構と展開速度はそう変わらないかもしれない。

「──チッ！」

　運動ベクトルを無理やり変える形で、キサキは真横に跳ぶ。

　直後、鉄てつ扇せんによって突風となった黒霧が寸前までキサキのいた場所をかっ攫さらい、爆発した。轟ごう音おんと衝撃波が背中を激しく叩たたき、高熱が頰ほおをなでる。おそらく、あの黒い空気は地面などの硬い物質にぶつかることで着火、および爆発へと至るのだろう。

　推察を言葉にする暇もなく、追撃が襲い掛かってくる。

　短剣との合成によって生み出された斬ざん撃げきの竜巻、それ自体が凶器となる嵐が迫りくる。その範囲は先の爆撃よりもさらに広域で、幅数十メートルにも及ぶ。足の回避では捌さばききれそうにもない。キサキは保存機構を動かす。デッドタイムを一時間ほど消費する。

　斬撃竜巻の軌道上に配置したのは、二メートルを超える三つの岩がん塊かい。それらが風の行く手を多少なりとも阻はばむ中、キサキは全力で被攻撃範囲外へと飛び込んだ。しかしそれでも回避しきれず、左足を斬撃が掠かすめる。生命維持機構によってデッドタイムがさらに削られる。

「…………ぐっ……」

　──近づくどころじゃない……ッ！。

　戦闘開始より離れてしまった彼我の距離を睨にらみ、キサキは奥歯を嚙かみ締しめた。

「どうした……私をぶちのめすんじゃないのか？」

　対する神こう足たりジトクは、鉄扇を両手に悠ゆう々ゆうと構えている。

　──見た限り、奴やつの戦術の中心にあるのは、相手を徹底的に近づかせないことだ。真正面から突っ込んでくる相手には爆薬を合成した空気をぶつけ、逃げ回る相手には爆撃より広範囲の短剣属性付加の空気を飛ばす。おそらくは、合成対象の空気は自分のごく近くしか選べないのだろう。それゆえに鉄扇を用いているはずだが、距離が開いていれば隙にはならない。

　緻ち密みつなまでに相手の動きに対応し、遠距離を保ちつつ、確実に追い詰めていく。

　それが、奴やつの戦い方だ。

「……では、こちらから行かせてもらおう」

　再びジトクがスキルを発動させる。キサキは回避に徹する。

　──それでは、どうすれば奴やつに勝てるのか……。

　デッドタイムは残り【40:20:11】。実行できるかは別にして、大まかには二つ方法がある。

　一つは、奴やつにスキルを使わせ続け、デッドタイムを尽きさせることだ。

　三日間の呪いという制約がある以上、この世界の戦闘には明確な体力限界がある。すなわち、デッドタイム切れ。罪ハ匣コ内ないにストックされているりんごを全て使わせ、デッドタイムを生命危険域レツドゾーンにまで追い込んでしまえば、実質その人間は戦闘不能ということになる。

　もう一つは、一度だけでも奴やつのスキルを無効化すること。

　スキルによる広範囲かつ高威力の迎撃をしてくる奴やつだが、やはりスキル発動[image: やじるし]鉄扇によって吹き飛ばす、という手順にはわずかな隙が生じるとキサキは考える。したがって何らかの方法を用いて攻撃を一度でも切り抜けられれば、こちらに明確な攻撃チャンスが来るはずだ。

　襲いくる爆撃と刃じん風ぷうを見切りながら、キサキは瞬間的思考でそこまで考えた。

　──問題は、どちらを選ぶべきか、だが……。

　逡しゆん巡じゆんを経て、爆撃を回避したキサキは地面を強く蹴り、ジトクへと突撃した。

　案の定、奴やつは爆弾との合成による迎撃を考える。罪ハ匣コの中に保存されている爆薬を用いて、前方幅十数メートルに爆発性の黒い霧を生み出す。

　そして、巨大な鉄てつ扇せんでそれを吹き飛ばす──寸前、

「……保存セーブ」

　唱えた音声コマンドに、罪ハ匣コが電子音で応える。保存対象に選んだ黒霧の中央部分が無数の青色の明めい線せんへと変わり、キサキの罪ハ匣コへと収容されていく。

「く……っ」

　攻撃を中断させられたジトクは歯は嚙がみする。

　キサキが選んだのは、後者だった。

　すなわち、奴やつのスキルを一度だけ切り抜ける──！

　空気の収容により黒霧に生まれた隙間を、地面を舐なめるような姿勢で駆け抜ける。

　これで、時間的有利はこちらにある。ジトクがもう一度スキルを発動させ、鉄扇で扇あおぐより先にキサキの刃が奴やつに届くはずだ。そう思考しつつ、ジトクの顔を見据えた瞬間──、

　痺しびれるような違和感がキサキの背筋を流れた。

　──ジトクの不敵な笑み。どこか既視感デジヤヴを感じる、この構図。

　その理由を察するより早く、ジトクが音声コマンドを発した。

「《禁忌結合エアロ・ソリツド》／重撃空間メタリツクゾーン」

　以前に見た灰色の空間が、ジトクのすぐ前方──キサキの目の前に忽こつ然ぜんと現れた。どうあがいても前進を止めることができず、そのまま灰色の空間へ体を飛び込ませる。

「……ッ!?　ぐ、」

　突如として真上から重圧が襲い掛かってくる。速度を失ったキサキは崩くずれ落おちるように地面へと叩たたきつけられた。右みぎ膝ひざを打ち付け、直刀を逆手にその場へと突き刺す。

　唐突な事態によって脳裏を困惑が埋め尽くしかけるが、寸前にジトクが放った単語を思い起こして、我を失うところまでは幸いいかなかった。

　メタリック──つまりは、鉄の重みを空気に合成しているのだ。

　しかし、それが解わかったところでどうにもならず、バックステップを踏んだジトクは再び鉄扇を構える。彼の眼前には爆弾を合成した黒い霧。キサキは動けない。

「さぁ、味わうといい」

　ジトクが鉄扇を薙なぎ払はらう。黒い霧が突風となって迫ってくる。

　黒色が鼻先を掠かすめた瞬間、猛烈な光が視界を埋めた。爆発音が耳をつんざき、衝撃と灼しやく熱ねつが全身を打つ。声をあげることもできず、吹き飛ばされる浮遊感をしばらく味わった後、地面に右半身をぶつける。いくらか転がり、咳せき込こみながらも体を起こす。

　意識を明滅させるほどの痛みは、しかし生命維持機構によって急速に薄れていく。それに比例してデッドタイムが凄すさまじい勢いで減っていく。

　残り時間──【29:31:54】

「…………ふむ。生き延びたか……たしかに仕留めたつもりだったのだがな」

「……生あい憎にく、しぶといのが取とり柄えでね」

　強がりだとばればれな軽口を返す。

　実際、爆発の寸前に無理やり体を動かしていなければ、キサキはここで軽口すらも叩たたけていなかっただろう。あるいは即死だったかもしれない。それほどまでにぎりぎりだった。

　対して、万全の状態に近いジトクは目を細める。

「得心がいかないな。どうしてそこまでして足あ搔がく」

　理解しがたいものを見て、それを見下したような問いだった。

　キサキは体を押して立ち上がり、先ほどから変わることのない気持ちを口にした。

「……あんたが、間違っていると思うからだ。他人を犠牲にしてまで得る未来には、何の意味もない。贖しよく罪ざいの儀式も、人類昇華実験とやらも、僕は間違っていると思う」

「間違っている、か。であれば、君は第十二層の市民を見捨てると言うのか？　君が無意味と言った二つの仕組みは、犠牲を強いる一方で人々を救う可能性のあるものだ。彼らの命を無視して、気に入らないと言うのでは子どものわがままとしか言えない」

「だとしても、何も知らない人間を騙だまして、人体実験にかけることが正しいなんて思えない」

　言い返すと、ジトクは鼻を鳴らした。

「口先だけは達者だな。批判するだけで代案の一つもない。それでは野次を吐く愚か者とそう変わらないだろう。幻想を語って愉悦に浸るだけの若造が、私の邪魔をするなッ！」

　激げき昂こうに吼ほえ、鉄てつ扇せんを構える。

　咄とつ嗟さのことで反応できず、回避も保存機構も間に合わないと悟った──その時だった。

「──やめてください！」

　鋭い声が聞こえてきた。

　ジトクの手が止まる。キサキから見て彼の背中側──さらに後方にあるシャトル・トレインの窓に、マリアが両手を叩たたきつける。瞬間、髪飾りの生花が、青い結晶となって砕け散った。

　それがスキル発動の契機だったとでも言うように、彼女を中心として、深紅のウィンドウが十枚ほど顕現し、輪を描くように並んだ。キサキの背筋を、冷えた予感が撫なで降ろす。

「…………あ」

　何か声を出そうとしたが間に合わず、動き出した赤いウィンドウは目にも留まらぬ速度で外へと飛び出した。螺ら旋せん状じようにそれぞれ回転しながら、ジトクへと一挙に襲い掛かる。

「……むッ！」

　とはいえ、狙いまでは正確に定められなかったのか、本人に直接ぶちあたるものは一枚もなく、彼の周囲の地面に突き刺さる。マリアの破壊系スキルの影響力を考えれば、あるいはそれで充分だったのかもしれない。ウィンドウの刺さった地面が青い結晶へと成り変わり、それが波紋を広げるように拡大していく。瞬またたく間まにジトクの足場までが真っ青に染め上げられたかと思えば、青い結晶は甲かん高だかい破は砕さい音おんを伴いつつ、ことごとく消滅していく。

　マリアは、おそらくジトクを止めるためにスキルを発動させたのだろうが、しかし大規模な破壊は奴やつのみならず、彼女自身にも牙きばを剝むく。制御の利きかなくなった赤いウィンドウの数枚が、シャトル・トレインからガイドレール、ケーブルなどありとあらゆる物を切り刻み、触れたものをその場から青い結晶に変えたのだ。破壊されたエレベーターは拠より所どころを失い、マリアとともに真っ暗なシャフトへと落下する。

「マリアッ!!」

　叫ぶも、ウィンドウによる風景破壊は止まらない。硝子ガラスの割れる音が連続して鼓膜を叩たたく中、結晶化・消滅という破壊現象は津波じみた勢いをもって押し寄せてくる。

　どうするべきかは、判断できなかった。ただ本能のままに、下層へと落ちていくエレベーターのほうへと飛ぶ。着地できる足場がことごとく崩ほう落らくしていくのを眼下に見届けながら、崩壊の縁に手をかけて難を逃れるジトクを視界の端に見ながら、闇に吸い込まれていくマリアを追って、キサキはエレベーターシャフトへと落ちていった。
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「……サキ……。キサキ……」

　胸の辺りにのし掛かる、柔らかく温かい感触。こそばゆいような息遣いが右耳をくすぐる。背中に当たる硬く冷たい床を認識して、キサキは意識を取り戻した。

　目を開けば、眩まばゆいばかりの光。瓦が礫れきの隙間を縫って、二十メートルほど上から差し込んできている。ここからは確認できないが、おそらく広場に立つ照明の光なのだろう。

　どうやらキサキは、無意識のうちにシャフトの中に設けられた通路のような場所へ飛び込んでいたらしい。シャフトの点検用のスペースなのか、光源は頼りなく、それほど広くもない。ここに辿たどり着ついてなければ、キサキは遥はるか下にある第六層まで落下していたかもしれない。

　運が良かった……いや、良かったわけではないか……。

「……痛つつ……」

　嗅きゆう覚かくをくすぐる心地よいこの匂いは、以前にも嗅かいだことがあるものだ。

　たしか、あの時はこっちから覆おおい被かぶさっちまったんだっけ……などと思い出しながら、彼女の頭をそっと抱えつつ、上体をゆっくりと起こす。

　そして、息を吞のむ。ごく至近距離で見た虹色の双そう眸ぼうは、吸い込まれるような色彩を放ち、眉まゆはハの字に曲げられ、人形のような美び貌ぼうは不安によって曇っていた。

「……だいじょうぶ、ですか？」

　その声までもが、不安によって弱々しくなっている。

「……ああ、大丈夫だ。助けられちまったな」

　ふとももの上にちょこんと乗っているマリアの頭を撫なでてやる。撫なでているうちに瞳は元の黒色に戻り、そして自分の置かれている状況を把握したのだろう。マリアはぼっと顔を真っ赤にして、慌あわてて離れた。俊しゆん敏びんなその様子を見るに、彼女のほうに大した怪け我がはないようだ。

　キサキも立ち上がる。それにともなう痛みはほとんどない。

　残りデッドタイムは【26:39:01】。

　爆撃をもろに喰くらったせいで、相当量のデッドタイムが持っていかれてしまったらしい。

　命が数値化されている以上、自分がどれだけ死に瀕ひんしているのかは一目で分かる。そこから鑑かんがみれば、キサキはもう半分以上命を失っていることになるのだが……もちろんそれは表面上だけの見方であり、りんごさえあれば何度でもデッドタイムを、すなわち命を回復させることができるのを考えれば、まだ負けが確定したわけではない。

　戦いに戻ろう。

　こうしている間にも、標的を移したジトクがユイハ達に牙きばを剝むいているかもしれない。早く行かなければ、キサキが戦い、奴やつを退けなければ、大切な家族と友の命が失われてしまう。

　だが……、マリアに背を向けたところで、思わず立ち止まってしまう。

　──僕に、奴やつの目的を砕く権利はあるのだろうか。

　という自問……。

　もちろん、神こう足たりジトクのやっていることは間違っている。

　しかし、目的としているものは間違っていないとも思うのだ。

　下層群におけるりんご不足の解決はキサキの望むことでもあり、樹層都市に住むほとんどの人間が願うことである。実験や儀式といったものを否定するということは、奴やつの言う通りその目的すらも同時に潰してしまうことになるのだ。

　しかし、キサキはそれに対して何の代案も出せていない。

　こんな頼りがいのない、弱々しい意志で、はたして奴やつを倒せるのだろうか。そう考えていたからこそ、背中にぶつかってきたマリアの言葉は、思考へと直接溶け込んできた。

「──キサキは、間違ってないと思います」

「…………え？」

　振り返る。そこには真剣味を帯びたマリアの顔があった。

「キサキの思いは、間違ってないです。だって、あの人の言う誰かを犠牲にした未来なんて、きっと素直に喜べるものじゃないと思うから。哀かなしいものだと思うから。たとえ最善であったとしても、正しくないんだとわたしは思います」

　あの時──キサキが過去を吐と露ろして、それでマリアが一緒にいたいと言ってくれた時と同じだと思った。真まっ直すぐで、どこまでも純粋な言葉が体の中に染しみ込こんでくる。

「……わたしは信じています。キサキならきっと、みんなを幸せにできると。だから自信を持って進んでください。わたしは……わたしはずっとあなたの傍そばにいますから……」

　真っ赤に熟した果実、りんごをこちらに差し出して、言った。

「負けないでください」

　鈴が鳴るような声、少女は、少しだけ大人っぽく微ほほ笑えんだ。

　キサキはその時に初めて実感した。言葉によって、心臓がどんと押されるのを。

　差し込んできた光に照らされた彼女の白い髪は淡い光を放っている。柔らかな笑みは見ているだけで心が安らいでいく。もう、彼女の顔に不安の色はない。

　やがて、ふう、と息を吐いたキサキは、左手でりんごを受け取った。

「…………わかったよ」

　右手に握っていた直刀を保存機構へと収める。左手のりんごを軽く放り投げ、受け止める。

　瑞みず々みずしくもどこか毒々しい、禁断の赤い果実。

　それを、一口だけ齧かじる。しゃり、と、口の中に入った果肉を嚙かむや、甘い果汁が口内を占める。黒色の罪ハ匣コ、その表面に記されるデッドタイムが急速にカウントアップされていく。

　キサキは、そのままもう一口齧かじりついた。しかし、その一口でリセットが起こることはない。りんごのリセット効果は最初の一口にのみ宿っているためだ。よって、一口目を食べたあとはただの食べ物としての機能しかないのだが、キサキは食べきる勢いでもう一回齧かぶりつく。

　そこに何らかの意味はない。ただ、無心になってりんごを食べていく。

　食べきる頃には、デッドタイムは、【72:00:00】になっていた。一秒、また一秒と減っていく。

　リセットは完了。戦闘への体の準備は終わり、心積もりも整った。

「それじゃあ、行くか」

　芯だけになったりんごを放り投げ、キサキはマリアの背中に右手を伸ばす。

「え……ふぇ……!?」

　彼女が驚きの声をあげる中、キサキが取った行動は、俗に言うお姫様抱っこだった。

　思ったよりもずっと軽い重みが両腕に掛かる。りんごみたいに頰ほおを赤く染めたマリアは、腕の中でわたわたと小さく暴れ、困惑しきった声を発する。

「き……キサキ……こ、これはなんでしょうか……っ」

　問いに対し、キサキは至極真っ当だと思われる答えを返す。

「だって、お前一人じゃあ上に登れないだろう？」

「で、でも……もっと違う方法とか…………あると、思うんですが…………」

「うーん……じゃあ、おんぶとかにするか？」

　そう訊きくと、マリアはハッとした顔になり、真剣な顔で悩みだす。いったい何について悩んでいるのか……疑問に思うままに数秒ほど時間を消費したかと思えば、

「………………いえ、このままでいいです」

　と小さく言って、頰ほおを赤く染めたまま縮こまった。キサキはほくそ笑み、

「しっかり摑つかまってろよ」と声をかけると、マリアはキサキの胸辺りをきゅっと摑つかんだ。




　　　　　‡




　神こう足たりジトクは、崩くずれ去さったエレベーター乗り場を見つめていた。

　シャトル・ホームとその周辺の広場には、壮絶といえるほど生々しい破壊痕が残っている。言うまでもなく、あの少女が発動させたスキルのせいだ。シャフトを押し広げるように広場の一部が崩ほう落らくし、巨大な縦穴ができあがっている。彼女とあの少年はシャフトへと落ちていったが、しかしまだ生きているはずだ。おそらくではない、確実に。そう確信できる不思議な感覚がジトクの中にはあった。

　それにしても──、

「痛ましいほどに重なるな……」

　特殊な細工を施しているとはいえ、筋力不足の自分には少々重い鉄てつ扇せんを左手に持ちかえ、先端を地面に押し付ける。その左手の薬指に収まっている──金色の指輪を一いち瞥べつする。

　今となっては記憶の中だけに生きている彼女と、あの少年の瞳が……ジトクには重なって見えるのだ。そう感じるほどに自然と想起されてくる、あの頃の記憶──。




　神こう足たりジトクが生まれ育ったのは、樹層都市第十二層だ。

　市民階級制度における最下位の場所は、今から思い出しても、最悪の場所だったと思う。

　この第五層に比べれば、天と地ほども差がある生活環境。飲み水といえば泥の混じった濁だく水すいで、得られる仕事もほとんどが工場での肉体労働。賃金は最低に等しく、食料は腐りかけたものばかり、りんごにいたっては七十二時間が過ぎる前にどうにかありつけるという有あり様さまだった。

　その中で、ジトクは、彼女と出会った。

　どんなきっかけがあったかは思い出せないが、ジトクは彼女と話した。どんな内容を話したかは思い出せないが、ジトクは彼女の太陽のような笑みを見た。それはどす黒い煙が立ち込める第十二層には似つかわしくない、あまりにも美しい微笑だった。

　それから、ことあるごとにジトクは彼女と一緒の時間を過ごすようになる。まともなデートスポットもない第十二層を並んで歩き、人を招き入れるには心こころ許もとない自宅で、彼女の手料理を食べたりもした。そうするうちに、ジトクは、彼女と恋仲になった。

　生まれて初めて守りたいと思う者ができたのだ。彼女のためなら何だってできると思った。何だってやってやると思った。だから手始めに、この第十二層を二人で脱出しようと考えた。いや、二人でなどと贅ぜい沢たくは言わない。せめて、彼女だけでも──……。

　だが、運命は、二人へと牙を剝むいた。

　勤務していた工場の事故で、二人ともが大おお怪け我がを負ってしまったのだ。

　傷は致命傷とまではいかないものの、デッドタイムの大半を削るには充分すぎるものだった。二人のデッドタイムは凄すさまじい勢いで残り一時間を割り……しかし、りんごのストックは一つしかない。詰まるところ、どちらか一人しか生き残れない状況になったのだ。

　その状況を、けれどジトクは知らなかった。彼女が、りんごは二つあると噓うそをついたせいだ。それで安心してりんごを食べた瞬間、彼女が、自分を犠牲にしたことを悟った。

　ジトクのデッドタイムが無情にもリセットされていく中、彼女は言った。

「貴方あなたにだけは、生きて欲しい」と。

　彼女にとってジトクは、自分の命よりも大切なものだった、ただそれだけのことだった。

　生んで育ててくれた両親の顔も、工場で働いていた時の同僚の顔も覚えてはいないが、彼女の最さい期ごの言葉だけは、鮮明に覚えている。今でもすぐに思い出すことができる。

「生きて。そして作ってほしいの。りんご不足にあえぐ人々を救い、誰も犠牲にしない世界を。私達のような悲しみを二度と生み出さないために……だから、お願い」

　──貴方あなたは、前に進んで。

　彼女は微笑を湛たたえながらそう言って、デッドタイムを【00:00:00】にした。




　想起してしまった第十二層での記憶に、ぎり、とジトクは奥歯を嚙かむ。

　原因は、間違いなくあの少年だ。

　少年が言った、犠牲を強いるなという言葉。

　重なるのだ。彼女の遺のこした、ジトクに託した最さい期ごの願いと……。

　だが、その願いは叶かなえられないということをジトクは知っていた。あらゆるまともな方法を取ったとしても、りんご不足を解決することはできない。

　だから、ジトクは彼女の願いをやむなく捨て去り、犠牲を強いる方法で第十二層の人々を助けようと考えたのだ。苦く渋じゆうに苦渋を重ねた選択だったが、ジトクは彼女の願いを諦めたのだ。

　そんな時に人類昇華実験を知り、同じ志をもつ人間を知った。ジトクは違う方法をもって、他者を犠牲にする方法で第十二層の人々を……いや、彼らだけじゃない。この世界に生きる全ての人々を生命樹の呪いから解放する、そのために実験に加担することを決めたのだ。

　──だから、あの少年を、認めるわけにはいかない。

　認めてしまえば、可能性を切り捨てた自分が、彼女の願いを諦めた自分が、間違っていると認めてしまうことになるのだから。それだけじゃない。実験に被検体として使った幾百、幾千もの人々の死を、贖しよく罪ざいの儀式で大切なものを失った人々の悲しみを、実験に加担したジトクは決して無駄にするわけにはいかないのだ。

　ゆえに──彼を、如月きさらぎキサキを絶対に打ち倒さなければならない。




　そう決意を固めたところで、広場に開いた穴から飛び出してくる人影を目に留とめた。

「よいしょっと」

　少女を抱えた少年が、戦闘に荒らされた広場に降り立つ。

　顔を赤らめる彼女を地面に降ろし、戦闘区域から離れさせる。

　それから視線を左右させることなく、少年はすぐにジトクへ視線を向けた。翡ひ翠すい色いろの瞳には激情じみたものは見られず、どこか落ち着いた、しかし真まっ直すぐなものが見て取れた。

　──何かあった……？　何かが変わったのか……？

　ジトクは眉まゆをひそめる。外見的変化は見えないが、彼の何かが変わったように思えた。その正体は定かではないが、彼が戦闘を続けようとしているのは確かなのだろう。罪ハ匣コのデッドタイムは既にリセットされている保存機構から取り出した直刀を右手に握りしめ、こちらを離さず捉とらえている、件くだんの双そう眸ぼう。なんとも冷静なものだ。

　少年、如月きさらぎキサキはちらりと視線を外し、広場の一角に目を向けた。そこにいるのは、おそらく二人の少年と少女だ。彼が大切に思っている者たちを一いち瞥べつして、視線をこちらに戻す。

「あいつらに、何かしてねぇだろうな？」

　目色にわずかな殺気を灯し、低まった声をぶつけてくる。

　それに怖おじ気けづくジトクではないが、こんな時にまで他人の心配をする彼は、やはりそういった人種なのだろう。他人のことを自分以上に大切だと思い、そして、他人の幸せを自分のことのように喜べる人間。自己犠牲や他己中心とは少し違う、そんな人間……彼女と同じだ。

「君が生きていると踏んでいたからね。彼らを殺すのは、君の命を断ち切った後だ」

　同じく低い声を返し、左手に収まる巨大鉄てつ扇せんを軽く持ち上げ、先端を地面に叩たたき落おとす。ゴッ、という音が足元で響く。

　挑発的な言動に如月きさらぎキサキは眉まゆをぴくりと動かし、直刀の切っ先をこちらの額へと向けた。

「……させねーよ。あいつらには指一本も触れさせない。そして僕の目的も……。僕はあんたを倒して、あんたとは違う方法で、りんご不足を解決してみせる」

「ふっ……そんなことは、不可能だ！」

　咆ほう哮こうとともに鉄扇を引き構える。

　その頃には、彼は左方へと走っていた。歯は嚙がみしたジトクはスキルを発動する。

　合成系スキル、《禁忌結合エアロ・ソリツド》。

　このスキルの発動にあたって、ジトクが判断することは二つだ。

　一つ目は、保存機構の中に眠る媒ばい体たいのうち、どれを合成に使用するのか。二つ目は、どの場所の大気に、どのくらいの範囲でその媒体の特性を付与するのか。

　罪ハ匣コ内ないの爆弾を選び、付与対象の空気を眼前の空間──千立方メートルの範囲に決定。

スキル発動を確認した途端、黒い濃霧が眼前を塗りつぶす。ジトクはそれを視認するや巨大鉄扇を広げ、体を旋せん転てんさせるとともに最大の腕力をもって扇あおぐ。以上を瞬まばたき一つに等しい時間で済ませ、生まれた突風は黒霧を吹き飛ばし、駆ける少年の回避予測範囲までもを埋め尽くす。

　少年は、戦闘の中で黒霧の用途を学んでいたのだろう。まずい、という顔をする。

　黒い霧はそれそのものが爆弾であったかのように、大爆発を起こした。

　それも一発ではない。爆発が爆発を呼び、数珠じゆず繫つなぎに爆音が連鎖する。鉄扇によって起こした風の何倍もの勢いで爆風が返ってきて、公安局員専用のコートがばさばさと翻ひるがえった。

　しかし、彼がそれで絶命している、という結末は期待できない。

　あの少年は、あの歳としで異常なまでに戦闘慣れしている。身のこなしや罪ハ匣コの操作、剣捌さばきは洗練されていて無駄など無く、何より洞どう察さつ力りよくが卓越している。うすら寒くなるまでに戦闘の中でこちらの癖を読み、逐一に動きを変え、こちらの攻撃に対応していっている。ゆえにジトクは確信していた。ここまで手の内を見せた以上、彼を即死させることはおそらくできない。

　であれば、彼に勝つための手段は一つ。

　ストックしているりんごを使い切らせて、デッドタイムをゼロにする。

　こちらのりんごは、あと一つ。あちらは、未知数。

　戦いは、もはやデッドタイムの削り合い。命の物量によって決まるもの戦いとなっていた。

　その結論に、ちり、という脳が焼かれるような違和感を覚えるが、ジトクは身構える。

　爆炎を切り裂いて如月きさらぎキサキが突撃してきた。

　距離はあっという間にゼロになり、薙ながれた直刀を、ジトクはすんでのところで避よけた。

「ぐ……ッ」

　頰ほおが薄く裂かれる。背筋を冷えたものが撫なでる。

　やはり、かなりの精度で動きが読まれてきている。追いつかれるのも時間の問題か……そう思考しながらバックステップを踏む中も、如月きさらぎキサキは追随するように地面を蹴った。

「僕は……ッ、あんたを否定する……ッ！」

　吼ほえて、さらに突っ込んでくる。

「あんたは間違ってるッ！　この都市で行われている贖しよく罪ざいの儀式も、どこかでこそこそとやってやがる人類昇華実験とやらも！　誰かを犠牲にして得た未来なんて絶対に間違ってるッ！　だから、僕は違う方法でりんご不足を解決してみせる！」

　ジトクはスキルを発動し、爆発を起こす。

「ならばその方法を言ってみろッ！　そのプロセスを説明してみせろ！　……できるはずがない。貴様に言える筈はずがない……ッ。他の方法など、決して存在しないのだからッ!!」

　激情のままに叫び、継ぎ目なくスキルを使う。

　灰色の空間を目の前に生み出し、鉄線を振りぬく。それは、鋼鉄の特性、重さを付与した大気だ。低い衝撃音とともに少年は地面へと叩たたき付つけられる。

「人々に犠牲を強いていることなどわかっている！　悲しませていることなどわかっている！　この方法でしか人々を救えないとわかったから、私はこの方法を選んだのだッ」

　叫びながらさらに短剣との合成を行う。目の前の空間を無数の細ささめ雪ゆきが埋め尽くす。鉄てつ扇せんをなぎ払い、斬ざん撃げきの嵐を放つ。狙いはもちろん如月きさらぎキサキ彼一人。鉄の空気によって拘束されている彼に逃れる手段はなく、無数のかまいたちが容赦なく襲い掛かる。

「覚悟も具体性もない……ッ、幻想を語るだけの貴様に、私を是正する権利はない……ッ!!」

　保存機構内に残っている全ての爆弾を注つぎ込こみ、デッドタイムを十時間捧ささげる。

　そうして放った大規模の黒い霧は、広場の半分を飲み込むほどの爆発となった。

　強烈な光を視認するより早く、空気の破裂するような轟ごう音おんが耳を貫く。

　肌を焦がすほどの熱波が押し寄せ、コートを激しくはためかせる。

　怒ど濤とうの衝撃と熱風が去ったあとには、クレーターじみた陥かん没ぼつと、めらめらと燃え盛る炎だけが残った。陽炎かげろうのように揺れる空間の中には、少年の姿は視認できない。

「……はぁ……、く……ッ！」

　詰めていた息を吐き出し、がくん、と上半身を折る。完全にオーバーヒート状態だった。鉄扇を握る両手が汗ばむのを感じながら、ジトクは、自身のデッドタイムが残り三時間を切っていたことを今更になって知る。残り一つだけのりんごを取り出し、そのままかぶりつく。

　それから視線を戻す。鎮火していく炎を見つめていると……、

　その中に立ち上がる人影があった。

　くすんだ黒髪、薄緑色の瞳……服はあちこちに焦げた跡があるが、如月きさらぎキサキだ。

　決して見間違いではない。それは冷静な理性が支持してくれている。しかし、本能が驚きよう愕がくを抑えきれない。こちらの全力以上の攻撃をまともに受けて、それでも生き残っているのだ。

　さながら不死鳥のごとく、炎から歩みでてきた少年の傷は急速に治癒しつつある。生命維持機構によるものだ、おそらく数秒もあれば彼の傷は完治することだろう。それでも彼の罪ハ匣コは六十時間を切ったばかり。つまり、りんごのストックはまだ切れていな…………、

「……ッ」

　その瞬間、さきほどの違和感が舞い戻ってくる。

　彼の罪ハ匣コの特徴は、スキルが無い代わりに備わっている保存機構の超性能だ。収納および解放をほぼ一瞬で行うことができ、そして、容量が実質無限、と言われている。ゆえに保存物展開を中心としたトリッキーな戦いを繰り広げられるのだ、が……しかし……、

　保存機構に収納できる物質は無生物に限定されるが、何も剣や槍やりといった武器のみを限定するものではない。生活用品や、賞味期限を考えなければ食材だって保存できる。そして、人間にかかった呪いをリセットするための果実も──如月きさらぎキサキの場合、制限なく収納できるのだ。

　そんな当たり前のことを今更認識する。つまり、彼の罪ハ匣コには────、

「《勇猛なる階位ブレストオーダー》……」

　思考を遮るように、如月きさらぎキサキがぽつりと呟つぶやいた。背中に冷や汗が吹き上がるのを感じながら、神こう足たりジトクは目の前の少年に視線を合わせる。

「あんたも知ってるだろう？　これは、罪リ獣ー狩パりーたちの戦果と貢献度を格付けしたものだ」

　頷うなずくこともなく、ただ唾つばを飲み込む。もちろん制度自体はジトクも知っていた。

「その階位オーダーのトップ……つまり一位になれば、樹層都市の最高意思決定機関である《評ひよう議ぎ会かい》の末席に加われる法律の改正に直接携われる地位だ」

「……ッ」

　瞠どう目もくする。左手にぴり、という電撃が走る。彼の台詞せりふから、その先にある言わんとしているところを理解するのに時間はかからない。ジトクは、震える唇を開く。

「まさか……君は登り詰めるつもりなのかッ。罪獣狩りグリムリーパーの頂点、この樹層都市最強の座に……」

「ああ、そうだ。りんご配給における問題……下層群のりんご不足の原因は階級制度にある。だから僕は……この樹層都市を支配する、《市し民みん階かい級きゆう制せい度ど》をぶち壊す」

　間かん髪はついれずに肯定する少年の双そう眸ぼうには、やはり真まっ直すぐなものがあった。意志……あるいは信念と呼ぶべきものが、彼の瞳には宿っている。それを見つめていると、死んでいった彼女の瞳と重なるような気がして、ジトクは光に目を背けるがごとく視線を逸そらした。

　たしかに、彼の言うプロセスは理論上不可能ではない。彼が罪獣狩りグリムリーパーである以上、実現できる可能性は決してゼロではない。だが…………、

「……ッ。そんなこと……」

「できるはずがない、か……？　たしかに可能性は限りなく低いかもしれない。けれど、ゼロじゃない。少しでも可能性があるのなら、やってみる価値はあるはずだ」

「く……ッ」

　もはや、思考をなぞられたことに対して驚く余力もなかった。

　あの少年は、自分が切り捨てた彼女の遺志を、実直に達成しようとしているのだ。

　……認めるわけにはいかない。

　認めてしまえば、踏み越えてきた人々の犠牲が無駄になる。

　負けてしまえば、今まで歩んできた道の全てを否定することになる。

　ゆえに──彼を拒絶せねばならない。

「くそ……ッ！」

　ジトクは、焦しよう燥そうと憤激を嚙かみ締しめて少年を睨にらみ付つける。

　その頃には、彼はもう音声を唱えていたのだろう。ジトクの頭上に青白い奔ほん流りゆうが集約する。そうして召還されたのは、巨大な岩石だった。五つ。それは一瞬だけ静止したように浮遊したが、次の瞬間には重力に従ってこちらに落下してくる。

「く……！　その程度で……ッ」

　──やられはしないッ！

　スキルを発動する。罪ハ匣コに眠るバネを対象に選び、その性質である弾性を頭上の空間に付与して、鉛色に染まる物理障壁を展開する。落下してくる岩石は致死性の脅威ではあるが、五十トンまでの衝撃に耐えうる物理障壁の前には意味を成さない。

　予想通り、五つの岩塊は弾性を加えた空気にぶつかり、しかし落下を急激に緩め、トランポリンに落ちたボールのように彼方かなたへと弾はじき飛とばされていった。

　落下した岩石が広場に連続して轟ごう音おんを奏かなでる中、ジトクは薄い笑みを浮かべつつ、口を開く。

「無駄だ……その程度で私は……」

「──なら、これならどうだ？」

　遮るように、声が、聴覚を叩たたいた。

　視界中央に佇たたずむ少年に目立った動きはない。直刀の切っ先を降ろし、棒立ちのまま。ということは、保存機構による遠隔攻撃をもう一度やるつもりなのだろう。そう思考した瞬間に聞こえてくる、シュゥゥン、という明めい線せんの流動音につられて、ジトクは再び頭上を見上げた。

　岩石を生み出した時の数十倍にもおよぶ量の明めい線せんが、はるか天空へと舞い上がる。

　通常、罪ハ匣コから保存物が解放される際、保存物の質量や密度に応じて明線の量は変わってくるのだが……ジトクは、あれほどまでの瀑ばく布ふを見たことがなかった。

「なんだ…………あれは…………？」

　空を覆う光の筋が集約し、やがて一つの形となっていく。その物体はあまりにも過大な質量であったため、彼の保存機構をもってして具現化に数秒のラグがあった。しかしそれは隙にもならない。なぜなら、ジトクは反撃を考えるのも忘れ、それに見入ってしまっていたのだから。

　赤い鉄塔だった。

　全長三百メートルを下らない、蔦つたと草花に覆われた建造物。禁域に転がっていた遺物を流用したのであろうそれは、闇夜の中にぞろりと姿を現し、広場の照明に照らされて不気味に存在を主張している。その尖せん端たんが、見上げたジトクへと向いている。

　防御も回避も、考えるのが馬鹿らしくなるほどの、圧倒的質量。それが、落ちてくる。

「あり得ない……ッ、ふ、ふざけるな……ッ!!」

　動転するままに叫び散らす。正面に立つ少年を睨にらむ。

　彼は、こちらを静かに見つめながら、言った。

「僕はあんたを否定する。そして、あんたと違う方法で、救ってみせる」

　先刻と同じことを口にしたその顔には、侮ぶ蔑べつも嘲ちよう笑しようもなかった。ただただ静せい謐ひつに、実直に、こちらを見据えている。それがなおのことジトクを冷静な心理状況から遠ざけ……その瞬間、目の前に──少年の前に、一人の人影が立ち現れた。

「な……!?」

　そこにいたのは、死んだはずの彼女だった。

　ブロンドの長髪に、優しげな青色の瞳。最後に見た彼女が、そのままそこに立っている。細い両腕をひらりと広げ、少年を庇かばい、ジトクに立ち塞がる姿勢を見せている。

　そのことに動揺する暇もなく、彼女は口をゆっくりと開き、そして告げた。

　──もう、やめましょう。

　と。

　心臓が大きく脈打つのと同時に、あの頃と同じように、彼女は微ほほ笑えんでみせた。

　そこで、確信してしまった。あるいは裏づけされてしまった、とも言えるか……。

「そうか…………私は、間違っていたんだな…………」

　浮き上がってきたのは自じ嘲ちようでも自や棄けでもない、乾いた笑みだった。

　鉄てつ扇せんが手から剝はがれ落おち、ガシャンと音を立てて地面に転がる。

　神こう足たりジトクは、笑みを浮かべたまま空を見上げた。

　そうして──落ちてくる赤い鉄塔を迎え入れた。
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　まどろむ意識を持ち上げて、キサキは目を覚ました。

「──ん…………」

　どうやら、少しばかり気を失っていたらしい。おぼつかない感覚で状況を確認する。

　仰ぎよう臥がするキサキの視界には、満天の星々が横たわっていた。

　そして自分を見下ろす、世界で一番見慣れた、何よりも守りたかった少女の顔。

「……ユイハか」

　仰向けに寝そべるキサキは、ユイハに膝ひざ枕まくらされていた。

　後頭部を、温かく柔らかい感触が占める。それだけで再び眠気が襲ってくるのだが、それを無理やりに押さえつけ、こちらを見つめる美しい顔に問いかける。

「……終わった、のか？」

「……ええ」

　ユイハは静かに頷うなずいた。

　それを見届けて、なんとなく動かしづらい頭を少し横に向け、キサキは広場の景色に目を向ける。止めを刺した自分が言うのもあれだが、なんとも酷ひどい有あり様さまだった。あちこちに亀き裂れつ混まじりの陥かん没ぼつが残されていて、各所の地面は焦げ付き、中央には半ばからへし折れた巨大な鉄塔が転がっている。とても、ここが第五層の玄関だとは思えない。使った物はあとで回収しておかないとな、などと考えながら、キサキはユイハに再び問いかける。

「奴やつは……？」

　ユイハは黙って首を横に振った。

「そうか……」

　決まってしまった事実が体の中に溶け込んでくる。他の誰でもない、キサキが、彼の意志を打ち砕いたのだ。奴やつがどのような気持ちで最さい期ごを迎えたのかは定かではないが、彼の道半ばの思いを、キサキは余さず背負わなければならない。それが、責任というものだろう。

「ほんと……無茶しすぎよ……っ」

　その声はどうにも震えていた。表情のほうは安あん堵どと悲痛が入り交じっており、眦まなじりには今にも落ちそうなくらい涙が溜たまっている。それを拭ってやりたいと考えるが、体が動いてくれない。

　おそらくは疲労が限界を迎えたか、あるいは出血が度を超していたのだろう。戦闘が終わって緊張を解けた瞬間、それらが体にストップをかけたせいで倒れたのかもしれない。

　罪ハ匣コにりんごを千個ほどストックしているキサキには、即死以外にデッドタイム切れという事態はあり得ないが、しかし、先に体のほうがギブアップしてしまったようだ。

「それでも、負けられなかった、っていうかさ……どうしても、お前を守りたかったんだよ」

　口が、勝手にそのような台詞せりふを吐いていた。

　しかしあろうことか、ユイハの涙が決壊してしまう。眦まなじりから落下する。それは星空から落ちてきた流星のように、きらきらと光る一粒の雫しずくはキサキの頰ほおを打った。ぽたり、ぽたり、と。二つ、三つと続き、ユイハは笑みを浮かべながら泣いた。

「バカ……ほんと、あんたはバカよ……っ」

　その罵ば倒とうはしかし、キサキの心を満たすように温めてくれる。

　月並かもしれないが、よかった、と思った。

　積みあがった問題はほとんど解決できていないけど……贖しよく罪ざいの儀式が人体実験の被験者集めだったこと、マリアとエニシがその罪獣グリム因子に蝕むしばまれていること、ジトクのようにこの樹層都市で暗躍する者がいること、それらは何ひとつ片付いていないけれど──、

　それでも、大切な人を守ることができた。

　今はそれだけを嚙かみ締しめていようと思った。
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　窓を開け放つと、柔らかな風といっしょに喧けん騒そうが流れ込んできた。

　空は快晴で、流れる雲はくっきりと白い。立地的な問題でこの窓からは見られないが、これだけ晴れ模様ならば生命樹の幹だけでなく、はるか天空にある樹冠までもがはっきりと見えることだろう。ふと視線を下ろせば、家の前を歩く人々の表情はどこか軽やかだった。

「洗濯日和ですな」

　さっぱりとした景色を見ながら呟つぶやいて、キサキは自分の仕事に戻る。

　とはいえ、それは罪獣狩りグリムリーパーとしての業務ではなく、兼業主夫としての日課だ。リビングの床に座り込み、山のように積まれている洗濯物を淀よどみなくたたんでいく。

「たしかに、呆あきれるほどに平穏無事だな」

　独り言に反応したのはロウナだ。彼女はソファに座り込みながら茶をすすり、表示させたウィンドウをスクロールさせている。今日のニュースでも見ているのだろう。

「……皮肉かよ」

「まあな。あれほどの事実を知れば、何も知らない世間のことが吞のん気きにも見えるだろう」

「確かに。けど、悪いのは裏にいる奴やつらだ。世間は何も悪くない」

「わかっているとも。裏で糸を引いているのが何者かはわからないが、いつかは全てを明るみに出し、完かん膚ぷなきまでに成敗してやる。うむ、これはなかなかに燃える展開だな」

　湯飲みをテーブルに置き、ぱしんと手の平に拳を叩たたきつける。

　ロウナが贖しよく罪ざいの儀式の真実、そして人類昇華実験のことを知ったのはあれからすぐだった。彼女はキサキの話したことを茶化したりせず、そして疑うこともなく受け止め、家に帰ってきたマリアを「おかえり」と言って優しく撫なでた。

　それからというもの、彼女はこの一週間で修練の量を三割ほど増やし、普段以上に自己鍛たん錬れんに精を入れ始めた。偏ひとえに、彼女なりに何か決心したのだろうとキサキは推測している。だが、

「気合入ってるとこ悪いけど、あんまり突っ走んないでくれよ」

　そう投げやりに言うと、ロウナは露骨に不満げな顔をする。

「いやにテンションが低いではないか。お前はどうも思わないのか？　こうしている間にも、お前の言う実験とやらが進められているかもしれないのだぞ」

「まあ、それは思ってはいるけどさ、如何いかんせん手がかりが無さすぎてな」

　白いワンピースをたたみ、ため息をつく。

　現状としては動きたくても動けない、というのが適当だろうか。実験に加担していたジトクが死んだ以上、当事者たちとの繫つながりは断たれたのも同然であるし、彼を追っていたエニシでさえも実験の主導者までは突き止められていないという。八方塞がりというか、現状では実験に関わっている人間へとたどり着くことはできそうにもない。

「焦あせったところで奴やつらを潰つぶせるわけじゃねーんだ。それはお前だってわかるだろ？」

「うむ。だがな……」

　言いよどむロウナはしばし思考する風を見せ、

「そうだ、我々が持っている情報を世間に流すというのはどうだろう？　私たちが知ったのは歴史をも覆くつがえしうる事実だ。それを市民に広めて世論を煽あおり、政府や公安局に調査させる。そうすれば、実験に関わった人間や研究施設やらを暴きだしてもらえるはずだ」

　どうだ、良案だろう？　と提案をする。たしかにそれはキサキも考えたことだった。

　しかし、持っていたＴシャツを膝ひざに置き、首を振る。

「たしかに、マリアっていう証拠がある以上、それは可能かもしれない。……けどさ、それをしようと思えば、マリアを被検体の代表者として人前に晒さらさなくちゃならないんだ。それこそサーカスの見世物小屋みたいに……そんなこと、できるわけねぇだろ」

「……たしかに、それもそうだな」

　さすがのロウナも、それ以上言葉が続かなかったらしい。静かにお茶をすする。

　そして、もはや言うまでもなく、神こう足たりジトクの奥にいる実験関係者たちは、マリアがこの場所にいることを既に把は握あくしているはずだ。それは間違いないことだと思う。

　しかしこの一週間、それらしいアクションは見せてきていない。本来なら情報拡散を止めるためにすぐにでもマリアを回収、あるいは殺しにきてもおかしくはないのに……。そうしてこない理由はおそらく、様子見をしている、といったところなのだろう。

　奴やつらとしては、最悪の結末は、実験を続行できなくなるということだ。その基準で言えば、証拠をもつだけの、実験の関係者に近づく手段を持たない人間には、手を出すだけデメリットしかない、と判断したのかもしれない。ここは監視するに留とどめておこう、と。

　つまり、ある意味では、これは冷戦状態と言えるのだろう。

「とにかくだ。今は情報を集めるしかない。他にやらなきゃならないこともあるしな」

「わかった。とにかく、私はお前に従おう」

　ウィンドウを消したロウナは湯飲みをテーブルに置き、ソファから立ち上がった。そのままテーブルを横切り、開けた窓から外の景色を眺める。しばし沈黙が流れたあと、

「──ところで、お前はユイハちゃんと仲直りしたのか？」

　なんてことを突然聞いてくるので、キサキは思わず肩を跳ねさせてしまった。

「……な、なんだよいきなり……？」

「いや、意気地なしのお前のことだから、約束をまだ果たしていないのだろうと思ってな」

「……ぅぐ」

　悲しいかな、図星だった。

　しかし言い訳をさせて欲しいと思う。ロウナに『彼女を抱きしめろ』、という注文をされてからかれこれ一週間経つわけだが、しかし当人のユイハが忙しかったせいで、ほとんど会う機会がなかったのだ。それこそ、会っても事務的な会話くらいしかしなかったし……チャンスがなかったと言うかなんと言うか…………などと心中でぶつくさ言っていると、

「むぅ、キサキ。まだユイハと仲直りしてないんですかっ」

　マリアがキサキの自室から飛び出してきた。

　その手にはもはや標準装備となったホウキを抱えていて、お下がりのエプロンを身に着けている。この家の掃除係に任命された彼女は、今までキサキの自室を清掃していたらしい。

「駄目ですよ。そうやってずるずると引き延ばしているから、いつまで経っても仲直りできないんです。いいですか、次に会った時に、かならずユイハを抱きしめてください」

　わかりましたか？　と念を押してくるエプロン少女。どうして彼女にまで約束が伝わってしまっているのだろうか。ともかく、いよいよもって母親じみてきたと思う。怒り方というか姿勢や口調がそれっぽい。まあ実の母親にこんな叱しかられ方をされた覚えはないけれど。

「……くそ。なんか敵が増えた気分だ」

「何か言いましたか？」

「…………いえ、何でもありません」

　びしっと正座を決める。マリアは「もう」と頰ほおを膨らませて、キサキの部屋へと戻っていった。その背中も、なんだか妙に様になってきている気がする。

　そんなこと思いながら、キサキは最後の洗濯物をたたみ終える。それを三人分に分けて、自分の分は罪ハ匣コの中に保存する。これで洗濯は終了。掃除もすでにマリアがやってくれていることだし、昼前の時間帯ということから考えて、次は昼食の準備に取りかかるとしようか。

　そう算段して立ち上がったとき、

「む、噂うわさをすれば、ユイハちゃんがこちらに向かってきているようだぞ」

　ロウナが言った。外を眺めている彼女の視線を鑑かんがみるに、件くだんの人物はもう家の前まで来ているのだろう。しかし、今日は彼女と会う予定はなかったはずなのだが……。

「なんであいつが……？」

　思わずそう呟つぶやいてしまったのが、失敗だったらしい。

「それは解わからん。だから、出迎えてやれ」

「はぁ？　……いや、そこまで来てんだし……子どもじゃねぇんだから……」

「いいから、行け」

　つっけんどんに命令を突きつけてくる。どうやら強制的らしい。こちらの体を射抜いてくる彼女の高圧的な視線。それに抵抗する手段はなく、キサキは命令を遵じゆん守しゆする。

「それから、忘れてないだろうな？」

　釘くぎを刺すように、ロウナが告げた。誇張なしに、ギクリ、とキサキの肩が跳ねる。恐る恐る首だけ後ろへ向けると、腕を組んだ彼女は無言の威圧感を放っていた。

　彼女の言わんとしていることを、キサキは重々承知している。

「…………もちろんです」

　小さく返事をして、いやに重くなった足を引きずりリビングから出る。扉を開けた先にあるのは階段フロア。木板の軋きしむ階段をゆっくりと下りていく。

　──そう、あれからもう一週間が経過したのだ。

　鷹たか型がた罪獣グリムの壁内襲撃があって、マリアが公安局に連行されて、その公安局が襲撃されて……それで儀式の真実を知り、実験に関わったとされる神こう足たりジトクを討った、あの日から──、

　一週間。それは長いようで短いような、それでいて特に何もない日々であった。

　彼は今頃何をしているのだろう。ふと、思いを馳はせてみる。

　キサキの親友、日ひ野の原はらエニシはもうこの第五層にはいない。




　　　　　‡




　あの時──キサキには、親友との再会を嚙かみしめる数分の時間が与えられた。

　月日にすれば二年ぶりになる。成長した親友の顔つきは以然とは大きく違う、荒れ果てたものになり、その声色すらも少々掠かすれていた。

「キサキ、一つだけ確認していいか？」

「…………あ、ああ」

　今の彼の姿に意識をアジャストすることができず、やや戸惑った声を返すと、エニシはここから離れた場所にいる二人の少女を見た。ユイハとマリアだ。ユイハは座り込むマリアを介抱し、両手にかけられた手て錠じようを外そうと試みている。

　エニシはマリアのほうに焦点を合わせ、じっくりと口を開いた。

「お前は、これからも彼女と一緒にいるつもりか？」

　問いの真意がわからなかったが、キサキは迷わず首しゆ肯こうした。

「ああ、もちろんだ。マリアは僕の大切な仲間だからな」

　そう答えるこちらの目を、エニシはじっと見つめていた。その虹色の瞳がキサキの何を知ろうとしているのかは定かではないが、数秒後、彼はやがて唇を引き結んだ。

「そうか……ならば、これだけは知っておいてくれ」

　硬い声でそう言いながら、ふいと右手の手袋を外し、コートの袖をまくる。

　そこから露あらわになった右腕を見て、思わずキサキは息を飲んだ。おおよそ人の肌色ではなかったのだ。肘ひじから手にかけて墨塗りのように黒ずんでいて、肌色が残るのは指先だけ。

「俺の身体を蝕むしばむ罪獣グリム因子……侵食率はすでに四十パーセントといったところか。これは時間経過とともに侵食が進み、スキルを使ったり、傷を負って身体を再生させたりすると急激に広がる。そしてこれが臨界点を超えると、身体の主導権を罪獣グリムに奪われ、暴走する化物になる」

　淡々と告げるエニシに、キサキはすぐに言葉を返せなかった。

「……治す方法は、その罪獣グリム因子を除去する方法はないのか？」

「それはわからない。だが、少なくともここまで侵食してしまうと、取り除くのは不可能だ。そしてもうわかっていると思うが、彼女にも罪獣グリム因子が組み込まれている。幸い侵食率はまだ低いようだが、いつかは暴走して、お前や……お前の妹に襲い掛かってしまうかもしれない」

　それでも、君は彼女と共にあるつもりか、という視線をぶつけられる。

　キサキの心は全く揺れなかった。

「だったら、その前にマリアから罪獣グリム因子を取っ払ってやればいい。きっと何か方法があるはずだ。毒を生み出すときには同時に解げ毒どく剤ざいを用意するって言うし、裏で仕切ってる奴やつらが解毒剤みたいなものを持っててもおかしくはない。……そうだろう？」

　するとエニシは、少し記憶を探る素振りを見せ、言った。

「解毒剤……たしかに、研究施設内には、被検体に注入された罪獣グリム因子をデリートするための研究をしている人間がいると聞いたことがある。名前や顔までは知らないが……その人物に解毒法を聞くことができれば、もしかしたら……」

「マリアから、罪獣グリム因子を取り除けるかもしれない」

「……ああ。だが危険も大きい。お前たちは不用意に行動を起こすな」

「そんなことを言われて、止まるとでも思ってんの？」

「止まらなければ、お前は他の大切なものを失うだけだ」

　それだけ言って、エニシは踵きびすを返す。層間エレベーターへと向かう。

　その後ろ姿を見つめながら、キサキは焦しよう燥そうのような思いに駆られた。

　何か言葉をかけなくては……そんな気持ちに苛さいなまれる。しかし何を言えばいいのか思いつかず、それであって焦あせる気持ちは収まらず、挙句の果てに何も考えずに声を出した。

「エニシ……っ」

　切迫したその声に反応して、エニシはひたと立ち止まり、こちらを少し振り返った。

「その…………お前が生きていてくれて、僕は本当に嬉うれしかったよ」

　その言葉が正解だったのかは分からない。ただ彼はふっと笑い、

「……ありがとう」と言って再び前を向き、エレベーターの中へと進んでいった。




　　　　　‡




　そんなことがあってから一週間、エニシは今頃他層へと赴き、実験の主導者の情報を探っているのだろう。もしかしたら、キサキの予想以上に首謀者へと接近しているのかもしれない。

　それは推測に過ぎないが、少なくとも彼は生きている。死んだと思っていた彼は確かにこの樹層都市のどこかで生きているのだ。今はそれだけが分かればいいと思った。

　回想から戻り、一階のスペースを抜けて玄関扉を開ける。そこには第五層居住区の街並みが広がっていて、右方向から見慣れた少女が歩いてくるのが見えた。

　流麗な黒髪に、気の強そうな紫色の瞳……ユイハだ。

「おっす」

　目の前まで歩いてきた彼女は腕を組み、訝いぶかしげなジトっという目を向けてきた。

「わざわざ迎えに来たの？」

「……ああ、まあな」

　自分の意志ではないけど……という注釈を心の中で付け加える。キサキに『出迎えろ』という命令を下した張本人は、今も窓辺からこちらを見下ろしているのだろうか。そう思考した途端、なんだか背中に視線を感じるような気がしたが、振り返るまいと意志力を振り絞る。

　ユイハは「そう」とだけ言って、一つ咳せき払ばらいをして、切り出す。

「今日は、状況報告をしに来たのよ」

「状況報告？」

「ええ、あの後どうなったのか……あんたにはまだ話していなかったでしょ」

　ああ、とキサキは頷うなずく。

　ユイハは一呼吸分の間を取って、あの後……すなわち広場でジトクを戦った後のことを話し始めた。その表情は、どことなく苦々しいものだった。

「結果から言うと、神こう足たり局長の死は罪獣グリムが原因ということになったわ。第五層支部に襲撃してきたフェーズ参さんの罪獣グリムを勇猛にも局から退け、層間エレベーター前で追撃をかけるも、やむなく戦死。残ったフェーズ参は局員の大部隊でなんとか討伐した。ニュースとして公表される流れはそんなところよ。そこにはエニシさんのことも、あんたのことも全く触れられていない」

「…………」

　キサキは眉まゆをひそめる。ユイハの話した内容は、言うまでもなく情報操作というやつなのだろう。あの場で起こった真実を覆い隠すために、ジトクの裏にいる人間がやったに違いない。

「でも、支部への襲撃は他にも目撃者がいたはずだろう。エニシを見た奴やつだって何人もいたはずだ。その全員を口封じするなんて、そんなことできるのかよ……」

　反語的にできるはずがない、と言ったつもりだったのだが、しかしユイハは首を振った。

「それを、やったのよ……数日前に、第五層支部の局員全員に上層部から緘かん口こう令れいの通達が来てね。そこには、『指名手配犯については今後特別捜査が行われる予定なので、彼と今回の襲撃に関わる一切は口外してはならない』って書かれていたの」

　ユイハの重苦しい言葉に、キサキは思わず閉口してしまう。

「口封じ、それに、情報操作か……そこまでするのか……」

「ええ……。わかってると思うけど、あんたもあまり無茶しないでよね。この樹層都市のどこかにいる相手は、あたしたちの想像以上に巨大な権力を持っているんだから」

「ああ、そうみたいだな……」

　わかってはいたことだが、やはり奴やつらはキサキ達より圧倒的優勢に立っている。権力はいわずもがな、戦力や財力もあちらが大きく上回っているに違いない。それこそ、本気を出せば、弱小契ク約ラ社ンなど一ひと捻ひねりにできるくらいに……それをしてこないのは、やはり敵とも捉えていないか、もしくは手を出して嚙かみ付つかれるのが面倒だと考えているからなのだろう。

　しかし、諦めるわけにはいかない。人々を犠牲にする贖しよく罪ざいの儀式、そして人体実験である人類昇華実験は、どちらも止めなくてはならないものだ。どうすれば奴やつらを打ち倒せるのかは現状では定かでないが、いずれは全て突き止め、そしてりんご不足を解決せねばならない。

「それでだけど、あんたは今後どうするつもりなの？」

　切り替えるようなユイハの質問に、キサキは答える。

「とりあえず、マリアの体を蝕むしばんでる罪獣グリム因子を取り除こうと思う。エニシの話だと、それについて研究してる奴やつがいるってことだし。その辺りから、情報収集していこうと思う」

「なるほど。あくまで、マリアちゃんのために動くわけね」

「ああ」

　頷うなずいて応じる。この話を、キサキはまだ彼女にしていない。

　無限のデッドタイムを有する彼女は、まだ知らないのだ。自分の身を蝕むしばむ罪獣グリム因子を放っておけばどうなるのか、ということを。キサキとても、エニシから知らされた彼女の危機を話すことは躊躇ためらわれた。事実を知れば彼女がどのような行動を取るか、なんとなくわかったからだ。

　話はそこでいったん途切れ、しばしの沈黙が流れる。

　なんとなく気まずさを感じたキサキは、彼女から視線を離し、空へと目を向けた。

　先ほど予想したとおり、生命樹の幹と樹冠がはっきりと見えていた。その壮大さは今更言うまでもなく、ずっと見ていると、自分のちっぽけさを嫌というほど思い知らされる。

　そんな景色を見ながら、キサキはぽつりと言った。

「いい天気だな」

「いい天気ね」

　その声は奇くしくも同時だった。

　焦あせって視線を移せば、ユイハは目を丸くしてキサキを見ていた。おそらくこちらも同じような顔をしているのだろう。なんとなく気恥ずかしくなり、そっぽを向いて二人して頭を搔かく。

　そしてまた沈黙。いい加減何か切り出さなくては、そう思っていると、

「その、よかったわね……」というユイハの声。

「え……？」

　隣に並ぶ彼女のほうへ目を向ける。

「ほら、あんたが犯した罪のことよ。贖しよく罪ざいの儀式自体が噓うそだったんだから、あんたは罪を犯してなかったことになるでしょ。それどころか、あんたがやったことは正しかったのよ」

　そう言われて、キサキは思わず空を仰いでしまう。

「たしかに、そうだな。でも、まだ実感はないよ。儀式に裁判、それに層外追放、それが全部間違っていたなんてさ。それにまあ、世間的には僕はまだ重罪を犯した前科者だし……」

「それでも、自分を責める必要は無くなったでしょ？」

「……あ、ああ。まあそうだな」

　何な故ぜだか押しの強い彼女に、動じつつもキサキは頷うなずく。

　するとユイハは唇を一文字に引き結び、かと思えば苦虫を嚙かみ潰つぶすように顔をくしゃりと歪ゆがめ、悲痛に染まった目をわずかに伏せて、

「そうよ……、あんたはもう犯罪者でも前科者でもないんだから、何も気にしなくていいのよ」

　その語調はどこか揺れていて、胸の前に置いた右手はたしかに震えていて──、

　いつもは鋭い目尻に溜たまった涙は、今にも決壊してしまいそうだった。

「ゆ、ユイハ……？」

　頭の中を焦あせりが埋める。

　また何か要らぬことを言ってしまったのだろうか。どうして自分は何度も同じ過あやまちを繰り返してしまうのだ。もう二度と、もう二度と悲しみの涙は見たくないと思っていたのに……。

　その思考を塗りつぶすかのように、目の前のユイハの声が耳じ朶だを叩たたく。

「言いたい人には言わせておけばいいの……間違った法なんて無視しておけばいいのよ……ッ。あんたは何も間違ってないんだから……！　だから、一緒にいちゃ駄目なんて……、」

　涙が溢あふれ出だし、面を上げたユイハは震えた唇で掠かすれた叫び声をだす。

「あたしから離れるなんて……ッ、『関わるな』なんて、もう──、」

　続く言葉を待たず、キサキは考えるより早く動いていた。

　力加減などまるで考えずに、抱きしめる。

　両手で彼女の小さな肩を包みこみ、手の平で彼女の顔を自分の胸に押し付ける。

　それが正しい行動なのかはわからない。わからないけど、ただ──、

「……ごめん」

　それだけを伝えたかった。

　しかしユイハは泣き続ける。キサキの服を両手で摑つかんで、胸に思いきり顔を押し付けて、

「言わないでよ……、そんなこと……ッ、あたしは、あんたがいなかったら何も……」

　掠かすれた声がひたすらに鼓膜を叩たたいた。

　キサキはそれを真正面から受け止める。彼女を離さないように、きつく抱きしめる。

「ごめん。僕は、お前に辛い思いをさせちまったんだよな……」

　心の底から思う言葉を彼女に伝える。

「……ッ、ずっと……ずっと待ってたんだから……！」

　その声、その思いをキサキはもう知っている。

「うん、わかってる。だからもう間違えない。僕は絶対にお前を離さない」

　これ以上ないくらいに固めた意志が、彼女に届いたかどうかはわからない。

　しかし彼女は一言だけ、

「……ばか……ぁッ」

　そう言って、そこからは決壊したように大声をあげて泣いた。もはや公衆の面前であることは頭にないらしく、道行く人が奇妙な顔をして二人の横を通り過ぎていく。
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　それでもユイハはずっと泣き続けた。泣いて泣いて、これまでに広がった二人の溝を埋めるように彼女は泣き尽くした。キサキは彼女を抱きしめ続けた。

　それからどれくらい時間が経っただろうか、泣きやんだ彼女はゆっくりと顔を上げる。

「……もう、どこにも行かないでよね」

「ああ、僕はずっとお前の傍そばにいるよ」

　その返答は確かに心へと刻み込まれた。

　この約束だけは絶対に守ってみせる。そう考えながら、しかし無意識に言葉を紡つむぐ。

「だからさ……それで……」

　続く言葉を想起して、思わずキサキは言いよどんだ。腕の中のユイハは首をかしげる。

「それで……？」

　そう訊きかれると、もはや逃げようもない。いや、逃げるつもりなど毛頭ないのだけれど。

　追い詰められたキサキは息を吸い込み、意を決して続きを口にする。

「その……一緒に、暮らさないか？」

「…………へ？」

　間の抜けたユイハの声が間近から聞こえてくる。

　まあ、それも当然だろう。自分でもはっきりわかるほど、突とつ拍ぴよう子しもない誘いをしたのだから。気付いた途端、冷めるような後悔に苛さいなまれる。なんてことを言ってしまったのだろう。せっかく仲直りをできた気がするのに、これでまた振り出しに戻ったらどうしよう。

　なんてキサキの不安をよそに、ユイハはやがて吹き出すように笑い、

「ふふ、仕方ないわね」

　軽やかな口調で続け、

「しょうがないから、あんたと一緒に住んであげるわよ」

　花が咲いたような笑みを見せる。

　その笑顔は、キサキをこれ以上なく幸せにしてくれた。


了　　　　












　　　あとがき




　はじめまして、平ひら松まつハルキと申します。

　自分のことをペンネームで呼ぶのにまだ慣れず、担当の方に送るメールをたまに本名で送ってしまうことがある、平松ハルキです。この著者名をいったい何人の方が覚えてくださるのかは謎ですが、どうぞ以後、お見知りおきを。

　という感じで自己紹介は終了したわけですが、実を言うとこれで書きたいことは全て書き終えてしまったわけです、あとがきに関しましては……。なので、以降はちょっくら作品の紹介？をしていきたいと思います。あとがきから読む方もいらっしゃるとのことなので、過度なネタバレは控えつつ……という感じで。
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　ご依頼したキャラビジュアルを、僕のイメージを遥かに超えて格好良く、美しく、そして可愛く描き上げてくださったぽんかん⑧先生。一生ついていきます。お断りされると思いますが、ストーカーのごとく付つき纏まとっていきますので、お覚悟を。

　そして最後となりましたが、本作を手に取っていただいた方々に、最大の謝辞を。

　本当に、ありがとうございました。





二〇一六年五月十日　　　　平松ハルキ
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平ひら松まつハルキ

千葉県出身（ほんの数日前に知った）。大阪育ち。小学生の頃にＴＶゲームに取り付かれ、中学生の頃にのめり込み、高校生になってもやり続け、今となってはもう離れることができなくなった、ゲームばかりやっている人間。とはいえプレイスキルが高いわけでもない。
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イラスト／ぽんかん⑧

新シリーズ、はじまりました！

盛り上げていけるよう頑張りますので

よろしくお願いします！







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

http://dengekibunko.jp/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。




ファンレターあて先

〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

アスキー・メディアワークス電撃文庫編集部

「平松ハルキ先生」係

「ぽんかん⑧先生」係











本書は書き下ろしです。













この物語はフィクションです。実在の人物・団体等とは一切関係ありません。
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